
平
成
18
年
度�

明
る
い
選
挙
推
進�

優
良
活
動
表
彰�

（財）明るい選挙推進協会は、昭和

55年度から昨年度まで「明るい選挙

推進運動優良団体表彰」を行ってき

ましたが、本年度からこれを「明る

い選挙推進優良活動表彰」に改めま

した。被表彰団体には明るい選挙推

進協議会だけでなく、その内部組織

や関連団体、さらには自治会、婦人

会、NPO等も含むこととし、当該団

体の全体像ではなく、その活動（特

定の事業又は団体としての全体の活

動）に着目して、受賞を希望する団

体からの応募方式により行うことと

しました。

その結果、本年度は18団体から応募をいただきました。いずれも

他の範となる立派な活動を行っている団体ばかりでありましたが、協

会内に設けた選考委員会（学識経験者9名で構成）における厳選の結

果、8つの団体が選ばれ、理事会において最終決定されました。

以下、受賞団体の活動の概要をご紹介します。
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挙
管
理
委
員
会
が
公
募
し
た
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
選
挙
啓
発
団
体
で
あ
る
。
会
員
は
、

一
八
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
へ
の
通

勤
・
通
学
者
で
、
活
動
期
間
は
二
年
。
現
在
は
二
期

目
で
、登
録
数
は
六
九
名（
男
三
〇
人
・
女
三
九
人
）。

仙
台
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
（
宮
城
県
仙
台
市
）

│
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
を
中
心
に
幅
広
い
活
動
│

チ
ー
ム
制
で
活
動

仙
台
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
は
、
若
年
層
の
選
挙

離
れ
対
策
を
考
え
、
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
平
成
一
六
年
三
月
に
仙
台
市
選

学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
会
社
員
、
主
婦
、
自
営
業
な

ど
職
業
は
様
々
で
、
年
齢
別
に
見
る
と
、
二
〇
歳
代

が
一
番
多
く
二
四
人
、
次
が
六
〇
歳
代
で
一
九
人
と

な
っ
て
い
る
（
平
均
年
齢
は
四
二
歳
）。

サ
ポ
ー
タ
ー
全
員
が
集
ま
る
全
体
会
議
（
平
成
一

八
年
度
は
五
月
、
七
月
、
十
二
月
に
開
催
）
の
ほ
か
、

お
お
む
ね
毎
月
一
回
役
員
会
（
代
表
、
副
代
表
お
よ

び
後
述
す
る
各
チ
ー
ム
の
正
・
副
リ
ー
ダ
ー
で
構

成
）
を
開
い
て
い
る
。
各
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
活
動
部

隊
と
な
る
チ
ー
ム
に
属
し
、
現
在
は
、
調
査
研
究
チ
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ー
ム
、
て
と
り
ん
着
ぐ
る
み
隊
、
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信

チ
ー
ム
が
常
設
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
統
一
地
方
選
と

参
議
院
選
に
向
け
た
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

調
査
研
究
チ
ー
ム
は
仙
台
市
内
の
各
投
票
所
の
投

票
率
等
の
調
査
、
地
域
傾
向
の
分
析
、
月
一
回
行
わ

れ
る
勉
強
会
の
企
画
・
運
営
等
を
行
っ
て
い
る
。

て
と
り
ん
着
ぐ
る
み
隊
は
、
実
働
が
中
心
で
、
仙

台
市
選
管
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
て
と
り
ん
」

の
着
ぐ
る
み
を
用
い
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
通
信
チ
ー
ム
は
、
年
四
回
、
選
管
と

共
同
し
て
機
関
紙
「
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信
」
の
編

集
・
発
行
を
行
っ
て
い
る
。

常
時
啓
発
活
動

・
選
管
・
明
推
協
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

仙
台
市
の
選
管
お
よ
び
明
推
協
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
は
企
画
段
階
か
ら
参
画
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
手

法
や
場
所
の
選
定
等
に
つ
い
て
の
各
種
提
案
、
イ
ベ

ン
ト
P
R
の
た
め
の
街
頭
で
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
若
者
が
応
募
し
や
す
く
す
る
た
め
の

携
帯
メ
ー
ル
の
活
用
、
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
へ
の
Q

R
コ
ー
ド
の
採
用
な
ど
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
提
案
に

よ
っ
て
実
現
し
た
。

平
成
一
七
年
一
月
に
は
イ
ラ
ン
・
イ
タ
リ
ア
共
同

制
作
映
画
「
一
票
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
上
映
会
の
運
営
、

平
成
一
八
年
二
月
に
は
選
挙
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「D
o
T
he
V
ote
!

選
挙
に
行
こ
う
！
」
の
運
営
に

そ
れ
ぞ
れ
協
力
す
る
と
と
も
に
、
後
述
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
独
自
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
だ
。

・
て
と
り
ん
を
活
用
し
た
啓
発

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
て
と
り
ん
」
に
つ

い
て
は
、
着
ぐ
る
み
隊
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
イ

ベ
ン
ト
、
小
学
生
親
子
を
対
象
に
し
た
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
、
石
ノ
森
萬
画
館
主
催
の
「
み
や
ぎ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
大
図
鑑
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
ま
た
テ
レ
ビ
出
演
や
幼
稚
園
訪
問
を
行
う
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
捉
え
て
仙
台
市
民
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
最
近
は
、「
て
と
り
ん
」
の
認
知
度

が
上
が
り
、「
て
と
り
ん
」
を
見
か
け
た
人
は
選
挙

啓
発
で
何
か
や
っ
て
い
る
と
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
て
と
り
ん
」
を
ま
ち
で
見

か
け
ら
れ
る
と
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
ほ
ど

人
気
者
に
な
っ
て
い
る
。

・
サ
ポ
ー
タ
ー
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
の
ほ
か
、
年
一
回
、
サ

ポ
ー
タ
ー
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
平
成

一
六
年
度
は
前
記
「
一
票
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
上
映
会

場
で
、
投
開
票
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
電
子
投
票

機
の
展
示
・
体
験
、
投
票
率
比
較
・
世
界
の
選
挙
制

度
・
選
挙
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
、

抽
選
会
な
ど
を
行
っ
た
。

平
成
一
七
年
度
は
前
記
「D

o
T
he
V
ote
!

」
に

併
せ
て
仙
台
駅
構
内
で
「
て
と
り
ん
」
ぬ
り
絵
コ
ン

テ
ス
ト
、
同
撮
影
会
、
選
挙
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
っ
た
。

三
カ
月
か
け
て
準
備
し
、
多
く
の
市
民
の
参
加
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
一
八
年
度
は
太
白
区
民
ま
つ
り

の
会
場
で
選
挙
ク
イ
ズ
、「
て
と
り
ん
」
撮
影
会
を

行
っ
た
。
選
挙
ク
イ
ズ
に
は
延
べ
千
人
、
写
真
撮
影

会
に
は
延
べ
三
〇
〇
人
が
参
加
し
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

・
月
例
勉
強
会

平
成
一
八
年
六
月
か
ら
は
、
原
則
月
一
回
の
勉
強

会
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ま
で
「
な
ぜ
、
投
票
に
行

か
な
い
の
か
？
」「
投
票
に
行
か
な
い
人
た
ち
へ
の
反

論
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
接
遇

研
修
、選
挙
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

選
挙
時
の
啓
発
活
動

選
挙
時
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
平
成
一
七
年
度
の

市
長
選
挙
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
発
案
で
、
交
通
安

全
協
会
や
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
な
ど
と
協
力
し

て
、
交
通
の
「
危
険
」
と
選
挙
の
「
棄
権
」
を
掛
け

言
葉
に
し
た
「
キ
ケ
ン
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
。
こ
れ
は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
て
も

ら
い
、
パ
ブ
リ
シ
テ
イ
効
果
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、

同
選
挙
で
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
協
力
依
頼

区民まつりでの「てとりん」撮影会
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を
受
け
て
、「
裏
影
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

た
。
こ
れ
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｂ
東
日
本
放
送
の
深
夜
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
「
裏
影
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
選
挙
啓

発
ソ
ン
グ
の
制
作
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
番
組
企

画
の
「
選
挙
討
論
会
」
へ
「
選
挙
に
行
く
派
」
と
し

て
参
加
し
、
投
票
率
の
低
い
二
〇
〜
三
〇
歳
代
の

方
々
に
選
挙
の
意
義
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

統
一
地
方
選
挙
で
の
取
り
組
み

今
度
の
統
一
選
挙
で
は
、
調
査
研
究
チ
ー
ム
が
、

投
票
区
ご
と
に
平
成
一
五
年
以
降
の
投
票
率
の
平
均

順
位
と
四
年
前
の
統
一
地
方
選
の
投
票
率
を
地
図
に

落
と
し
、
投
票
率
が
低
い
地
区
の
地
域
性
を
分
析
。

そ
の
結
果
、
地
下
鉄
沿
線
の
地
区
で
投
票
率
が
低
い

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

地
下
鉄
沿
線
啓
発
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
て
と
り
ん
」
が
地
下
鉄
に
乗
車

し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
ほ
か
、
四
カ
所
の
地
下
鉄
駅
で

街
頭
啓
発
を
実
施
。
ま
た
、
投
票
率
が
低
い
地
区
を

サ
ポ
ー
タ
ー
自
身
が
歩
き
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
「
て
と
り
ん
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」。
こ

れ
は
、「
て
と
り
ん
」
が
週
一
回
程
度
ま
ち
に
繰
り

出
し
、
出
会
っ
た
人
に
名
刺
を
配
布
し
た
り
、
職
業

体
験
を
し
て
、
そ
の
様
子
を
ブ
ロ
グ
の
中
で
「
て
と

り
ん
日
記
」
と
し
て
報
告
し
て
い
る
（
ブ
ロ
グ
は
毎

日
更
新
）。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
に
「
ブ
ロ

グ
編
集
班
」
を
設
け
、
ど
う
い
う
職
業
体
験
を
す
る

か
な
ど
企
画
の
ネ
タ
出
し
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
、
理
容
店
や
カ
フ
ェ
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
消

防
署
な
ど
で
職
業
体
験
を
行
い
、
ど
ん
な
に
仕
事
が

忙
し
く
て
も
選
挙
に
行
く
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
た
品
川
区
明
推
協

品
川
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
昭
和
三
二

年
六
月
に
設
立
さ
れ
、
平
成
一
九
年
に
五
〇
周
年
を

迎
え
た
。
会
員
数
は
現
在
二
〇
〇
人
。
品
川
区
在
住

の
民
間
人
が
自
主
運
営
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
あ
る
。
役
員
と
し
て
、
会
長
一
名
、
副
会
長
二

名
、
会
計
二
名
、
書
記
二
名
、
監
事
二
名
、
地
区
代

表
八
名
、
専
門
部
長
四
名
を
置
い
て
い
る
。
機
関
運

営
と
し
て
は
、
年
一
回
の
総
会
の
ほ
か
、
監
事
を
除

く
一
九
名
の
役
員
で
構
成
す
る
運
営
委
員
会
を
設
置

し
、
八
月
、
十
二
月
、
一
月
を
除
く
各
月
に
年
九
回

委
員
会
を
開
催
、
協
議
会
の
運
営
や
事
業
を
行
う
上

で
の
必
要
な
方
針
お
よ
び
重
要
事
項
を
協
議
し
て
決

定
し
て
い
る
。

入
会
は
、
会
員
ま
た
は
町
会
長
・
自
治
会
長
の
推

薦
に
よ
り
、
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
。
会
員
の

定
数
や
任
期
は
な
く
、
年
会
費
千
円
を
納
付
す
る
。

活
動
の
概
要

活
動
は
、
地
区
会
に
よ
る
活
動
と
専
門
部
会
に
よ

る
活
動
の
二
本
柱
で
進
め
て
い
る
。

活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
区
内
を
八
つ

に
分
け
た
地
区
会
に
よ
る
活
動
で
あ
る
。
地
区
代
表

を
中
心
に
、
毎
月
定
例
会
（
八
月
、
十
二
月
、
一
月

を
除
く
）
を
開
き
、
運
営
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
た

内
容
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
地
区
で
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
の
啓
発
、
選
挙
時
の
街
頭
啓
発
の
計

画
、
教
養
講
座
の
テ
ー
マ
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
れ
に
基
づ
き
、
各
地
区
で
は
、
常
時
啓
発
と
し

て
①
話
し
合
い
活
動
、
②
教
養
講
座
の
開
催
、
③
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
の
街
頭
啓
発
な
ど
、
選
挙
時
啓
発
と

し
て
①
街
頭
啓
発
、
②
ポ
ス
タ
ー
掲
出
、
③
啓
発
誌

の
町
会
回
覧
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

常
時
啓
発
活
動

常
時
啓
発
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
話
し
合

い
活
動
で
あ
る
。
有
権
者
の
政
治
意
識
を
高
め
る
た

め
、
会
員
各
自
が
サ
ー
ク
ル
や
職
場
の
仲
間
、
町

会
・
自
治
会
の
知
人
な
ど
を
集
め
、
政
治
、
経
済
、

環
境
、
福
祉
、
教
育
な
ど
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
一
七
年
度
は
、
八
地
区
で
計
七

六
四
回
開
催
し
、
延
べ
六
七
六
四
人
の
区
民
が
参
加

品
川
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
東
京
都
）

│
年
会
費
千
円
で
自
主
運
営
│
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し
た
。

教
養
講
座
は
、
毎
年
秋
に
行
っ
て
い
る
。
身
近
な

問
題
と
政
治
と
の
か
か
わ
り
や
選
挙
の
大
切
さ
を
区

民
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
だ
。
地
区
代
表

を
中
心
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
講
師
に
依
頼
し
て
講

演
会
を
開
催
し
て
い
る
。
会
場
で
は
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て
い
る
。
平
成
一
七
年

度
は
「
身
近
な
防
災
対
策
」「
歴
史
か
ら
学
ぶ
健
康

の
知
恵
」
な
ど
四
講
座
を
開
講
し
、
延
べ
二
二
四
人

が
参
加
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
街
頭
啓
発
で
は
、
各
地
区
の

様
々
な
行
事
に
参
加
し
、「
三
な
い
運
動
」
の
推
進

と
選
挙
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
平
成
一
七
年
度
は
、

区
民
ま
つ
り
や
福
祉
施
設
・
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ま
つ

り
、
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
計
十
一
回
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
た
。

選
挙
時
啓
発

一
方
、選
挙
時
啓
発
と
し
て
、平
成
一
七
年
度
は
、
東

京
都
議
会
議
員
選
挙
と
衆
議
院
議
員
選
挙
が
あ
り
、

両
選
挙
と
も
ほ
ぼ
同
規
模
の
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

街
頭
啓
発
で
は
、
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、

地
区
ご
と
に
保
育
園
・
幼
稚
園
や
大
学
・
専
修
学
校

な
ど
の
門
前
に
立
っ
て
、
子
ど
も
を
送
迎
す
る
若
い

保
護
者
や
登
校
す
る
学
生
に
投
票
参
加
を
呼
び
か
け

た
。
延
べ
一
九
〇
人
の
推
進
委
員
が
参
加
し
、
チ
ラ

シ
八
千
部
の
ほ
か
、
折
り
紙
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
た
。

ま
た
、
選
挙
名
お
よ
び
選
挙
期
日
、
啓
発
標
語
を

記
載
し
た
ポ
ス
タ
ー
四
〇
〇
部
を
会
員
宅
と
近
隣
に

掲
出
し
、
さ
ら
に
選
挙
結
果
な
ど
を
掲
載
し
て
発
行

す
る
啓
発
誌
「
し
い
の
木
か
わ
ら
版
」
一
万
二
千
部

を
区
内
町
会
・
自
治
会
に
配
布
し
た
。

専
門
部
会
の
活
動

活
動
の
も
う
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
専

門
部
会
の
活
動
で
あ
る
。
専
門
部
会
は
、
①
総
務
部

会
、
②
事
業
部
会
、
③
広
報
部
会
、
④
研
修
部
会
の

四
部
会
で
構
成
さ
れ
、
会
員
は
い
ず
れ
か
の
部
会
に

所
属
し
活
動
し
て
い
る
。

総
務
部
会
は
、
総
会
資
料
な
ど
の
準
備
、
協
議
会

活
動
の
企
画
、
予
算
・
決
算
に
関
す
る
事
項
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
関
す
る
諸
手
続
き
な
ど
を
担
当
し

て
い
る
。
事
業
部
会
は
、
各
地
区
で
行
わ
れ
る
啓
発

事
業
を
企
画
運
営
す
る
。
啓
発
グ
ッ
ズ
の
検
討
も
行

い
、
自
主
財
源
に
よ
る
購
入
を
行
っ
て
い
る
。
広
報

部
会
は
、
年
一
回
発
行
す
る
会
員
報
「
し
い
の
木
」

（
五
〇
頁
）
の
編
集
を
行
い
、
会
員
を
は
じ
め
、
区

議
会
議
員
や
各
町
会
・
自
治
会
長
に
配
布
し
て
い

る
。
選
挙
時
に
は
「
し
い
の
木
か
わ
ら
版
」
を
発
行

し
て
い
る
。
研
修
部
会
は
、
自
主
研
修
の
ほ
か
、
品

川
区
か
ら
委
託
さ
れ
た
区
外
研
修
の
企
画
と
運
営
を

担
当
。
平
成
一
七
年
度
は
、「
品
川
区
に
お
け
る
教

育
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
研
修
を
行
い
、
ま
た
、

区
外
研
修
と
し
て
は
栃
木
県
足
利
市
を
視
察
し
た
。

こ
の
よ
う
に
会
員
は
、
地
区
で
活
動
す
る
と
と
も

に
、
専
門
部
会
に
所
属
し
て
全
区
的
な
活
動
の
役
割

を
担
う
こ
と
で
、
協
議
会
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
、

会
員
間
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

新
成
人
と
の
意
見
交
換
会

協
議
会
で
は
、
若
年
層
の
政
治
離
れ
・
選
挙
離
れ

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
広
報
部
会
の
部
員
が
中

心
と
な
っ
て
、
新
成
人
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て

い
る
。
品
川
区
で
は
、
選
挙
の
際
、
区
内
四
三
投
票

所
の
投
票
立
会
人
の
一
人
に
新
成
人
を
起
用
し
て
い

る
が
、
意
見
交
換
会
は
、
そ
の
投
票
立
会
人
を
経
験
し

た
新
成
人
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
開
催
し
た
も
の
だ
。

平
成
一
七
年
は
三
回
開
き
、
新
成
人
十
二
人
を
含

み
延
べ
三
七
人
が
出
席
。
①
衆
議
院
議
員
選
挙
に
つ

い
て
、
②
若
年
層
の
投
票
率
を
上
げ
る
方
法
、
③
大

学
内
で
の
啓
発
方
法
、
な
ど
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い

を
行
っ
た
。「
候
補
者
が
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
選

挙
に
行
こ
う
と
思
わ
な
い
」「
啓
発
物
の
代
わ
り
に

候
補
者
の
情
報
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
配
布
し
た

区民まつりでぬり絵を配布
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ら
ど
う
か
」
な
ど
、
新
成
人
の
生
の
声
や
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
意
見
交
換
会
に
参

加
し
た
若
者
を
主
体
に
し
た
啓
発
母
体
を
組
織
化
す

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

以
上
、
運
営
委
員
会
と
地
区
会
の
密
接
な
結
び
つ

き
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
で
活
発
な
啓
発
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
特
に
、
協
議
会
を
支
え
て
い
る
地
区
会

は
、
地
区
代
表
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
ま
り
を
見

せ
て
い
る
。
日
ご
ろ
の
地
区
定
例
会
や
地
区
専
門
部

会
、
懇
親
会
な
ど
を
通
し
て
培
わ
れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
賜
物
で
あ
り
、
選
挙
時
の
啓
発
活
動
で
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
る
。

横
浜
市
青
葉
区
の
特
性

青
葉
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
以
下
「
青
葉

区
協
議
会
」）
が
活
動
す
る
青
葉
区
は
、
横
浜
市
北

西
部
に
位
置
し
、
川
崎
市
と
東
京
都
町
田
市
に
隣
接

す
る
。
有
権
者
数
は
平
成
一
八
年
九
月
二
日
現
在
、

二
三
万
一
四
八
八
人
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
か
ら
の

転
入
者
が
多
く
、
四
割
以
上
は
東
京
二
三
区
に
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
。
若
い
世
代
が
多
い
の
が
特
徴

で
、
平
均
年
齢
は
三
九
・
八
歳
と
市
内
二
番
目
の
若

さ
、
将
来
有
権
者
と
な
る
一
五
歳
未
満
の
人
口
は
市

内
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
特
性
は
、
各
選
挙
の
投
票
率
に
も
現
れ

て
い
る
。
国
政
選
挙
は
横
浜
市
平
均
よ
り
毎
回
二
〜

三
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
地
方
選
挙
は
逆
に
二
〜
四
ポ
イ

ン
ト
低
い
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
平
成
一
七
年
の

衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
七
一
・
九
％
で
、
一

八
区
中
で
は
最
高
だ
っ
た
。
一
方
、
平
成
一
五
年
の

統
一
地
方
選
挙
の
投
票
率
は
四
四
・
三
％
で
、
下
か

ら
二
番
目
。
国
政
に
比
し
て
投
票
率
の
低
い
県
政
や

市
政
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
、
区
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

青
葉
区
協
議
会
の
概
要

青
葉
区
協
議
会
は
、
青
葉
区
誕
生
前
年
の
平
成
五

年
に
緑
区
北
部
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
し
て
設

立
さ
れ
、
平
成
六
年
の
青
葉
区
誕
生
と
同
時
に
現
在

の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
。

現
在
、
区
内
の
各
種
団
体
の
代
表
者
等
か
ら
な
る

推
進
委
員
一
四
名
と
、
自
治
会
・
町
内
会
か
ら
の
推

薦
者
お
よ
び
平
成
一
四
年
度
ま
で
区
選
挙
管
理
委
員

会
と
共
催
で
実
施
し
た
常
時
啓
発
事
業
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
受
講
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
推

進
員
一
九
〇
名
の
計
二
〇
四
名
で
活
動
し
て
い
る
。

企
画
運
営
チ
ー
ム
の
発
足

組
織
の
特
徴
は
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
、
事
業
実

施
の
際
に
運
営
の
中
心
と
し
て
活
動
す
る
「
企
画
運

営
チ
ー
ム
」
を
設
け
、
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
一
六
年
度
の
意

見
交
換
会
だ
っ
た
。
意
見
交
換
会
は
、
常
時
啓
発
や

選
挙
時
啓
発
の
効
果
的
な
展
開
方
法
な
ど
を
推
進
委

員
・
推
進
員
同
士
が
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
話
し
合
う
も
の
。
そ
の
中
で
、「
や
る
気
の

あ
る
推
進
員
は
た
く
さ
ん
い
る
。
も
っ
と
推
進
員
が

働
け
る
場
を
設
け
る
べ
き
だ
」「
推
進
員
に
は
様
々

な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
が
い
る
。
活
用
す
べ
き
だ
」

な
ど
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
協
議
会

機
関
紙
「
あ
お
ば
イ
コ
ッ
ト
通
信
」
で
参
加
者
を
募

集
。
そ
の
結
果
、
男
性
五
名
、
女
性
一
名
が
推
進
員
に

応
募
、
平
成
一
七
年
六
月
に
同
チ
ー
ム
が
発
足
し
た
。

企
画
運
営
チ
ー
ム
の
活
動
は
、
個
々
の
事
業
の
企

横
浜
市
青
葉
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

│
「
企
画
運
営
チ
ー
ム
」
を
中
心
に
事
業
展
開
│

「最後の給食のデザートを決める」
投票後の開票風景
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画
や
広
報
・
運
営
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
事
業
実
施

に
向
け
て
の
事
前
の
打
合
せ
会
議
も
活
発
に
行
っ
て

お
り
、
平
成
一
七
年
度
は
一
〇
回
開
催
し
た
。
そ
こ

で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
、
全
推
進
委
員
・
推
進
員

で
共
有
す
る
た
め
、
機
関
紙
「
イ
コ
ッ
ト
通
信
」
な

ど
で
提
供
し
て
い
る
。

区
民
ま
つ
り

主
な
事
業
は
、
ま
ず
毎
年
多
く
の
区
民
が
来
場
す

る
区
民
ま
つ
り
に
参
加
。
協
議
会
独
自
に
ブ
ー
ス
を
設

け
、
選
挙
の
し
く
み
や
歴
史
、
直
近
の
選
挙
の
投
票

区
別
投
票
率
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
一
八
年
度
は
、「
期
日
前
投
票
制
度
を
知
っ

て
い
ま
す
か
」
な
ど
を
問
う
選
挙
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
が
会
場
の
パ
ネ
ル
の

上
に
シ
ー
ル
を
貼
る
方
式
を
採
用
し
、
回
答
者
に
は
、

区
独
自
の
明
る
い
選
挙
マ
ス
コ
ッ
ト
「
え
ら
坊
」
を

印
刷
し
た
ク
リ
ア
ホ
ル
ダ
ー
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈

し
た
。
ホ
ル
ダ
ー
に
は
期
日
前
投
票
制
度
を
解
説
し

た
チ
ラ
シ
を
は
さ
み
こ
ん
だ
。
こ
れ
ら
は
、
企
画
運

営
チ
ー
ム
の
ア
イ
デ
ア
を
大
幅
に
取
り
入
れ
た
も

の
。
こ
の
事
業
に
は
多
く
の
推
進
員
の
ほ
か
、
中
学

生
六
人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、「
え
ら
坊
」

の
着
ぐ
る
み
を
着
て
Ｐ
Ｒ
、
大
活
躍
し
た
。

せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
選
挙
出
前
事
業
」

政
治
へ
の
興
味
や
投
票
参
加
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
市
内
各
区
で
「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

実
施
し
て
い
る
が
、
青
葉
区
で
は
若
年
層
啓
発
に
力

を
入
れ
、
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
小
学
生
を
対
象
に

企
画
し
て
い
る
。
平
成
一
七
年
度
は
小
学
校
二
校
で
、

六
年
を
対
象
に
「
選
挙
出
前
事
業
」
を
実
施
し
た
。

区
職
員
が
扮
し
た
三
人
の
立
候
補
者
が
、
六
年
生
最

後
の
給
食
に
出
す
デ
ザ
ー
ト
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
を
テ

ー
マ
に
、
各
自
が
推
す
味
（
グ
レ
ー
プ
、
リ
ン
ゴ
、

オ
レ
ン
ジ
）
に
つ
い
て
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
、

選
挙
公
報
と
選
挙
演
説
で
ア
ピ
ー
ル
。
そ
れ
を
参
考

に
、
児
童
が
ど
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
が
最
後
の
給
食
に

ふ
さ
わ
し
い
か
を
考
え
、
実
際
の
選
挙
で
使
用
し
て

い
る
記
載
台
や
投
票
箱
を
使
っ
て
投
票
し
た
。
開
票

も
本
物
の
計
数
機
を
使
っ
て
全
員
で
開
票
作
業
を
行

っ
た
。
投
票
管
理
者
、
投
票
立
会
人
な
ど
は
近
く
の

推
進
員
と
企
画
運
営
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
務
め

た
。
当
日
の
様
子
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
さ
れ
、
注

目
を
集
め
た
。

街
頭
啓
発
「
ザ
・
イ
コ
ッ
ト
」
な
ど

選
挙
時
啓
発
と
し
て
は
、
街
頭
啓
発
「
ザ
・
イ
コ

ッ
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
一
八
年
三
月
の
市

長
選
挙
で
は
、
区
内
三
駅
で
計
六
回
、
延
べ
一
〇
七

名
が
参
加
し
て
行
っ
た
。
企
画
運
営
チ
ー
ム
は
、
実

施
時
間
の
設
定
や
参
加
依
頼
文
の
発
送
、
物
品
の
仕

分
け
な
ど
の
事
前
準
備
と
と
も
に
、
当
日
の
実
施
場

所
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
役
を
務
め
た
。

青
葉
区
で
は
、
選
挙
啓
発
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る

「
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
」
は
推
進
委
員
・
推
進
員

の
活
動
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
実
現
し
て
い
る
。
し

か
し
、
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
「
積
極
的
な
投
票

参
加
」
は
、
特
に
地
方
選
挙
の
投
票
率
が
低
い
こ
と

か
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
知
恵
を
絞
っ
て

「
積
極
的
な
投
票
参
加
」
を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
地
域
性
を
持
っ
た
横
浜
市
北
部
四
区

の
合
同
研
修
会
、
全
国
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

と
の
交
流
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
様
々
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
入
れ
て
組
織
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
。

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
概
要

若
年
層
の
各
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
下
、
政

治
へ
の
無
関
心
が
叫
ば
れ
る
中
、
愛
知
県
で
は
、
平

成
一
六
年
度
ま
で
は
「
ヤ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
、
若
者
に
啓
発
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し

て
も
ら
う
等
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

年
々
参
加
者
は
減
少
し
、
事
業
内
容
も
慢
性
化
し
た

明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
（
愛
知
県
）

│
自
ら
作
成
し
た
教
材
で
「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
│
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も
の
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
平
成
一
七
年
度
に
今
ま

で
の
事
業
を
抜
本
的
に
見
直
し
、「
明
る
い
選
挙
推

進
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、
県
内
の

若
者
を
明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
委
嘱

し
、
定
期
的
な
会
議
の
開
催
に
よ
り
政
治
や
選
挙
に

つ
い
て
考
え
る
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
事

業
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
る
こ
と
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー

自
身
や
県
内
の
若
者
の
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
県
職
員
の
視
点
で
啓
発
事
業
を

企
画
し
て
同
じ
よ
う
な
事
業
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
若
者
自
ら
に
若
者
向
け
啓
発
事
業
を
企
画
・
意

見
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
効
果
的
に
若
年
層
に
対
す

る
啓
発
事
業
を
実
施
で
き
る
こ
と
も
狙
っ
て
い
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
参
加
資
格
は
、
県
内
在
住
の
一
八

歳（
高
校
生
を
除
く
）
か
ら
二
九
歳
ま
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
で
き
る
者
を
募

集
し
て
い
る
。
当
初
、
一
四
名
で
活
動
を
始
め
た
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
呼
び
か
け
や
大
学
で
の
募
集

チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
二
五
名
ま
で

増
え
て
い
る
。
内
訳
は
、
大
学
生
が
一
八
人
、
社
会

人
が
七
人
。
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
「
明
る
い
選
挙
推
進

サ
ポ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
事
業
と
し
て
「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

「
明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
」
は
、
毎
月
一
回
開
催
し
て
お
り
、
一
七
年
度

は
計
十
一
回
、
一
八
年
度
は
昨
年
十
二
月
ま
で
に
一

〇
回
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
会
議
で
は
、
若
者
へ
の
選
挙
啓
発
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
若
者
を
対
象
と
し
た
選
挙
啓
発
事
業
を

企
画
。
選
挙
出
前
ト
ー
ク
の
実
施
が
近
い
時
期
に
は
、

参
加
で
き
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
分
担
や
進
行
内
容

に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。
実
施
後
に
は
、
反
省

と
次
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

会
議
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
が
世
間
話
を
す
る
よ

う
な
雰
囲
気
で
自
由
に
意
見
を
言
い
合
え
る
よ
う
工

夫
し
、
職
員
も
一
個
人
と
し
て
発
言
し
、
サ
ポ
ー
タ

ー
と
意
見
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
当
初
は
、

抽
象
的
な
意
見
や
実
現
可
能
性
が
低
い
意
見
も
多
か

っ
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
整
理
さ
れ
具
体
性
の

あ
る
意
見
が
多
く
な
り
、
啓
発
事
業
へ
の
貴
重
な
参

考
意
見
を
収
集
で
き
る
会
議
と
な
っ
て
い
る
。

選
挙
出
前
ト
ー
ク

「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
は
一
七
年
度
か
ら
始
め
た
事

業
で
、
未
来
の
有
権
者
で
あ
る
小
学
生
、
中
学
生
及

び
高
校
生
に
対
し
、
選
挙
に
関
す
る
話
や
模
擬
投
票

を
通
じ
て
、
選
挙
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
実
施
を
希
望
す
る
小
中
高

校
に
、
県
選
管
職
員
と
実
施
校
が
所
在
す
る
市
町
村

選
管
職
員
お
よ
び
明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
が

出
向
き
、
協
力
し
て
実
施
す
る
。
会
場
と
な
る
体
育

館
な
ど
に
本
物
の
投
票
箱
、
投
票
記
載
台
を
設
置
し
、

選
挙
制
度
の
説
明
、
投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人
を

配
置
し
た
模
擬
投
票
、
選
挙
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
、

ク
イ
ズ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
へ
の
実

施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
投
票
と
い
う
貴
重
な
体

験
が
で
き
た
」「
投
票
に
行
く
こ
と
は
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
こ
の
出
前
ト

ー
ク
で
、
模
擬
投
票
の
進
行
役
や
候
補
者
役
を
務
め
、

ま
た
、
出
前
ト
ー
ク
の
最
後
に
選
挙
の
大
切
さ
伝
え

る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
役
を
担
っ
て
い
る
。
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
年
齢
的
に
も
近
い
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で

あ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
同
で
行
う
出
前
ト
ー
ク
は
、

職
員
だ
け
で
行
う
も
の
よ
り
も
児
童
・
生
徒
に
好
評

で
、
ま
た
、
新
聞
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
や
す
く
、

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
し
て
の
効
果
も
大
き
い
。

一
七
年
度
は
計
一
九
校
で
選
挙
出
前
ト
ー
ク
を
実

施
し
、
う
ち
九
校
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が
参
加
し
た
。
一

八
年
度
は
二
〇
校
で
行
い
、
う
ち
十
二
校（
小
学
校

八
校
、
中
学
校
三
校
、
高
校
一
校
）
に
サ
ポ
ー
タ
ー

ワークショップ
選挙出前トークで使う資料を作成中
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が
参
加
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
教
材
等
を
作
成

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
従
前
の
「
ヤ
ン
グ
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
代
わ
る
も
の
で
、
県
内
の
若
者
に
、
選

挙
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
考
え
て
も
ら
う
こ
と

で
、
そ
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各
参
加
者
が

学
ん
だ
こ
と
を
地
域
、
学
校
、
職
場
に
広
め
て
も
ら

う
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
て
い
る
。
参
加
者
は
、
明

る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
を
含
む
県
内
の
若
者
で

あ
る
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
通

じ
て
企
画
段
階
か
ら
参
加
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
一
七
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

「
選
挙
へ
の
行
き
方
ト
ラ
の
巻
」
と
題
し
て
、
若
者

向
け
に
投
票
所
へ
の
行
き
方
な
ど
を
解
説
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
こ
の
企
画
の
発
端
は
、
サ

ポ
ー
タ
ー
会
議
で
出
さ
れ
た
「
二
〇
歳
に
な
っ
て
初

め
て
の
選
挙
は
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
と
て
も
勇

気
が
い
る
。
選
挙
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
若
者
に
投

票
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
、
選
挙

に
行
っ
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
意
見
だ
っ
た
。
若
者

に
手
に
と
っ
て
見
て
も
ら
う
た
め
に
、
な
る
べ
く
絵

を
多
く
使
い
、
一
目
で
わ
か
る
も
の
に
し
よ
う
と
い

う
方
針
の
も
と
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制
作
し
た
。

県
選
管
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、

複
数
の
団
体
で
啓
発
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

一
八
年
度
は
、「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
で
児
童
・

生
徒
に
示
す
資
料
を
作
成
し
た
。
一
七
年
度
に
使
っ

た
資
料
は
す
べ
て
県
職
員
が
作
成
し
た
が
、
サ
ポ
ー

選
挙
を
身
近
な
も
の
に

「
名
古
屋
市
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
は
、
青

年
選
挙
指
導
者
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
選
挙
啓

発
活
動
を
通
し
て
若
者
に
選
挙
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

平
成
一
〇
年
度
、
名
古
屋
市
選
挙
管
理
委
員
会
が

高
校
生
か
ら
二
九
歳
ま
で
の
名
古
屋
市
在
住
・
在

学
・
在
勤
者
を
対
象
に
、
募
集
を
開
始
し
た
。
毎
年

四
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
が
、
登
録

者
は
発
足
当
初
よ
り
増
え
て
お
り
、
平
成
一
八
年
度

は
、
高
校
生
を
は
じ
め
、
大
学
生
、
社
会
人
な
ど
四

〇
人
が
登
録
。
年
齢
や
職
業
な
ど
の
違
い
を
越
え
、

活
発
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

メ
イ
ン
は
選
挙
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
運
営

メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
選
挙
フ

ェ
ス
タ
」
の
企
画
・
運
営
で
あ
る
。「
選
挙
フ
ェ
ス

タ
」
は
、
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う

趣
旨
の
も
と
、
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と

な
っ
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
若
者
向
け
の
選
挙
啓
発

イ
ベ
ン
ト
。
平
成
一
八
年
度
は
「
選
挙
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
６
〜
み
ん
な
が
日
本
代
表
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
十
一
月
十
一
日
に
、
名
古
屋
の
栄
に
あ
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
「
オ
ア
シ
ス
21
」
で
開
催
し
た
。

青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
の

企
画
を
考
え
る
た
め
、
五
月
下
旬
か
ら
月
二
回
の
ペ

ー
ス
で
会
議
を
重
ね
、
実
施
内
容
の
細
か
な
点
ま
で

検
討
し
た
。
検
討
当
初
は
選
挙
イ
ベ
ン
ト
の
イ
メ
ー

ジ
が
つ
か
め
ず
、「
何
を
や
っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」「
難
し
そ
う
」
と
と
ま
ど
う
メ
ン
バ
ー
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
会
議
を
重
ね
る
ご
と
に
、

ベ
テ
ラ
ン
メ
ン
バ
ー
の
リ
ー
ド
で
、「
模
擬
投
票
や

選
挙
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
」「
選

名
古
屋
市
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

│
若
者
が
若
者
向
け
選
挙
啓
発
イ
ベ
ン
ト
│

タ
ー
会
議
で
、「
文
字
が
多
く
て
読
み
に
く
い
」「
も

っ
と
子
ど
も
た
ち
の
注
意
を
引
く
よ
う
な
工
夫
が
必

要
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
全

面
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
た

ち
が
自
ら
改
善
案
を
作
成
し
、
配
布
資
料
の
ほ
か
に
、

模
造
紙
に
よ
る
大
き
く
見
や
す
い
資
料
の
作
成
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
を
行
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
成
し
た
資
料
は
一
八
年
度

途
中
か
ら
選
挙
出
前
ト
ー
ク
で
活
用
し
た
が
、
児

童
・
生
徒
の
集
中
度
が
増
し
、
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
実
施
校
の
先
生
の
感
想
で
も
「
資
料
が
わ
か

り
や
す
い
」
と
い
う
声
を
多
数
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。



12

挙
の
パ
ネ
ル
展
示
を
し
て
、
選
挙
の
内
容
に
も
触
れ

て
も
ら
お
う
」「
ク
リ
タ
ン
（
名
古
屋
市
の
明
る
い

選
挙
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
を
使
う
こ
と
で

選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
」「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
に
す
れ

ば
、
各
コ
ー
ナ
ー
へ
の
参
加
者
が
増
え
る
は
ず
」
な

ど
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。

九
回
に
わ
た
る
企
画
会
議
の
結
果
、
若
い
世
代
な

ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
催
し
が
企
画
さ
れ
、

様
々
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
実
際
の
選
挙
で
使
わ
れ
て
い
る
投

票
箱
や
記
載
台
を
設
置
し
、
来
場
者
に
投
票
を
体
験

し
て
も
ら
う
「
模
擬
投
票
コ
ー
ナ
ー
」
や
、「
ク
リ

タ
ン
」
を
活
用
し
た
「
ダ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
」「
ク
リ

タ
ン
水
風
船
釣
り
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

新
た
な
試
み
と
し
て
「
知
事
選
挙
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
、
選
挙
パ
ネ
ル
と
知
事
選
挙
パ
ネ
ル
の
展
示

を
行
っ
た
。「
愛
知
県
知
事
選
挙
　
投
票
日
二
月
四

日
」
と
大
き
く
描
い
た
ク
リ
タ
ン
の
顔
出
し
パ
ネ
ル

を
設
置
し
た
「
ク
リ
タ
ン
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
」
も

設
け
た
。
出
来
上
が
っ
た
写
真
で
投
票
日
を
周
知
し

よ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
。

各
コ
ー
ナ
ー
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施

し
、
ゴ
ー
ル
で
知
事
選
挙
の
投
票
日
を
答
え
て
も
ら

う
選
挙
ク
イ
ズ
を
行
い
、
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
に
つ
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
企
画
し
、
出
演
者
と
の
交
渉
に
当
た
っ
て
い
る
。

よ
さ
こ
い
の
演
舞
、
和
太
鼓
演
奏
、
チ
ア
ダ
ン
ス
な

ど
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
所
属
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
や

サ
ー
ク
ル
に
協
力
を
お
願
い
し
て
実
現
し
た
。
ま
た
、

地
元
で
活
躍
中
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ラ

イ
ブ
、
元
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
エ
ー
ス
・
今
中
慎
二

氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ェ
ス
タ
全
体
の
司
会
・
進
行
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
が
担
当
す
る
た
め
、
台
本

の
作
成
か
ら
読
み
合
わ
せ
ま
で
、
入
念
な
準
備
を
整

え
、
本
番
に
備
え
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
今
中

氏
に
選
挙
に
つ
い
て
の
考
え
や
若
者
に
対
す
る
投
票

参
加
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
参

加
者
に
選
挙
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
努
力
の
結
果
、
平
成
一
八
年
度
の
選
挙

フ
ェ
ス
タ
は
、
お
よ
そ
一
万
二
千
人
の
参
加
者
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど

青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
フ
ェ
ス
タ
の
他
に
も

様
々
な
事
業
に
参
加
し
て
い
る
。
名
古
屋
市
全
一
六

区
の
推
進
協
議
会
委
員
・
推
進
委
員
対
象
の
「
選
挙

セ
ミ
ナ
ー
」
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
選
挙

啓
発
の
た
め
の
市
民
向
け
講
座
に
も
参
加
し
、
選
挙

や
政
治
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
平
成
一
八
年
度
は
、

九
月
三
〇
日
・
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
津
市
で
開
催

さ
れ
た
「
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
（
東
海
・
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
）」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
二
名
が

参
加
し
た
。

ま
た
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
名
古
屋
市
選
挙
管
理

委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ペ
ー
ジ
」
を
設
け
て
い
る
。
同
ペ
ー
ジ
で

は
、
選
挙
フ
ェ
ス
タ
の
内
容
や
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
な
ど
を
紹
介
。「
今
年
で
二
〇
歳
、
選

挙
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
お
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
」

「
選
挙
フ
ェ
ス
タ
の
よ
う
な
、
誰
で
も
気
軽
に
足
を

運
べ
、
選
挙
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
は
意
味
の
あ
る
こ

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
」
な
ど
、
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
感
想
や
意
見
も
載
せ
て
い
る
。

選
挙
時
啓
発
に
も
取
り
組
み
、
市
選
管
が
行
う
街

頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
る
。
平
成
一

八
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
愛
知
県
選
管
の

明
る
い
選
挙
推
進
大
会
に
出
席
し
、
市
代
表
と
し
て

体
験
発
表
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
し
て
い
く
中
で
、
学
校

の
自
由
研
究
課
題
に
「
選
挙
」
を
取
り
上
げ
、
選
管
を

取
材
す
る
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
現
れ
て
い
る
。

若
者
の
選
挙
離
れ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、「
選

挙
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
「
難
し
い
、
よ
く
分
か
ら

幼児も投票できる「模擬投票コーナー」
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な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。「
難
し
い
」
と
感
じ
る
た
め
に
関
心

が
持
た
れ
ず
、
敬
遠
さ
れ
て
い
る
現
状
を
変
え
て
い

く
に
は
、
若
者
に
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
「
選
挙

フ
ェ
ス
タ
」
で
あ
り
、
若
者
が
選
挙
に
触
れ
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
若
者
に
対
し
て

効
果
的
に
訴
え
か
け
、
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
青
年
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
同
世

代
の
若
者
を
お
い
て
他
に
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。選

挙
に
関
心
の
な
か
っ
た
若
者
に
選
挙
に
触
れ
る

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
青
年
選
挙

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
意
義
は
大
き
い
。

市
議
会
議
員
選
挙
で
の
取
り
組
み

平
成
十
一
年
四
月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
立
候
補
予
定
者
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
し
た
公
開
討
論
会
を
企
画
し
た
。

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
公
職
選
挙
法
に
触
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
も
た
び
た
び

足
を
運
ん
で
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
入
念
な
準
備
を

進
め
た
。
公
平
性
・
中
立
性
を
期
す
た
め
、
立
候
補

予
定
者
の
発
言
の
時
間
や
回
数
な
ど
に
は
特
に
気
を

配
っ
た
。
立
候
補
予
定
者
か
ら
は
、「
短
い
時
間
で

は
政
策
や
理
念
を
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
課
題
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
く
た
め
、
時
間
的
な

制
約
が
あ
る
こ
と
に
理
解
を
求
め
た
。

立
候
補
予
定
者
二
八
人
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

一
〇
人
が
参
加
。
四
月
一
六
日
に
市
内
の
赤
と
ん
ぼ

文
化
ホ
ー
ル
で
「
こ
れ
か
ら
の

”龍
野
“
を
語
る

た
つ
の
夢
く
ら
ぶ
と
は

「
た
つ
の
夢
く
ら
ぶ
」
は
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
の
社

団
法
人
龍
野
青
年
会
議
所
と
龍
野
商
工
会
議
所
青
年

部
の
両
青
年
経
営
者
団
体
の
Ｏ
Ｂ
有
志
が
中
心
と
な

り
、
平
成
一
〇
年
十
二
月
に
設
立
し
た
団
体
で
あ
る
。

事
業
経
営
者
や
そ
の
後
継
者
で
あ
る
メ
ン
バ
ー
は
、

そ
れ
ま
で
様
々
な
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
青
年
会
議
所
等
卒
業
後
も
、
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
継
続
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
の
思

い
を
共
有
し
た
こ
と
が
、
く
ら
ぶ
結
成
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
両
団
体
の
Ｏ
Ｂ
と
若
干
の
現
役
メ
ン
バ

ー
十
一
人
が
ク
ラ
ブ
の
結
成
に
参
加
し
た
。

市
民
公
開
討
論
会
を
発
案

何
度
か
集
ま
り
を
重
ね
て
事
業
計
画
を
練
る
中
、

大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と

し
て
「
選
挙
」
が
浮
か
び

上
が
っ
た
。「
選
挙
は
国

民
の
権
利
で
あ
り
、
ま
た

義
務
で
も
あ
る
。
選
挙
を

通
し
て
代
表
を
選
ぶ
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
住
む
町

を
、
ひ
い
て
は
日
本
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
第
一

歩
で
は
な
い
か
。
市
民
の
意
見
や
思
い
を
市
政
や
国

政
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
少
し
で
も
投
票
所
に
行
く

市
民
を
増
や
し
、
投
票
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」

と
の
意
見
で
一
致
を
み
た
。

そ
の
た
め
に
は
ど
う
い
う
方
法
が
あ
る
の
か
、
我
々

に
何
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、「
市
民

公
開
討
論
会
」
の
開
催
で
あ
る
。「
投
票
し
な
い
人

が
多
い
の
は
、
候
補
者
に
身
近
に
接
し
、
政
策
や
理

念
を
生
の
声
で
聞
く
機
会
が
少
な
い
か
ら
で
は
な
い

か
。
立
候
補
予
定
者
か
ら
直
接
政
策
や
理
念
が
聞
け

る
場
を
設
け
、
市
民
に
政
治
や
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
で
投
票
率
の
向
上
に
貢
献
し
よ

う
」
と
い
う
の
が
公
開
討
論
会
開
催
の
ね
ら
い
だ
。

た
つ
の
夢
く
ら
ぶ
（
兵
庫
県
た
つ
の
市
）

│
市
民
公
開
討
論
会
を
継
続
開
催
│

公開討論会周知用チラシ
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青
年
法
政
大
学
と
は

青
年
法
政
大
学
は
、
山
口
県
お
よ
び
開
催
市
に
よ

る
選
挙
常
時
啓
発
事
業
の
一
つ
で
、
投
票
率
が
著
し

く
低
い
三
〇
歳
ま
で
の
青
年
男
女
を
対
象
に
、
政

治
・
法
律
・
経
済
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学

習
の
場
を
提
供
し
、
政
治
・
選
挙
に
対
す
る
関
心
を

喚
起
す
る
こ
と
に
よ
り
、
投
票
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
山
口
県
で
は
昭
和
五
〇
年

度
か
ら
、
周
南
会
場
で
は
五
五
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
、

青
年
法
政
大
学
周
南
会
場
運
営
委
員
会
（
山
口
県
周
南
市
）

│
社
会
人
対
象
の
講
座
を
O
B
が
自
主
運
営
│

市
民
公
開
討
論
会
」
と
名
付
け
て
開
催
し
た
。

初
め
て
の
試
み
に
約
六
五
〇
人
の
市
民
が
集
ま
っ

た
。
討
論
会
で
は
、
公
募
で
選
ん
だ
テ
ー
マ
「
龍
野

の
将
来
に
求
め
ら
れ
る
の
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
各

立
候
補
予
定
者
に
考
え
を
主
張
し
て
も
ら
っ
た
。
参

加
し
た
立
候
補
予
定
者
は
全
体
の
半
数
に
満
た
な
か

っ
た
も
の
の
、
地
域
活
性
化
や
ご
み
問
題
、
介
護
な

ど
、
様
々
な
地
域
課
題
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
が

展
開
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。

討
論
会
を
聞
い
た
市
民
か
ら
も
、「
選
挙
で
は
い

ろ
い
ろ
と
し
が
ら
み
が
あ
り
、
一
人
の
候
補
者
の
話

を
聞
き
に
行
く
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
る
が
、
こ
う
い

う
機
会
に
同
時
に
多
数
の
候
補
者
の
政
策
や
考
え
を

直
接
聞
け
る
と
い
う
の
は
あ
り
が
た
い
」「
公
開
討

論
会
で
立
候
補
予
定
者
の
話
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で

き
、
投
票
す
る
と
き
の
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

公
開
討
論
会
を
継
続
し
て
自
主
開
催

一
定
の
手
応
え
を
感
じ
た
夢
く
ら
ぶ
は
、
衆
議
院

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
平
成
十
二
年
に
、
選
挙
区

（
兵
庫
十
二
区
）
立
候
補
予
定
者
三
人
の
参
加
を
得
、

六
月
九
日
に
「
市
民
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。
国
政

選
挙
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
こ
れ
か
ら
の
龍
野
を

語
る
」
を
「
あ
す
の
日
本
を
語
る
」
に
変
え
、
日
本

や
政
治
に
対
す
る
思
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
う
政

策
討
論
会
と
し
た
。

以
後
、
地
方
選
挙
で
は
「
あ
す
の
龍
野
を
語
る
！

市
民
の
集
い
」、
国
政
選
挙
で
は
「
あ
す
の
日
本
を
語

る
！
市
民
の
集
い
」
と
銘
打
ち
、
四
回
開
催
し
て
い
る
。

「
市
民
の
集
い
」
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
市
民
に

認
知
さ
れ
、
立
候
補
予
定
者
の
考
え
を
聞
こ
う
と
会

場
を
訪
れ
る
市
民
も
増
え
て
き
た
。
平
成
一
五
年
一

〇
月
二
四
日
の
「
市
民
の
集
い
」
で
は
、
一
二
〇
〇

人
収
容
の
文
化
ホ
ー
ル
が
満
員
と
な
り
、
会
場
に
入

り
き
れ
な
い
市
民
も
出
た
。
そ
こ
で
、
平
成
一
七
年

九
月
三
日
の
「
市
民
の
集
い
」
は
、
市
内
の
揖
保
川

河
川
敷
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
し
た
。
初
め
て
の

野
外
で
の
討
論
会
で
は
、
三
人
の
立
候
補
予
定
者
が
、

年
金
、
郵
政
民
営
化
、
景
気
・
雇
用
対
策
な
ど
に
つ
い

て
の
考
え
を
主
張
。
約
千
人
の
市
民
が
耳
を
傾
け
た
。

「
市
民
の
集
い
」
は
、
夢
く
ら
ぶ
が
中
心
と
な
り
、

実
行
委
員
会
の
形
を
と
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
会
場

の
設
営
を
は
じ
め
、
討
論
会
の
運
営
に
、
夢
く
ら
ぶ

の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
市
民
に
参
加
し

て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
だ
。

開
催
の
費
用
は
、
夢
く
ら
ぶ
の
メ
ン
バ
ー
全
員
の

ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を
積
み
立
て
て
い
る
。
市
民
か
ら

カ
ン
パ
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
の
、
会
場
費
や

設
営
費
、
チ
ラ
シ
費
用
な
ど
で
赤
字
と
な
り
、
メ
ン

バ
ー
の
積
立
金
か
ら
補
填
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

し
か
し
、
討
論
会
の
公
平
性
・
中
立
性
を
保
つ
た
め

に
は
こ
の
形
を
続
け
ざ
る
を
え
な
い
。

当
初
は
、
立
候
補
予
定
者
に
開
催
趣
旨
を
理
解
し

て
も
ら
う
の
に
苦
心
し
た
が
、
現
在
は
恒
例
の
催
し

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
多
く
の
市
民
か
ら
も
「
楽

し
み
に
し
て
い
る
」
と
の
声
を
聞
く
。
マ
ス
コ
ミ
も

毎
回
大
き
く
取
り
上
げ
、
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、

公
開
討
論
会
が
市
民
の
話
題
と
し
て
上
が
っ
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。

た
つ
の
夢
く
ら
ぶ
の
願
い
は
、
国
民
の
権
利
で
あ

り
、
義
務
で
も
あ
る
投
票
に
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、

よ
り
よ
い
地
域
、
日
本
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
公
開
討
論
会
の
成
果
を
弾
み
に
、
次
な
る
一
手

を
打
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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現
在
、
周
南
の
ほ
か
下
関
、
宇
部
、
防
府
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
県
が
、
実
施
主
体
に
七
〇
万
円
を
限
度

に
、
事
業
費
の
三
分
の
二
を
補
助
し
て
い
る
。

講
座
は
、
六
月
か
ら
十
一
月
の
半
年
間
、
毎
週
一

回
、
平
日
の
夜
二
時
間
半
か
ら
三
時
間
か
け
て
行
わ

れ
る
。
仕
事
を
持
っ
た
社
会
人
が
六
カ
月
の
夜
間
学

習
を
続
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、「
自
分
で

磨
こ
う
、
一
緒
に
磨
こ
う
」
を
合
言
葉
に
し
て
き
た
。

昭
和
五
〇
年
度
か
ら
平
成
一
七
年
度
ま
で
の
修
了
者

数
は
、
二
九
三
〇
人
に
の
ぼ
る
。

自
主
運
営
の
周
南
会
場

周
南
会
場
は
、
主
催
は
周
南
市
（
合
併
前
は
徳
山

市
）
明
推
協
と
同
市
選
管
で
あ
る
が
、
運
営
は
歴
代

修
了
者
有
志
に
よ
る
運
営
委
員
会
が
自
主
的
に
行
っ

て
い
る
。
運
営
委
員
は
、
開
講
期
間
だ
け
で
な
く
一

年
間
ほ
ぼ
休
む
こ
と
な
く
活
動
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
自
分
の
仕
事
の
た
め
、
運
営
に
時
間
が
と
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
が
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
人
が
協
力

し
合
い
、
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
や
り
方
は
周
南
会

場
独
特
の
も
の
で
、
他
の
会
場
の
模
範
と
な
り
、
こ

講議風景

の
事
業
が
長
年
に
わ
た
っ
て
存
続
で
き
た
一
大
要
因

と
も
な
っ
て
い
る
。
一
時
期
休
講
し
再
開
し
た
他
会

場
に
周
南
会
場
の
修
了
生
を
派
遣
し
、
自
主
運
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
再
開
を
支
援
し
た
例
も
あ
る
。

運
営
委
員
会
の
活
動
は
、
講
義
内
容
の
決
定
、
講

師
の
依
頼
、
受
講
生
募
集
、
開
講
期
間
中
は
毎
週
火

曜
日
に
会
議
を
開
き
、
木
曜
日
に
講
義
、
そ
の
他
受

講
生
の
自
主
研
究
活
動
の
支
援
と
、
幅
広
い
。

毎
年
の
運
営
委
員
会
の
立
ち
上
げ
は
、
そ
の
年
、

青
年
法
政
大
学
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す
る
か
を
想

起
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
自
分
が
運
営
を
や
ろ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
修
了
を

迎
え
た
い
か
な
ど
を
考
え
て
お
く
と
、
問
題
に
直
面

し
た
と
き
大
き
な
支
え
と
な
る
。
そ
の
上
で
、
前
年

度
の
反
省
や
改
善
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
年

の
講
義
内
容
を
決
定
す
る
。

幅
広
い
講
義
内
容

周
南
会
場
で
は
、
六
月
か
ら
十
一
月
の
毎
週
木
曜

日
の
午
後
七
時
か
ら
一
〇
時
ま
で
、
主
に
徳
山
青
年

館
で
講
義
が
行
わ
れ
る
。

講
義
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
選
挙
に
つ
い
て
の
講
義

も
あ
る
が
、
政
治
・
法
律
・
経
済
を
中
心
に
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。
政
治
・
法
律
・
経
済
に
関
心
を
持

つ
地
域
人
材
を
育
成
す
れ
ば
、
そ
の
人
は
職
場
や
地

域
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。
そ
の
効
果
は
、
単
に
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
る
啓
発
よ
り
、
よ
り

良
い
政
治
を
目
指
そ
う
と
い
う
質
の
高
い
啓
発
に
な

る
か
ら
だ
。
講
議
は
聞
く
だ
け
で
な
く
、
必
ず
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
発
表
す
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
講
義
で
は
政
治
・
法
律
・
経
済
の
ほ
か
に
、

社
会
の
流
れ
の
中
で
新
し
く
関
心
を
集
め
て
い
る
話

題
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
成

一
八
年
度
の
講
義
で
は
、
医
療
、
福
祉
、
防
災
、
教

育
に
つ
い
て
の
講
義
を
設
け
た
。
ま
た
、
人
間
学

「
魅
力
的
な
人
間
に
な
る
た
め
に
」
な
ど
受
講
生
が

関
心
や
興
味
を
持
つ
講
義
も
開
催
。

そ
の
他
、
受
講
生
に
よ
る
自
主
研
究
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
自
主
研
究
活
動
は
、
そ
の
年
の
参
加
者
が

七
月
の
始
め
頃
か
ら
班
に
分
か
れ
て
取
り
組
み
、
日

ご
ろ
か
ら
興
味
の
あ
る
こ
と
、
ニ
ュ
ー
ス
で
関
心
を

持
っ
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果

を
十
二
月
に
、
他
会
場
の
受
講
生
も
一
堂
に
集
ま
る

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ト
ー
ク
マ
ッ
チ
」
で
発
表
す
る
。

こ
の
研
究
発
表
会
は
、
こ
れ
ま
で
夜
遅
く
ま
で
が
ん

ば
っ
て
き
た
受
講
生
を
送
り
出
す
意
味
で
、
運
営
委

員
に
と
っ
て
は
準
備
な
ど
で
大
変
だ
が
一
番
楽
し
み

な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
近
年
で
は
、「
ザ
☆
年
金
〜

年
金
は
私
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
〜
」（
一
五
年
）、

「
結
婚
〜
夫
婦
が
よ
り
よ
い
関
係
を
築
く
た
め
に
〜
」

（
一
六
年
）、「R

ock
`s

労
働
人
口
の
減
少
に
つ
い

て
」（
一
七
年
）
な
ど
の
研
究
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

レ
ポ
ー
ト
の
内
容
、
発
表
風
景
を
見
る
と
受
講
生

が
短
い
期
間
で
成
長
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
ま

で
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

青
年
法
政
大
学
の
受
講
生
は
、
運
営
委
員
や
受
講
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学
生
と
若
手
市
職
員
で
発
足

「
ミ
ニ
選
挙
管
理
委
員
会
２
０
０
１
（
in
延
岡
）」

が
発
足
し
た
の
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
。
そ
の
背

景
に
は
、
同
年
七
月
二
九
日
執
行
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
の
投
票
結
果
が
あ
る
。
こ
の
と
き
の
投
票
率

は
六
二
・
二
一
％
で
、
年
齢
階
層
別
に
見
る
と
、
二

〇
〜
二
四
歳
が
三
一
・
九
七
％
、
二
五
〜
二
九
歳
で
は

四
三
・
一
〇
％
と
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
極
端
に
低

い
状
況
だ
っ
た
。

延
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
処
し
よ
う
と
、
社
会
人
と
し
て
働
く
若
者
を
は

じ
め
、
市
内
に
あ
る
九
州
保
健
福
祉
大
学
や
聖
心
ウ

ル
ス
ラ
学
園
短
期
大
学
の
学
生
の
主
体
的
活
動
を
支

援
す
る
事
業
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
事
業
の
ね
ら
い
は
、
①
若
者
に
政
治
や
選
挙

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
、
②
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
の
場
で
独
自
の
啓
発
が
行
え
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
、
③
同
世
代
の
立
場
か
ら
投
票
参
加
を

呼
び
か
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
事
業
の
開
始
に
あ
た
っ

て
、
平
成
十
三
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
前
記

大
学
の
学
生
部
に
事
業
の
趣
旨
を
説
明
し
、
参
加
す

る
学
生
を
推
薦
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
延
岡
市
で

は
平
成
十
三
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
か
ら
二
〇
代
の

投
票
立
会
人
公
募
制
度
を
開
始
し
て
い
た
の
で
、
同

選
挙
の
立
会
人
を
体
験
し
た
若
者
に
も
、
会
の
設
立

に
携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

同
年
一
〇
月
三
日
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
二
名
、

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
短
期
大
学
生
二
名
、
そ
れ
に
社

会
人
と
し
て
市
職
員
の
二
名
を
加
え
た
計
六
人
で
、

「
選
挙
を
考
え
る
若
者
の
会（
仮
称
）」
の
準
備
会
を

開
催
。
一
〇
月
三
一
日
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。
し

か
し
、「
選
挙
を
考
え
る
若
者
の
会
」
と
い
う
名
称

は
堅
苦
し
く
、
若
い
世
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

い
う
意
見
が
会
員
か
ら
出
さ
れ
、「
ミ
ニ
選
挙
管
理

委
員
会
２
０
０
１
（
in
延
岡
）」（
略
称
「
ミ
ニ
選
」）

と
改
称
す
る
こ
と
に
し
た
。
第
一
回
ミ
ニ
選
は
同
十

一
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
。

現
在
の
会
員
は
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
と
聖
心
ウ

ル
ス
ラ
学
園
短
期
大
学
の
学
生
と
、
二
〇
代
の
市
職

員
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
、
一
九
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ニ
選
挙
管
理
委
員
会
２
０
０
１（
in
延
岡
）（
宮
崎
県
延
岡
市
）

│
若
者
が
企
画
、
脚
本
、
主
演
の
テ
レ
ビ
C
M
│

生
の
友
達
や
知
り
合
い
か
ら
転
勤
な
ど
で
山
口
県
に

転
入
し
て
き
た
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。
受
講
生
募

集
の
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
参
加
し
た

人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ

ン
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
業
者
に
頼
む
と
経
費
が
か

か
る
の
で
、
自
分
た
ち
で
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
っ
て
、
人
の
目
に
つ
く
よ
う
に
構
成
や
配

色
を
工
夫
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
並
行
で
、
開
講

の
準
備
や
前
半
の
講
義
の
準
備
を
実
施
す
る
。

開
講
し
て
か
ら
は
、
講
義
の
状
況
や
自
主
研
究
活

動
の
各
班
の
状
況
、
各
受
講
生
の
状
況
等
を
報
告
し

合
い
、
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
く
か
を
話
し
合
う
。

青
年
法
政
大
学
に
集
ま
る
人
た
ち
は
、
最
初
か
ら
他

の
受
講
生
と
顔
見
知
り
で
は
な
い
の
で
、
運
営
委
員

は
受
講
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
楽
し
く
な
け
れ
ば
次
か
ら
参
加
し

な
く
な
る
た
め
、
運
営
委
員
は
い
ろ
ん
な
人
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
な
り
、
運
営
委
員

自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
日
々

の
生
活
で
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

ま
た
、
講
義
や
自
主
研
究
だ
け
で
な
く
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

四
二
・
一
九
五
袰
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
、
み
ん
な

で
リ
レ
ー
し
て
完
走
し
た
り
し
た
。
こ
う
し
て
交
流

が
深
ま
る
と
、
受
講
生
が
自
主
的
に
運
営
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。

新
た
な
人
間
関
係
を
構
築
で
き
た
こ
と
の
感
動
は

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
も
の
で
、
そ
れ
が
青
年
法
政

大
学
の
魅
力
と
も
言
え
る
。
こ
の
魅
力
が
あ
る
限
り
、

若
人
が
楽
し
く
学
ぶ
場
と
し
て
、
人
と
の
絆
を
深
め

て
い
け
る
場
と
し
て
、
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
学
ぶ
場

と
し
て
青
年
法
政
大
学
の
活
動
は
継
続
し
て
い
く
。
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ミ
ニ
選
の
活
動

会
員
は
、
毎
月
定
例
ミ
ニ
選
会
議
を
開
い
て
取
り

組
む
べ
き
啓
発
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
ミ
ニ

選
の
主
な
活
動
は
、
若
い
世
代
に
も
っ
と
政
治
や
選
挙

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
投
票
参
加
と
棄
権
防

止
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
や
、
政
治
や
選
挙
に
つ

い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
大
学
や
短
大
の
入
学
式
・
学
園
祭
に
出
か

け
啓
発
活
動
や
会
員
の
募
集
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の

人
が
集
う
地
域
の
お
祭
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
簡
単

な
ゲ
ー
ム
や
ミ
ニ
選
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

新
成
人
に
対
し
て
は
、
投
票
の
方
法
な
ど
選
挙
に

関
す
る
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
や
さ
し
く
解
説
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
ハ
タ
チ
に
な
っ
た
ら
ゴ
ー
ゴ
ゴ
ー

〜
選
挙
へ
行
こ
う
！
は
じ
め
の
１
歩
〜
」
を
作
成
。

イ
ラ
ス
ト
の
得
意
な
会
員
が
随
所
に
イ
ラ
ス
ト
を
描

い
た
。
平
成
一
四
年
一
月
か
ら
、
そ
の
月
に
二
〇
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
市
民
宅
に
郵
送
し
て
い
る
。
ま

た
、
成
人
式
会
場
に
お
い
て
も
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
若
者
を
対
象
に
主
催
し
た

で
は
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
編（
選
挙
期
日
、
期
日
前

投
票
の
周
知
Ｃ
Ｍ
）
を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
夏

の
参
議
院
選
挙
に
向
け
、
現
在
、
海
水
浴
場
を
舞
台

に
し
た
ビ
デ
オ
を
制
作
し
て
い
る
。

会
員
が
企
画
し
脚
本
を
書
き
、
自
ら
出
演
。
市
役

所
総
務
課
広
報
係
の
職
員
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
そ

の
資
機
材
を
借
り
て
、
大
学
や
市
役
所
の
会
議
室
、

延
岡
の
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
て
制
作
し
て
い
る
。

市
長
選
で
若
年
層
の
投
票
率
が
向
上

平
成
一
八
年
一
月
の
市
長
選
挙
の
投
票
率
は
、
平

成
一
〇
年
の
同
選
挙
の
四
九
・
四
七
％
、
平
成
一
四

年
の
同
選
挙
の
四
五
・
九
一
％
を
大
き
く
上
回
り
六

〇
・
二
七
％
だ
っ
た
。

一
市
二
町
の
合
併
に
向
け
た
新
市
長
選
挙
だ
っ
た

こ
と
で
マ
ス
コ
ミ
が
大
き
く
取
り
上
げ
た
こ
と
、
立

候
補
者
が
多
か
っ
た
こ
と（
五
名
）
が
投
票
率
ア
ッ

プ
の
要
因
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
ミ
ニ
選
が
選

挙
前
の
一
〇
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
、
成
人
式
会
場

で
の
啓
発
、
大
学
や
短
大
で
の
投
票
参
加
の
呼
び
か

け
と
チ
ラ
シ
配
布
、
投
票
日
周
知
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

と
市
内
飲
食
店
へ
の
配
布
・
掲
示
、
学
生
向
け
選
挙

啓
発
Ｃ
Ｍ
の
作
成
と
二
カ
月
に
わ
た
る
放
送
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
二
〇
歳
代
の
投
票
率
上
昇
の

一
因
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ミ
ニ
選
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
職
員
が
会
長
を
務
め

て
い
た
が
、
初
め
て
学
生
を
会
長
と
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
や
小
中
学
校
で
の
模
擬
選
挙
を
計
画
す
る

な
ど
、
さ
ら
に
活
動
の
場
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
し
ゃ
べ
り
場
せ
ん
き
ょ
in
延
岡
」
で
は
、
ミ
ニ
選

の
会
員
が
多
数
参
加
し
、
二
〇
代
の
多
く
の
若
者
と

交
流
。
班
ご
と
に
、
ど
う
す
れ
ば
硬
い
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
選
挙
や
政
治
を
身
近
に
感
じ
、
投
票

率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
議
論
し
た
。
各
班

が
候
補
者
の
立
場
に
な
り
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
、

有
権
者
に
ど
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
自
分
の
政
策

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
発
表
し
合
い
、
模
擬

投
票
を
実
施
し
た
。
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
選

挙
に
つ
い
て
真
面
目
に
考
え
て
い
る
若
者
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。

会
員
が
企
画
・
脚
本
・
主
演

ミ
ニ
選
の
活
動
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
選

挙
時
啓
発
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
作
成
で
あ
る
。
選
挙
前

に
ミ
ニ
選
が
企
画
・
立
案
、
制
作
し
た
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
は
選
挙
期
間
中
、
ケ
ー
ブ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
ワ
イ
ワ

イ
」
で
放
送
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
メ
デ
ィ
ア

は
、
延
岡
市
、
日
向
市
、
門
川
町
の
エ
リ
ア
で
ケ
ー

ブ
ル
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
事
業
、
広
告
宣
伝
事
業
を
行

い
、
多
く
の
視
聴
者
に
地
域
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

平
成
一
四
年
一
月
の
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補

欠
選
挙
で
は
、
選
挙
管
理
委
員
が
出
演
し
た
ゴ
ル
フ

編（
不
在
者
投
票
・
投
票
日
周
知
Ｃ
Ｍ
）
と
、
ミ
ニ

選
の
会
員
が
出
演
し
た
ミ
ニ
選
編（
投
票
参
加
・
棄

権
防
止
Ｃ
Ｍ
）
を
、
最
近
で
は
、
平
成
一
七
年
九
月

の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
の
パ
ペ
ッ
ト
マ
ペ
ッ
ト
風

編（
選
挙
期
日
、
期
日
前
投
票
の
周
知
Ｃ
Ｍ
）、
平
成

一
八
年
一
月
の
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

ケーブルメディア番組に出演
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埼
玉
県
所
沢
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
昭

和
三
十
一
年
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、
市
内
各
地
域

（
十
一
地
区
）
の
代
表
者
や
各
種
団
体
の
代
表
者
の

岩
手
県
盛
岡
市
城
南
地
区
は
、
市
内
を
流
れ
る
中

津
川
の
東
側
に
あ
る
地
域
で
、
一
九
の
町
内
会
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
人
口
約
一
万
人
の
地
区
で
あ
る
。

城
南
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
昭
和
六

〇
年
、
盛
岡
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
か
ら
明
る

い
選
挙
推
進
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
一
九
人
に
よ
っ

て
自
主
的
に
設
立
さ
れ
た
。

「
四
な
い
運
動
」「
話
し
合
い
活
動
」
の
展
開

設
立
当
初
か
ら
特
に
力
を
入
れ
て
推
進
し
て
き
た

の
が
、「
贈
ら
な
い
」「
求
め
な
い
」「
受
け
と
ら
な

い
」
の
「
三
な
い
」
に
「
棄
権
し
な
い
」
を
加
え
た

「
四
な
い
運
動
」
で
あ
る
。「
三
な
い
」
運
動
に
つ
い

て
は
、
地
区
選
出
の
議
員
や
立
候
補
者
に
対
し
て
、

市
明
推
協
の
決
議
文
で
、
機
会
あ
る
ご
と
に
強
く
要

請
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
三
な
い
」
に
つ
い
て

の
違
反
は
ま
っ
た
く
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、「
棄
権
し

な
い
」
に
つ
い
て
も
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

推
進
員
は
、
定
期
的
に
講
師
を
招
い
て
、
国
や
県

の
選
挙
の
状
況
や
問
題
点
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
た
り
、
推
進
員
の
活
動
の
進
め
方
や

悩
み
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
話
し
合
い
活
動
で
集
約
さ
れ
た
意
見
は
、
市
選
管

や
市
明
推
協
が
主
催
す
る
行
事
な
ど
で
提
言
し
て
お

り
、
投
票
立
会
人
の
若
返
り
、
地
区
推
進
協
議
会
の

設
立
支
援
、
飛
行
機
に
よ
る
啓
発
活
動
な
ど
実
行
さ

れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
各
推
進
員
は
、
各
々
の
町
内
会
の
集
会
で
、
城

南
地
区
内
の
六
投
票
所
の
投
票
率
と
県
や
市
の
投
票

率
と
を
比
較
し
、
そ
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
話
し
、
選

挙
の
際
は
必
ず
投
票
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

選
挙
時
の
活
動

選
挙
の
た
び
、

町
内
会
長
と
と
も

に
、
棄
権
防
止
や

投
票
率
向
上
に
つ

い
て
、
文
書
に
よ

り
、
町
内
の
有
権

者
（
特
に
若
い
人

た
ち
を
重
点
的

に
）
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
市
選
管
の
協
力
に

よ
り
、
表
面
に
は
有
権
者
と
立
候
補
者
に
対
し
て
呼

び
か
け
た
市
明
推
協
の
決
議
文
と
選
挙
名
・
投
票
日

時
を
記
載
し
、
裏
面
に
は
城
南
地
区
の
投
票
率
を
記

載
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
啓
発
物
品
と
一
緒
に
街

頭
で
配
布
し
て
投
票
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

＊

市
域
内
に
お
け
る
明
推
協
組
織
は
全
国
的
に
み
て

も
希
少
で
、
昨
今
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
市
域
が
拡

が
っ
た
団
体
に
対
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

り
う
る
点
、
ま
た
選
挙
時
の
み
な
ら
ず
常
時
啓
発
と

し
て
各
種
会
合
の
席
上
、
地
区
内
の
投
票
率
や
当
該

明
推
協
活
動
等
の
P
R
を
行
う
な
ど
、
草
の
根
的
な

活
動
を
永
年
続
け
て
き
た
点
が
評
価
さ
れ
た
。

盛
岡
市
城
南
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

市長選挙での啓発活動

特集②
評
価
さ
れ
た
活
動
　
活
動
全
般
（
草
の
根
の
活
動
）

所
沢
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

評
価
さ
れ
た
活
動
　
活
動
全
般
（
大
都
市
近
郊
で
の
活
発
な
活
動
）

平
成
一
九
年
度
明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活
動
表
彰

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活
動
表
彰
は
、
若
者
啓
発
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と

し
た
明
推
協
関
係
団
体
等
一
五
団
体
か
ら
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
他
の
範
と
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
ば
か
り
で
し
た
が
、
協
会
内
に
設
置
し
た
選

考
委
員
会
（
学
識
経
験
者
九
名
で
構
成
）
に
お
け
る
厳
選
の
結
果
、
八
団
体
が
選
ば
れ
、
二
月
の
理

事
会
に
お
い
て
最
終
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
受
賞
団
体
の
活
動
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ほ
か
、
一
般
公
募
に
よ
る
入
会
希
望
者
等
、
男
女
九

〇
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

活
発
な
常
時
啓
発
活
動

毎
年
一
〇
月
の
連
休
に
所
沢
市
の
中
心
市
街
地
を

拠
点
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
と
こ
ろ
ざ
わ
ま
つ
り
」

（
約
三
三
万
五
千
人
来
場
）
に
、「
め
い
す
い
く
ん
」

や
「
リ
ス
」
の
着
ぐ
る
み
と
一
緒
に
、
黄
色
い
帽
子

と
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
た
す
き
を
着
用
し
た
委
員
た
ち

が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
バ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
い
る
。

会
場
内
で
は
啓
発
物
資
を
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
投

票
の
棄
権
防
止
や
政
治
家
の
寄
附
禁
止
を
呼
び
か
け

た
。ま

た
、
委
員
全
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
年
に

一
度
実
施
し
て
い
る
。
一
八
年
度
は
研
修
テ
ー
マ
を

「
若
者
の
投
票
率
Ｕ
Ｐ
」「
寄
附
禁
止
の
周
知
」
と
し
、

ビ
デ
オ
「
今
ど
き
の
若
者
は
…
と
言
う
け
れ
ど
」
を
見

た
後
、
委
員
同

士
で
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
さ

ら
に
、
明
る
い

選
挙
推
進
優
良

団
体
へ
の
視
察

研
修
を
行
い
、

啓
発
活
動
で
表

彰
さ
れ
た
団
体

か
ら
直
接
話
し

を
聞
き
、
所
沢

市
の
活
動
状
況

と
比
較
す
る
な

「ところざわまつり」でのパレード

港
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

評
価
さ
れ
た
活
動
　
モ
デ
ル
地
区
事
業

東
京
都
港
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
昭
和
四

〇
年
に
設
立
さ
れ
、
推
進
委
員
は
現
在
一
三
七
名
。

全
体
で
行
う
活
動
の
ほ
か
、
愛
宕
、
麻
布
、
高
輪
、

赤
坂
、
三
田
、
芝
浦
地
区
と
六
つ
の
地
区
に
分
か
れ

て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

毎
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
る
区
民
ま
つ
り
（
約
一

四
万
人
来
場
）
に
、
委
員
全
員
が
参
加
し
て
、
パ
レ

ー
ド
行
進
を
行
っ
た
り
、
一
月
の
成
人
式
会
場
で
は
、

推
進
委
員
が
新
成
人
に
選
挙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
う
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
地
区
で
模
擬
投
票

港
区
明
推
協
で
は
、
区
内
に
あ
る
六
つ
の
地
区
が

順
番
に
二
年
間
モ
デ
ル
地
区
と
な
り
、
選
挙
啓
発
の

様
々
な
手
法
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
一
八
・
一

特集②

ど
、
今
後
の
啓
発
方
法
の
あ
り
方
に
役
立
て
て
い
る
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
事
業
に
応
募
を
希
望

す
る
学
校
に
は
、
事
前
に
画
用
紙
を
配
布
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
全
国
的
に
見
て

も
極
め
て
高
い
、
市
内
の
約
七
割
、
三
五
〇
〇
人
の

児
童
・
生
徒
か
ら
の
応
募
が
あ
る
。
応
募
作
品
の
審

査
と
表
彰
は
、
明
推
協
委
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
従
来
、
小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
か

ら
の
応
募
し
か
な
か
っ
た
が
、
高
校
の
校
長
先
生
を

経
験
さ
れ
た
委
員
を
介
し
て
、
県
立
芸
術
総
合
高
校

な
ど
へ
ポ
ス
タ
ー
募
集
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
最
近
で
は
三
〇
点
ほ
ど
高
校
生
か
ら
の
応
募
を

得
る
よ
う
に
な
っ
た
。

選
挙
時
の
啓
発
活
動

選
挙
時
に
は
、
市
内
に
あ
る
八
つ
の
駅
に
分
か
れ

て
、
人
通
り
が
多
い
夕
方
の
時
間
帯
に
啓
発
物
資
を

配
布
し
な
が
ら
、
投
票
日
の
周
知
や
投
票
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
委
員
全
員
が
日
程
を
調
整

し
な
が
ら
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人
を
務
め
て

い
る
。
特
に
今
年
度
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
五
つ

の
選
挙
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
委
員
全
員
の
ほ

か
、
二
〇
歳
の
立
会
人
登
録
者
に
協
力
を
呼
び
か
け

て
立
会
人
を
務
め
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
二
〇
歳
の
立
会
人
の
登
録
は
、
新
成
人
に
送

付
す
る
二
〇
歳
の
バ
ー
ス
デ
イ
カ
ー
ド
に
併
せ
て
投

票
立
会
人
の
登
録
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

現
在
六
七
名
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
名

が
当
協
議
会
に
入
会
し
、
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。

＊

新
住
民
の
多
い
大
都
市
周
辺
の
地
域
で
あ
り
な
が

ら
、
常
時
啓
発
も
選
挙
時
啓
発
も
多
様
な
活
動
を
展

開
し
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
事
業
へ
の
参
加
者
が
多
く

熱
心
な
点
、
さ
ら
に
市
民
へ
の
働
き
か
け
に
も
い
ろ

い
ろ
工
夫
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

明るい選挙推進優良活動表彰
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大
学
学
園
祭
で
出
前
事
業

神
奈
川
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
若
年

層
の
低
投
票
率
対
策
と
し
て
、
中
学
生
向
け
の
啓
発

冊
子
の
作
成
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
若
者
世
代

向
け
の
広
報
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の
世
代
の
低
投

票
率
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
抜

本
的
に
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
見
直

し
の
方
向
性
は
、
若
者
世
代
が
こ
の
課
題
を
自
ら
の

も
の
と
し
て
自
覚
し
、
そ
の
対
策
を
考
え
る
こ
と
の

で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
向

け
て
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
地
域
の
明
推
協
等
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
学
園

祭
等
出
前
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま
ず
、
県
内

の
二
つ
の
大
学
で
、
地
域
の
選
管
等
と
明
推
協
と
が

連
携
し
、
実
施
し
た
。
両
会
場
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示

の
ほ
か
に
、
電
子
投
票
機
を
設
置
し
、「
模
擬
投
票
」

を
実
施
、
会
場
に
開
票
速
報
を
掲
示
し
た
。

当
日
は
、
地
域
住
民
を
含
め
た
約
三
〜
四
〇
〇
人

の
参
加
が
あ
っ
た
が
、
啓
発
の
本
来
の
目
的
で
あ
っ

た
大
学
生
の
参
加
が
、
当
初
期
待
さ
れ
た
程
伸
び
な

か
っ
た
。

そ
の
反
省
か
ら
、
学
生
の
意
見
を
直
接
聴
く
こ
と

が
で
き
、
学
生
自
ら
が
啓
発
事
業
を
企
画
す
る
組
織

づ
く
り
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
設
立
さ

れ
た
の
が
「
か
な
が
わ
選
挙
カ
レ
ッ
ジ
」
で
あ
る
。

か
な
が
わ
選
挙
カ
レ
ッ
ジ

こ
の
制
度
は
、
大
学
等
に
在
籍
す
る
学
生
が
、
当

協
議
会
の
実
習
生
と
し
て
、
一
年
間
、
明
る
い
選
挙

の
啓
発
活
動
の
企
画
、
選
挙
事
務
の
体
験
、
明
推
協

の
委
員
と
の
交
流
等
を
通
じ
て
、
政
治
参
加
や
選
挙
、

投
票
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
選

挙
事
務
や
選
挙
啓
発
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
参
加
型
の
啓
発
活
動
で
あ
る
。

平
成
一
九
年
四
月
に
第
一
期
生
の
募
集
・
選
考
を

九
年
度
は
麻
布

地
区
が
モ
デ
ル

地
区
と
な
っ

た
。
麻
布
地
区

の
推
進
委
員
は

三
〇
名
。

麻
布
地
区
の

モ
デ
ル
地
区
事

業
は
、
ど
う
し
た
ら
若
年
層
に
選
挙
の
大
切
さ
を
知

っ
て
も
ら
え
る
か
を
議
論
す
る
中
で
、「
投
票
率
の

低
い
年
齢
層
へ
の
働
き
か
け
は
、
二
〇
歳
に
な
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
、
も
っ
と
若
い
と
き
か
ら
啓
発
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
社
会
科
の
授
業
で
学
ん
だ
こ

と
を
実
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
選
挙
が

大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
」
と
の
結

論
に
至
り
、
麻
布
地
区
に
あ
る
二
つ
の
小
学
校
の
社

会
科
の
授
業
で
模
擬
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

実
施
し
た
二
つ
の
小
学
校
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
推

進
委
員
が
直
接
交
渉
を
行
っ
た
。

「
ど
ん
な
国
に
し
た
い
か
」
を
テ
ー
マ
に

模
擬
投
票
の
対
象
学
年
で
あ
る
五
年
生
・
六
年
生

に
対
し
て
、
ま
ず
地
区
の
推
進
委
員
か
ら
「
選
挙
で

誰
を
区
民
の
代
表
者
に
選
ぶ
か
に
よ
り
、
私
た
ち
の

生
活
は
大
き
く
変
化
す
る
」
な
ど
選
挙
の
大
切
さ
に

つ
い
て
の
話
を
し
た
。
そ
の
後
「
ど
ん
な
国
に
し
た

い
か
」
を
テ
ー
マ
に
、「
経
済
を
発
展
さ
せ
る
国
」

「
自
然
と
福
祉
を
大
切
に
す
る
国
」「
外
国
と
仲
良
く

す
る
平
和
な
国
」
の
三
つ
を
選
択
肢
（
事
項
）
の
中

か
ら
「
希
望
す
る
国
」
を
選
ぶ
模
擬
投
票
を
行
っ
た
。

模擬投票での投票の様子

投
票
機
材
は
実
際
の
も
の
を
使
用
、
ま
た
投
票
手
順

に
つ
い
て
も
実
際
の
投
票
所
と
同
じ
よ
う
に
行
っ

た
。
結
果
は
「
自
然
と
福
祉
を
大
切
に
す
る
国
」
が

最
も
多
く
の
票
を
獲
得
し
た
。

＊

港
区
明
推
協
は
、
従
来
か
ら
の
活
動
を
基
本
と
し

な
が
ら
併
せ
て
モ
デ
ル
地
区
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
モ
デ
ル
地
区
事
業
で
は
各
地
区
が
時
宜
を

得
た
手
法
等
を
取
り
入
れ
、
推
進
委
員
主
体
で
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
事
業
の
マ
ン
ネ

リ
化
を
防
止
し
、
推
進
委
員
の
や
る
気
と
企
画
力
を

引
き
出
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
他
都
市

へ
の
範
に
な
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

評
価
さ
れ
た
活
動
　
か
な
が
わ
選
挙
カ
レ
ッ
ジ
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行
い
、
六
月
か
ら
七
名
の
大
学
生
（
大
学
推
薦
）
に

よ
り
活
動
を
開
始
し
た
。
活
動
開
始
の
時
期
が
、
参

議
院
選
挙
の
準
備
期
間
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
と
選
挙
の
概
要
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行

っ
た
の
ち
、
実
際
の
選
挙
事
務
体
験
と
し
て
、
不
在

者
投
票
関
係
書
類
の
準
備
事
務
や
横
浜
駅
東
口
前
広

場
に
お
け
る
街
頭
啓
発
活
動
を
体
験
し
た
。

八
月
か
ら
一
〇
月
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

活
動
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
大
学
学
園
祭
に
お
い
て
配

布
す
る
啓
発
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
後
日
、

政
治
と
選
挙
に
関
す
る
座
談
会
を
開
催
し
、
そ
れ
を

ま
と
め
た
「
私
た
ち
の
政
治
と
選
挙
―
か
な
が
わ
選

挙
カ
レ
ッ
ジ
編
」
を
発
行
し
た
。
ま
た
、
年
明
け
に

は
青
山
学
院
大
学
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
チ
ラ

シ
の
配
布
や
電
子
投
票
機
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

啓
発
活
動
を
実
施
し
た
。

二
月
に
一
期
生
の
修
了
式
が
あ
り
、
カ
レ
ッ
ジ
生

と
し
て
卒
業
は
し
た
が
、
そ
の
内
一
名
は
本
人
の
意

向
に
よ
り
県
明

推
協
の
委
員
に

就
任
し
た
。
そ

の
他
の
カ
レ
ッ

ジ
卒
業
生
も

「
サ
ポ
ー
タ
ー

登
録
」を
行
い
、

次
期
カ
レ
ッ
ジ

生
や
今
後
の
啓

発
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
「
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と

選挙カレッジの街頭啓発活動

し
て
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

＊

か
な
が
わ
選
挙
カ
レ
ッ
ジ
事
業
は
、
大
学
生
に
自

主
的
に
取
り
組
ま
せ
、
自
ら
考
え
さ
せ
て
い
る
点
、

ま
た
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
に
よ
っ
て
カ
レ
ッ
ジ
生
卒
業

後
も
引
き
続
き
啓
発
活
動
に
取
り
組
め
る
仕
組
み
等

一
連
の
流
れ
が
評
価
さ
れ
た
。

上
越
市
「
選
挙
に
行
こ
う
！
若
者
委
員
会
」

評
価
さ
れ
た
活
動
　
活
動
全
般
（
若
者
に
よ
る
若
者
へ
の
啓
発
活
動
）

上
越
市
「
選
挙
に
行
こ
う
！
若
者
委
員
会
」

の
発
足

平
成
一
七
年
一
月
一
日
に
、
十
三
町
村
が
上
越
市

に
編
入
合
併
し
た
。
合
併
後
に
行
わ
れ
た
上
越
市
長

選
挙
で
の
投
票
率
は
、
六
〇
代
後
半
の
八
七
％
に
対

し
て
、
二
〇
代
前
半
は
三
一
％
、
二
〇
代
後
半
は
四

一
・
七
％
と
、
若
年
層
の
投
票
率
は
六
〇
代
後
半
の

半
分
以
下
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
市
選
管
で
は
、「
若
者
の
投
票
率

向
上
」
に
つ
い
て
検
討
し
、「
若
者
の
こ
と
は
若
者

に
任
せ
る
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

「
若
者
の
こ
と
は
若
者
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

市
内
に
あ
る
大
学
や
専
門
学
校
の
学
生
の
ほ
か
、
マ

ー
チ
ン
グ
・
合
唱
・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
若
者

が
多
数
参
加
し
て
い
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
得
意
な

団
体
な
ど
に
委
員
の
推
薦
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、

有
志
も
含
め
て
高
校
生
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
三
四
人

（
女
性
二
二
人
、
男
十
二
人
）、
平
均
年
齢
二
二
・
七

歳
の
若
者
が
集
ま
り
、
平
成
一
八
年
八
月
に
若
者
委

員
会
が
発
足
し
た
。

「
選
挙
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
開

一
カ
月
に
一
回
、
全
員
が
集
ま
る
全
体
会
の
ほ
か
、

毎
月
一
〜
二
回
役
員
会
を
開
催
し
、
今
後
の
啓
発
活
動

の
企
画
や
実
施
の
た
め
の
準
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
若
者
委
員
会
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
平
成
一
八
年
は
、
二
つ
の
大
学
の
学
園
祭
で

啓
発
活
動
を
行
っ
た
。
真
っ
赤
な
の
ぼ
り
を
た
て
、

「
め
い
す
い
く
ん
」
に
も
活
躍
し
て
も
ら
い
、
チ
ラ

シ
を
手
渡
し
、
同
世
代
の
若
者
に
会
の
活
動
や
投
票

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の
活
動
は
翌
年
も
行

わ
れ
て
い
る
。

平
成
一
九
年
四
月
の
県
議
選
挙
に
は
、
そ
ろ
い
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
委
員
の
作
詞
に
よ
る
投
票
呼
び
か
け
の
替
え
歌
、

若
者
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
、
合
唱
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
披

露
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
期
日
前
投
票
や
当
日
投
票

ヘ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
同
年
七
月
の
参
議
院
選

挙
で
は
、
新
た
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
等
の

団
体
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、「
七
夕
啓
発
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
と
銘
打
ち
、
選
挙
に
関
す
る
○
×
ク
イ

特集② 明るい選挙推進優良活動表彰



14

C
E
P
T
の
設
立

福
井
県
選
管
は
、
若
年
層
に
対
す
る
啓
発
活
動
と

し
て
、
昭
和
六
〇
年
か
ら
各
市
町
村
二
名
の
「
明
る

い
選
挙
青
年
推
進
員
」
を
委
嘱
し
て
、
研
修
会
や
臨

時
啓
発
事
業
等
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
推
進
員
は
、
県
明
推
協
や
県
選
管
の
企
画

し
た
活
動
に
受
動
的
に
関
わ
る
だ
け
で
、
自
ら
考
え

て
自
ら
行
動
し
て
い
く
と
い
う
面
で
は
限
界
が
あ
っ

た
。こ

れ
ら
の
反
省
の
も
と
、
若
者
の
視
点
か
ら
事
業

を
企
画
立
案
し
、
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
啓
発

活
動
を
実
践
す
る
、
柔
軟
で
機
動
的
な
組
織
と
し
て
、

「
福
井
県
明
る
い
選
挙
推
進
青
年
活
動
隊
　
C
E
P

T
」
が
発
足
し
た
。
発
足
に
当
た
っ
て
は
、
県
内
に

在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
二
〇
代
の
若
者
を
対
象
に

公
募
し
、
平
成
一
七
年
七
月
に
九
名
（
男
三
人
、
女

六
人
。
学
生
七
人
、
社
会
人
二
人
。
平
均
年
齢
二
十

一
歳
）
の
メ
ン
バ
ー
で
発
足
し
た
。

C
E
P
T
と
は
、「

C
lear

（C
lean

）E
lection

P
rom
otion

T
eam

」
の
各
英
単
語
の
頭
文
字
を
順

に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
メ
ン
バ
ー
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
あ
っ
て
決
定
し
た
。
意
味
は
、
明
る
く
き
れ

い
な
選
挙
を
推
進
す
る
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
、
読

み
は
「
セ
プ
ト
」、
こ
れ
を
愛
称
・
略
称
と
し
て
も

使
用
し
て
い
る
。

自
主
的
・
主
体
的
な
活
動

活
動
内
容
は
、
自
主
的
・
主
体
的
に
、
企
画
会
議

で
検
討
し
て
決
定
し
て
い
る
。
会
議
は
県
庁
の
会
議

室
を
借
り
て
月
一
〜
二
回
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
自

由
で
活
発
な
議
論
の
も
と
、
若
者
を
対
象
と
し
た
啓

発
事
業
の
活
動
計
画
や
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

発
足
当
初
か
ら
継
続
し
て
、
福
井
県
立
大
学
福
井

キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
祭
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
明
る
い

選
挙
の
P
R
を
行
っ
て
い
る
。
ブ
ー
ス
で
は
、
実
物

の
投
票
箱
や
投
票
記
載
台
を
使
用
し
た
選
挙
ク
イ

ズ
、
選
挙
パ
ネ
ル
展
や
C
E
P
T
の
活
動
紹
介
な
ど

を
行
い
、
参
加
者
に
は
選
挙
に
つ
い
て
掲
示
板
に
自

由
に
書
き
込
み
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

年
末
に
は
「
明
る
い
選
挙
推
進
県
民
の
つ
ど
い
」

に
参
加
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
福
井
県
が
有
権
者
の

一
層
の
政
治
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
選
挙
に
対
す
る

関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
C
E
P
T
も
発
足
か
ら
毎
年
参
加
し
て
い

る
。
内
容
は
、
啓
発
標
語
や
啓
発
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

表
彰
式
や
選
挙
に
関
す
る
講
演
が
主
な
も
の
だ
が
、

よ
り
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
C
E
P

T
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
し
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
選
挙
ク
イ
ズ
を
行
っ
て
き
た
が
、
一
九

年
は
「
夫
婦
円
満
計
画
議
員
選
挙
」
と
銘
打
っ
た
模

擬
投
票
を
実
施
し
た
。
三
人
の
立
候
補
者
（「
名
前

ズ
や
投
票
率
の
向

上
の
願
い
を
込
め

た
短
冊
を
作
成
す

る
な
ど
の
活
動
を

行
っ
た
。
ま
た
、

成
人
式
や
町
内
会

が
主
催
す
る
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
等
に

も
積
極
的
に
参
加

し
、
街
頭
啓
発
を

実
施
し
た
。

二
〇
年
一
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
と
い
え

る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
上
越
市
選
挙
フ
ェ
ス
タ
」
を
、

市
明
推
協
と
共
同
主
催
で
、
市
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー

で
実
施
し
た
。「
知
ろ
う
、
学
ぼ
う
、
選
挙
の
こ
と
」

と
銘
打
っ
た
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
実
際
の
選
挙
で
使
う

投
票
箱
や
記
載
台
を
用
い
て
ク
イ
ズ
形
式
の
模
擬
投

票
を
実
施
。
選
挙
の
基
礎
知
識
を
記
し
た
パ
ネ
ル
や

ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
た
ほ
か
、
市
民
団
体
の
音
楽
や

ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

約
五
〇
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
新
調
し
た
法
被
を
着
て

館
内
を
ま
わ
り
、「
三
な
い
運
動
」
な
ど
の
選
挙
啓

発
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。

＊

結
成
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
た
が
、
依
然
と
し
て

参
加
人
数
は
多
く
活
動
も
多
彩
で
若
者
ら
し
い
工
夫

が
見
ら
れ
る
点
、
ま
た
、
委
員
確
保
の
方
法
は
、
こ

れ
か
ら
若
年
層
組
織
の
設
立
を
検
討
し
て
い
る
団
体

に
対
し
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
た
点
が

評
価
さ
れ
た
。

学園祭での啓発活動

福
井
県
明
る
い
選
挙
推
進
青
年
活
動
隊
C
E
P
T

評
価
さ
れ
た
活
動
　
活
動
全
般
（
若
者
に
よ
る
若
者
へ
の
啓
発
）
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よ
ぶ
子
」「
き
ね

ん
日
和
」「
晩
し

ゃ
く
お
」）
を
C

E
P
T
の
メ
ン

バ
ー
が
務
め
、

候
補
者
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
発
表

し
、
創
作
コ
ン

ト
も
交
え
て
政

策
を
訴
え
た
。

最
後
に
参
加
者

に
投
票
を
し
て

も
ら
い
、
当
選
者
を
決
定
、「
き
ね
ん
日
和
」
さ
ん

の
当
選
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、「
三
な
い
運
動
」
推
進
の
一
環
と
し

て
、
忘
年
会
や
新
年
会
が
多
く
催
さ
れ
る
年
末
か
ら

年
始
に
か
け
て
放
送
さ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト

C
M
に
メ
ン
バ
ー
が
出
演
。
自
分
た
ち
で
シ
ナ
リ
オ

を
考
え
、
福
井
弁
を
交
え
た
親
し
み
や
す
い
口
調
で
、

寄
附
禁
止
な
ど
を
訴
え
た
。
ま
た
、
県
選
管
が
毎
年

新
成
人
向
け
に
作
成
・
配
布
し
て
い
る
選
挙
啓
発
冊

子
の
表
紙
を
、
C
E
P
T
が
若
者
向
け
の
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
で
企
画
立
案
し
、
今
年
の
成
人
式
で
配
布
さ

れ
た
。

＊

結
成
三
年
目
を
迎
え
た
が
、
大
学
祭
等
で
の
啓
発

や
メ
デ
ィ
ア
媒
体
と
の
連
携
に
よ
る
啓
発
等
、
少
人

数
な
が
ら
自
主
的
に
そ
し
て
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
総
じ
て
、
今
後
の
若
者
組
織
の
牽
引
役
に
な

り
う
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

ラジオ番組に出演して「つどい」をPR（右）

守
山
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

評
価
さ
れ
た
活
動
　
手
作
り
人
形
に
よ
る
啓
発
活
動

滋
賀
県
守
山
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
昭

和
三
七
年
四
月
設
立
。
連
合
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
、
校
長
会
の
代
表
や
選

管
補
充
員
な
ど
計
十
二
名
の
委
員
で
活
動
し
て
い
る
。

「
め
い
す
い
く
ん
の
手
袋
人
形
」
の
誕
生

守
山
市
明
推
協
で
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
「
め
い

す
い
く
ん
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
手
袋
人
形
を
考
案

し
、
こ
れ
を
活
用
し
た
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、（
財
）
明
推
協
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
「
め
い
す
い
く
ん
」
の
イ
ラ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

市
明
推
協
の
定
例
会
議
で
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
前
面
に
打
ち
出
し
、
常
時
啓
発
活
動
に
役
立
て
る

こ
と
を
決
定
。
具
体
策
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
①

「
め
い
す
い
く
ん
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
守
山
市
独
自

の
人
形
を
制
作
す
る
こ
と
、
②
「
め
い
す
い
く
ん
」

入
り
の
明
る
い
選
挙
の
「
の
ぼ
り
旗
」
を
つ
く
る
こ

と
、
③
「
め
い
す
い
く
ん
」
の
た
て
看
板
を
制
作
す

る
こ
と
、
④
「
め
い
す
い
く
ん
」
を
選
管
・
明
推
協

関
係
の
印
刷
物
の
す
べ
て
に
刷
り
込
む
こ
と
等
を
決

定
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、「
め
い
す
い
く
ん
」
を

モ
デ
ル
に
し
た
人
形
制
作
で
は
、
だ
れ
も
が
気
軽
に

取
り
組
め
て
、
し
か
も
楽
し
み
な
が
ら
選
挙
の
大
切

さ
な
ど
の
認
識
が
高
ま
る
活
動
を
目
指
し
た
。

そ
こ
で
市
内
の
手
芸
愛
好
家
に
依
頼
し
、
見
本
と

し
て
黄
色
い
手
袋
を
使
っ
た
か
わ
い
ら
し
い
人
形
を

作
っ
て
も
ら
っ

た
。
委
員
一
同

大
い
に
気
に
入

り
、
こ
れ
が
こ

の
活
動
の
始
ま

り
と
な
っ
た
。

こ
の
手
袋
人
形

は
さ
っ
そ
く
市

庁
舎
や
公
民
館
な
ど
に
お
か
れ
、
こ
れ
が
話
題
と
な

り
地
元
の
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
め
い
す
い
く
ん
の
手
袋
人
形
」
の
普
及

そ
の
後
、
継
続
的
に
「
手
袋
人
形
」
講
習
会
を
、

自
治
会
、
公
民
館
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
開
き
、
そ
の

作
成
方
法
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
委
員
が
一
人
で

も
作
成
方
法
が
指
導
で
き
る
よ
う
、
委
員
向
け
の
講

習
会
も
開
い
た
。

平
成
一
六
年
に
は
、
市
内
に
あ
る
県
立
女
子
高
校

の
生
徒
五
〇
人
が
「
手
袋
人
形
」
の
手
づ
く
り
に
挑

戦
。
全
員
が
完
成
し
て
家
に
持
ち
帰
っ
た
。

全
国
で
も
こ
れ
に
な
ら
っ
た
活
動
が
見
ら
れ
は
じ

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
山
形
県
置
賜
地
方
事
務
局
で

は
、
平
成
一
七
年
に
行
わ
れ
た
知
事
選
挙
に
際
し
て
、

県
内
の
洋
裁
・
和
裁
専
門
学
校
の
生
徒
に
「
手
袋
人

形
」
の
作
成
を
依
頼
し
、
出
来
上
が
っ
た
手
袋
人
形

を
幼
稚
園
、
保
育
園
の
園
児
に
配
布
し
た
。
ま
た
、

さ
い
た
ま
市
緑
区
で
は
区
民
ま
つ
り
会
場
の
一
角
に

めいすいくんの手袋人形

特集② 明るい選挙推進優良活動表彰
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模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立

平
成
一
四
年
、
N
P
O
法
人
ラ
イ
ツ
が
、
同
年
二

月
の
東
京
都
町
田
市
長
選
挙
を
皮
切
り
に
、
実
際
の

選
挙
が
行
わ
れ
る
際
に
、
未
来
の
有
権
者
た
ち
が
そ

れ
を
題
材
と
し
た
模
擬
投
票
を
学
校
で
行
う
事
業
を

開
始
し
た
。「
模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

N
P
O
法
人
ラ
イ
ツ
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
の
「
模

擬
選
挙
事
業
」
を
中
立
公
正
に
行
う
た
め
、
平
成
一

八
年
十
二
月
、
ラ
イ
ツ
か
ら
完
全
独
立
し
て
発
足
し

た
。
大
学
生
、
会
社
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
等
で
構
成
さ

れ
、
メ
ン
バ
ー
は
現
在
八
一
人
。

「
未
成
年
〝
模
擬
〞
選
挙
」
の
取
り
組
み

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
学
校
が
模
擬
選
挙
を
実
施

す
る
際
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
し
た
り
相
談
に
応
じ
る

な
ど
、
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

手
引
書
と
な
る
各
地
の
模
擬
選
挙
の
取
り
組
み
を
ま

と
め
た
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
各
政
党
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
選
挙
ポ

ス
タ
ー
の
提
供
を
一
括
し
て
受
け
て
実
施
校
に
配
布

し
て
い
る
。
実
施
に
際
し
て
は
特
に
、
実
際
の
選
挙

を
題
材
と
す
る
た
め
、
投
票
結
果
の
公
表
は
実
際
の

選
挙
後
に
行
う
こ
と
、
特
定
の
政
党
・
政
治
家
を
非

難
し
た
り
推
薦
し
た
り
す
る
こ
と
は
一
切
し
な
い
こ

と
、
ポ
ス
タ
ー
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
学
校
内
だ
け
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、
と
り
わ
け
「
中
立
・

公
平
・
公
正
の
確
保
」
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
選
挙

管
理
委
員
会
と
の
協
力
も
推
奨
し
て
お
り
、
投
票
箱

等
の
貸
出
し
を
受
け
て
い
る
学
校
も
増
え
て
い
る
。

ラ
イ
ツ
の
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
に
地
方
選
挙
・
国

政
選
挙
な
ど
二
〇
近
く
の
選
挙
で
取
り
組
ん
で
き

た
。
実
施
校
は
徐
々
に
拡
が
り
、
平
成
一
九
年
の
参

議
院
選
挙
で
は
、
全
国
で
四
〇
校
が
模
擬
選
挙
を
実

施
し
た
。

実
施
さ
れ
た
学
校
の
教
職
員
等
か
ら
は
、
以
下
の

よ
う
な
高
い
評
価
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

①
政
治
へ
の
興
味
を
深
め
る
き
っ
か
け
…
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
や
政
策
を
調

べ
る
う
ち
に
、
国

や
地
域
の
政
治
に

つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
り
、

現
実
政
治
の
理
解

を
深
め
る
生
き
た

教
材
と
な
る
。

②
投
票
で
民
主
主
義

や
政
治
を
体
感
…
国
民
と
し
て
の
役
割
を
実
感

し
、
よ
り
よ
き
国
民
、
参
加
す
る
市
民
と
し
て
の

意
識
が
高
ま
る
。

③
意
思
決
定
を
学
ん
で
、
政
治
へ
の
関
心
が
深
ま
る

…
自
分
は
何
を
大
切
に
し
、
ど
う
政
治
を
変
え
た

い
の
か
、
子
ど
も
自
身
の
身
近
な
視
点
や
問
題
点

を
明
確
化
し
、
ど
う
意
思
決
定
す
る
の
か
を
学
び
、

政
党
や
政
治
家
の
実
態
が
見
え
て
関
心
が
持
て
る

よ
う
に
な
る
。

④
将
来
的
な
投
票
率
増
加
と
家
族
・
地
域
へ
の
増
加

効
果
…
模
擬
選
挙
で
現
実
の
選
挙
の
重
要
性
を
知

れ
ば
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
役
立
ち
、
家
庭

や
地
域
で
若
者
が
選
挙
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と

で
、
家
庭
や
地
域
で
も
投
票
率
を
上
げ
る
効
果
が

期
待
で
き
る
。

＊

実
際
の
選
挙
を
素
材
と
し
た
模
擬
投
票
は
、
選
管

や
明
推
協
に
お
い
て
は
取
り
組
み
に
く
い
現
状
に
あ

る
が
、
民
間
の
自
主
的
な
活
動
と
し
て
こ
れ
に
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、「
中
立
・
公
平
・
公
正
」
を
確

保
し
つ
つ
、
裾
野
を
拡
げ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

ウェブサイトからダウンロードできる『ハンド
ブック』

専
用
テ
ン
ト
を
設
け
、
来
場
者
と
と
も
に
「
手
袋
人

形
」
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
は
本
年
度
の
優
良
活
動

表
彰
団
体
で
も
あ
る
港
区
明
推
協
の
平
成
一
六
・
一

七
年
度
の
モ
デ
ル
地
区
事
業
（
高
輪
地
区
）
で
も
、

手
袋
人
形
を
作
成
し
区
内
の
投
票
所
に
配
布
す
る
な

ど
、
じ
わ
じ
わ
と
全
国
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

＊

守
山
市
明
推
協
の
よ
う
に
、
手
袋
人
形
の
め
い
す

い
く
ん
を
全
面
に
押
し
出
し
た
啓
発
活
動
は
他
に
類

を
見
な
い
。
し
か
も
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
、
波
及

し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

評
価
さ
れ
た
活
動
　
学
校
に
お
け
る
模
擬
投
票
の
推
進
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ー
ク
「
一
人
で
も
多
く

の
人
々
に
明
推
協
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
い
広

め
る
た
め
に
は
」
を
行

っ
た
。
二
〇
年
度
は
、

各
区
の
活
動
の
事
例
発

表
や
グ
ル
ー
プ
討
議

「
こ
れ
か
ら
の
啓
発
活

動
を
考
え
る
」
な
ど
を

実
施
し
た
。
広
報
委
員
会
が
事
例
発
表
区
の
選
出
を

行
い
、
二
つ
の
委
員
会
が
初
め
て
連
携
を
と
る
こ
と

が
で
き
た
。
グ
ル
ー
プ
討
議
に
は
若
者
の
参
加
を
求

め
る
こ
と
と
し
、
二
〇
年
一
月
に
発
足
し
た
ば
か
り

の
、
さ
い
た
ま
市
青
年
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
「E

-

R
ail

さ
い
た
ま
」
の
メ
ン
バ
ー
と
埼
玉
大
学
の
学
生

の
参
加
を
得
た
。
ま
た
、
各
区
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
と
し
て
、
研
修
会
の
報
告
書
を
作
成
し
、
翌
年
度

の
各
区
明
推
協
の
総
会
の
場
で
報
告
し
、
区
推
進
員

に
周
知
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
研
修
会
は
、
テ
ー
マ
の
設
定
、
当
日
の

会
場
の
設
営
、
リ
ハ
ー
サ
ル
、
進
行
、
受
付
等
を
す
べ

て
研
修
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
主
体
的
に
行
っ
て
お

り
、
委
員
同
士
で
意
見
を
出
し
合
い
、
経
験
を
積
み

重
ね
、
情
報
を
共
有
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
々
充

実
し
た
研
修
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

研
修
会
の
成
果

研
修
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
た
研
修
の
成

果
と
し
て
、
①
研
修
委
員
自
ら
が
計
画
し
た
こ
と
で
、

当
日
の
責
任
感
が
生
ま
れ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

で
率
先
し
て
意
見
を
出
し
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

特集 2 明るい選挙推進優良活動表彰

平
成
二
〇
年
度

特集 2
明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活
動
表
彰
は
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
活
動
の
中
か
ら
、
他
の
模
範
と
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
活
動
を
表
彰
し
て
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
活
動
の
前
進
、
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
〇
年
度
は
、
若
者
啓
発
グ
ル
ー
プ
を
含
め
一
三
団
体
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
内
に
設
置
し
た
選
考
委
員
会
（
学
識
経
験
者
九
名
で
構
成
）
に
お
け
る
厳
選
の
結
果
、

八
団
体
が
選
ば
れ
、
三
月
四
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
受
賞
団
体
の
活
動

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
は
、
平
成
一
三
年
に
浦
和
市
な
ど
三

市
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
平
成
一
五
年
四
月
に
政

令
市
に
移
行
し
た
。
一
六
年
度
に
は
、
各
区
明
推
協

が
新
た
に
組
織
さ
れ
、
続
い
て
学
識
経
験
者
、
各
区

明
推
協
な
ど
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
「
さ
い
た
ま

市
明
推
協
」
が
設
立
さ
れ
た
（
現
会
員
数
一
九
名
）。

市
明
推
協
は
市
全
体
の
方
針
・
計
画
を
決
定
し
、
区

明
推
協
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
互
い
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
協
働
し
て
活
動

し
て
い
る
。

研
修
委
員
会
が
主
体
の
研
修
会

設
立
当
初
（
一
六
年
度
）
に
行
わ
れ
た
市
区
合
同

明
推
協
啓
発
研
修
会
で
は
講
演
会
を
実
施
し
、
一
七

年
度
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

計
画
や
当
日
の
司
会
な
ど
す
べ
て
を
選
管
職
員
が
行

っ
て
い
た
た
め
、
推
進
委
員
等
の
中
か
ら
「
た
だ
参

加
す
る
だ
け
で
い
い
の
か
」「
行
政
主
導
で
は
な
く

自
分
た
ち
の
手
で
研
修
を
行
う
べ
き
だ
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
明
推
協
自
ら
が
研
修
の

方
針
や
計
画
を
考
え
、
実
際
に
運
営
す
る
形
態
に
つ

い
て
、
模
索
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

時
期
を
前
後
し
て
、
機
能
や
運
営
面
の
充
実
を
図

る
目
的
か
ら
、
市
明
推
協
の
組
織
に
、「
広
報
委
員

会
」
と
「
研
修
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
一
八
年
度
以
降
の
研
修
会
は
、
研
修
委
員
会
が

中
心
と
な
っ
て
検
討
・
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
一
八
年
度
に
は
本
番
さ
な
が
ら
の
開
票
作
業
体

験
と
「
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
の
現
状
と
課
題
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
、
一
九
年
度
は
明
推
協
の
周

知
度
が
低
い
現
状
を
打
破
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ワ

さ
い
た
ま
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活
動
表
彰

若者が参加（平成20年度研修会）
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た
、
②
研
修
会
参
加
者
と
し
て
、
よ
か
っ
た
点
、
悪

か
っ
た
点
を
終
了
後
に
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
翌

年
の
研
修
会
に
生
か
さ
れ
た
、
③
研
修
委
員
会
で
培

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
区
の
明
推
協
に
持
ち
帰
り
生
か
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

＊

合
併
・
政
令
市
移
行
に
よ
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
た

明
推
協
の
委
員
が
活
動
の
目
的
と
責
務
を
自
覚
し
て

自
ら
研
修
会
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の

研
修
事
業
は
区
明
推
協
と
の
役
割
分
担
ま
で
考
え
ら

れ
て
い
る
点
、
ま
た
青
年
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

推
進
委
員
が
編
集

に
か
か
わ
る
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
編
集

に
区
民
の
視
点
が
加

わ
る
点
で
あ
る
。
取

り
上
げ
る
テ
ー
マ
も
、

推
進
委
員
の
活
動
や

周
り
の
区
民
の
意
見

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た

企
画
が
加
わ
り
、
多

様
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
編
集
委
員
の
発
案
で
記
事
に
し
た
も

の
と
し
て
、
地
域
ご
と
に
選
挙
の
種
類
に
よ
っ
て
投

票
率
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
の
原
因
を
探
っ
た
「
あ
な

た
の
地
域
の
投
票
率
、
ご
存
知
で
す
か
？
」、
区
内

在
住
の
二
〇
歳
代
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
生
の
声
を

ま
と
め
た
「
投
票
へ
は
行
き
ま
し
た
か
？
」
な
ど
が

あ
る
。

苦
労
の
多
い
編
集
の
仕
事
も
、「
と
て
も
楽
し
い
」

「
大
変
だ
け
れ
ど
や
っ
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
委
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
経
験
が

様
々
な
啓
発
活
動
に
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。＊

事
務
局
職
員
で
は
な
く
推
進
委
員
自
ら
が
一
般
向

け
「
白
ば
ら
だ
よ
り
」
と
推
進
委
員
向
け
「
推
進
委

員
だ
よ
り
」
の
二
種
類
の
広
報
誌
を
企
画
・
編
集
し

て
い
る
こ
と
、
そ
の
内
容
も
優
れ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
。

東
京
都
練
馬
区
明
推
協
（
昭
和
三
二
年
設
立
、
現

会
員
数
一
四
一
名
）
は
、
常
時
啓
発
事
業
の
一
環
と

し
て
、
一
般
区
民
向
け
の
「
白
ば
ら
だ
よ
り
」
と
、

推
進
委
員
向
け
の
「
推
進
委
員
だ
よ
り
」
の
二
種
類

の
広
報
誌
を
発
行
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、
推
進
委

員
が
編
集
委
員
を
務
め
、
企
画
・
編
集
に
当
た
っ
て

い
る
。

二
つ
の
広
報
誌

「
白
ば
ら
だ
よ
り
」（
昭
和
五
一
年
度
創
刊
、
年
二

回
、
各
六
千
部
発
行
、
A
４
判
八
頁
）
は
、
区
民
向

け
の
選
挙
啓
発
誌
と
し
て
各
種
啓
発
事
業
の
紹
介
、

選
挙
結
果
、
選
挙
に
関
す
る
特
集
記
事
や
豆
知
識
な

ど
を
掲
載
。
区
立
施
設
に
置
く
ほ
か
、
推
進
委
員
が

一
人
三
五
部
ず
つ
配
布
し
て
い
る
。

以
前
は
、
事
務
局
の
職
員
が
編
集
を
担
当
し
、
必

要
に
応
じ
て
推
進
委
員
に
原
稿
依
頼
を
し
て
い
た

が
、
協
議
会
の
場
で
「
誌
面
づ
く
り
に
区
民
の
視
点

も
必
要
で
は
な
い
か
」「
推
進
委
員
も
編
集
に
携
わ

っ
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
平
成
十
一

年
度
に
推
進
委
員
に
よ
る
白
ば
ら
編
集
委
員
が
誕
生

し
た
。

「
推
進
委
員
だ
よ
り
」（
平
成
一
六
年
度
創
刊
。
年

二
回
不
定
期
、
各
二
〇
〇
部
発
行
、
A
４
判
四
〜
十

二
頁
）
の
刊
行
の
き
っ
か
け
は
、
推
進
委
員
か
ら

「『
白
ば
ら
だ
よ
り
』
の
内
容
が
区
民
向
け
な
の
か
推

進
委
員
向
け
な
の
か
は
っ
き
り
せ
ず
、
一
般
の
方
に

配
布
し
に
く
い
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
協
議
会
で
検
討
し
た
結
果
、「
白
ば
ら

だ
よ
り
」
は
区
民
向
け
と
し
て
充
実
さ
せ
、
新
た
に

推
進
委
員
向
け
の
情
報
交
換
誌
「
推
進
委
員
だ
よ
り
」

を
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

編
集
委
員
の
役
割

編
集
委
員
は
七
名
、
委
員
の
任
期
は
二
年
、
半
数

ず
つ
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
編
集
委
員
の
役
割
は
、

①
わ
か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
た
め
、
一
般
区
民
に

近
い
視
点
で
記
事
を
企
画
・
作
成
す
る
、
②
編
集
業

務
全
般
に
携
わ
り
、
掲
載
内
容
や
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に

つ
い
て
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
す
、
な
ど
で
あ
る
。

事
務
局
の
役
割
は
、
①
公
職
選
挙
法
上
問
題
が
あ

り
そ
う
な
記
事
に
関
し
て
助
言
す
る
、
②
写
真
・
イ

ラ
ス
ト
等
求
め
ら
れ
た
資
料
を
提
供
す
る
、
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

編集会議

練
馬
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
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ち
だ
し
ろ
ば
ら
」
を
発
行
し
て
い
る
。
四
頁
多
色
刷

り
で
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
多
く
掲
載
し
、
堅
苦
し

く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

②
二
〇
歳
を
迎
え
る
市
民
に
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド

を
郵
送
し
て
い
る
。
二
つ
折
の
ハ
ガ
キ
の
内
側
に
啓

発
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
印
刷
。
選
挙
時
に
は
投
票
日
を
印

刷
し
た
シ
ー
ル
を
貼
り
、
投
票
参
加
の
呼
び
か
け
に

も
活
用
し
て
い
る
。

③
研
修
部
会
が
計
画
す
る
市
議
会
傍
聴
や
選
挙
制

度
講
義
等
の
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

選
挙
時
啓
発
事
業

選
挙
時
の
広
報
車
巡
回
、
街
頭
啓
発
、
啓
発
物
品

の
配
布
は
、
主
に
推
進
委
員
が
担
当
し
て
い
る
。
広

報
車
巡
回
で
は
、
推
進
委
員
が
ス
ピ
ー
カ
ー
付
き
の

庁
用
車
で
市
内
を
巡
回
し
、
前
回
投
票
率
が
低
か
っ

た
地
区
な
ど
を
重
点
的
に
回
っ
て
い
る
。

＊

活
動
内
容
が
多
彩
で
あ
る
こ
と
、
企
画
・
編
集
・

研
修
の
三
部
会
を
設
け
、
自
主
的
な
活
動
を
志
向
し

て
い
る
こ
と
、
若
者
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
た
啓
発
活

動
や
、
成
人
式
で
の
写
真
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
地

道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

東
京
都
町
田
市
明
推
協
（
昭
和
三
三
年
設
立
、
現

会
員
数
八
〇
名
）
は
、
毎
年
明
る
い
選
挙
推
進
方
針

お
よ
び
事
業
計
画
を
決
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
協

議
会
内
に
設
置
し
た
部
会
（
企
画
・
編
集
・
研
修
）

に
お
い
て
細
か
な
事
業
内
容
を
話
し
合
い
で
決
定
し

て
い
る
。
①
企
画
部
会
は
市
民
祭
等
で
の
啓
発
活
動

や
推
進
委
員
へ
の
連
絡
・
調
整
を
行
い
、
②
編
集
部

会
は
選
挙
啓
発
紙
の
記
事
の
執
筆
か
ら
編
集
ま
で
を

行
う
。
③
研
修
部
会
は
、
推
進
委
員
の
選
挙
に
関
す

る
知
識
の
向
上
を
目
指
し
研
修
事
業
の
企
画
を
行
っ

て
い
る
が
、
研
修
部
会
か
ら
の
一
方
的
な
研
修
と
な

ら
な
い
よ
う
、
推
進
委
員
に
研
修
内
容
の
希
望
を
聞

き
、ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
研
修
の
実
施
を
心
が
け
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
て
啓
発
事
業

協
議
会
で
は
、
市
全
体
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
事

業
や
地
域
セ
ン
タ
ー
祭
り
な
ど
地
区
に
分
か
れ
て
実

施
さ
れ
る
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
る

い
選
挙
推
進
の
啓
発
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
推
進

委
員
は
、
揃
い
の
た
す
き
、
は
っ
ぴ
、
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
着
用
し
、
の
ぼ
り
旗
を
持
ち
、
啓
発
物
品
を
配
り

な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
会
場
内
を
巡
回
す
る
。
ま
た
イ
ベ

ン
ト
に
よ
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
啓
発
活
動
も
行
っ

て
い
る
。

①
平
成
二
〇
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
市
の
イ
ベ
ン

ト
「
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
で
は
、
会
場
に
ブ
ー
ス

を
設
置
し
、「
ど
う
ぶ
つ
む
ら
村
長
せ
ん
き
ょ
」
の

模
擬
投
票
を
実
施
し
、
親
子
連
れ
や
子
供
の
グ
ル
ー

プ
な
ど
で
賑
わ
っ
た
（
投
票
者
数
は
一
八
〇
人
）。

こ
れ
に
は
、
二
〇
年
度
桜
美
林
大
学
に
誕
生
し
た
政

治
参
加
推
進
サ
ー
ク
ル
「
P
I
C
（
ピ
ッ
ク
）」
の

参
加
も
あ
り
、
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
や
公
約
は
メ
ン

バ
ー
が
考
え
作
成
し
た
。
今
後
も
推
進
委
員
と
若
年

層
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
同
サ
ー
ク
ル
と
連

携
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
成
人
式
会
場
で
は
撮
影
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
推

進
委
員
が
ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ
で
新
成
人
を
写
し
、

撮
影
し
た
写
真
を
台
紙
に
入
れ
、
啓
発
物
品
と
一
緒

に
渡
し
て
い
る
。
毎
年

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

人
気
で
あ
る
。

そ
の
他
の
常
時
啓
発

①
推
進
委
員
の
活
動

や
選
挙
の
仕
組
み
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
、
タ
ブ
ロ
イ
ド

判
の
選
挙
啓
発
紙
「
ま

町
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

神
戸
婦
人
有
権
者
連
盟

神
戸
婦
人
有
権
者
連
盟
は
、
昭
和
二
四
年
に
発
足

し
、
今
年
で
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
る
。
発
足
の
き

っ
か
け
は
、
昭
和
二
一
年
に
行
わ
れ
た
第
二
二
回
衆

議
院
選
挙
に
つ
い
て
、
米
軍
政
部
の
ジ
ョ
セ
フ
ィ

ン
・
コ
レ
ッ
ト
女
史
か
ら
、「
初
め
て
参
政
権
を
行

使
し
た
日
本
婦
人
の
政
治
に
対
す
る
関
心
が
あ
ま
り

に
も
薄
い
。
婦
人
啓
発
団
体
を
創
り
な
さ
い
」
と
の

助
言
を
う
け
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ
で
、
母
里
美
枝

さ
ん
（
第
二
代
会
長
）
を
中
心
に
四
一
名
の
婦
人
が

集
い
、
婦
人
の
政
治
意
識
の
昂
揚
と
啓
蒙
を
目
指
す

成人式会場での記念撮影
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度
か
ら
一
方
的
に
講
義
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
講

師
を
含
め
て
一
緒
に
本
を
読
み
、
世
の
中
の
問
題
を

気
軽
に
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
自
由
に
出
入
り
が
で

き
る
集
ま
り
（
セ
ミ
ナ
ー
）
を
始
め
た
（
二
〇
年
度

は
五
回
開
催
）。
義
務
的
で
堅
苦
し
く
な
く
、
世
の

中
に
つ
い
て
自
ら
の
見
方
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

「
セ
ミ
ナ
ー
」
を
目
指
し
て
い
る
。
口
コ
ミ
に
よ
る

勧
誘
や
友
人
へ
の
呼
び
か
け
、
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報

発
信
な
ど
で
、
若
い
層
の
参
加
が
少
し
ず
つ
だ
が
増

え
て
き
て
い
る
。

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
に

国
政
選
挙
時
に
は
、
連
盟
の
タ
ス
キ
を
か
け
た
会

員
が
、
街
頭
に
立
っ
て
道
行
く
人
々
に
積
極
的
に
ビ

ラ
を
手
渡
し
、
棄
権
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま

た
、
勉
強
会
の
Ｐ
Ｒ
と
勧
誘
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て

有
権
者
に
配
布
し
て
い
る
。

立
候
補
者
に
対
し
て
は
、
①
明
る
い
選
挙
の
実
践
、

②
法
定
選
挙
費
用
を
守
る
、
③
悪
質
な
選
挙
違
反
を

し
た
と
き
は
当
選
を
辞
退
す
る
、
の
三
点
を
骨
子
と

し
た
要
望
書
を
候
補
者
の
選
挙
事
務
所
に
持
参
し
、

要
望
書
を
高
ら
か
に
読
み
上
げ
て
、
事
務
所
内
に
掲

示
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

＊

月
一
回
の
勉
強
会
の
実
施
等
を
年
会
費
・
通
信
費

等
を
徴
し
て
の
自
主
運
営
で
行
っ
て
い
る
こ
と
、
六

〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
会
員
数
・
活
動
内
容
を
維
持

継
続
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
新
会
員
確
保
の
た
め
の

新
し
い
相
互
学
習
会
の
取
組
み
等
が
評
価
さ
れ
た
。

連
盟
が
発
足
し
た
。

幅
広
い
テ
ー
マ
で
月
一
回
「
勉
強
会
」
を
開
催

そ
の
後
、
啓
蒙
運
動
の
方
法
も
時
代
と
と
も
に
変

わ
り
、「
内
外
情
勢
の
諸
問
題
を
正
し
く
と
ら
え
、

判
断
力
を
も
つ
こ
と
こ
そ
、
明
る
い
選
挙
推
進
運
動

の
根
本
と
な
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
、
月
一
回

の
勉
強
会
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
年
は

「
勉
強
を
重
ね
た
そ
の
成
果
を
一
票
に
こ
め
て
、
正

し
く
投
じ
る
こ
と
」
を
活
動
目
的
に
し
て
い
る
。

趣
旨
に
賛
同
す
る
有
権
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加

で
き
、
会
員
は
八
〇
名
。
神
戸
市
や
近
隣
市
在
住
の

五
〇
〜
八
〇
代
の
女
性
が
中
心
だ
が
、
男
性
会
員
が

二
名
い
る
。
年
会
費
三
千
円
、
通
信
費
二
千
円
、
当

日
会
費
五
〇
〇
円
を
徴
し
て
自
主
運
営
を
行
っ
て
い

る
。勉

強
会
は
、
毎
月
開
催
し
、
毎
回
二
五
人
前
後
が

参
加
す
る
。
講
師
陣
は
大
学
教
授
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
な
ど
が
中
心
で
、
テ
ー
マ
は
日
本
の
政
治
・
法

律
・
歴
史
、
世
界
情
勢
な
ど
幅
広
い
。
講
演
の
後
の

質
疑
応
答
の
時
間
は
必
ず
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
勉

強
会
抄
録
を
必
ず
二
〇

〇
冊
発
行
し
、
過
去
一

〇
年
間
の
講
師
全
員
、

全
会
員
、
関
係
団
体
、

新
聞
社
等
報
道
機
関
へ

送
付
し
て
い
る
。

若
い
会
員
を
増
や
す

新
し
い
会
員
を
増
や

す
た
め
定
例
の
勉
強
会

に
加
え
、
平
成
二
〇
年

長
崎
市
明
る
い
選
挙
推
進
お
た
く
さ
の
会
は
、
昭

和
四
〇
年
に
長
崎
市
内
の
消
費
生
活
学
校
の
会
員
で

あ
る
婦
人
を
も
っ
て
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
話

し
あ
い
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
後
、
五
一

年
に
明
る
い
選
挙
推
進
話
し
あ
い
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
と
し
て
改
組
し
て
組
織
の
強
化
を
図
り
、
六
二

年
に
市
花
「
あ
じ
さ
い
（
学
名
ヒ
ド
ラ
ン
ゲ
ア
・
オ

タ
ク
サ
）」
に
ち
な
ん
で
「
長
崎
市
明
る
い
選
挙
推

進
お
た
く
さ
の
会
」
と
名
称
変
更
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
現
会
員
は
女
性
の
み
一
二
七
名
。

九
グ
ル
ー
プ
が
月
一
回
話
し
合
い
活
動

日
常
は
、
市
内
に
九
つ
あ
る
話
し
あ
い
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
、
月
に
一
回
、
公
民
館
等
に
集
ま
り
、
年
間

計
画
に
基
づ
い
た
話
し
合
い
活
動
を
し
て
い
る
。
選

挙
に
対
す
る
研
鑽
・
啓
発
活
動
に
限
ら
ず
、
環
境
問

題
、
食
の
安
心
・
安
全
、
育
児
等
、
多
岐
に
わ
た
っ

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
女
性
の
立
場
か
ら
意
見
を
出

し
合
い
、
一
般
教
養
の
向
上
に
も
努
め
て
い
る
。
テ

ー
マ
は
様
々
で
あ
る
が
、
単
な
る
井
戸
端
会
議
で
終

わ
ら
ず
に
、
話
し
合
い
が
政
治
・
選
挙
の
大
切
さ
ま

で
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
運
営
を
心
が
け
て
い

る
。県

議
会
や
市
議
会
傍
聴
を
含
め
各
種
施
設
の
見
学

や
講
演
会
の
開
催
等
の
学
習
活
動
も
行
っ
て
お
り
、

活
動
に
主
体
性
を
持
た
せ
る
た
め
年
会
費
三
〇
〇
円

を
集
め
て
い
る
。

勉強会の模様

長
崎
市
明
る
い
選
挙
推
進
お
た
く
さ
の
会
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ま
た
、
県
や
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
主
催
の
各
種

研
修
会
に
参
加
し
学
ん
だ
こ
と
を
他
の
会
員
に
も
共

有
し
て
も
ら
う
た
め
、
年
一
回
開
催
さ
れ
る
総
会
の

場
で
研
修
会
参
加
者
に
そ
の
内
容
を
発
表
し
て
も
ら

う
な
ど
し
て
、
選
挙
に
関
す
る
研
鑽
を
深
め
て
き
た
。

選
挙
時
の
啓
発

選
挙
時
に
は
、
県
主
催
の
街
頭
啓
発
パ
レ
ー
ド
に

参
加
す
る
と
と
も
に
、
各
話
し
あ
い
グ
ル
ー
プ
の
地

元
で
啓
発
物
資
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
特

に
、
市
議
・
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
市
主

催
の
選
挙
啓
発
パ
レ
ー
ド
に
会
員
一
〇
〇
名
程
度
が

参
加
す
る
。
長
崎
の
ま
つ
り
「
お
く
ん
ち
」
の
出
し

物
に
も
あ
る
「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」
で
使
用
す
る
神
輿

を
模
し
た
も
の
を
会
員
で
担
ぎ
市
の
中
心
街
を
練
り

歩
く
な
ど
、
工
夫
し
な
が
ら
の
選
挙
啓
発
に
努
め
て

き
た
。

期
日
前
投
票
所
で
の
投
票
立
会
人
や
開
票
所
で
の

開
票
分
類
の
業
務
を
担
当
し
、
特
に
開
票
作
業
時
に

は
会
の
名
称
が
プ
リ

ン
ト
さ
れ
た
ハ
ッ
ピ

を
着
用
す
る
な
ど
し

て
、
積
極
的
に
各
選

挙
に
関
わ
っ
て
い

る
。こ

れ
ら
の
長
年
に

わ
た
る
活
動
が
認
め

ら
れ
、
平
成
一
九
年

度
に
は
地
方
自
治
法

施
行
六
十
周
年
記
念

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

＊

話
し
合
い
活
動
の
代
表
的
団
体
と
し
て
、
九
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
四
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
月
一
回
の
話

し
合
い
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
街
頭
啓
発
パ

レ
ー
ド
等
に
多
数
参
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
。

街頭啓発パレード

鹿
児
島
県
学
生
投
票
率
一
〇
〇
％
を
め
ざ
す
会

「
学
生
投
票
率
一
〇
〇
％
を
め
ざ
す
会
」
は
、
平
成

十
一
年
に
鹿
児
島
県
内
の
大
学
生
を
メ
ン
バ
ー
と
し

て
発
足
し
た
。
現
在
十
三
名
の
メ
ン
バ
ー
が
活
動
し

て
い
る
。

大
学
生
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
組
織

第
四
一
回
衆
議
院
選
挙
（
平
成
八
年
）
で
の
二
〇

歳
代
の
投
票
率
は
極
端
に
低
く
、
ま
た
他
の
選
挙
で

も
同
様
な
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
鹿
児
島
県
選
管
は

大
学
生
を
中
心
と
す
る
若
者
を
対
象
と
し
た
選
挙
啓

発
事
業
の
検
討
を
始
め
た
。
こ
の
事
業
の
ね
ら
い
は
、

①
学
生
の
視
点
で
新
し
い
発
想
の
啓
発
事
業
を
行
う

こ
と
、
②
学
生
に
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
、
③
同
世
代
の
立
場
か
ら
投
票

参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。

大
学
生
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
組
織
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
進

め
方
は
慎
重
を
期
し
て
行
わ
れ
た
。
県
内
に
あ
る
四

年
制
大
学（
六
大
学
）
の
学
生
部
等
に
事
業
の
趣
旨

を
説
明
す
る
と
と
も
に
学
生
の
推
薦
を
依
頼
し
、
各

大
学
二
〜
四
人
の
計
一
五
人
の
推
薦
を
受
け
た
。
こ

の
一
五
人
の
学
生
の
協
力
に
よ
り
数
回
の
設
立
準
備

検
討
会
等
を
開
催
、
次
第
に
設
立
に
向
け
て
の
気
運

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
平
成
十
一
年
十
二
月

に
、
設
立
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

正
式
に
学
生
に
よ
る
自
主
的
な
会
の
活
動
が
始
ま
っ

た
。

若
者
に
よ
る
若
者
へ
の
啓
発
活
動

行
っ
て
き
た
主
な
活
動
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
学
生
の
視
点
で
新
し
い
発
想
の
啓
発
事
業
を
行

う
…
各
種
選
挙
時
の
啓
発
物
資
の
作
成
や
学
園
祭
で

の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施（
鹿
児
島
純
心
女

子
大
学
で
の
ク
イ
ズ
と
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
等
）。

②
学
生
に
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

提
供
す
る
…
毎
月
の
勉
強
会（
選
挙
に
関
す
る
知
識

の
習
得
の
た
め
の
講
義
、
選
挙
や
学
園
祭
で
の
啓
発

内
容
の
検
討
）、
合
宿
に
よ
る
研
修
、
各
種
研
修
会

等
へ
の
参
加
。
特
に
年
一
回
実
施
す
る
合
宿
で
は
時

間
を
か
け
た
討
議
を
行
い
、
平
成
一
九
年
度
は
「
模

擬
選
挙
企
画
書
を
作
ろ

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
選
挙
啓
発
全
体
の
企

画
案
を
作
成
し
た
。
二

〇
年
度
は
、
模
擬
の
選

挙
啓
発
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
す
る
研
修
を
実

施
し
た
。

平成21年成人式啓発物資
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平
成
一
八
年
の
鹿
児
島
県
名
瀬
市
、
住
用
村
、
笠

利
町
の
合
併
に
よ
り
、
奄
美
市
明
推
協
は
発
足
し
た

（
会
員
数
六
二
名
）。
合
併
が
行
わ
れ
た
自
治
体
の
明

推
協
は
組
織
の
整
備
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
多
い

中
、
奄
美
市
明
推
協
で
は
速
や
か
な
組
織
の
拡
充
が

図
ら
れ
、
啓
発
活
動
で
も
旧
名
瀬
市
明
推
協
が
実
施

し
て
き
た
夏
祭
り
で
の
啓
発
を
旧
住
用
村
・
旧
笠
利

町
の
夏
祭
り
で
も
実
施
す
る
な
ど
、
旧
名
瀬
市
明
推

協
の
活
動
を
軸
に
継
続
的
で
積
極
的
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
会
員
は
、
三
九
歳
か
ら
九
〇
歳

ま
で
と
幅
広
い
年
齢
層
に
わ
た
っ
て
お
り
、
職
種
も

様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
推
協
の
活
動
に
は
い
ろ

い
ろ
な
意
見
、
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
活
動
に
独
創

性
が
生
ま
れ
て
い
る
。

市
民
の
政
治
や
選
挙
に
対
す
る
関
心
は
高
く
、
過

去
の
国
政
選
挙
に
お
い
て
は
、
県
内
の
市
の
中
で
常

に
上
位
の
投
票
率
を
残
し
て
い
る
。

寸
劇
や
替
え
歌
な
ど
の
独
創
的
な
啓
発
活
動

常
時
啓
発
活
動
は
、
特
に
広
報
宣
伝
事
業
に
力
を

入
れ
、
独
創
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

①
選
挙
浄
化
の
活
動
と
し
て
、
旧
名
瀬
市
議
会
に

よ
る
「
選
挙
浄
化
市
民
宣
言
」
採
択
以
降
、
毎
年
六

月
一
八
日
を
「
む
い
は
ん
の
ひ
」（
ご
ろ
あ
わ
せ
）

と
定
め
、
市
内
に
パ
レ
ー
ド
を
繰
り
出
し
て
チ
ラ
シ
、

啓
発
物
資
等
を
配
布
す
る
な
ど
の
街
頭
啓
発
を
行
っ

て
き
た
。
こ
の
活
動
は
、
平
成
二
〇
年
で
二
五
年
を

迎
え
て
い
る
。

②
老
人
ホ
ー
ム
や
専
門
学
校
等
を
訪
問
し
、
選
挙

に
関
す
る
寸
劇
、
唄

や
踊
り
、
選
挙
講
座

を
行
っ
て
い
る
。
み

ん
な
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
啓
発
活
動
の

方
法
を
検
討
し
た
と

こ
ろ
寸
劇
が
候
補
に

あ
が
り
、
女
性
委
員

を
中
心
と
し
た
一
八
名
で
練
習
に
取
り
組
ん
だ
。
平

成
六
年
に
老
人
ホ
ー
ム
で
寸
劇
を
披
露
し
て
以
来
、

年
に
一
回
継
続
し
て
実
施
し
て
き
て
い
る
（
平
成
一

〇
年
か
ら
は
「
白
バ
ラ
劇
団
」
と
称
し
て
い
る
）。

独
自
性
を
出
す
た
め
に
セ
リ
フ
は
方
言
を
使
い
、
見

て
い
る
人
が
飽
き
な
い
よ
う
に
全
体
を
一
〇
分
以
内

に
収
め
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
。
近
頃
で
は
専

門
学
校
（
奄
美
看
護
福
祉
専
門
学
校
）
で
も
寸
劇
を

行
い
、
若
い
世
代
に
選
挙
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
。

③
毎
年
八
月
に
行
わ
れ
る
夏
ま
つ
り
（
奄
美
ま
つ

り
・
あ
や
ま
る
祭
り
・
三
太
郎
祭
り
）
に
は
、
山
車

を
作
っ
て
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
パ
レ
ー
ド
で
は
替
え

歌
（
月
の
白
浜
・
奄
美
小
唄
・
名
瀬
セ
レ
ナ
ー
デ
）

に
合
わ
せ
て
踊
り
市
内
を
練
り
歩
く
と
と
も
に
、
チ

ラ
シ
、
う
ち
わ
等
の
啓
発
物
資
を
観
客
に
配
布
し
選

挙
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
替
え
歌
は
選
管
事
務
局
員

と
推
進
委
員
が
作
詞
し
、
一
票
の
大
切
さ
を
歌
で
浸

透
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
親
し
み
の
あ
る
地
元
の

曲
（
島
唄
）
に
乗
せ
て
歌
っ
て
い
る
。

④
そ
の
ほ
か
成
人
式
で
は
選
挙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
ま
た
県
明
推
協
大
島
支
会
が

年
二
回
発
行
す
る
広
報
誌
「
白
ば
ら
」
を
市
内
全
世

「白バラ劇団」の寸劇

③
同
世
代
の
立
場
か
ら
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
る

…
選
挙
時
の
街
頭
啓
発
、
学
園
祭（
鹿
児
島
純
心
女

子
大
学
、
鹿
児
島
国
際
大
学
）
で
の
啓
発
、
専
門
学

校（
奄
美
看
護
福
祉
専
門
学
校
）
で
の
選
挙
講
座
な

ど
で
投
票
参
加
の
呼
び
か
け
。
成
人
式
で
は
、
メ
ン

バ
ー
が
選
ん
だ
啓
発
物
資
を
配
布
し
て
い
る
が
、
そ

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
、
硬
く
な
ら
ず
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
文
言
を
毎
回
メ
ン
バ
ー
が
考
え
て
い
る

（
例：

平
成
二
〇
年
、
ね
ず
み
年
、
絆
創
膏
と
綿
棒

セ
ッ
ト
、「
チ
ュ
ー
も
く
！
選
挙
権
」）。

明
推
協
の
活
動
へ
の
参
加
も

若
者
の
投
票
率
の
低
下
傾
向
を
改
善
す
る
た
め

に
、
若
者
自
身
が
こ
の
よ
う
な
団
体
を
つ
く
り
啓
発

活
動
を
行
う
こ
と
は
、
全
国
で
も
先
進
的
な
試
み
で

あ
り
、
そ
の
後
の
各
地
で
の
同
様
の
団
体
の
設
立
や

活
動
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。

設
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
啓
発
活
動

を
行
っ
て
き
て
お
り
、
彼
ら
の
活
動
は
今
後
の
明
推

協
活
動
に
も
大
き
な
力
を
与
え
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

＊

若
者
グ
ル
ー
プ
の
さ
き
が
け
で
あ
る
こ
と
、
学
生

が
順
次
卒
業
し
て
い
く
中
、
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
会

員
を
確
保
し
、
若
者
に
よ
る
若
者
へ
の
啓
発
活
動
を

継
続
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

奄
美
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
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帯
へ
配
布
す
る
な
ど
、
選
挙
に
対
す
る
認
識
を
高
め

る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

＊

推
進
委
員
手
づ
く
り
の
寸
劇
に
よ
る
啓
発
、
祭
り

の
山
車
を
作
っ
て
の
パ
レ
ー
ド
、
替
え
歌
の
制
作
な

ど
の
独
創
的
な
活
動
を
多
彩
に
展
開
し
、
合
併
後
も

活
動
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

中
学
生
〜
四
〇
代
ま
で

の
幅
広
い
年
代
が
参
加

し
て
、
実
際
の
ま
ち
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
座
を

開
催
し
た
。
ま
ち
の
課

題
は
何
な
の
か
を
予
想

し
、
実
際
に
街
に
出
か

け
確
か
め
、
原
因
を
追

求
す
る
。
そ
れ
を
も
と

に
解
決
策
を
提
案
し
、
そ
れ
が
ま
ち
に
合
っ
て
い
る

の
か
を
住
民
に
聞
き
再
調
査
す
る
。
そ
し
て
、
誰
が
、

い
つ
、
い
く
ら
か
け
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
行

す
る
の
か
、
そ
し
て
生
み
出
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
、

政
策（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
と
し
て
具
体
的
に
作
り
上

げ
て
い
く
。
例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場
所
が

な
い
と
い
う
課
題
か
ら
、
公
民
館
に
週
末
カ
フ
ェ
を

開
く
と
い
う
政
策
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
を
も

と
に
、
ま
ち
の
長
を
決
め
る
模
擬
選
挙
を
行
い
、
政

策
判
断
を
し
て
投
票
す
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
た
。

講
座
を
通
し
て
、
世
代
間
の
交
流
が
深
ま
り
、
ま

ち
づ
く
り
と
は
何
か
、
そ
れ
が
選
挙
や
自
分
た
ち
が

投
じ
る
一
票
と
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
の
か
を
、
多
く

の
受
講
生
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

＊

若
者
の
投
票
率
向
上
を
目
指
し
、
明
確
な
問
題
意

識
と
目
的
を
持
っ
て
、
小
・
中
・
高
校
向
け
に
加
え

て
公
民
館
で
の
大
人
向
け
の
市
民
性
教
育
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
先
進
性
が
評
価
さ
れ
た
。

平
成
一
八
年
、
政
治
離
れ
が
進
む
若
い
有
権
者
の

投
票
率
を
上
げ
よ
う
と
、「
ボ
ー
ッ
と
せ
ず
に
V
O

T
E
（
投
票
）
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
沖
縄

県
主
催
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
履
修
者
を
中
心

と
す
る
二
十
代
か
ら
三
十
代
の
社
会
人
や
学
生
ら
一

三
人
に
よ
り
「
沖
縄
県
明
る
い
選
挙
推
進
青
年
会
V

O
T
E
」
が
設
立
さ
れ
た（
現
会
員
一
〇
名
）。

沖
縄
県
に
お
い
て
も
若
者
の
投
票
率
の
低
下
は
顕

著
で
あ
り
、
な
ぜ
若
者
が
こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る

の
か
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
選
挙
の
意
義
の
理
解
、

政
策
判
断
能
力
の
二
つ
が
欠
如
し
て
い
る
、
そ
れ
は

学
校
教
育
で
実
際
の
投
票
に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
が

少
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
小
・
中
・
高

校
、
公
民
館
、
各
種
研
修
会
に
出
向
い
て
の
選
挙
出

前
講
座
を
一
九
年
か
ら
行
う
こ
と
と
し
た
。

小
・
中
・
高
校
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

選
挙
出
前
講
座
を
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行

う
か
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
・
中
・
高
校

の
社
会
科
担
当
の
教
員
が
集
ま
る
研
修
会
に
参
加

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
を
依
頼
し
て
い
る
。
当
初

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（「
給
食
に
毎
日
デ

ザ
ー
ト
を
出
し
ま
す
」「
休
み
時
間
を
長
く
し
ま
す
」

等
）
を
子
供
た
ち
が
政
策
判
断
し
投
票
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
出
席
し
た
教
員
か
ら
「
そ
の
テ
ー
マ
は

子
ど
も
た
ち
が
本
当
に
困
っ
て
い
る
こ
と
な
の
か
」

と
の
指
摘
を
受
け
た
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
本
当
に
学
校
で
困

っ
て
い
る
こ
と
を
探
り
、
こ
れ
を
解
決
し
て
い
く
た

め
の
簡
易
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
し
、
立
会
演
説

会
を
行
い
、
政
策
判
断
し
、
模
擬
投
票
を
行
う
小
学

生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
た
。
同
時
に
沖
縄

県
選
管
、
明
推
協
が
中
心
と
な
っ
て
製
作
し
た
市
民

性
教
育
副
読
本
『
小
さ
な
市
民
の
大
き
な
力
　
私
た

ち
の
ま
ち
づ
く
り
』
の
ま
ち
づ
く
り
ゲ
ー
ム
を
活
用

し
た
中
・
高
校
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
短
い
時
間
で
は
あ
る
が
、
選

挙
の
意
義
、
政
策
判
断
の
重
要
性
を
理
解
し
、
ほ
と

ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
「
二
〇
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙

に
行
き
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
会
選

挙
に
合
わ
せ
た
選
挙
出
前
講
座
も
実
施
し
て
お
り
、

生
徒
た
ち
は
選
挙
に
対
す
る
強
い
関
心
を
示
す
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

公
民
館
講
座
を
利
用
し
た
大
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

大
人
に
も
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
な
い

か
と
い
う
要
望
に
応
え
て
、
公
民
館
講
座
を
活
用
し
、

まちづくりゲーム

沖
縄
県
明
る
い
選
挙
推
進
青
年
会
Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
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明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活
動
表
彰
は
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
活
動
の
中
か
ら
、
他
の
模
範
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
活

動
を
表
彰
し
て
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
こ
と
に
よ
り
、
運
動
の
前
進
、
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
二
一
年
度
は
、
十
一
団
体
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
内
に
設
置
し
た
選
考
委
員
会

（
学
識
経
験
者
九
名
で
構
成
）
に
お
け
る
厳
選
の
結
果
、
七
団
体
が
選
ば
れ
、
三
月
四
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
受
賞
団
体
の
活
動
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
形
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

出
し
た
。
実
施
校
は
、
学
校
に
直
接
依
頼
す
る
方
法

を
と
り
、
公
募
は
し
て
い
な
い
。
趣
旨
を
丁
寧
に
説

明
し
十
分
に
理
解
を
得
て
か
ら
行
う
た
め
で
あ
る
。

内
容
は
、
ミ
ニ
講
座
、
模
擬
投
票
、
模
擬
開
票
を
基

本
と
し
、
模
擬
投
票
は
本
物
と
同
じ
素
材
の
啓
発
用

投
票
用
紙
を
用
い
て
い
る
。

ま
た
、
出
前
講
座
の
資
料
が
基
と
な
っ
た
選
挙
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
二
〇
年
度
か
ら
県
内
の
高
校

三
年
生
全
員
に
配
布
し
て
い
る
（
二
一
年
度
は
約
一

万
四
千
部
）。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
選
挙
の
種
類
、

投
票
の
仕
方
、
県
内
の
投
票
率
の
推
移
等
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

大
学
生

大
学
生
向
け
に
は
、
二
〇
年
度
か
ら
出
前
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。
選
挙
で
使
わ
れ
る
七
つ
道
具
の
紹

介
や
政
治
団
体
に
関
す
る
話
題
を
提
供
す
る
な
ど
の

工
夫
を
し
て
い
る
。
今
後
は
出
前
講
座
に
限
ら
ず
、

明
推
協
委
員
で
あ
る
大
学
教
授
の
力
も
借
り
て
、

様
々
な
手
法
で
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

二
〇
代
前
半
の
投
票
率
に
伸
び

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
結
果
、
昨

年
の
総
選
挙
の
二
〇
代
前
半
の
投
票
率
の
伸
び
が
、

昭
和
三
二
年
六
月
に
設
立
さ
れ
、
会
員
は
、
市
町

村
明
推
協
、
公
民
館
･
社
会
教
育
関
係
代
表
、
青
年

代
表
、
報
道
機
関
代
表
お
よ
び
学
識
経
験
者
な
ど
三

五
名
で
構
成
。
協
議
会
で
は
、
県
下
の
二
〇
代
と
三

〇
代
の
投
票
率
が
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
危
機
感

を
お
ぼ
え
、
学
校
教
育
と
連
携
し
た
将
来
の
有
権
者

に
対
す
る
啓
発
に
力
を
注
い
で
お
り
、
小
学
生
か
ら

大
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
等
を
実
施
し

て
い
る
。

小
学
生

平
成
一
四
年
度
か
ら
毎
年
、
社
会
科
の
教
科
書
に

沿
っ
た
選
挙
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
県
内

の
小
学
校
六
年
生
全
員
に
配
布
し
て
い
る
（
二
一
年

度
は
約
一
万
三
千
部
）。
一
六
年
度
に
は
教
諭
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
内
容
を
改
訂
し
、
一
八

年
度
に
は
改
訂
後
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
モ

デ
ル
授
業
を
実
施
し
た
。
作
成
や
改
定
に
あ
た
っ
て

は
、
県
教
育
委
員
会
や
校
長
経
験
の
あ
る
明
推
協
委

員
の
協
力
を
得
て
い
る
。

中
学
生

国
民
投
票
法
の
成
立
に
よ
り
、
中
学
卒
業
後
三
年

で
投
票
年
齢
に
達
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
た
め
、

中
学
生
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
と
し
た
。
一

九
年
度
は
、
山
形
市
内
の
中
学
校
（
一
校
）
の
生
徒

会
選
挙
の
機
会
を
利
用
し
て
、
全
校
生
徒
を
対
象
と

し
て
出
前
講
座
を
実
施
し
た
。
こ
の
出
前
講
座
の
実

施
結
果
を
基
に
、
モ
デ
ル
的
な
ス
ラ
イ
ド
集
と
解
説
書

を
作
成
し
、
市
町
村
選
管
と
明
推
協
に
配
布
し
て
、

市
町
村
で
の
同
様
な
取
り
組
み
を
依
頼
し
た
。

高
校
生

高
校
生
は
近
い
将
来
に
選
挙
権
が
得
ら
れ
最
も
啓

発
効
果
の
高
い
年
代
で
あ
る
た
め
、
一
五
年
度
か
ら

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
一
五
・
一
六
年
度
は

一
校
ず
つ
の
実
施
で
あ
っ
た
が
、
三
年
目
か
ら
は
県

内
各
ブ
ロ
ッ
ク
（
四
ブ
ロ
ッ
ク
）
で
原
則
と
し
て
一

校
ず
つ
実
施
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
で
本
格
的
に
動
き

高校３年生向けのパンフレット

平
成
二
一
年
度

特集3
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県
の
他
年
齢
層
や
全
国
の
同
年
齢
層
と
比
較
し
て

も
、
大
き
く
な
っ
た
。
学
校
教
育
で
政
治
教
育
･
選

挙
学
習
の
比
重
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
県
協

議
会
等
が
主
体
と
な
っ
て
啓
発
の
取
り
組
み
を
重

月
に「
説
明
会
」

を
行
っ
た
。

五
月
下
旬

に
、
総
選
挙
県

内
版
ス
ポ
ッ
ト

Ｃ
Ｍ
の
出
演
の

た
め
、
四
名
が

福
島
市
内
で
撮

影
に
参
加
し

た
。
内
容
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
年

代
や
職
業
の
人

た
ち
が
、
福
島
発
で
話
題
性
の
あ
る
「
や
き
と
り
じ

い
さ
ん
体
操
」
を
踊
り
な
が
ら
、
投
票
日
の
周
知
・

投
票
の
呼
び
か
け
を
行
う
も
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
総
選
挙
で
の
選

挙
啓
発
で
は
、
八
月
に
行
わ
れ
た
福
島
県
下
一
斉
街

頭
啓
発
に
一
〇
名
が
投
票
日
周
知
の
横
断
幕
・
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、
啓
発
資
材

を
配
布
し
な
が
ら
投
票
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

今
後
の
展
開

今
回
の
総
選
挙
で
は
、
県
内
の
二
〇
代
の
投
票
率

が
、
前
回
、
前
々
回
選
挙
に
比
べ
て
約
三
ポ
イ
ン
ト
、

一
〇
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
お
り
、
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
県
選
管
が
作
成
し
た
ス
ポ
ッ
ト

Ｃ
Ｍ
等
が
若
者
の
選
挙
や
政
治
へ
の
関
心
の
向
上
に

一
定
の
効
果
を
上
げ
て
き
た
と
評
価
し
て
い
る
。
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
駆
使
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
、
若
者
の
政
治
参
加
に
向
け
た
啓
発
活
動

を
推
進
し
て
い
く
。

福
島
県
選
挙
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

若
者
が
、
自
ら
の
視
点
で
啓
発
の
ア
イ
デ
ア
や
企

画
を
出
し
、
主
体
的
に
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
選
挙
が
身
近
で
大
切
な
も
の
で
あ
る
」

こ
と
を
実
感
で
き
れ
ば
、
選
挙
や
政
治
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
投
票
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
平
成
二
〇
年
に
「
選
挙
啓
発
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
制
度
を
立
ち
上
げ
た
。
福
島
市
内
の
大
学
生

や
短
期
大
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
桜
の
聖
母
短
期
大
学
一
年
生
一
九

名
の
参
加
を
得
て
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

平
成
二
〇
年
度
の
活
動

初
め
て
の
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
が
未
成

年
で
実
際
の
選
挙
を
体
験
し
て
い
な
い
た
め
、
選
挙

の
基
礎
的
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
学
習
会
」（
八
月
）
で
あ
っ
た
。
実
際
と
同
じ
「
投

票
用
紙
」「
記
載
台
」「
投
票
箱
」
を
使
用
し
た
「
模

擬
投
票
」
の
実
施
や
、
県
選
管
職
員
に
よ
る
講
義
、

若
者
の
啓
発
事
例
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
等
を
行
っ
た
。
二

一
年
度
も
同
様
な
学
習
会
を
行
っ
て
い
る
。

九
月
に
は
「
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
」（
協
会

主
催
）
に
一
八
名
が
参
加
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手

法
を
用
い
た
参
加
型
の
研
修
を
受
け
、
立
候
補
者
の

「
選
挙
公
報
」
の
作
成
や
模
擬
投
票
を
行
っ
た
。

一
〇
月
に
行
わ
れ
た
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
審
査
（
二
〇
年
度
）」
で
は
、

新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
特
別
賞
」
一
五
点
の
審
査
を
、

九
名
が
行
っ
た
。

二
一
年
一
月
に
は
一
七
名
が
参
加
し
て
、
主
に
小

学
生
を
対
象
と
し
た
「
選
挙
啓
発
イ
ベ
ン
ト
・
お
と

な
に
な
っ
た
ら
せ
ん
き
ょ
に
い
こ
う
」
を
開
催
し
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
た
選
挙
の
説
明
や
模
擬
投

票
等
を
行
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
ら
企
画
し
実

演
し
た
初
め
て
の
選
挙
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で
、
企
画
会

議
を
七
回
も
開
き
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

二
月
に
は
十
二
名
が
参
加
し
、
福
島
市
内
の
小
学

三
年
生
二
ク
ラ
ス
六
一
名
を
対
象
と
し
た
「
出
前
授

業
」
を
行
っ
た
。
一
月
に
実
施
し
た
啓
発
イ
ベ
ン
ト

を
三
年
生
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
、
授
業
を

受
け
た
児
童
か
ら
は
、「
大
人
に
な
っ
た
ら
選
挙
に

行
き
た
い
」「
自
宅
に
帰
っ
て
親
子
で
選
挙
の
話
を

し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

平
成
二
一
年
度
の
活
動

前
年
度
の
成
果
を
生
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
募
集
範
囲
は
広
げ
ず
、
桜
の

聖
母
短
期
大
学
の
一
年
生
を
中
心
に
呼
び
か
け
を
行

っ
た
結
果
、
前
年
度
と
同
人
数
の
応
募
が
あ
り
、
五

ＣＭ撮影のリハーサル風景

ね
、
そ
の
情
報
を
発
信
し
な
が
ら
市
町
村
や
学
校
等

に
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
学
校
教
育
と
連
携
し
た
啓
発
に
力
を
入

れ
て
い
く
。



14

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
ブ
ー
ス
を
出
す
な
ど
し
、
選
挙

時
啓
発
で
は
地
区
協
議
会
を
核
と
し
て
、
駅
頭
で
の

啓
発
活
動
や
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
に
推
進
員
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
の
管
理

者
・
立
会
人
を
選
管
に
推
薦
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど

都
筑
区
の
周
辺
区
と
合
同
で
、
北
部
四
区
合
同
研

修
会
を
平
成
一
七
年
度
か
ら
開
催
し
て
お
り
（
事
務

局
は
四
区
持
ち
回
り
）、
取
り
組
み
状
況
な
ど
の
情

報
交
換
の
ほ
か
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
ま
と
め
た
広
報
誌
「
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
だ
よ
り
」
を
年
二
回
発
行
す
る
と

と
も
に
、
都
筑
区
明
推
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

推
進
委
員
や
推
進
員
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た

め
、
広
報
誌
や
各
種
研
修
会
等
で
の
配
布
資
料
を
閲

覧
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

横
浜
市
都
筑
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

都
筑
区
は
、
平
成
六
年
の
横
浜
市
の
行
政
区
再
編

成
に
よ
り
誕
生
し
、
人
口
は
当
初
の
約
二
倍
の
一
九

万
九
千
人
と
増
加
の
著
し
い
地
域
で
あ
る
。
協
議
会

は
、
都
筑
区
の
誕
生
に
合
わ
せ
て
設
立
さ
れ
、
区
内

の
各
種
団
体
代
表
に
よ
る
推
進
委
員
二
四
人
と
自
治

会
町
内
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
推
進
員
三
四
二
人
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム

政
治
へ
の
興
味
や
投
票
参
加
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
選
管
と
協
議
会
の
共
催
で
、
選
挙
啓
発
事
業

「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
る
。
一

九
年
度
は
、「
聞
こ
う
！
テ
ィ
ー
ン
の
選
挙
ト
ー
ク
」

を
開
催
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
一
九
歳
以
下
の
子
ど

も
た
ち
が
運
営
す
る
仮
想
都
市
『
ミ
ニ
ヨ
コ
ハ
マ
シ

テ
ィ
』
の
市
長
・
副
市
長
等
の
中
高
生
を
迎
え
、
中

高
生
が
ど
う
す
れ
ば
選
挙
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

る
か
を
本
音
で
語

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
っ
た

（
広
場
三
〇
〇
号

参
照
）。

二
〇
年
度
は
、

自
分
た
ち
の
生
活

に
直
接
か
か
わ
る

身
近
な
行
政
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
片
山

善
博
・
慶
應
大
学
教
授
に
よ
る
「
市
民
の
た
め
の
政

治
を
考
え
る
〜
〝
主
権
者
〞
と
し
て
行
動
す
る
に
は

〜
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
っ
た
。
教
授
は
、
住
民

と
首
長
・
議
会
の
関
係
等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
、「
若
年
層
が
政
治
に
関
心
を
持
ち
投
票
に
行
っ

て
自
分
た
ち
の
権
利
を
主
張
す
れ
ば
、
政
治
家
が
掲

げ
る
政
策
も
変
わ
る
」
と
の
提
言
も
な
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
選
定
は
、
毎
年
度
、
選
管

事
務
局
と
明
推
協
と
の
話
し
合
い
で
決
め
て
い
る
。

地
区
協
議
会
活
動

区
内
一
四
の
地
区
協
議
会
で
、
個
々
の
推
進
員
の

判
断
に
よ
り
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
常
時
啓
発
で
は
自
治
会
の
会
合
や
各
種
イ

見
附
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
新
潟
県
）

地
区
公
民
館
館
長
や
社
会
教
育
関
係
者
が
中
心
と

な
り
、
昭
和
五
七
年
に
設
立
。
現
在
は
、
六
〇
〜
八

〇
歳
代
の
男
女
計
八
三
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

一
〇
〇
人
を
目
標
と
し
て
い
る
。

新
成
人
宅
へ
の
訪
問

協
議
会
で
は
、
平
成
八
年
か
ら
毎
月
、
若
年
層
へ

の
選
挙
啓
発
を
目
的
に
、
二
〇
歳
到
達
者
の
自
宅
に

地
区
理
事
と
委
員
が
分
担
し
て
訪
問
し
、
宛
名
書
き

し
た
バ
ー
ス
デ
イ
・
カ
ー
ド
を
本
人
や
家
族
に
手
渡

し
て
い
る
。
新
有
権
者
と
し
て
の
自
覚
と
明
る
く
正

し
い
選
挙
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
政
治
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
る
た
め
で
あ
る
。
以
前
は
新
成

人
へ
郵
送
し
て
い
た
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
に

紛
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ

っ
た
。
し
か
し
、
直
接
手
渡
す
こ
と
に
よ
り
ほ
ぼ
確

実
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
会
っ
て
話
を
す
る
こ

と
で
よ
り
効
果
的
な
啓
発
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
家
族
に
も
間
接
的
な
啓
発
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
明
推
協
の
周
知
に
も
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

せんきょフォーラム

http://meisuikyo-tsuzuki.org/
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こ
の
活
動
は
、
新
潟
県
市
町
村
明
推
協
活
性
化
事

業
の
支
援
を
受
け
、
年
間
約
四
五
〇
人
の
新
成
人
に

配
布
し
て
い
る
。
カ
ー
ド
に
は
選
挙
ク
イ
ズ
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
正
解
の
方
に
は
「
め
い
す
い
く
ん
グ

ッ
ズ
等
」
の
賞
品
を
贈
っ
て
い
る
。
毎
年
三
〇
人
前

後
の
応
募
者
が
あ
り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

会
報
「
明
正
」
の
発
行

年
二
回
（
八
月
、
二
月
）
会
報
「
明
正
」
を
発
行

し
、
委
員
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
に

明
推
協
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
公
民

館
等
の
公
共
施
設
に
置
い
て
い
る
。「
明
正
」
に
掲

載
す
る
内
容
の
選
定
や
原
稿
の
執
筆
は
、
明
推
協
の

編
集
委
員
が
行
っ
て
い
る
。

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
事
業
へ
の
協
力

市
内
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
優
秀

作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
年
度
に
は
小
学
校

の
部
で
、
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
会
長
・

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞

し
た
。
入
賞
作
品
は
選
挙
時
に
発
行
す
る
選
挙
広
報

誌
の
表
紙
と
し
て
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
二
一

年
度
は
市
内
の
校
長
会
の
場
で
明
推
協
会
長
が
応
募

依
頼
を
行
っ
た
結
果
、
応
募
件
数
が
増
加
し
た
。

「
明
る
い
選
挙
推
進
の
家
」
ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
出

「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
と
ら
な
い
」
の
三

な
い
運
動
を
実
践
す
る
「
明
る
い
選
挙
推
進
の
家
」

を
育
成
す
る
た
め
、
推
進
の
家
ス
テ
ッ
カ
ー
を
市
内

全
世
帯
に
掲
出
す
る
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
中
学
校
生
徒
会
選
挙
の
支
援
と
し
て
記

載
台
や
投
票
箱
等
の
器
材
貸
出
し
等
を
行
っ
て
い
る
。

選
挙
時
啓
発

各
種
選
挙
の
際
に
は
、
市
内
二
カ
所
に
あ
る
露
天

市
場
の
開
催
日
に
合
わ
せ
、
買
い
物
客
な
ど
人
通
り

クイズ付きバースデイ・カード

安
芸
高
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
広
島
県
）

安
芸
高
田
市
は
平
成
一
六
年
に
高
田
郡
の
六
町
が

合
併
し
て
誕
生
し
、
市
明
推
協
も
同
年
に
地
域
役
員

を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
。

生
徒
議
会

「
子
ど
も
議
会
」
は
、
義
務
教
育
の
段
階
か
ら
「
政

治
と
選
挙
」
に
つ
い
て
の
学
習
が
必
要
と
の
考
え
か

ら
、
県
選
管
や
県
明
推
協
の
実
践
委
員
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
得
て
、
合
併
前
の
吉
田
町
で
昭
和
五
九
年
か
ら

小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
て
き
た
。
合
併
後

に
お
い
て
も
、
中
学
校
二
年
生
を
対
象
に
、「
生
徒

議
会
」
と
改
称
し
て
、
市
明
推
協
の
主
催
で
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
（
中
学
生
）
が
、
議
会

運
営
に
取
り
組
む
体
験
を
通
し
て
、
「
議
会
」
や

「
行
政
」
の
仕
組
み
、
市
民
と
政
治
の
関
わ
り
を
学

ぶ
こ
と
で
、
市
民
の
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
た
め
の

「
選
挙
」
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
有
権
者
と
な

っ
た
段
階
で
積
極
的
に
投
票
す
る
市
民
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

生
徒
議
会
の
手
順

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
市
明
選
協
で
の
協
議
の
後
、

市
明
推
協
会
長
等
が
、
実
施
中
学
校
、
市
教
育
委
員

会
、
市
議
会
事
務
局
や
行
政
関
係
部
局
へ
直
接
出
向

き
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

実
施
中
学
校
（
合
併
前
旧
町
ご
と
に
六
校
あ
り
、

そ
の
持
ち
回
り
）
で
は
、
総
合
学
習
の
時
間
に
二
〇

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
行
政
へ
の
質
問
事
項
を
決
め

る
と
と
も
に
、
生
徒
議
会
の
役
職
（
議
長
、
副
議
長
、

議
会
事
務
局
の
書
記
等
）
を
選
任
す
る
。
総
合
学
習

で
の
グ
ル
ー
プ
代
表
者
が
「
生
徒
議
員
」
と
な
り
、

実
施
直
前
の
全
体
協
議
で
最
終
的
な
質
問
を
決
定
す

る
。
決
定
し
た
質
問
事
項
は
議
員
名
簿
や
役
職
名
簿

が
多
い
場
所
を
中
心
に
街
頭
啓
発
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
選
挙
の
投
票
管
理
者
と
し
て
従
事
す
る

ほ
か
、
投
票
立
会
人
が
不
足
の
場
合
は
立
会
人
に
も

な
っ
て
い
る
。

会
費
制

よ
り
充
実
し
た
事
業
を
行
う
た
め
に
は
、
市
か
ら

の
補
助
金
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
六
年
度
か
ら
会
費
制
（
一
人
年
五
〇
〇
円
）
に
し

た
。
会
費
制
に
よ
り
、
協
議
会
委
員
と
し
て
の
意
識

を
さ
ら
に
強
く
し
、
協
議
会
と
協
議
会
委
員
と
の
繋

が
り
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
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な
ど
と
と
も
に
市

議
会
事
務
局
や
市

役
所
担
当
部
局
へ

提
出
さ
れ
、
そ
れ

に
基
づ
き
答
弁
に

立
つ
市
長
や
教
育

長
、
部
長
等
の
打

ち
合
わ
せ
が
行
わ

れ
る
。
直
近
の
生

徒
議
会
で
の
質
問

事
項
は
、
①
通
学

路
の
整
備
、
②
街

灯
の
整
備
、
③
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
対
策
、
④
市
の
財

政
状
況
、
⑤
過
疎
対
策
、
⑥
若
者
の
定
住
対
策
、
⑦

環
境
問
題
な
ど
で
あ
っ
た
。

当
日
は
、
生
徒
議
員
が
議
場
に
入
る
と
、
市
明
推

協
会
長
、
市
長
、
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

そ
の
後
、
生
徒
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
事
が
始
ま

る
。
開
催
場
所
は
、
こ
れ
ま
で
支
所
の
元
議
場
が
中

心
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
年
度
か
ら
は
、
市
役
所
の
議

場
で
実
施
し
て
い
る
。
議
事
が
終
了
す
る
と
、
最
後

に
、
生
徒
議
会
と
し
て
の
議
決
文
を
発
表
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

議
事
録
は
、
市
議
会
事
務
局
の
協
力
を
得
て
、
生

徒
議
会
事
務
局
が
編
集
し
て
い
る
。

生
徒
た
ち
の
感
想

生
徒
議
会
の
終
了
後
、
生
徒
た
ち
全
員
の
感
想
文

が
毎
回
市
明
推
協
へ
送
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
中
に
は

「
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
対
し
て
の
認
識
が
改
め

ら
れ
、
選
挙
や
政
治
に
対
し
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」「
家
族
の
中
で
の
会
話
に
も
地
域

や
政
治
の
話
題
が
上
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た

生
徒
議
会
を
積
極
的
に
評
価
す
る
も
の
が
多
い
。

さ
ぬ
き
市
津
田
松
ぼ
っ
く
り
の
会
（
香
川
県
）

さ
ぬ
き
市
は
平
成
一
四
年
に
五
町
の
合
併
に
よ
り

誕
生
し
、
津
田
松
ぼ
っ
く
り
の
会
は
一
六
年
に
旧
津

田
町
の
女
性
を
中
心
に
発
足
し
た（
会
員
数
十
一
名
、

平
均
年
齢
六
〇
歳
代
後
半
）。

主
な
活
動
は
、
小
学
校
の
児
童
や
幼
稚
園
の
園
児

な
ど
に
本
の
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
を
行
っ
た
り
、

老
人
ホ
ー
ム
等
の
老
健
施
設
の
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

小
学
生
に
対
す
る
選
挙
啓
発

香
川
県
選
管
や
さ
ぬ
き
市
選
管
か
ら
の
呼
び
か
け

に
よ
り
、
次
代
を
担
う
児
童
に
選
挙
の
歴
史
や
投
票

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
選
挙
や
政
治
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
一
七
年
度
か
ら

手
作
り
の
「
啓
発
う
ち
わ
劇
」
を
実
施
し
て
い
る
。

過
去
の
実
績
は
、
一
七
年
度
一
校
、
一
九
年
度
二
校
、

二
〇
年
度
三
校
で
あ
る
。

「
う
ち
わ
劇
」
は
、
市
選
管
が
選
挙
啓
発
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
選
挙
に
親
し
む
体
験
事
業
」
等

の
前
座
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
劇
の
中
で
は
、「
選

挙
権
」
や
「
期
日
前
投
票
」
等
、
児
童
が
ニ
ュ
ー
ス

等
で
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
言
葉
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
た
り
、「
家
族
そ
ろ
っ
て
遊
園
地
に
遊
び
に

行
く
前
に
選
挙
を
す
ま
せ
よ
う
！
」
と
の
呼
び
か
け

を
行
い
、
選
挙
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。「
う
ち
わ
」
の
イ
ラ
ス
ト
や

劇
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
会
の
メ
ン
バ
ー
が
作
成
し
て
い
る
。

児
童
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
選
挙
の
こ
と
が
よ

く
分
か
っ
た
」「
大
人
に
な
っ
た
ら
必
ず
選
挙
に
行

き
ま
す
」「
選
挙
が
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
」
な
ど
、
う
れ
し
い
感
想
が
多
く
届
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
子
ど

も
と
接
す
る
こ
と
に
よ
り
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い

る
」「
地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を

し
て
い
る
と
、
子
ど
も
か
ら
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ

と
が
非
常
に
う
れ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

選
挙
時
啓
発

選
挙
時
に
は
、
市
選
管
委
員
、
明
推
協
委
員
、
選

管
職
員
と
と
も
に
、
多
く
の
買
い
物
客
が
利
用
す
る

市
内
の
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
に
お
い

て
街
頭
啓
発
を

実
施
し
、
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布

し
、
投
票
総
参

加
と
明
る
い
選

挙
推
進
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て

い
る
。

生
徒
議
会
の
効
果
か
、
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
の
中
学
生
応
募
は
、
合
併
後
五
年
間
で
四
倍
に
増

え
て
い
る
。

中央研修会での「うちわ劇」

質問する生徒
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学
生
団
体iv

o
te

イ
ン
タ
ー
ン
な
ど
で
知
り
合
っ
た
都
内
周
辺
一
〇

大
学
の
学
生
十
一
名
に
よ
っ
て
、
平
成
二
〇
年
に
設

立
さ
れ
た
。「
政
治
的
中
立
」「
学
生
の
み
で
の
運
営
」

を
指
針
と
し
て
、「
投
票
す
る
こ
と
を
か
っ
こ
い
い

こ
と
に
す
る
」
を
目
標
に
、
二
〇
代
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
り
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
会
議
は
毎
週

一
回
程
度
、
都
心
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
、
大
学

の
教
室
な
ど
で
実
施
。
企
業
等
か
ら
の
支
援
金
等
は

ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
。

学
生
の
視
点
か
ら
、
二
〇
代
（
選
挙
権
を
持
つ
前

の
一
〇
代
も
含
む
）
が
参
加
し
や
す
く
ユ
ニ
ー
ク
な

企
画
を
行
っ
て
い
る
。

メ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

投
票
に
行
こ
う
と
決
心
し
た
有
権
者
に
、iv
ote

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
投
票
に
行

く
日
（
期
日
前
投
票
日
を
含
む
）
・
投
票
理
由
等
を

事
前
に
登
録
し

て
も
ら
う
。
そ

し
て
、
投
票
に

行
く
と
宣
言
し

た
日
の
朝
（
午
前

八
時
頃
）
に
、
登

録
さ
れ
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
宛

に
本
人
が
事
前

に
登
録
し
た
内

容
の
メ
ー
ル
を

送
信
し
、
投
票
行
動
を
後
押
し
す
る
と
い
う
も
の
。

若
い
世
代
に
向
け
た
啓
発
を
考
え
る
と
、
メ
ー
ル
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
最
も
効
率
的
で
意
識
を

浸
透
さ
せ
や
す
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
先
の
総

選
挙
で
の
最
終
登
録
人
数
は
一
一
八
一
名
と
な
り
、

う
ち
約
八
割
が
二
〇
代
で
あ
っ
た
。

二
〇
代
の
夏
政ま

つ

り

総
選
挙
を
日
本
最
大
の
「
政
り
（
＝
祭
り
）」
と

考
え
、
投
票
に
行
く
こ
と
、
政
り
に
参
加
す
る
こ
と
、

政
り
へ
の
参
加
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
、

若
者
に
直
接
訴
え
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
学

生
の
団
体
と
共
に
、
全
国
一
四
カ
所
で
ハ
ッ
ピ
・
甚

平
・
浴
衣
等
を
着
て
、
若
者
が
若
者
に
対
し
ビ
ラ
を

配
る
な
ど
し
て
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
東
京
・

渋
谷
で
は
「
投
票
に
行
こ
う
パ
レ
ー
ド
」
も
行
っ
た
。

全
国
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

居
酒
屋iv

o
te

「
政
治
に
対
し
て
距
離
を
感
じ
て
い
る
若
者
は
、
講

演
会
に
は
来
な
い
」
と
考
え
、
庶
民
的
な
居
酒
屋
で

飲
食
を
し
な
が
ら
、
政
治
に
精
通
し
て
い
る
方
と
二

〇
代
が
語
る
「
居
酒
屋iv

ote
」
を
企
画
し
、
今
ま

で
に
四
回
開
催
し
て
き
た
。
ゲ
ス
ト
に
は
報
道
関
係

者
や
国
会
議
員
を
迎
え
、
普
段
は
接
す
る
こ
と
が
な

い
「
生
の
政
治
」
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
国
会
議

員
を
迎
え
た
第
三
回
目
で
は
、
二
〇
代
八
名
が
、
党

の
違
う
政
治
家
四
、
五
人
と
各
議
員
三
〇
分
ほ
ど
懇

談
。
政
治
家
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
の
満
足
度
が
非
常
に
高
い
会
に
な
っ
た
。
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
政
治
に
対
し
て
初
め
て
興
味
を

持
っ
た
」
な
ど
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
政

治
家
の
側
か
ら
も
「
生
の
（
支
持
者
で
な
い
）
若
者

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
好
評
だ
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
報
道
に
よ
る
広
報
活
動

二
〇
代
の
投
票
率
向
上
を
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
訴

え
る
こ
と
も
重
要
視
し
、
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア
露
出

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
テ
レ
ビ
局
五
局
（
全

国
放
送
）、
新
聞
二
〇
紙
（
主
要
全
国
紙
五
紙
含
む
）

が
多
数
回
に
わ
た
り
、
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

今
後
の
展
開

七
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
で
は
、
二
〇
代
の

投
票
率
向
上
を
目
指
し
、
メ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
芸
能
人
な
ど
の
著
名
人
・
企
業

な
ど
と
共
に
、
二
〇
代
の
投
票
率
向
上
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
も
行
っ
て
い
く
。

選
挙
時
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
的
に
「
若
者
が
政

治
に
関
心
を
持
つ
こ
と
」
を
目
的
に
、
居
酒
屋

iv
ote

の
実
施
を
始
め
、
成
人
式
で
の
イ
ベ
ン
ト
等

を
若
者
目
線
で
企
画
を
立
て
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、iv

ote

だ
け
で
は
実
施
が
難
し
い
イ
ベ
ン

ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
う
た
め
、
今
後
は
志

を
同
じ
く
す
る
全
国
の
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
活
動
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

毎
年
入
れ
替
わ
り
が
あ
る
「
学
生
団
体
」
で
あ
る

以
上
、
新
規
メ
ン
バ
ー
を
常
時
受
け
入
れ
、
新
メ
ン

バ
ー
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
人

材
を
育
成
し
活
動
の
継
続
を
図
っ
て
い
く
。

ivoteホームページ
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告 明るい選挙推進優良活動表彰

　昭和32年に発足し、市内の地域代表・関係団
体の代表36名と趣旨賛同者15名、男女計51名と
米沢市白バラ会（会員数18名）で組織されている。
①明るい選挙推進地区の指定
　昭和59年度から、市内の複数の地区（町内会）
を「明るい選挙推進地区」に指定するとともに、
四ない運動（「もらわない」・「おくらない」・「求
めない」・「きけんしない」）を大きな柱とした、
明るい選挙推進についての啓発や宣伝等の企画実
施に関する事業等を委嘱している（委嘱期間は、
委嘱の日から当該年度の末日まで）。
　明るい選挙推進地区では啓発チラシの作成およ
び配布、市選管事務局職員を講師に迎えての選挙
啓発講座の開催、花植えプランターへの選挙啓発
標語ステッカーの貼付、選挙啓発標語の募集など
が取り組まれている。
②米沢市明るい選挙推進大会の開催
　各種選挙の投票率が継続して県内下位であっ
たこと等により、11年間開催していなかった当大
会が平成16年度に復活、以降毎年開催している。
大会参加者を募るため、従来より市施設窓口等に
おける案内チラシの設置、市広報紙を活用した周
知および市内関係団体への文書による参加要請に
加え、大会期日の約１週間前から市役所１階の市
民ホールにおいて、明推協委員が街頭啓発等に使
用するハッピを着用の上、来庁者に対して案内チ
ラシを手渡し、積極的に参加の呼びかけを行って
いる。
③高校・短大・大学における出前講座
　高校での出前講座ついては、平成16年12月に新
しく就任された選管委員の１人が私立高校の教員

であったことを機
に同校に依頼した
ことから始まり、
平成17年度に１
校（私立高校）、さらに平成21年度には、現在の
明推協会長が以前公立高校教員であったことから
もう１校（公立高校）加わり、計３校で実施して
いる。短大へは平成19・20年度に実施、大学（国
立大学工学部）へは平成17年度から実施している。
高校では投票率の実態や選挙制度の概要等の説明
の他に、当市に関連する人物やキャラクターを候
補者に見立て、本物の投票箱や投票記載台を使用
した「模擬投票」を実施している。
④明るい選挙啓発ポスター事業への協力
　平成22年度は、小学生38点、中学生426点、計
464点の応募があった。中学生においては市内す
べての中学校から出品された。審査は、明推協会
長と担当専門部会（広報部会）の部会長、選管委
員長・委員、図工・美術の精通者（学校教諭等）の
計７名が審査員となり、第２次審査（県審査）に提
出する作品を選出、さらにその中から市独自審査
で「特選作品」および「入選作品」を選出している。
⑤街頭啓発の実施
　各種選挙の際に、市内の複数のスーパーで、買
い物客等で賑わう夕方を中心に実施、昨夏の参議
院議員通常選挙では４カ所で計７回実施し、延べ
50名程度の委員が街頭啓発に参加した。 
⑥専門部会の設置
　広報部会、運営部会、研修部会および青年部会
の４つの専門部会を設けている。

平成22年度

●優良活動賞

米沢市明るい選挙推進協議会（山形県）

　明るい選挙推進優良活動表彰は、明るい選挙の推進活動の中から、他の模範とするにふさわしい活動を
表彰して、その功績を讃えることにより、運動の前進、拡大を図ることを目的としています。平成22年度
は、明るい選挙推進協会内に設置した選考委員会（学識経験者９名で構成）における選考の結果、６団体
が優良活動賞に、２団体が優良活動奨励賞に選ばれ、３月３日に開催された明るい選挙推進協会の総会に
おいて表彰式が行われました。以下、受賞団体の活動概要をご紹介します。

来庁者への推進大会のPR

報
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　三重県選管では、投票率の低い若者層の選挙・
政治への関心を高めるため、昭和50年代から新成
人を対象とした「新成人政治講座～ 20歳のつど
い」を実施し、その受講生の中から活動意欲のあ
る方に「青年リーダー」として各種啓発に取り組
んでもらっていた。平成15年には、これまでの「20
歳のつどい」を、対象者を18歳～ 20代の若者に

　市内各地区の推薦者や地域女性連絡会等各種団
体の推薦者、選管委員など男女計82名の委員で構
成され、教師や市職員、会社員など様々な職業の
出身者が活動している。
①高校生模擬投票の実施
　高校生が近い将来有権者となった際に政治への
関心・意識を投票という行動につなげてもらえる
ように平成19年度より、実際の投票箱や投票記載
台を使用した生徒会役員選挙（模擬投票）を実施し
ている。明推協会長は立会人として参加している。
②新成人啓発年賀状宛名書き作業の実施
　成人式を迎える市内在住の若者に対し、「自分
の選挙権を大切に使いましょう」と呼びかける年
賀状の送付を昭和63年より続けている。毎年約
1,200人の新成人への年賀状の宛名書きを明推協
委員１人ひとりが手書きで行っている。宛名書き
は約30 ～ 40名の明推協委員が、１人約40枚を半
日かけて書いている。
③富士山御神火まつり市中パレードの実施
　毎年８月上旬に中心市街地の浅間大社を拠点と
して開催される「富士山御神火まつり」の市中パ
レードに参加し、選挙啓発グッズを配布しながら
投票参加を呼びかけている。啓発グッズである「う
ちわ」は、明るい選挙啓発ポスターコンクールに
おいて最優秀賞である「白バラ賞」に輝いた2作
品（小中学生それぞれ１作品）を掲載、有権者だ
けでなく小中学生にも受け取ってもらいやすいも
のにしている。また、団体名の入った揃いの法被
を全員が着用して参加しているため、団体のPR

富士宮市明るい選挙推進協議会（静岡県）

ライトスタッフ（三重県）

にもなっている。
④明るい選挙啓発ポスター事業の協力
　市内の小・中学
生を対象に明るい
選挙啓発ポスター
を募集している。
審査は明推協委員
による投票で行わ
れ、すべての作品
の中から小中それ
ぞれ３票ずつを選
び、票が一番多かった作品を白バラ賞、２～５番
目に多かった作品を入選としている。応募作品は
市役所のロビーに展示しているほか、市役所の
ホームページにも掲載している。
⑤選挙啓発用のぼり旗の掲出
　選挙期間中、明推協委員の自宅前に「ハタチだ
ね　キミも一票　大人の証」と若年層への投票参
加を呼びかけるものや「投票日には忘れずに投票
しましょう　選挙当日に行けない方は期日前投票
をしましょう」といった選挙啓発用のぼり旗を掲
出し、投票参加・棄権防止を呼びかている（各委
員に２枚ずつのぼりを貸与）。
⑥期日前投票立会人の協力
　委員が午前・午後に分かれて２名ずつ、１日に
４名が交代で従事、協力している。昨夏の参院選
では期日前投票期間中の16日間で合計64名が立
会人として選挙に携わり、公正確実な選挙が執行
されるよう協力した。

ポスターコンクールの審査

広げるとともに、
名称も「青年選挙
講座～グリーン・
エイジ・ミーティ
ング」（若葉をイ
メージする緑から
命名）に改め、事

企画運営会議
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高知県明るい選挙推進協議会

業自体をリニューアルし、「青年リーダー」をよ
り親しみやすい独自の名称「ライトスタッフ」に
改めた。「ライトスタッフ」には、「明るい」を表
す「light」と、「正しい」を表す「right」の２つ
の意味が含まれている。
　現在の登録メンバーは25名で、県内の社会人
や大学生で構成されている。これまでは、年1回
開催する「青年選挙講座」の受講生の希望者がラ
イトスタッフとして登録していたが、新たに20
年度より年間を通じた大学生向け選挙・政治講座
「いっぴょん塾」を開講したことにより、「いっぴょ
ん塾」の卒業生の希望者もライトスタッフとして
登録し活動している。
①企画運営会議の開催
　大学祭での選挙啓発や各種啓発事業の準備につ
いて、２カ月に１回程度、県選管委員会室等で話
し合っている。毎回の会議の参加者は概ね10名
程度。
②「青年選挙講座～グリーン・エイジ・ミーティ
ング」の企画運営

　グループ討論や選挙クイズなどの内容を考える

　昭和41年に発足し、平成22年は19名の委員（任
期２年）で構成されている。各種選挙時の啓発や
将来の有権者となる若い世代への啓発を中心とし
た活動を行っている。
①地域活動（人材）育成事業　　
　明るい選挙推進協会主催の各種研修会に積極的
に参加し、効果的な啓発方法や選挙制度等を学習
することで、啓発に関する知識等を深めている。
若者は、中四国ブロック青年リーダー研修に高知
県代表として参加している（21年度は大学生３名
が参加）。
②将来の有権者育成事業・実地講義
　小・中・高・大学生を対象に実地講義を行って
いる。小中学校については、市町村選管等と連携
して、また大学、高校は数校を指定して行ってい
る。県内の投票率の推移や年代別投票率のグラフ
等を使用しながら、低投票率の問題点や政治・選
挙の重要性、投票権行使の大切さなどを話すほ

か、模擬投票を行
い投票を実際に体
験をしてもらって
いる。なお、実施
校のうち数校で、
明推協会長が自身
で作成した資料を
もとに15分程度
の講義を行ってい
る。
③教材冊子作成
　小学６年生、中学３年生全員を対象として、政
治・選挙に関する資料（教材冊子等）を作成し、
配布している。
④出前
　若年層を中心にして、不特定多数の方が集まる
各種会合に出向き、政治・選挙等への参加（選挙
権行使の大切さ等）を呼びかけている。21年度は、

とともに、当日のグループ討論の進行を補助する
など企画運営を行っている。22年度は12月11日
に開催し、「学生団体ivote」を招待しての講演や
ワールド・カフェ方式の座談会を企画した。
③大学祭における啓発事業の企画運営
　県内の大学祭での啓発の企画運営を行ってい
る。22年度は11月７日に三重大学の大学祭に選
挙啓発ブースを出店した。内容は、その場で写真
を撮って名刺に加工する「大人のアイテム～いっ
ぴょんと名刺作成体験」や実際の電子投票機器を
用いた「ゆるキャラ人気投票」の模擬投票を行っ
た。また、来場者への啓発物品の配布、「めいす
いくん」や三重県選挙啓発キャラクター「いっぴょ
ん」の着ぐるみによる啓発も実施するなど、少し
でも選挙に関心を持ってもらえるよう努めた。
④選挙時の臨時啓発事業の企画運営
　選挙時の啓発事業に協力、参加している。昨夏
の参院選では、三重テレビのスポットCMやFM
ラジオのスポットCMの作成に携わり、出演もした。
また、４月の統一地方選挙用に、各メディアにお
ける選挙時啓発用CMの作成に参加した。

大学祭でのアンケート
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②明るい選挙出前
授業

　市・区選管等が
主催した小学生対
象の「明るい選挙
出前授業」におけ
る模擬選挙「最後
の給食議員選挙」の立候補者演説および応援キャ
ラクターに扮し、22年１月から２月の間、市内８
校での実施に協力した。メンバー延べ29名が参加。
③新入社員基礎講座
　市商工会議所会員企業新入社員138名を対
象とした「新入社員基礎講座2010」において、
CECEUFの活動発表を行った。
④メンバー募集チラシ
　メンバー募集のチラシを作成し、各大学でメン
バーを募集している。
⑤青年研修参加
　青年を対象とした研修に、活動報告者および意
見交換会のコーディネーターとして、これまでに
計４回参加した。
⑥選挙時啓発     
　繁華街等で街頭啓発を行い、メンバーが作成し

高知県中小企業合同入社式、高知県職員新規採用
職員研修、高知大学物部キャンパス１日公開（学
園祭）で呼びかけた。なかでも高知大学物部キャ
ンパスの１日公開では、来場者への投票の呼びか
けのほか、投票用紙が自然に開く様子を模擬投票
を通じて体験してもらったり、選挙に関するアン
ケートも実施した。
⑤大学生による座談会
　若年層の投票率が低い傾向にある中、当事者で
ある若者が政治・選挙に対してどのように感じ考
えているのかを率直に話し合うことで、学生の意
識向上を図ることを目的とした「大学生による座
談会」を実施している。座談会には、明推協会長、
明推協委員、県選管職員が参加している。21年度
は２回実施し、計21名（高知女子大学生10名、高
知大学生11名）が参加し、この中から明推協活動

を手伝ってくれるサポーターが誕生している。
⑥選挙時啓発
　選挙期日や投票方法等を広く県民に周知するた
めに、テレビ・ラジオCM、新聞広告、電車広告
等を実施しているほか、市内の商店街で街頭啓発
イベントを行っている。明推協会長をはじめ、明
推協委員や県選管職員が揃いの啓発Ｔシャツを着
用し、「めいすいくん」の着ぐるみとともに投票
日の入った啓発物資を配布しながら投票日の周知
や投票参加を呼びかけている。また、ボードにシー
ルを貼ってもらう方法で街頭アンケートを実施し
た。22年の参院選では「参院選で投票する際に
重視するのは？」という問いに対する選択肢（争
点）「社会保障、景気・雇用対策、税制・財政対
策等」の欄にシールを貼付してもらった。

福岡市明るい選挙推進グループ CECEUF
　市選管が、当協議会の委員でもある市内４年制
大学５校の教授に、グループのメンバーとなるべ
き学生の推薦を依頼し、３回の設立準備会を経て、
平成21年に発足。「明るく、楽しく、無理をしない」
をモットーに、若者の視点で啓発活動を企画・立
案、実施している。
　名称「CECEUF」の由来は、“Campaign for 
Enlightenment of Clean Election by some 
Undergraduates of Fukuoka city”（福岡市有志
大学生による明るい選挙啓発運動）の頭文字を
取ったもので、「セセウフ」と読む。
　市内４大学（中村学園大学、九州産業大学、西
南学院大学、福岡大学）に在学の女子14名、男子
９名、計23名で構成されている。５月には、チ
ラシを作成し、各在学大学において新メンバーを
募集する。特に中村学園大学では、教授の協力に
より、１、２年生の授業で「CECEUF」の活動
趣旨等を説明し加入を呼びかけたところ、多くの
２年生が関心を示し、10名が新規に会員となった。
①定例会議
　月１回の定例会議（ミーティング）を市選管委
員室で開催し、選挙制度等の研修を取り入れなが
ら自由に意見交換を行っている。

明るい選挙出前授業に協力

告報 明るい選挙推進優良活動表彰
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は80％以上が「満
足」と回答。統計
データによると、
初めて公開討論会
が開催されると、
前回の選挙と比較
して平均で約10％投票率が向上しており、また、
その地域で２回目以降の討論会では、会場を満席
にすると投票率は再び向上する。
②公開討論会主催者に対する公平・中立な運営方
法のアドバイス
　運営に当たってはどの候補者・政党からも完全
に公平・中立に運営しなければならず、この点、「本
部・支部」を通じて、公開討論会を開催する実行
委員会に徹底的にアドバイスしている。これら公
平・中立性や遵法性をはじめとした各種の運営ア
ドバイスは、現地指導のほかに、インターネット
（メーリングリスト、個別メール相談、Webサイ
ト）を通じて行われており、年間数千件に及ぶ。
③「公開討論会マニュアル」の作成、配布等
　リンカーン・フォーラム方式の公開討論会開催
方法については、「公開討論会完全マニュアル」
「Q&A」「合同個人演説会の開き方ポイント集」等
のマニュアルをWebで無料公開している。公選
法遵守を徹底しており、このため、全国各地の選
管や総務省選挙部選挙課から随時指導をいただき
ながら公選法の正しい解釈を公開討論会の運営マ
ニュアルに蓄積してきた。
　マニュアル利用者は、自らが加えた改善内容や
反省点を本部にフィードバックすることが義務づ
けられており、本部はフィードバックされた内容
を吟味、公開し、他の利用者も同様のノウハウを
享受できるような仕組みがとられている。

NGOリンカーン・フォーラム
  「公開討論会」を通じて政治家を選ぶというルー
ルを日本に根づかせる実践活動とネットワーク創
りを行っている、公開討論会支援専門NGOである。
　構成員・人数は、公開討論会の開催方法を指導
する「本部・支部」約30人と、実際に地元選挙
で公開討論会を開く全国各地の「実行委員会」約
900人。専従者はおらず、代表以下全員が本業を
持ちながら、ボランティアとして活動している。
　リンカーン・フォーラムが推進している公開討
論会は、それぞれの候補者が政策やビジョンを闘
わしていくもので、それに有権者が耳を傾け、自
分自身の判断基準を得ようとするものである。投
票の数週間前から数日前までに開催され、１つの
選挙で複数回開くこともある。
　この討論会は約２時間で行われ、その中で各候
補者は、事前に提示された議題に従って自分の考
え、質問や意見を述べていく。発言の順番や発言
時間はできる限り公平を期し、お互いの誹謗中傷
は禁止している。もちろん、すべての候補者・政
党から完全に中立・公平な立場で実施する。　
　特徴的なのは、主催者（実行委員会とも呼ぶ）
が民間のごく一般的な人々であることで、現在で
は青年会議所が一番多い。その他にも、学生、主
婦、会社員、市民団体など多彩な顔ぶれが開催し
ている。当団体は、一般市民でも品質の高い公開
討論会の運営ができるように、開催方法の指導も
行っている。
①全国への公開討論会開催推進・普及・啓蒙
　平成８年の京都市長選から始まり、22年末での
開催数は合計2,000回に達した。このため、公開討
論会の事実上の標準方式となっている。来場者数
は全選挙平均で約400人（市長選に限れば平均600
人、17年の千葉県知事選では計2,900人が来場）。
公開討論会の終了後に来場者に行うアンケートで

たチラシ、同じくメンバーが書いたメッセージ
カード付のポケットティッシュを配布するととも
に、若者対象のアンケートを実施した。衆院選、
参院選、市長選において、市の広報番組やラジオ
の選挙特集番組にメンバーが出演した。期日前投

票所の投票立会人にも従事した。
　22年の参院選では「学生団体ivote」と「NPO
法人ドットジェイピー」が全国の若者団体に呼び
かけた“20代の夏政り（まつり）”の１つとして、
共同で街頭キャンペーンを繁華街等で実施した。

発言時間の案内
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●優良活動奨励賞

東近江市明るい選挙推進協議会（滋賀県）

松江市明るい選挙推進協議会（島根県）

　東近江市は、平成17年に旧八日市市など１市４
町が合併して誕生し、本協議会も同年に発足した。
会員数は23名で、選管委員OB・自治連合会・老
人クラブ連合会・女性会の代表者で構成。
○八日市大凧まつり　ミニ大凧コンテストへの参加
　東近江市で毎年５月の最終日曜日に開催される
八日市大凧まつりにおける「ミニ八日市大凧コン
テスト」に参加して、明推協のPRや選挙啓発を
行っている。旧八日市市明るい選挙推進協議会が
平成元年から毎年参加し、今年度で22回目の出場。
本市の一大イベントで、毎年、若者からお年寄り
まで約３～４万人の来場者が見込まれ、選挙啓発
の絶好のPRの場となっている。また、低コスト
で行えるため毎年継続して取り組んでいる。
　ミニ八日市大凧コンテストでは、八日市大凧の
伝統である「判じもん」を使った図柄による２畳
敷きの大凧を作成している。「判じもん」とは上

　平成17年に１市７町村が合併して新しい松江
市が誕生し、市協議会も委員46名と推進員71名
（旧市51名と７町村のうち２町20名）体制で、活
動を続けている。
　昭和60年から選管に「地区協力委員制度」を
設け、投票区域ごとに協力委員を１名ずつ選任し
ており、明推協の推進員にも位置づけられてい
る。市民にとって一番身近な存在である協力委員
は、総会・研修会などで研鑽を重ね、各地域で日
頃から啓発や投票に参加しやすい環境づくりなど
に努めている。また、各種選挙時に投票所の投票
管理者を務め投票事務の執行管理を総括するとと
もに、選挙の投票率を向上させるべく、地域の女
性や若者を投票立会人に推薦するなど、平常時の
啓発活動推進の役割も担っている。
○明るい選挙啓発ポスターコンクールへの取り組み
　「市報松江」に募集記事を掲載するとともに、市
立各小学校、中学校、市立女子高校の50校へ書面
で応募依頼をしている。最近は、各方面から学校
へのポスター募集依頼が数十件もあると聞いてい

部に鳥や魚などの
動物の絵を対に描
き、下部に朱色の文字を書き、描かれた絵柄と文
字を組み合わせて１つのフレーズを表す。毎年「判
じもん」を投票の呼びかけに関連するように考え、
ミニ八日市大凧コンテストでの図柄審査のPRに
活用している。今年は「キジ」２羽の絵と『挙』
の文字を、そして凧の中央部分には明るい選挙の
マスコットである「めいすい君」を投票箱ととも
に描き、投票箱の前に「キジ」が２羽「Ⅱ（ツー）」
で「キジ二羽前（ツーゼン）投票（トウヒョウ）」
と読み期日前投票の推進を図る図柄とした。
　作成したミニ八日市大凧は、選挙時啓発として
市役所内に選挙期間中展示をしている（二次的活
用）。過去に作ったミニ八日市大凧を並べること
で、「判じもん」の文字が１つの選挙用語になる
よう、２年、３年計画で「判じもん」を決めている。

るため、児童・生
徒の夏休みの家庭
学習で、または学
級の授業としてな
ど取り組みやすい
方法でのお願いをするために、各委員が居住地に
近い学校へ訪問して依頼している。
　応募状況は、平成18年度は８名であったのが、
19年度は34名、20年度は53名と少しずつ応募者
が増えている。特に小学校における21年度およ
び22度は近年最多の応募を得ており、22年度に
ついては県内応募総数627枚の半数近くの277枚
が松江市からの応募となっている。
　本年度は市内23校の小中高校を、25名の委員
が手分けして応募の依頼にまわった（小９校、中
３校、高２校からの応募があった）。選挙のポス
ターは、児童などには少しイメージがわきにくく
難しいと言われることもあり、依頼の際には参考
となるよう、前年の入賞ポスター作品のカラーコ
ピーを持参している。

大
凧
祭
り
で
の
P
R

期
日
前
投
票
所
で
入
選
作
品
を
掲
示

告報 明るい選挙推進優良活動表彰
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告 明るい選挙推進優良活動表彰

　昭和28年に発足し、主に50 ～ 80歳代の投票立
会人経験者を中心に構成され、会員数は38名（男
性８、女性30）。この５年間で、会員の知人・友
人などへの積極的な勧誘により17名が新たに会
員となった。
　協議会には、会員研修会の企画等の検討を行う
「レクリエーション研究班」、街頭啓発を計画する
「街頭啓発班」、機関誌「白ばら」を発行する「白
ばら編集担当班」の3つの班があり、会員はいず
れかに属し、活動に取り組んでいる。
①「帯広三大まつり」における街頭啓発の実施　
　毎年８月15日に開かれる「平原まつり」の盆踊
り、10月末の「菊まつり」、１月末の「氷まつり」
の“帯広三大まつり”に、25年以上にわたり参
加している。会員は、めいすいくん入りのＴシャ
ツや帯広市明推協の名称の入った法被にたすきを
着用し、横断幕やのぼりを持ち、来場者に啓発用
物品を手渡しながら、棄権防止などを訴えている。
平成23年度の菊まつりには、出前講座を実施し
た高校のボランティア部の生徒５名が参加し、会
員とともに啓発活動を行った。　 
②出前講座の開催
　22年度から、市選管と協力して、将来の有権
者を対象にした出前講座を実施している。会員研
修会の意見交換の中で、明推協としてできるだけ
多くの出前講座に積極的に関わっていく方針が決
められた。明推協は忙しい選管に代わって学校と
の事前交渉などを担当し、選管事務局は教材の作
成と講師を務めている。
　明推協会員の中には教員OBがいないため、各
学校の校長先生に直接電話をかけて交渉を行って

おり、23年２月に
は専門学校２校
（いずれも２年
生）、６月には帯
広北高校（３年生
２クラス）で実施
したほか、本年２・
３月には小学校2校で実施された。
　小学校では模擬選挙も行い、児童に感想文を書
いてもらったが、「用事があっても選挙には行く
こと、自分の権利を無駄にするのはもったいな
い」、「点検係が点検をし、開票立会人がもう一度
チェックしていくのを見て開票作業はとても大事
な仕事なんだということがわかった」などの感想
があった。 
③機関紙「白ばら」の発行
　会員や選管委員長・事務局長などの寄稿により、
B5 判31頁の機関紙「白ばら」を年１回、50部
発行している。編集や製本作業は、白ばら編集担
当班がすべて手作業で行い、会員や選管委員・事
務局に配布している。
④選挙時啓発の実施　
　選挙時には、市選管と明推協が共同で、市内の
大型店４店舗、歩行者天国、帯広競馬場等におい
て街頭啓発を行っている。
　街頭啓発時には、会員は手づくりのフェルト製
の「めいすいくんマスコット」を身に付けて、め
いすいくんや明推協をPRしている。22年７月の
参院選は、道選管十勝支所と合同で、歩行者天国
を利用して啓発物資を配布したほか、めいすいく
んのぬり絵コーナーを設置した。

平成23年度

●優良活動賞

帯広市明るい選挙推進協議会（北海道）

　明るい選挙推進優良活動表彰は、明るい選挙の推進活動の中から、他の模範とするにふさわしい活動を
表彰して、運動の前進、拡大を図ることを目的としています。平成23年度は、明るい選挙推進協会内に設
置した選考委員会（学識経験者９名で構成）における選考の結果、７団体が優良活動賞に、１団体が優良
活動奨励賞に選ばれ、３月５日に開催された明るい選挙推進協会の総会において表彰式が行われました。
以下、受賞団体の活動概要をご紹介します。

菊まつりでの啓発

報
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　平成22年、横浜市成人式実行委員を務めた学
生を中心に発足した若者啓発グループ。現在は、
横浜市内在住・在学の大学生・大学院生８名によ
り構成されている。若者の投票率向上を通して、
横浜の明るい未来を創造することを活動目的と
し、イベントへの参加、出前授業、インターネッ
トを介した情報発信などに取り組んでいる。団体
名の「イコットプロジェクト（通称イコプロ）」は、
横浜市の選挙啓発キャラクター「イコットちゃん」
に因んで、メンバーで考えて決めた。 
①大学構内での模擬選挙の実施
　メンバーが在学している明治学院大学主催の地
域密着型イベント「戸塚まつり」に出店し、「キャ
ラクター模擬投票イベント」を行った。これは、
イコットちゃんをはじめとする横浜市のキャラク
ターを候補者とする模擬投票で、選挙のしくみや
歴史を学ぶことができるパネルも掲出し、選挙の
重要性を来場者に呼びかけた。　
②「地域デビュー応援フェア」への参加
　横浜市市民局主催の地域活性化イベント「地域
デビュー応援フェア」（22年）に参加し、『若者
は選挙に行かないせいで4000万円損している』
の著者、森川友義教授（早稲田大学国際教養学部）
を招いて、「若者と選挙」をテーマにトークショー
を実施した。トークショーでは、イコプロのメン
バーが進行役を務め、投票率等の推移グラフなど
を使いながら、若者が選挙に行くことによるメ
リット、選挙に行かないことによるデメリットに
ついて、わかりやすく説明した。
　トークショー終了後には、23年４月に行われ
る統一地方選への投票呼びかけも行った。トーク
ショーの模様は横浜市民放送で配信された。
③出前授業等の実施
　将来の有権者となる中学生をターゲットに、「選
挙に行くことの大切さ」を伝えるための出前授業
を、私立神奈川大学附属中学校で実施した。実施
にあたっては、学校と十分協議の上、自分たちで
教材となるスライドなどの資料を作成した。また、
市内中区選管が毎年区内の中学校で実施している

横浜市イコットプロジェクト （神奈川県）
「選挙フォーラム」
において「選ぶこ
との大切さ」につ
いての講演を２校
で行い、「学校生
活の中で生徒会長
は数少ないみんなが選べるものの１つ、真剣に選
ぼう」とのメッセージを送った。
④ホームページ等の運営
　イコプロのホームページを制作し、内容更新も
自分たちで行っている。ホームページには出前授
業で作成した資料や選挙時に配布したオリジナル
チラシなどが掲載されており、自由にダウンロー
ドができる。またツイッターやブログも開設して
おり、どちらも若者を引きつけるため、フレンド
リーな語り口調としている。これらはメンバー間
の情報の共有にも役立っている。
　コンテンツの１つ「イコットちゃんねる」は、
イコットちゃんが市内18区の区役所や行政施設
等を訪れ区政を紹介する５分程度の動画で、これ
もメンバーが撮影・編集等を行い、月１回程度、
内容を更新している。動画には、若い人に人気の
アイドルグループの曲をBGMに使い、そこにタ
グをつけ、人気のアイドルグループ名で検索して
も引っかかるよう工夫している。
　なお、「イコットちゃんねる」はニコニコ動画
にも配信している。
⑤選挙時のテレビスポットCMの制作等
　23年の統一地方選挙用CMの内容を企画し、横
浜ベイスターズ・マスコットキャラクターやイ
コットちゃんとともにメンバーも出演した。完成
したCMはテレビ神奈川とケーブルTVで10日間
放送され、音声のみのバージョンもラジオ日本、
FMヨコハマで放送された。
　また、選挙のたびに、駅頭や街頭で、投票日な
どがプリントされたティッシュやイコプロからの
メッセージを込めたオリジナルチラシを配布し、
拡声器を使って投票参加の呼びかけも行ってい
る。

街頭啓発
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熱海市明るい選挙推進協議会（静岡県）

　市内32カ所にある白バラ会を中心に組織されて
おり、明推協委員40名、白バラ会員810名が、地
域に密着した啓発活動に取り組んでいる。
①市内全区域に「白バラ会」を設立
　昭和41年の２市３町３村の合併を機に、旧市町
村ごとに組織されていた「明るく正しい選挙推進
協議会」を一本化し、各行政区域単位に明推協の
支部を設立した。平成３年からは、市内各地域に
密着した活動を展開するため、支部の推進組織と
して「白バラ友の会」を順次設立してきた。17年
には１町３村と合併したが、合併したそれぞれの
旧町村地区にも「白バラ友の会」が新たに設立さ
れるとともに、祭りやイベント等での啓発、話し
合い活動等が新たに地区全域で実施されるなど、
組織や活動が拡充された。22年の１町１村の合併
を含め、計32地区すべてに「白バラ友の会」が設
立されている。
　また同年に、支部長をお願していた区長委嘱制
度が廃止されたことに伴い、明推協のあり方を総
合的に検討し、従来から実質的に啓発活動を担っ
ていた、各地域の「白バラ友の会」を会員とする
組織に再編し、名称も「白バラ会」とした。
　合併により市域は拡がったが、各地区に白バラ
会が設立され、常時、選挙時を問わず、各々の地
域で啓発活動が行われているため、白バラ会や明

　昭和33年に設立され、委員数は34名。委員は、
60代の14名を筆頭に、30代～ 80代まで、各世代
まんべんなく在籍しており、教員OBも５名いる。 
①中学生啓発授業
　平成14年度より、明推協委員が中心となって、
５年後に成人となる中学３年生を対象とした「啓
発選挙授業」を行っている。年度当初に市内各中
学校へ出前授業実施の可否を照会し、希望する中
学校に出向いており、23年度は市内５中学のう
ち３校で実施した。
　授業内容は１時限（50分）の授業の前半を授業

形式、後半をクイ
ズ形式とし、前半
の授業では、県選
管が作成した「中
学生のためのせん
きょガイド」をも
とに、政治や選挙についての基本的な説明を教
員OBの明推協委員が行っている。授業は、教員
OB５名が順番に担当し、豊富な教員経験を活か
して、生徒の目線に立ったわかりやすい授業をこ
ころがけている。

推協の知名度が
徐々に向上してき
ている。
②白バラ会の主な活動内容
　市内32地区の白バラ会は、おおむね下記の活動
を各地区において行っている。
・講師を招いての研修会の開催
・話し合い活動（今後の活動内容の検討、啓発事
業の反省等）

・会報作成・全戸回覧または全戸配布
・選挙時の街頭啓発（各地区での啓発物品配布）
・地区のイベントでの啓発（啓発物品の配布）
・成人式での啓発（新成人に啓発物品配布）
・市議会、県議会等の傍聴　など 
③長野市明推協の主な活動内容
　市明推協は、毎年、総会および運営委員会を開
催し、各年度の事業計画について協議・検討して
いる。また長野市の夏祭りや各種行事に参加して
啓発物品を配布、国や県が主催の大会・研修会に参
加しているほか、選挙啓発ポスターの募集、新有
権者へ投票参加のはがきの送付等を行っている。
　選挙時には各種イベントや会議において、啓発
物品を配布し投票参加を呼びかけるほか、選挙終
了後には、各地区白バラ会が選挙時に取り組んだ
啓発事業の報告と反省会を行っている。 

出前授業

長野市明るい選挙推進協議会（長野県）

研修会
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りのために各分野
のリーダーとして
活躍している。　 
②選挙啓発広報紙
「さくら」の発行 
　明推協役員が編
集に携わり、選挙啓発広報紙「さくら」（A4判４
ページ）を年１回発行し、市内全戸に配布してい
る。表紙は、明るい選挙啓発作品の県審査で入賞
した山口市の生徒作品（ポスター、標語）を使用
している。掲載記事では、読者に回答を求める選
挙クイズが特に好評で、400通を超える回答があ
る。応募はがきに意見などが記載されていること
もあり、今後の活動の参考となっている。23年
の広報紙には、成人式会場で新成人208名を対象
に行った意識調査の結果をグラフにして掲載する
など、工夫を凝らしている。　 
③新成人に対する啓発
　成人式の会場において、啓発を兼ねたアンケー
トや啓発物品の配布を行い、新有権者の選挙意識
の向上を図っている。アンケートは、回答者が興
味・関心を持って回答ができるよう、該当箇所に
シールを貼付する方法を考えたほか、質問項目の
作成から当日の実施まで、すべて明推協委員が

　明推協の役割や活動内容、熱海市の投票状況な
どについての説明も、授業前に明推協委員が行っ
ている。
　後半の選挙クイズは選管職員が担当し、例えば
「立候補するにはいくらお金を預けるの」「無効と
なる投票はどれか」「被選挙権はいくつから」「同
点の場合はどうやって決めるの」などの問題を三
択形式や○×形式で出し、正解に対する簡単な補
足説明を行っている。
　児童には、投票用紙交付機から投票用紙を実際
にとってもらい、「投票用紙は何でできているか」
という質問をしながら、折った投票用紙が自然に
開く様子を見てもらい、破れにくいことなどを体
感してもらっている。

②その他の啓発事業 
・毎年６月に明るい選挙啓発ポスターの募集の依
頼を行い、10月～ 11月には応募作品の展示会を
実施している。23年度は445点（小学生45、中
学生400）の応募があった。

・成人式会場前で新有権者に啓発物品を配布し、
投票への参加を呼びかけている。

・役員会、総会を年度当初に開催し、事業計画等
について審議。委員の改選の際は委嘱状交付（任
期２年）を行っている。

・年４回程度開催される静岡県東部エリア主催の
研修会に参加している。

・選挙時は、市内中心地や南熱海地区の商店街、
スーパー付近で街頭啓発を行うほか、半日交替
制で期日前投票の立会人を務めている。

山口市明るい選挙推進協議会（山口県）
　昭和37年４月に設立。平成17年10月の県央１
市４町合併を経て平成18年からは、旧自治体を
単位とした支部と、支部から選出された推進員か
らなる本部という体制となった。推進員は、シティ
カレッジのOB、男女共同参画会議のメンバーや
学識経験者など63名により構成されている。
①山口シティカレッジの開講　 
　主催は山口市と山口市明推協で、運営は山口市
明推協の核となる団体の１つである山口市男女共
同参画会議が主管している。昭和57年に山口市
婦人大学講座として開講し、平成10年に現在の
山口シティカレッジに名称を変更した。24年に
30周年を迎える。山口市民を対象に、第１期か
ら第12期までの24年間は１期２年間で開催して
いたが、受講生の高齢化などにより、現在は１期
を１年間とし、12回の講座を開催している。講座
の定員は50名で、毎回多数の応募がある。
　講座は政治・経済・国際問題など幅広い分野の
基礎知識が得られる内容とし、企画は山口シティ
カレッジの企画委員・運営委員に行政を交えた企
画会議で立てている。カレッジ修了生は650名を
超え、その多くは、カレッジの企画委員・運営委
員や県市明推協委員、各地区の投票立会人、教育
委員会委員などを務めており、活力ある地域づく

中学生が参加しての街頭啓発

告報 明るい選挙推進優良活動表彰
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④「わけもんの主
張」への参加　 
　「わけもんの主
張」は、若者（わ
けもん）が政治や
選挙について日頃
感じていることや考えていることなどを発表する
イベント。県内７ブロックの予選会で優秀な成績
をおさめた12名が出場できる。サポーターは、事
業の企画から運営、当日の総合司会や審査員、運
営スタッフなど、運営全般を担っている。
⑤「ご当地ゆるキャラ選挙」の実施　 
　未来の有権者をはじめ、県民に広く政治や選挙
に関心を持ってもらうことを目的に、第45回衆院
選（21年）の前に、県立図書館で「選挙のめいす
いくん」の宮崎版を選ぶ「ご当地ゆるキャラ選挙」
を実施。サポーターは当初の企画段階から投票所
の運営（受付等）まで携わった。選挙の結果、「神
楽めいすいくん」が誕生した。　 
⑥選挙時啓発　 
　神楽めいすいくんをメインにして、テレビやラ
ジオに出演し投票参加を呼びかけているほか、街
頭啓発も行っている。第22回参院選（22年）では、
サポーター独自の試みとして「学生団体ivote」か
らの「20代の夏政り」への参加要請に応え、全国
約20カ所でのイベントの同時開催に参加した。「20
代の夏政り」では、神楽めいすいくんをメインに
して、テレビ・ラジオといったマスメディア媒体
４本に出演し、投票参加を呼びかけた。

宮崎県学生選挙サポーター　Ｍ-lighvo（エム ライボ）
　若者の政治意識の高揚と投票率の向上をめざ
し、平成18年に大学生によるボランティアグルー
プとして県内の大学生12名で活動を開始した。そ
の後、年を追うごとにメンバーは減少していった
が、根気よく友人や後輩などに参加を呼びかけた
結果、徐々に増え始め、22年は７名しかいなかっ
たのが、現在は24名となった。県選管が実施する
選挙啓発や常時啓発事業の企画・運営を行ったり、
政治や選挙の学習などをしている。
　愛称であるＭ-lighvoとは、宮崎のＭ、明るいの
light、投票のvoteを組み合わせた造語。  
①月１回のミーティング　 
　県選管と、月１回のペースでミーティングを行っ
ている。内容は、選管事務局が行う政治や選挙に
関する学習会や若者向けの啓発事業の新規立案、
イベントの企画・運営などの話し合いである。
②県明推協大会への参加　 
　県明推協大会に参加して、若年層の実情、今後
のサポーター活動の展望などについて明推協委員
と意見交換を行っている。　 
③「しゃべり場せんきょ」への参加　 
　「しゃべり場せんきょ」は県選管主催の若者を
対象としたワークショップ研修。宮崎、都城、延
岡の３市で順番に開催されている。23年は宮崎市
で開催され、52名の参加があった。サポーターメ
ンバーは、当日のスタッフを兼ねて研修に参加す
るとともに、サポーターの活動状況等の報告、サ
ポーター募集に向けてのPR活動も行っている。　 

行っている。　 
④中学生が参加しての街頭啓発
　選挙期日前に、明推協委員、選管委員・職員、
中学生などにより、投票参加を呼びかけている。

15年からは選挙の度に、市内６校の中学校の生
徒会役員や引率の先生が参加している（各校約６
名程度が参加）。明推協会長が中学校関係者であっ
たことから、中学生の参加が実現した。

　情報番組内での投票参加呼びかけ

特定非営利活動法人　DO UP！（ど・あっぷ！）
　ど・あっぷ！は「市民度を上げる」ということ
から命名した。平仮名とローマ字の表記２つを
使っている。市民度とは１人ひとりの市民が社会

の一員として、社会との関わりを意識し、主体的
に社会的役割を果たしていくこと。政策判断力を
育むためのシティズンシップ教育等を通じて、投



7号　2012.4 25

●優良活動奨励賞

北区滝野川谷端ときわ会（東京都）
　東京都北区滝野川６、７丁目地域を中心に活動
するシニアクラブで、昭和57年に設立された。
委員はおおむね70歳以上の高齢者で、委員数は
138名。会のある地域は、北区44カ所の投票所の
中でも投票率が最下位に近い地域であった。高齢
者や三世代以上で住む住民が多く、近所のネット
ワークが強い地域であることから、その特性を活
かし、「老人力」による選挙啓発活動を実践する
こととした。
　第22回参院選（22年）、23年の統一地方選の際
に、投票参加のための選挙啓発パンフレットを自
分たちで作成し、北区選管に内容を確認してもら
い、地区内の４つのシニアクラブの協力を得て、

票率向上など市民度アップにつなげていくことを
目的に平成18年に結成され、主に神奈川県内で活
動。現在の会員は15名で、サラリーマン、教師、
議員や学生など、様々な職業、年代で構成されて
いる。
①有権者教育の普及　
・出前授業の実施　　学生、教育者、一般の方を
対象に、クイズ形式、ゲーム形式、ワークショッ
プ形式など誰もが楽しく参加でき、結果的に気づ
きが得られるよう、工夫を凝らした方法により、
２～３カ月に１回のペースで実施している。主に
小中高校の総合的学習の時間で実施している。
・オリジナル教材の開発　　出前授業に関連し、
クイズ形式、ゲーム形式、ワークショップ形式、
模擬選挙などの実施に即したオリジナル教材を開
発している（「税金知郎（ぜいきんしろう）先生の
おもしろ税金授業」「選挙行太郎（せんきょいっ
たろう）先生のおもしろ選挙授業」「サザエさん
一家のお弁当作り」など）。
　「サザエさん一家のお弁当作り」という教材で
は、年齢や性別など立場が違うと、おかず等の趣
向が違ってくる。そのため、相談や議論をしなが
ら合意形成を図ることを、弁当作りを通じて学ぶ
内容としている。

パンフレットを
地区内のマン
ションなどの住
人、シニアクラ
ブ委員（419人）
に配布した。特
にシニアクラブの委員が、各々の家庭で、パンフ
レットを用いながら、身内であるお子さんやお孫
さんに投票参加を促すようにしている。現在は７
つのシニアクラブの協力を得ており、今後は北区
シニアクラブ連合会に加盟している133のクラブ
の会員13,485人に拡げていくことを目指してい
る。

・勉強会等の開催
　市民教育、有権
者教育に関する
テーマの勉強会
を、月に２～４回
のペースで開催し
ているほか、２カ
月に１回程度、NPO仲間の報告会、学校教諭の授
業報告会などを行っている。22年には、神奈川県内
の全公立高校で模擬選挙が実施されたことから、
「模擬選挙勉強会」を企画、神奈川県内の高校教
諭等の前でワークショップの実演などを行った。
②若者、子ども達の社会参画意識の向上活動 
　他の団体（「模擬選挙推進ネットワーク」
「Rights」「ivote」等）と連携して、共同でイベン
トを実施したり、団体の活動を相互に支援したり
している。近年では、若者の投票率アップ運動と
して、「学生団体ivote」等と一緒に、「20代の夏
政り」に参加し、運営スタッフを務めた。　 
③教員サポートによる学校教育の充実化　 
　学校教員支援サイトを構築し、市民教育・有権
者教育に関連する人材・教材を提供、県内および
首都圏の小中高・大学を対象に上質な授業づくり
のサポートをしている。

ワークショップ風景

告報 明るい選挙推進優良活動表彰

選挙啓発パンフレット
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告 明るい選挙推進優良活動表彰

　昭和29年の発足当初、会員は自治会等から推
薦されていたが、交代の際に、この運動に理解の
ある方に引き継いでいったため、現在、あて職の
会員はいない。現在の会員数は135名、市内５つ
の地区の地区会と、企画調査、研修、広報、若年
者啓発の４つの部会（地区会から２名以上４名を
推薦）で組織され、会員が払う年会費千円を主な
活動財源にしている。
　活動として、各部会や各地区会での集まり、会
員の直筆による啓発メッセージが添えられた新成
人へのバースデーカードの送付（一部地域は会員
の手渡し）、年１回、広報部会が中心となって制
作している広報誌などの他、選挙時には大型スー
パー前等での街頭啓発や選挙啓発用のボディーパ
ネルを、会員が自家用車に貼付するなどの活動に
長年、取り組んできた。
　平成23年には、市民の選挙に対する意識の状
況とこれまでの啓発活動が、どの程度有権者に理
解されているかを知り、今後の啓発の指針とする
ために「明るい選挙に関する意識調査」を実施し
た。調査用紙の配付及び回収を会員が、調査項目
の作成並びに回答結果の集計及び分析を、明推協
役員、企画調査部会員及び事務局（市選管）が行
うなど、煩雑で、労力を要し、神経を使う作業を
明推協が主体となって取り組んだ。
　調査対象者は選挙人名簿から、世代別に各130
名合計650名（選挙人名簿登載者の約0.5％）を

無作為抽出し、498名から回答があった（回収率
76.62％）。
　調査に際し、地区ごとに選管による事前説明会
が開かれ、会員は「事前に調査の訪問に伺う旨を
電話で連絡する」、「訪問時には、必ず明推協ジャ
ンパーを着て、明推協会員証を身につける」、「回
収日を対象者と相談して決める」、「調査員はすべ
ての調査上知り得たことの秘密を守る」、「調査上
不明な点は、地区会長又は事務局（市選管）に問
い合わせる」など留意事項を把握し、臨んだ。
　調査の項目は「あなたが、いちばん関心がある
政治は」「あなたは現在の国の政治についてどの
ように感じていますか」「小山市に『明るい選挙
推進協議会』があることを知っていましたか」な
ど14項目で、調査結果は小山市選管のホームペー
ジで見ることができる。

平成24年度

●優良活動賞

小山市明るい選挙推進協議会（栃木県）

　明るい選挙推進優良活動表彰は、各種の団体で取り組まれている選挙啓発活動の中から、他の模範とす
るにふさわしい活動を表彰して、運動の前進、拡大を図ることを目的としています。平成24年度は、明る
い選挙推進協会内に設置した選考委員会（学識経験者９名で構成）における選考の結果、５団体が優良活
動賞に、１団体が優良活動奨励賞に選ばれ、３月11日に表彰式が行われました。以下、受賞団体の活動概
要をご紹介します。

報

大学生も参加した選挙時の街頭啓発
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　平成11年にメンバーを一新し、『明るい選挙推
進「福井市民の会」』として市民の有志により発
足した。その後、各種団体から推薦された委員も
加わり、平成15年に現在の名称となった。現在
の委員数は19名。
　活動として、２ヵ月に１回開催の例会、福井大
学での講演、市内３地区の公民館で行われる成人
式での新成人に対する投票参加の呼びかけ、小学
６年生の社会科の時間を利用した出前講座の実施
などの他、例年11月を「明るい選挙推進強調月間」
に定めて、明るい選挙啓発ポスターコンクール展
など常時啓発活動を集中的に行っている。選挙時
には大型ショッピング施設等で、啓発資材を配布
しながら、投票参加を呼びかけている。平成23
年４月の統一選では、会長が市内の福祉施設での
不在者投票の外部立会人を務めた。
　その中で設立当初から取り組んでいる福井大学
の学生に対する講演は、14年目を迎え、講演回
数は27回に達した。
　平成11年当時、福井市での各種選挙の投票率
が長期的に60％前後と低く、特に若年層の投票
率が低かったため、活動の重点を若い人向け事業
に置いた。そこでまず市内の大学、数校を訪問し
たところ、福井大学から「授業に外部の人の話を
取り入れたい」という提案があり、約30名の学
生が受講している政治学の授業の中で、40分の
啓発講演を行うこととなった。
　当初は、前期と後期で計３回の講演を行ってい
た。１回目は「選挙事務の流れ」をテーマに選管
職員が、２回目は明推協会長が「明るい選挙」に
ついて、３回目は明推協副会長が「１票の重さ」
について話した。現在は会長、副会長により、前
期、後期にそれぞれ１回の講演を行っている。

福井市明るい選挙推進協議会 （福井県）

　内容は、明るい選挙推進運動の目標、３ない運
動、明推協の活動内容、若い人の投票率の低さを
主に話している。
　当初は、下を向いている者や居眠り状態の学生
も見受けられたが、最近はみな真剣に聞くように
なった。講演終了後に学生に意見を求めると、「投
票に行けといわれても、誰に入れてよいか分から
ない」という話が出る。これには、「候補者の公
約や経歴、人となり、マニフェストなどは新聞に
目を通すことである程度は理解できる。ベストの
候補者がいなくても棄権せず、ベターな候補者を
選ぼう」と呼びかけている。

平成24年前期福井大学講演レジュメ

　大野城市内に住む主に団塊世代の女性６名が、
市議選の投票率が、近隣市と比べて最も低かった

大野城投票率あっぷの会（福岡県）
こと、また投票率が高齢者層は高く、将来を担う
若年層が著しく低いことに危機感や問題意識を抱
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宮崎市明るい選挙推進協議会（宮崎県）
　昭和27年に発足、現在の委員数は177名で社会
教育・福祉関係団体、公共的機関・団体を代表す
る者、報道、大学生等で構成されている。その他
に市内16地区には、各10名程度の地区推進員が
いる。各種事業の日程や内容等は、委員の中から
選ばれる、31名の常任委員が検討することになっ
ている。
　宮崎市の活動は、大学との連携により若い力を

とり入れている点が、特徴的である。
事業全般に対する若者からの意見などを得るた
め、平成13年度に実施した「わけもんの主張」（下
記参照）に出場した宮崎公立大学の学生を、初め
て常任委員に委嘱し、その後、平成18年度まで
同大学の学生１～２名が常任委員として明推協に
携わった。
　平成19年度には、宮崎市明るい選挙推進大会

議会、模擬投票などについて、連携しての実施を
要望している。更に、他の啓発団体との交流も積
極的に行っており、24年度には福岡市明るい選
挙推進グループ・セセウフと意見交換をした。
　会員は、県や市選管の研修会や学習会に積極的
に参加している。市選管には活動に関しての情報
の提供をするとともに、意見交換会を行うなど指
導や協力を受けている。

選挙チラシ

き、平成18年12月に自主的に設立した。現在の
会員数は10名。
　選挙で投票することは「私たちの望む暮らしを
実現する」ための第一歩と捉え、『棄権は危険で
すよ』を合言葉に活動してきた。
　会として、まず、取り組んだことは、新成人に
対する投票参加の呼びかけで、会員手づくりの啓
発チラシ『20才になったら選挙に行こう！』を
成人式会場前で、「最初の選挙を大切にするよう
に」と呼びかけながら、手渡したことだった。こ
の呼びかけは、選管や社会教育課等の承認を得る
必要があり、会員が関係各課にチラシの配布の承
認申請に何度も出向いた結果、実施できることと
なった。
　その後の国政、地方選挙時にも、市の関係各課
や商工会等に承認申請して、会員が作成した投票
参加を呼びかけるチラシを、公共施設や商店等に
設置及び掲示している他、市内全戸に回覧してい
る。
　会員自身は、大型スーパーや私鉄駅前で、また
小･中学校の入学式などで保護者にチラシを配布
したり、立候補予定者の選挙事務所を訪ねて、チ
ラシへの理解と掲示を依頼している。
　チラシの印刷代等の活動費用は、会の目的に賛
同する市民からの寄付の他、年に２回、PRも兼
ねて参加するバザーの収益金で賄っている。
　発足時には、「50％を割る投票率は、民意を反
映していないのでは」などについて市長や市議会
議長や副議長とも意見交換を行っている。その
他、市教委とも懇談会を行い、出前講座や子ども
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学生団体「選挙へGO！！」（青森県）
　活動内容等は、Voters10号（24-25ページ）に掲載されていますので、ご覧ください。

での同大学の行政学の教授が講演したことがきっ
かけとなり、20年度以降、同教授のゼミから毎
年度、３年生の一部のゼミ生を卒業までの２年間、
常任委員として委嘱することになった。
　学生の常任委員は、明るい選挙啓発標語や「わ
けもんの主張」作文の審査、宮崎市明るい選挙推
進大会での司会や大会宣言の作成・発表、学園祭
における「めいすいくん」の着ぐるみ人形での呼
びかけや啓発物資の配布などを行っている。平成
24年度は、新成人に個別に送るチラシ「新有権
者のみなさんへ」、高校卒業予定者に学校経由で
配布するチラシ「あなたももうすぐ有権者」の企
画・制作にも携わった。
　学生常任委員も携わる「わけもんの主張」は
18歳から29歳の若者が選挙や政治に対し、日ご
ろ考えていることや感じていること、求めている
ことについて、意見を発表する事業で、県内７つ
の支会ごとに予選を開き、県大会への出場者を選
考している。
　予選には、政治に対して考えていることをテー
マに募集した作文の優秀賞受賞者が出場してい
る。平成24年度は109名からの応募があり、優秀
賞受賞者４名が予選に出場した。
　各地区（16地区）の活動として、各地区の地
区推進員を対象とした「地区推進員研修」がある。
平成24年度は、選挙出前授業についてDVDで学
び、選管職員から明るい選挙推進運動、常時啓発、

臨時啓発についての説明を受け、その後、地区で
の啓発活動について話し合った。また、選挙啓発
のモデル地区として２地区指定しており、地区文
化祭や運動会において、のぼりの掲出やハッピを
着ての啓発物資の配布、出前講座の開催等を行い、
投票参加を呼びかけている。選挙時には地区推進
員が、地区内を巡回して選挙期日の周知、棄権防
止などを呼びかけている。
　また、平成13年度から取り組んでいる「白ば
ら旗争奪小学生ソフトボール大会」は、市選管・
市明推協の共催で、市ソフトボール協会の主管で
行っており、監督会議や開閉会式で、若年層の投
票率の低迷など選挙の現状を話し、改善への協力
を訴えている。

白ばら旗争奪小学生ソフトボール大会

告報 明るい選挙推進優良活動表彰

　活動内容等は、Voters10号（12-13ページ）に掲載されていますので、ご覧ください。

●優良活動奨励賞

みやま市政治学級二十日クラブ（福岡県）
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発足の経緯

　今年の６月で学生団体「選挙へGO!!」を立ち
上げて１年になる。現在、青森県内の８大学25
名のメンバーで若者の政治意識、投票率向上の
ために活動をしている。
　発足の経緯は、昨年の春の統一地方選挙の際
に私が初めて地元の弘前市議会議員選挙の投票
に行ったことであった。それまでの私は、政治や
選挙に対して関心が高いわけでなかったが、改
めて自分自身が投票に行ったことにより、今の
政治はどんなものか、自分と同じ世代の人たち
は政治に対してどんな思いをもっているのか、
さらに、そもそもどれくらいの若者が選挙で投
票しているのだろうかということが気になった。
　そこで、すぐに弘前市の選管に電話で問い合
わせ、自分と同じ世代の20代の投票率は約30％
であることを知る。われわれ有権者の代表であ
るはずの政治家が、20代でいえば約30％の人か
らしか選ばれていないことに驚き、これからの
地域、日本を支え中心となっていくわれわれの
世代が、暮らしに密接に関わるはずの政治や選
挙にもっと関心をもって、積極的に参加してい
かなければいけないはずだと、そのとき強く思っ
た。
　こうして同世代の投票率の低さに問題意識を
もった私は、この問題に対して自分自身は何か
できないだろうかと考えた。そして、同世代の
若者に政治参加としての投票の重要性を、同じ
世代として訴えていくことはすぐにできること
だと考え、友人に声をかけ、団体を立ち上げる
ことになった。

政治家との居酒屋トーク

　私自身もそうであったが、若者は政治家と聞

くと、何をしていて、またどんな人かわからず、
そもそもわれわれ若者にとって遠い雲の上のよ
うな存在、というイメージをもっている人がほ
とんどだと思う。そういったイメージがあれば、
なかなか政治に関心をもつことができず、投票
にも結びついていかないことは当然である。
　私はまず、われわれ若者が政治家自身を身近
に感じることが必要だと思い、東京で若者の投
票率向上を目的として活動している「学生団体
ivote」の活動を参考に、政治家と学生による「居
酒屋トーク」を企画した。
　この「居酒屋トーク」とは、現役の政治家と
20歳以上の学生が居酒屋でお酒を飲みながら、
政治や地域の話を中心に放談会を行う企画であ
る。お酒を飲むことでリラックスした雰囲気で
会は進むため、堅苦しさがなく、本音で政治家
と学生が話し合うことができる。参加学生は政
治家と直接触れ合うことで、上記の政治家に対
するイメージと現実は大きく異なることに気づ
き、政治や政治家に対して興味・関心を示して
くれている。投票行動につなげるためにも政治
に対して興味・関心をもってもらうことが必要
不可欠になるため、居酒屋トークは非常に良い
企画だと思っている。
　これまで市長、県議会議員、市議会議員と４
回の居酒屋トークを開催し、のべ85名の学生が
参加した。参加した議員からも、若者目線で政
治に対しての考えや思いを聞く機会がほとんど
ないため、非常に良い機会だったなどの感想が
あった。

弘前市長への政策提言

　４回の居酒屋トークの中でも、葛西憲之弘前
市長との居酒屋トークを開催した時は、企画の
中で出た学生からの意見やアイディアを団体で

レポート

学生団体「選挙へGO!!」
� 「選挙へGO!!」代表　竹内 博之

レポートレポートレポートレポートレポートレポートレポートレポート
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ワークショッ
プを行いまと
め上げ、市長
へ７つの政策
提言を行うこ
とができた。
　政策提言の
具体的な内容

は、①若い人がより市の広報を手に取ってもら
うために、大学生の声を反映した弘前市の広報
の改善、②アクションプラン（総合計画実施計
画）をわかりやすくしたプロモーション版の作
成、③再生計画のある商業施設「ジョッパル」
に学生の共通勉強スペースの確保、④弘前で働
きたいと思う大学生への就職活動支援、⑤若者
の政治、まちづくりへの参加意欲を高めるため
の小中学校での主権者教育の実施、⑥コミュニ
ティづくりを目指したまちづくりワークショッ
プの開催、⑦学生が主催する学生のための市民
公開講座の開催となっている。
　この７つの提言のうち①、②、⑦の３つが実
際の行政運営に反映されている。また、⑥の提
言については、団体自らが市の補助金制度を活
用し、実現に向けて現在計画を進めている。居
酒屋トークに参加し、提言をまとめあげた学生
は、自分たちの声が政治・行政に届いたことを
実感することができ、より政治、行政を身近に
感じることができたと思う。
　このようにわれわれ若者が実際の体験を基に
政治を身近に感じ、自分のこととして政治を捉
えていくことは投票にも大きく結びつく大切な
ことだと感じている。

弘前市の成人式における模擬投票

　今年１月の弘前市の成人式では、新成人を対
象に模擬投票を行った。この模擬投票では、実
際の選挙の投票がどんなものかを新成人に模擬
体験してもらい、実際の選挙でも投票行動につ
なげてもらうことを目的で行った。模擬投票で
は弘前市をPRするローカルアイドル「りんご娘」
とマスコットキャラクター「たか丸くん」を候
補者と見立て、どちらが弘前市をPRすること

に貢献しているか、これまでの活動実績と今後
の活動方針についてマニフェストを作成して模
擬投票を行った。単に人気投票のような投票を
せずに、マニフェストを基に候補者を比較した
上で投票してもらうことは、実際の選挙でも重
要になる。
　この模擬投票では、弘前市選管の全面的な
バックアップもあり、投票用紙、記載台、投票
箱などの機材は、実際の選挙で使われているも
のを使用することができ、より実際の投票に近
い雰囲気で行うことができた。模擬投票の結果
は有効投票数167票のうち、「りんご娘」が71票、

「たか丸くん」が96票となり、たか丸くんが当
選する結果となった。投票数は決して多くはな
かったものの、参加者からは「20歳になったか
らには投票に行かないといけないと思う」「20
歳の節目で投票を習慣化できるのでいいと思
う」など前向きな感想があった。

若者の政治参加を考えるシンポジウム

　今年の２月には青森県の八戸市で「若者の政
治参加を考えるシンポジウム」というテーマで
パネルディスカッションを行った。パネルディ
スカッションでは、参加者として、八戸市議の
三浦博司議員、青森市議の工藤健議員、弘前市
議の菊池勲議員、そして地元の大学に通う佐々
木一哉君がパネラーを、コーディネーターは当
団体前副代表の鳥谷部純一が務め、一般来場者
57名で開催をした。
　パネラーの議員からは、政治が若者に共感を
提供していないのが問題ではないか、若者の投

居酒屋トーク
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われのより良い暮らし、より良い生活を考えた
ときに切っても切り離せない大切な存在であ
る。この政治家動画を通じて、政治家の生の声、
考えを聴くことにより、政治家は思ったよりも
近い存在であることに気づいてほしいという願
いを込めて立ち上げた。８月末現在で20人の地
方議員の動画をサイトに掲載している。

今後の活動に向けて

　これまでの活動を通じて思うことは、われわ
れ若者と政治・政治家との接点は本当に少ない
ということだ。接点が少なければ当然、政治に
興味・関心をもつきっかけも少なくなる。そこ
で若者と政治家との接点をわれわれの団体が一
つでも多く作り出し、若者と政治・政治家との
橋渡しをこの青森県で実現していきたいと思
う。それにより同世代の若者の政治意識を向上
させ、より良い地域の実現に向けて一歩ずつ進
んでいきたいと考えている。
　これまで約１年間で様々な活動をしてきた。
もちろん多くの方々に支えられての活動であっ
たが、われわれのような地方の学生でもこれだ
けの活動ができるのだと振り返ることができる。
首都圏の学生も地方の学生にも、それぞれでき
ることはたくさんあるはずである。少しの行動
を起こす勇気で一歩前に踏み出すことにより、
現実は少しずつ変わっていくのだと思う。政治
や行政は遠い世界のものではなく、われわれの
暮らしに密接に関わるとても大切なものだ。そ
ういったことからも、若者の政治意識、投票率
向上のための活動が全国に広がってほしいと強
く思う。

票率向上策として、「主権者教育」として義務
教育の段階でより実践的な政治教育が必要だと
いう意見が出た。そして、学生の佐々木君から
は、政治家が若者を見ていない、そもそも政治
家は若者の投票率について問題意識を持ってい
ないのではないかといった厳しい意見もあっ
た。このパネルディスカッションには学生含め
社会人の方々にも多くの参加をいただき、若者
の低投票率について問題意識の共有ができたの
ではないかと思っている。
　今年度に入り、団体のマニフェストを作成し
若者が政治への興味・関心をもってもらうため
の新たな取り組みとして、以下の２つの企画を
立ち上げた。
＊議会傍聴キャンペーン「議会へGO!!」
　１つ目は議会傍聴キャンペーン「議会へGO!!」
である。その名のとおり学生が議会の傍聴に行
くのだが、学生が議会を傍聴しようとする機会
はなかなかないと思い、キャンペーン的に学生
10数人を集めみんなで傍聴に行くという企画で
ある。実際の議論のやりとりを見て、自分の住
んでいるまちの方向性がどのように決定されて
いるのかを肌で感じてもらうことで、政治を身
近に感じるための企画である。
　第一弾として、６月に青森市議会を学生21名
で傍聴した。議場の独特の雰囲気は行ってみな
ければわからないものであり、そういったこと
を肌で感じることも政治との接点にはなってい
くはずだと思う。
＊政治家動画サイト「政治家tube」
　２つ目は、青森県内の地方議員の方々に、若者
に訴えたい政策やメッセージを語っていただき、
その動画をインターネット上で配信する政治家
動画サイト「政治家tube」（http://seijiyama.jp/
special/movie/seijikatube/）の開設をした。
　われわれ若者にとってインターネットから情
報を得ることは当たり前である。ネットを活用
した「政治家tube」では、新聞やテレビ等の既
存メディアからではわからない、政治家の表情
や話し方、そして政治家一人ひとりの思いを動
画に乗せて伝えている。
　政治や政治家は遠い存在なのではなく、われ

収録風景
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「みやま市政治学級二十日クラブ」の発足

　自主学習組織「みやま市政治学級二十日クラ
ブ」（以下「二十日クラブ」）は、平成19年１月
にみやま市（福岡県瀬高町、山川町、高田町が
対等合併）が誕生したことに伴い、同年４月、
旧瀬高町政治学級二十日クラブ（以下「瀬高町
クラブ」）を母体とし、名称・組織、学級活動
などをそのままの形で継承し、誕生した。開講
日の出席者は６人、年間の活動計画や世話人な
どを決定したが、行政関係者の出席もない、静
かな学級活動の再開であった。
　瀬高町クラブは、県内各市町村に「政治学級」
を発足させるという昭和40年代初頭の福岡県の
方針（有権者の政治意識を高め健全な民主政治
の確立をめざす）により、設立された。瀬高町
クラブは、町選管や教委との連携のもと、毎月
20日に、市長懇談会、市議会傍聴、選挙啓発研
修会などを催し、半世紀にわたり政治学級とし
ての活動を続けてきた。
　このように、瀬高町クラブは町選管や教委の
指導学習的な要素が強かったが、二十日クラブ
は行政から全く独立した自主学習組織としてス
タートした。

軋轢と再出発

　二十日クラブを「住民が身の回りの政治を学
ぶことにより自治意識を高める」政治教育の場
として捉え、毎月の学習会を行うなど活動は軌
道に乗り始めたが、次第に周囲と軋轢が生じる
ようになった。
　学級活動として行われる市の出前講座や市議
会の傍聴などを通して、このまちは「意見を言
わないまち、意見を言うと嫌われるまち」など、
これまで知らなかった「まちの姿」が少しずつ

見えてきた。これらを見かねた学級生らは、行
政や議会などに積極的に建設的な意見を言う場
面が多くなり、行政や議会と意見が対立するこ
とが多くなっていった。
　そのため、瀬高町クラブの時代から続いてい
た議長や市長との懇談会が中止となり、また行
政や市議会との関係がぎくしゃくするなど、
二十日クラブにとって不幸な時代を迎えること
となった。また「政治学級」という名称に対す
る市民の偏見も感じられ、二十日クラブは市民
や行政から浮き上った存在として見られるよう
になった。
　そこで、これまでの学級活動を反省し再構築
を図るため、福岡県内市町村の政治学級の設置
状況や、福岡県選管や教委を通じて政治学級の
目的などについて調査を行った。この段階で初
めて“まちの政治をみつめよう学級”という正
式名称の存在や、他都市の活動状況などを学び、
二十日クラブの来歴や活動についての理解を深
めることができた。これを機会に、二十日クラ
ブは活動の転換期を迎える。
　平成20年から、毎年「広報みやま」３月号で
の学級生募集を始めた。その結果、東京、大阪
などから故郷へＵターンされた市民や、定年退
職された市民など、新しいメンバーを迎え、学
級生は15名となった（平成24年９月現在）。
　22年度には初めての定期総会を開催し、事業
計画や予算などを決定するとともに会則を制定
した。この総会には久しぶりに市長の出席を得
ることができ、これを機会に「市長懇談会」も
再開された。24年には、“まちの政治をみつめ
よう学級”として、市のHPに活動紹介が掲載
され、二十日クラブは市の認知団体となった。
　このように行政との関係は、今では良好なも
のとなっている。

まちの政治をみつめよう学級
� みやま市政治学級二十日クラブ事務局長　田中 敬一郎
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現在の学級活動

＊基本方針
　再出発した二十日クラブは、以下の基本方針
のもと、活動を行っている。
 ・政治に対する正しい理解を深めるため、「政

治と市民生活との深い関わり合い」をテーマ
に学習会を行う。

 ・みやま市が目指すまちづくり将来像「人･水･
緑が光り輝き夢ふくらむまち」に則して、「ま
ちの魅力とよさ」を探り、郷土に誇りと愛着
を持てるような学習メニューを計画・実施し、
学級生の資質を高め、生涯学習としての充実
感が得られるようにするとともに、まちづく
りに寄与する。
＊活動内容
　定例学習会（毎月20日開催）、専門部会（10日
開催）、トークカフェ道の駅（月１回開催）、な
どの学習会を柱とした活動を行っている。
　①定例学習会…市総合計画など、まちづくり
の骨格となる諸施策を中心にした市の出前講座
などを効果的に活用した学習を行っている。ま
た、市議会定例会や常任委員会の傍聴とともに、
市長や市議会議長などを迎えた「まちづくり懇
談会」を開催している。
　24年度は、５月に初めてみやま市区選出の県
会議員を迎え、まちづくり懇談会を行った。議
員はブログに、「熱心に私の講演に耳を傾けて
頂き、また質疑応答もポンポン飛び出し、約３
時間喋りっぱなしの盛り上がった懇談会となり
ました。質問の内容も非常に前向きで、私も多
くのヒントを頂きました」と記してくれた。
　また、７月には４年ぶりに市議会議長を迎え、
８月には総務文教常任委員会委員長を迎えての
懇談会を行った。
　②専門部会…歴史・文化、伝統産業・観光など、
埋もれた地域資源を再発見し、「みやまの魅力」
を探る現場学習などを行っている。現在は、み
やまの特産品である木

もくろう

蝋を活用した「手作り和
ろうそく」の魅力を広く市内外に発信すること
に力を入れている。
　③トークカフェ道の駅…23年の「道の駅みや

ま」のオープンに伴い、学級活動の場を公民館
から、「道の駅みやま」に移した。これと同時に、
新しい学級活動として「トークカフェ道の駅」
を設置し、まちづくり市民交流を目的として、
不特定多数の市民などが集まり、情報や意見な
どの交歓の場として試行的に実施している。
　④その他の事業…まちづくりへの提言（22年
－観光まちづくり、23年－福祉バス、24年－観
光みちづくり〔予定〕）、みやま市の足跡の作成

（21年版～ 23年版、24年版作成中）、市議会定
例会一般質問一覧表の作成、などを行っている。
　また、23年からブログ「みやまいいまち会」
をアップし、二十日クラブの活動状況や、みや
ま市を中心とした地域・観光情報などの発信に
取り組み始めた。

今後の課題

　停滞を経て再出発した二十日クラブである
が、今も次のような多くの課題を抱えている。
これらを一つひとつ克服しながら、みやま市の
発展に寄与したいと考えている。
 ・行政･市議会、市民などに理解され、共感が

得られる学級活動の取り組み。
 ・社会的な評価なども視野に入れた取り組み（個

人から組織レベルの学習へ）
 ・継続的な発展を目指し、学級生の資質向上と

人的資源の掘り起こしを行う。
 ・明るい選挙推進について、行政などとの連携

を模索する、など。

たなか�けいいちろう　昭和16年生まれ。福岡
県立八女工業高等学校卒。35年に大牟田市職員、
平成14年に定年退職。旧瀬高町公平委員、総務省
行政相談委員､ みやま市行政区長を歴任。

大人の政治学習特集
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
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告 明るい選挙推進優良活動表彰

　平成23年に白鷗大学（栃木県小山市）を拠点に
設立された選挙啓発学生団体。若者の投票率向上、
社会参加意識や政治リテラシーの向上などを目的
に、自主的に活動している。小山市明推協との交
流や連携しての活動を積極的に行うなど、若者と
地域との関わり、世代間交流を促進している。最
近では、他の地域で活動する若者啓発グループと
の交流も積極的に行っている。
①アンケート調査
　大学を活動拠点としているメリットを活かし、
学生を対象としたアンケート調査を複数回実施し
ている。主に学校祭や選挙前に行っており、「学生
はどの様な政策課題に関心があるのか」「選挙に行
くのか」といったことを尋ね、投票日の周知にも
つなげている。アンケートの集計や分析もメンバー
が行っており、得たデータを、若者・社会への問
題提起や取材対応時での活用、今後の企画や活動
の参考としている。
　アンケートでは７～８割の学生が「政治・選挙に
関心がある」と答えており、実際の低い投票率と
のギャップを埋めていく活動が課題となっている。
②選挙啓発清掃活動
　街頭啓発として従来から広く行われている「啓
発資材を配布しての啓発活動」だけでなく、社会
貢献とより低コストな活動をめざし、新たな啓発
手法として、街のゴミ拾いと投票の呼びかけを同
時に行う「選挙啓発清掃活動」を行っている。小
山市明推協と連携して、直近の衆・参院選時に実
施した。活動中には、近隣住民から励まされたり、
マスコミの取材を受けるなど、好評を得た。今後
は２～３カ月に一度実施し、他の自治体・団体に
も波及させたい。

③選挙啓発シンポ
ジウム
　団体の顧問であ
る児玉博昭・白鷗
大学法学部教授の
協力を得て、25年
の参院選前に「参院選啓発シンポジウム」を開催
した。過去に実施した学生アンケート調査結果を
基にした基調講演をメンバーが行った後、「学生の
考える参院選」と「ネット選挙解禁が学生に与え
る影響」をテーマに、児玉教授を司会者、メンバー
をパネリストとする、会場との双方向型パネルディ
スカッションを実施した。
④他地域との交流
　横浜市のイコットプロジェクト、TCUE投票ファ
クトリー（高崎経済大学）など、他県の選挙啓発
若者グループとの連携を進めている。25年8月の
横浜市長選でイコットプロジェクトの啓発活動に
参加したことを皮切りに、他団体との交流を進め、
小山市で９月に第１回「関東圏 選挙啓発学生・若
者交流会」を開催した。各グループの代表者だけ
ではなくメンバーも多数参加し、メンバー同士の
交流を通じて他グループの取り組みを知り、メン
バーのモチベーションを高めることができた。12
月には、明るい選挙推進協会と連携して関東以外
のグループにも参加を呼びかけ、全国19の若者啓
発グループから50人が参加する「若者委員会」の
実現（横浜市で開催）につなげることができた。
⑤これからの活動
　地域に根ざした活動こそが、選挙啓発活動の本
質であると捉えている。今後は、中学・高校での
出前講座の実施、若者委員会や地区明推協との連

平成25年度

●優良活動賞

栃っ子！選挙推進プロジェクト（栃木県）

明るい選挙推進優良活動表彰は、明るい選挙の推進活動の中から他の模範とするにふさわしい活動を表彰
して、運動が拡充することを目的としています。平成25年度は、明るい選挙推進協会内に設置した選考委員
会（学識経験者９名で構成）における選考の結果、７団体が優良活動に選ばれ、３月11日に開催された明る
い選挙推進協会の代表者会議において表彰式が行われました。以下、受賞団体の活動概要をご紹介します。

選挙啓発清掃活動

報
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　昭和32年に設立。メンバーは町会・自治会、
区内各種団体等から推薦を受けた者と一般公募者
からなり、現在は148名。区内を９つの地区に分け、
各地区のリーダーが年に数回、定例的に集まって
全体的な活動方針・内容等の調整・決定を行い、
それを基に主に地区単位で活動している。
①地区別研修会　
　地区ごとに毎年１回、直近の選挙結果や今後の
活動予定をテーマに学習、意見交換を行う研修会
を開催。選管職員を交え、選挙に関する知識・情
報等の共有を図っている。
②話しあい活動
　話しあい活動を常時啓発活動の基盤と位置づ
け、10月の「話しあい強調月間」を中心に、平成
24年度は157件、延べ2,317人が参加した。中には、
自身の檀家である寺に地域の方を集めて話しあい
活動を行っている推進委員もおり、地域住民の政
治意識向上に一定の役割を果たしていると考えて
いる。
③推進委員だよりの発行
　昭和63年の創刊以来、有権者への情報発信を目
的として、推進委員だよりを年２回発行し、町会・
自治会等へ配布している。25年度は創刊50号を
迎えるため、紙面を大幅に刷新し、区民が本区の
選挙の現状を考え、今後の選挙の投票率向上に結
びつくような記事を掲載した記念号を発行した。
④区民まつりへの参加
　毎年10月に行われ40万人が参加する区民まつ
りにブースを出して参加している。参加者に啓発
物品を配布するほか、実際の選挙で使用する投票
記載台で回答してもらう選挙クイズを行うなど、
区民が選挙をより身近に体験できる場を提供して
いる。

携を通して地域や世代を超えた交流を図るととも
に、議会見学（議会ツアー）、議会傍聴（国、自治
体）も行っていく。また、活動を通しての成功体
験や活動規範の作成、理念・目標の明文化などに
より、メンバーのやる気を引き出し、リーダーシッ
プを養っていく。
　メンバー数は、設立当初は約10名であったが、

江東区明るい選挙推進協議会 （東京都）
⑤明るい選挙啓発
ポスターコンクー
ル作品応募依頼
　ポスターコンク
ールを、子どもた
ちに向けた常時啓
発活動の有効な手段として位置づけ、作品応募数
の掘り起しを図っている。24年度から推進委員
が各地域の小・中学校（区内小・中学校全67校
のうち16校）を訪問して作品の応募を依頼する
とともに、町会・自治会の掲示板に募集ポスター
を掲示したところ、これまで応募がなかった学校
からも応募があった。23年度の応募実績は17校
489作品であったが、24年度は29校741作品となり、
前年度比152％であった。さらに25年度は、推進
委員がほぼすべての学校に自主的に出向き、校長
や図工の担当教員等に直接作品応募の依頼を行っ
た結果、応募数が798作品に増え、応募率は47.8
％（全67校中32校）となった。特に小学校にお
いては、過去36年間で最多の応募数を記録した。
⑥選挙出前授業・模擬投票・開票
　未来を担う子どもたちに早い段階から主権者と
しての自覚をもってもらうための「主権者教育」
の重要性が問われている。24年度から区教育委
員会と連携して、区内の小・中学校を対象として、
選挙に関する知識を提供し、実際の選挙器材を使
用して投票・開票を体験してもらう「選挙出前授
業・模擬投票・開票」を実施している。
　特に小学校で行ったデザート選挙は、東京23
区でも新しい取り組みだった。かねてから主権者
教育の必要性を訴えていた推進委員は、当日の投
票管理者・立会人を積極的に引き受け、行事の盛
り上げに尽力した。実施校での評判は上々で、他

新入生歓迎行事での勧誘などにより順調に増え、
28名（25年10月）となっている。投票率の向上に
ついて活動の効果を直接目にすることはなかなか
難しいが、加入者が増加していることから、日常
活動の効果が出て、若者からの一定のニーズに応
えていると考えている。

大学生との意見交換
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　島根大学の政治や行政に関心のある学生有志を
中心に、平成21年に設立された自主活動の学生団
体で、会員は16名。設立のきっかけは、政権交代
が話題となった21年夏の衆院総選挙。「何かでき
ないか」と考えた島根大学有志が集まり、「政策別
アンケート」と呼ぶ出口調査を行った。大きな関
心を集めた総選挙であったが、20代の若者の投票
率は49.45％と、全体よりも20ポイント低かった。
そこで、活動の目的を「若者の政治への関心の向上」
「若者の政治参加の促進を通して少しでも政治を良
くする」とし、「松江市政の通信簿」作りなど、他
に見られない活動を行ってきた。これらの取り組
みは、地元メディアにも大きく取り上げられたほ
か、25年「マニフェスト大賞」優秀賞を受賞した。
①島根大生意識調査
　大学生は政治についてどう考えているのかを探
るため、普段より政治に対する関心が高まると考
えられる選挙前に、島根大生を対象に、「投票する
意志があるか」「期日前投票や不在者投票などの制
度について理解しているか」「住民票を島根に移し
ているか」などについて、アンケート調査を行っ
ている。結果のうち目につくのは、調査対象の約
半数が、最初から投票する意思のないことである。
その理由として「不在者投票制度など、手間をか
けないと投票できず、面倒である」という回答が
大勢を占めた。これは、島根大生の7割を占める
県外出身者の約8割が、松江市に住所を移してい
ないためである。単純に「投票に行こう」と呼び
かけるだけでは効果が上がらないということが分
かる。
②「松江市政の通信簿」作り
　任期満了を25年4月に控えていた松江市長のマ
ニフェスト達成度評価書を作成しようという企画
で、24年7月にスタートした。市政への評価・提
言のほか、松江市民への情報提供、周囲の若者の

政冶への関心の向上を目
的としている。評価は、
マニフェストがさまざま
な分野にわたるため、市
民アンケートや島根大生
対象のアンケートをもと
に5分野に絞り、4つの
評価基準をつくり、100
点満点で行った。
　大学祭での経過報告、
11月の市職員からのヒヤ
リングを経て、12月には市長出席のイベント「一
緒につけちゃおう！松江市政の通信簿～市長のマ
ニフェスト検証大会～」を開催し、市長と直接討
論した。約130名（学生約40名）の来場者から受
けたさまざまな指摘、インターネットの生中継を
見た人の意見等を踏まえ、評価を練り直し、25年
3月に「松江市政の通信簿」として直接市長に提
出し、公表した。検証大会は、島根県および松江
市の明推協と島根大学から後援をもらった。
③政策別アンケート
　国政で３回（21年衆院選、22、25年参院選）、
市政では25年の松江市長選の際に出口調査を実施
した。この調査は「若者自らが出口調査に立つこ
となどを通じて若者の政治への関心を高めること」
「調査結果を現実の政策論議等に反映させること」
を目指している。
　国政選挙では「経済」「社会保障」「外交」「行
財政」などの個別の政策について「どの政党の政
策を支持するのか」を尋ねており、単に支持政党、
投票した候補・政党について問うものではない。
アンケートは、多くの行政学ゼミ生の協力を得て、
松江市内数カ所で行った。
④模擬投票in松徳学院
　25年の参院選直前に、松江市にある松徳学院中

行うことで、若者の視点を取り入れ、今後の活動
の参考にしている。また、同大学の学生と連携し
て街頭自主啓発活動を行い、推進員相互の活性化
を図った。

ポリレンジャー～若者の手で政治をよくし隊！（島根県）

の学校にも評判が広がり、26年度は小学校８校
での実施を予定している。
⑦武蔵野大学との連携
　24年度から受け入れている武蔵野大学のイン
ターンシップ生と地区別研修会の場で意見交換を
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　また、高等看護
学校において「成
人を迎えるにあ
たって、社会性を
身につける」とい
うテーマで出前授
業を実施したほか、政治経済研究グループ「十三
の会」の会員に対して出前トークを実施。「自ら考
え、自ら判断し、自ら行動する主権者を目指して」
と題した講演や選挙についての講演を行った。
③新成人訪問
　毎年１月に、委員と事務局員が短大や大学、専
門学校を訪問し、新しく成人となった若者に対し、
選挙の大切さを訴えるとともに、投票の仕組みな
どについて説明している。受講した学生の代表者
には、投票によって政治に参加し、選挙を棄権し
ないという「満20歳の投票宣誓」をしてもらって
いる。25年度は16校を訪問し、1,432人の若者が
参加した。
④若者と政治や選挙を語る会
　若者の政治への関心を高め、投票率向上につな
げるため、毎年２月に「若者と政治や選挙を語る会」
を開催している。「若者が政治や選挙についてどの
ような考えを持っているのか」「どのようにしたら
投票に結びつくのか」などについて、大学生や短
大生などと委員が意見交換を行っている。参加し
た学生からは「期日前投票を大学でできるように
してほしい」「学校のメールを利用して投票を呼び
かけるシステムがあれば、身近に感じるかも」と
いった意見のほか、「誰に投票したらいいか判断で
きない」「今の若者は現状に満足している」などの
意見もあった。　

３年の社会科授業を３時間提供してもらい、約30
名の生徒を対象に、実際の候補者・政党を題材と
した模擬投票を行った。メンバーが授業の一部（１
時間）を担当し、島根選挙区の各候補者の主張や
参院選の仕組みを説明した。投票は松江市選管か
ら投票箱・記載台を借りて、実物を模した投票用
紙を使用した。事前アンケート調査では「政冶に
関心がある」と回答した生徒は５名だったが、事

後調査では24名と大きく増えた。
⑤マルコの“投票”見聞録
　25年4月の松江市長選を見たドイツ人留学生の
マルコ・ルッツ君（松江東高校）が感じた違和感を
もとに、「日本の選挙」をもう一度見直してみよう、
という企画を実施。「マルコの“投票”見聞録」と
命名。メンバーを含めた学生20名が意見交換を行っ
た。 

鹿児島市明るい選挙推進協議会（鹿児島県）
　昭和37年に発足し、各種団体・機関、話しあい
学習グループ等の代表など、個人の特性を活かし
た委員68名で組織されている。常時啓発活動に取
り組むとともに、選挙時には街頭啓発のほか、委
員が期日前投票立会人、指定施設における不在者
投票の外部立会人を務めている。不在者投票指定
施設での立会人には平成22年から取り組んでおり、
25年参院選においては29人の委員が選定された。
①選挙を考える市民のつどい
　明推協関係者だけではなく、一般市民や将来の
有権者である中学生等が参加して、毎年１回開催
している。投票参加の大切さを学び、政治意識の
向上を図るため、講演やクイズなどを通して、楽
しみながら選挙について考えてもらう機会として
いる。中学生による「明るい選挙啓発作文」優秀作
品の朗読、一般市民から募集した「選挙啓発の標
語・川柳・薩摩狂句」入賞者の表彰および作品の
読み上げを行い、優秀作品と啓発ポスターを会場
に展示している。24年度は、鹿児島大学教授による
「総選挙の結果から予測する今年の日本政治」、市
明推協会長による「自ら考え、自ら判断し、自ら行
動する主権者を目指して」と題する講演を行った。
②出前授業
　24年度から県明推協と共催し、小学校・中学校・
高校で、出前授業や模擬投票を実施している。25
年度は小・中学校それぞれ１校で、選挙講話や模
擬投票、選挙クイズを実施した。参加した児童・生
徒から、「投票用紙に記入するのは初めてで、とて
も楽しかった。大人になっても面倒だと思わずに、
必ず投票に行きたい」「20歳になったら、しっかり
と自分の意志をもって投票に行きたい」などの感
想が寄せられた。

満20歳の投票宣誓

告報 明るい選挙推進優良活動表彰
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で公開討論会を開催した。立候補予定者に事前に
アンケートを依頼し、回答を参加者に配布すると
ともに討論の参考資料とした。討論テーマには「若
者政策」を入れ、若者が自分事として考えられる
点を加えた。また、ネットメディアと連携して開
催情報、当日の生中継、開催レポートを流し、よ
り多くの人に情報を広げることができた。
③FIRST STEP（ファーストステップ）
　25年の参院選ではSNSを活用し、事前に予約し
た投稿が投票日前日の同時刻に一斉に投稿される
投票日一斉告知キャンペーン「FIRST STEP」を
実施した。インターネット選挙運動の解禁にあわ
せて、「気軽に情報を見ることができる」「草の根
的に口コミをつくれる」といったネットの持つ特
性を活かし、選挙に行こうという「空気感」の醸
成を目的とした。企画には4,823人が参加し、リー
チ数は約663万人に達し、当日の投稿へのリツイー
トとシェアを含めると、延べ1,000万人程度が投票
日を告知するメッセージを見ていたことになる。
④20代向け政策説明会
　25年参院選を前に、９政党の政策担当者をゲス
トに迎えて「20代向けの政策説明会」を開催した。
若者の関心が高い「財政」「雇用」「教育」の３分野
に絞って、各党の政策を説明してもらうとともに、
若者からの質問をぶつけた。会場には100人を上

特定非営利活動法人 Youth Create（ユース クリエイト）
　「若者と政治をつなぐ」をテーマに活動している
NPO法人。「子ども・若者」が、国や自分の住んでい
る地域へ主体的に関心を持ち、政治に参加すること、
「子ども・若者」の意見が、政治・行政の議論の場に乗
る状況を目指し、他に見られない独自の活動を実施。
平成24年に設立。代表は原田謙介さんで、20代の学
生や社会人など20名の会員により構成されている。
①Voters Bar（ボーターズバー）
　地方議員と若者がざっくばらんに交流できるイ
ベントを全国で開催。飲食を共にしたり、パネル
ディスカッションを行い、市民（若者）が気軽に
政治に触れる場を提供している。国政より地域の
政治、国会議員より地方議員のほうが身近な存在
であるはずなのに、関心や接点を持つことは少な
い。投票率も、国政に比べて地方選挙のほうがか
なり低い地域が多い。そこで、同じ地域に関わり、
暮らし、活動をしている地方議員と直接交流する
ことで、地方政治に関心を持つきっかけを作るこ
とを目的に開催している。24年11月に第１回を開
催し、25年12月までに全国９カ所で開催した。
　出席者は議員が３～４名、参加者は20名前後で、
50名を超える会場もあった。議員と参加者が双方
向でやり取りし、参加者からは「議員と話して政
治に関心を持った」、議員からは「普段の活動の中
では会えない若者の話がいろいろと聞けて良かっ
た」との感想が寄せられている。
　25年10月には特設サイト（http://votersbar.
net/）を開設し、より多くの人にVoters Barの企
画を知ってもらい、各地で積極的に開催してもら
うことを目指している。
②公開討論会
　24年の東京都知事選、25年の都議選（中野区）

⑤明るい選挙啓発作文、選挙啓発標語等の募集
　将来の有権者である児童・生徒を対象に、啓発
ポスターのほか、明るい選挙に関する作文および
標語を募集している。25年度は、啓発ポスターに
ついては25校181人の応募があった。中学生を対
象とした作文は７校113人、小・中学生が対象の
標語は43校4,018人の応募があった。優秀作品は、
啓発用のメモ帳やカレンダーに掲載するとともに、

選挙時の懸垂幕や看板などに活用している。
　また、市民の政治意識の向上と選挙に対する認
識を深めてもらうために、幅広く一般市民から選
挙啓発標語・川柳・薩摩狂句を募集している。25
年度は、標語が77人122作品、川柳が63人97作品、
薩摩狂句が57人80作品の応募があった。最優秀
作品は市役所敷地内の広告塔に掲載している。
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限に20代・10代の観覧者を入れるとともに、ニコ
ニコ動画などの中継で延べ３万人以上が閲覧した。
⑤企業・団体とのコラボレーション
　「20代向けの政策説明会」は大手ネット企業８社
と共催し、「FIRST STEP」は大手コンビニチェーン
と協力して広報を実施した。また、アメリカ大使館
との共催で、アメリカ大統領選の選挙PR担当者や
若者の政治参加を呼びかける活動家を招いたイベ
ントを２回開催した。その他、ネットニュースサイ
トに定期的に政治に関するコラムを提供（25年７月

は26万件以上のページビュー）するなど、さまざま
な企業や団体、著名人等とコラボレーションするこ
とで、より多様な層へのアプローチを図っている。
　今後は、「若者と政治をつなぐ」企画・機会や場
をもっと作るため、「国政だけでなく地域の政治を
もりあげる」「選挙だけでなく日々の政治と若者の
接点を作り続ける」「様々な組織・団体・個人との
コラボレーションを積極的に行う」を意識し、計
画的に活動していく。
＊事務所は、東京都中野区。

や国会議員が討論することにより、参加した高校
生の政治への関心や、さまざまな人とのつながり
をつくるとともに、高校生の意見を全国に発信し、
全国の高校生や有権者の政治に対する意識を変え
ていくことを目的としている。イベントは年２回
（春と夏）行われ、超党派の議員、各議題のフロン
トランナーを招いている。
　イベントのすべての企画・運営は高校生会員に
よって行われ、参加者である高校生もネットワー
クを通じて募っている。ネットの募集ページはデ
ザインの得意なメンバーが同世代向けに作ってお
り、その効果もあってか応募者は定員100名のと
ころ500名を超えた。26年３月には第４回を開催
した。
②BOKU1HOUSE（ボクイチハウス）
　地域の高校生が、気軽に政冶や社会問題につい
て語れる場を提供するもの。「高校生100人×国会
議員」に参加した高校生の、「もっと気軽に話した
い」という声から誕生した。時間や場所、議題に
縛られることなく、高校生同士が好きな場所で好
きなことを話し合える場を全国に展開している。
東京、函館、長万部、仙台、広島、ニュージーラ

僕らの一歩が日本を変える。
　「政治意識を刺激する」をモットーに、10代を
中心とした若者に向けて啓発活動を行っている自
主的な学生団体。設立は平成24年２月。10代の選
挙権を持たない学生によって組織され、「高校生
100人×国会議員」の開催を中心に活動している。
設立のきっかけは、代表の青木大和さんがアメリ
カ留学で先進的な政治教育を目の当たりにし、日
本の若者の政治関心の低さに危機感を抱いたこと
にある。青木さんは、同年代の若者を巻き込み、
まずは皆が政冶に興味を持つ機会をつくるため、
今までなかったようなイベントを企画し、24年８
月に「高校生100人×国会議員vol. １」を開催した。
　現在の構成員は、首都圏の高校生９人、大学生
７人の16名。この団体の活動に興味があり、熱意
のある生徒、学生をリクルートし、随時運営メン
バーを増やしている。プロジェクトベースで事業
を展開し、プロジェクトリーダーとそのチームメ
ンバーが中心となって事業を運営する。少数精鋭
で進行しており、多くのプロジェクトに携わるこ
とができる、個性のある人材を輩出していくこと
もねらいとしている。
　事業の進行状況の報告は、メンバー全員で行う
月２回のミーティングのほか、週１回オンライン
上でのやりとりで共有し、透明性を高めている。
①高校生100人×国会議員
　団体の活動目標である「10代の政治参加の拡大」
「10代の政治関心の向上」「全国から高校生同士の
交流」を達成するため、日本が抱える喫緊の課題を、
全国の高校生100人と国会議員が議員会館を会場
に議論している。普段接点のない高校生と有識者

告報 明るい選挙推進優良活動表彰
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●優良活動奨励賞

逆瀬川マンション自治会（兵庫県宝塚市）
　自治会員332名のうち、ほぼ半数の161名が61
歳以上と高齢化が進む地域である。平成22年、逆
瀬川マンションに投票所が移転・設置されたこと
を契機に、投票者数や投票率を自治会内で調べた
ところ、自治会が所属する投票区の投票率が思っ
ていた以上に低く、市内でワースト３に入ること
に驚いた。
　そこで自治会は、周辺自治会や他のマンション
管理組合と協力・連携しながら投票率の向上に取
り組むこととし、住民が投票しやすいよう、さま
ざまな工夫を凝らして活動している。
①投票所巡回バスの運行
　投票区の区域は、東西にとても長い上に高低差
も100メートル以上あり、高齢化が進むこの地区
では投票所に出向くことが困難な人が多い。そこ
で22年参院選時に、周辺８つのマンションが資金
を出し合い、投票のための巡回バスを運行するこ
ととした。バスは市のスクールバスを借り、朝９
時から夕方５時まで17往復した。マンション群の
６カ所に乗降場を設け、目印にのぼりを立て、世
話役が案内をした。
　25年参院選時は資金不足のため運行を休止した。
②投票所の運営は地域の責任で
　投票管理者は、投票所所在地である逆瀬川マン
ションの住民の中から責任を持って選出し、投票
立会人については投票区内の10団体（自治会、マ
ンション管理組合）が輪番制で選出している。
③駐車場の設置
　投票区は広い上に高低差もあるため、投票所に

ンドの、イベントスペースや個人の自宅等で、不
定期に開催されている。当団体はブログやSNS等
でネットワークを広げ、より良いコミュニテイが
創造できるよう手助けしている。
③全国一斉模擬選挙
　25年の参院選では、Yahoo! みんなの政治、模
擬選挙推進ネットワーク、Teens Opinionとともに、
10代を対象とする模擬選挙を、東京、横浜、宮城、
名古屋、大阪、福岡の街頭で行った。10代にとっ

行くには自動
車、バイクが不
可欠。しかし、
投票所周辺の道
路は狭隘なた
め、車での往来
と投票所周辺での駐車は、住民にとってとても危
険なものとなっていた。そこで地域で協議し、住
民と投票する人たちの安全確保のために、マンショ
ン住民が使用している駐車場を投票に来る人のた
めの駐車場とすることとし、投票日に空けてもら
うように住民に個別に理解を求めた。
　駐車場の整理や誘導などは、マンション住民が
ボランティアで行っている。
④楽しい投票所づくり
　投票所に来場した子どものお土産として、有志
で作成した手作りの竹とんぼを投票所出口に置い
ている。投票は楽しいと思ってもらうことで、将
来の投票率の向上につながればと考えている。ま
た、投票に来た有権者に対し、投票管理者、投票
立会人から「おはようございます」「ごくろうさま
でした」などと、必ず明るく声がけを行っている。
⑤問題意識の共有
　選挙終了後に反省会を開催し、問題の共有化を
図っている。住民に対しては、回覧板で選挙ごと
の投票率などの結果を知らせている。また、選管
から配布される啓発カレンダー等をマンションの
掲示板に掲出するなど、日頃から住民に対しての
啓発を行っている。

て投票をより身近なものにするため、iPadを使用
してワンタッチで投票できるようにし、4,500票を
集めた。あえて、政治や選挙に興味・関心がなさ
そうな人たちにインタビューすることが、運営側
の刺激にもなった。インタビューを受けた後に、
政党のマニフェストを調べてみようと考え、行動
に移すきっかけになったという声があり、それこ
そが「僕らの一歩」であったと考えている。
＊主たる活動場所は、首都圏。

投票のための巡回バスの運営
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告 明るい選挙推進優良活動表彰

　平成25年に山梨大学、山梨県立大学などの学生
で結成され、現在の会員数は８人。「若者と社会を
つなぐ」をテーマに、若年層の社会への関心を高
める活動を主に甲府市内で行っている。
　結成のきっかけは、同世代の若者たちの社会の
諸課題に対する関心が薄いこと、また選挙の投票
率があまりにも低いことに危機感を抱いたことによ
る。活動を通じて、一人ひとりが、社会の一構成
員としての自覚を持ち、政治や各種の情報などの
リテラシーを身に付け、将来に責任を持てるように
なることを目指している。
①「昼飯Talkニュース」
　毎週水曜日、大学の学食で、昼食を食べながら
参加者が持ち寄った朝刊の見出しやニュースのラ
インナップを眺めながら、参加者の興味や関心の
あるものを中心に意見交換を行っている。
　参加者の募集などは団体のFacebookを通じて
行っており、これまでに30回以上開催し、延べ300
人以上の学生が参加した。各回の模様はFacebook 
や、不定期ながら地元紙にも掲載されている。
　学内のみの活動に終わらせず、学外にも活動の
輪を広げようと、中心街の各所でも展開している。
②「みんなのKataruba」
　月に一度夕方から、県立図書館で、ひとつの社
会問題（テーマなど）を選び、みんなでディスカッ
ション（勉強会）をしている。参加者は事前にテー
マなどに関する資料を読み込んだ上でグループ
ワークなどに臨み、問題点などの共有を図った上で、
講師を交えた議論を行っている。「昼飯Talkニュー

ス」が各課
題の包括的
な関心を喚
起するのに
対し、この
企画は各課
題に対する理解を深め、時間をかけて議論する場
としている。これまで13回実施し、延べ200人以
上の学生が参加した。
③イベントの企画・実施
 ・第47回総選挙時に、「みんなで考える解散総選
挙」と題したイベントを企画し、県内の候補者の
公約を比較したり、「重視したい政策」をテーマに
討論を行った。
 ・県外で活動する若者啓発団体の代表などを招い
て、２月12日に「若者と選挙」をテーマにフォー
ラムを開催した。それぞれの活動内容を発表し、
その後参加者との意見交換を行った。
④選管との連携
　メンバーが甲府市選管に、一緒に啓発をするこ
とができないかと持ちかけたことがきっかけとな
り、市選管と連携して啓発資材（学生の選挙に対
する意見などが掲載されたクリアファイル）を作成、
成人式で配布した。
⑤大学構内への期日前投票所の設置の働きかけ
　松山大学に設置された期日前投票所での20歳代
前半の投票者が、同年代の全体の投票率を向上さ
せたことを受け、メンバーが通う山梨大学にも設置
できないか、甲府市選管や大学当局に働きかけた。

平成26年度

●優良活動賞

Create Future山梨（山梨県）

　明るい選挙推進優良活動表彰は、明るい選挙の推進活動の中から他の模範とするにふさわしい活動を表
彰して、その活動が拡充することを目的としています。平成26年度は、明るい選挙推進協会内に設置した
選考委員会（学識経験者９人で構成）における選考の結果、５団体が優良活動賞に、１団体が優良活動奨
励賞に選ばれ、２月25日に開催された明るい選挙推進協会の代表者会議において表彰式が行われました。
以下、受賞団体の活動概要をご紹介します。

報

昼飯Talkニュース
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　昭和46年に設立。平成17年の市町村合併を機に、
市域全体に活動を広げるため、市内のサークルや
町内会など各種団体から推薦された方で構成して
いる。現在の会員数は57人。従来の啓発物品の配
布などの啓発活動から脱し、26年度から地域で活
躍する「市民の力」を借りて、未来の有権者を対
象とした啓発活動に取り組むこととした。
①明るい選挙啓発ポスター作成の集い
　啓発ポスターの応募数が県下最低クラスとなっ
たことを受け、夏休み期間中に、元中学や高校の先
生、絵画教室の先生、デザイン会社の方を講師に迎
え「明るい選挙啓発ポスター作成の集い」を市内４
会場で開催した。ポスターを描く前には明推協委員
が「どうして政治や選挙が必要か」などの話をした。
　結果、26年度の応募数は、前年度の43点から
110点に増加した。また応募作品を展示することと
し、合併前の旧14市町村（14会場）で実施した。
②明るい選挙啓発標語の募集
　明推協会長の発案により、気軽に応募できる選
挙啓発標語（字数は20字程度）の募集を26年度か
ら始めた。実施に際しては、啓発ポスターの募集
と併せて地域の皆さんに学校を訪問してもらった。
初年度ということで参加校は５校にとどまったが、
175点の力作が寄せられた。応募作品の審査には明

上越市明るい選挙推進協議会 （新潟県）
推協委員も参
加した。
③市内最低投
票区でチラシ
配布
　これまでイ
ベントやショ
ッピングセンターなどで不特定多数の人に対し、
啓発チラシなどを配布していたが、26年度は投票
率が最低の投票区を対象に、当該投票区の住民に
直接訴え、危機感を共有してもらうこととした。手
始めに若い有権者の多い小学校の保護者をターゲ
ットに、投票所となる小学校で開かれた「文化祭」
に出向き、当該投票区の投票率が低いことを示す
表やグラフを掲出した。また４月の統一選や期日前
投票の周知を図るチラシを啓発物品とともに配布
した。
④その他
 ・毎年、明推協委員の研修の一環として、市議会
を傍聴している。
 ・投票率の低下が顕著な若者に対し、市内2大学
の学園祭で啓発活動を行っている。
 ・新成人に対し、20歳のバースディーカードと選
挙啓発冊子を自宅へ郵送している。

また設置に向けて提言書も作成し、大学の理事に
直訴したところ、大学側も設置に向けて前向きに動
き出し、４月の県議選での大学構内への設置が決
まった。
⑥活動する上で工夫している点等
 ・若者の参加を促すため、大学近隣の店などに企
画のポスターの掲示、学内での告知、学食前での

ビラ配りを行っている。
 ・イベントに「学生独自のおもしろい視点」を取り
入れるため、運営メンバー以外の学生にも声をか
け、事前ミーティングに参加してもらっている。
 ・参加できなかった人向けに、イベントの最中に、
写真付きでFacebookに、簡単な途中経過を載せて
いる。また、資料などもあわせて掲載している。

ポスター作成の集い

長岡京市明るい選挙推進協議会青年部会（京都府）
　投票率の低い若年層への啓発について話し合う
中で「若い人の気持ちは若い人にしかわからん」
との委員の発言がきっかけとなり、若年層を明推協
に参画させることとなった。
　市の広報誌やHPを通じて「青年委員」の参加を
呼びかけ、平成24年度に１人、25年度に４人の学
生から応募があった。26年度には青年委員が９人

となったことから、青年委員だけで選挙啓発活動
の企画検討を行う場として「青年部会」を新たに立
上げ、月１～２回の企画会議を行うこととした。政
治やまちづくりへの関心が薄い若年層世代に、どの
ような情報発信を行っていくか、話し合いを重ねな
がら、事業の企画、検討を行い、深化を図ってきた。
その結果、これまでになかった目線での啓発活動が
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京都市右京区学生選挙サポーター（京都府）
　右京区が地域活性化のために、区内の大学と結
んでいる「右京区大学地域に関する連携協定」に
加盟の７大学（京都外国語大学・同短期大学，京
都光華女子大学・同短期大学部，京都嵯峨芸術大学・
同短期大学部，花園大学）と立命館大学の学生に
よって、若年層の投票率向上などを目的に、平成
23年度に設立された。会員数は27人、各選挙での
啓発活動や小学校での出前授業などを行っている。

メッセージを放
映した。先生方
に大人としての
責任について、
また選挙につい
て触れていただ
きながら１分程
度のメッセージ
を話してもら
い、それを青年
部会で撮影し編集作業を行った。
④選挙ＣＭの制作
　自分の投票所を確認してもらうことを狙いとした
「もしも投票所が富士山頂だったら」、選挙権行使
の大切さを考えてもらう「もしも選挙権が売買でき
たら」の２本の選挙CMを制作した。撮影に要す
る小道具の作成、出演、撮影、編集まですべて青
年部会で行った。完成後は、庁内の電子掲示板や
Facebook、動画サイトYoutubeなどに配信するな
ど周知に努めた。
⑤出前授業への協力
 市内の小学６年生を対象に市選管と明推協が行っ
ている出前授業に協力している。講師は、内容ご
とに選管職員と青年委員で担当し、市のマスコット
キャラクターやめいすいくんの着ぐるみを登場させ
るなど、印象に残る授業を目指している。
　最近の授業では、青年委員が候補者役となり、
候補者の公約を聞いてから投票を行う模擬選挙や、
まちづくりゲームを取り入れるなど、アンケートで
の児童の反応を見ながら改良を重ねている。直近
では３月13日に実施し、模擬投票のほか、選挙ク
イズも行った。

CM撮影風景

提案され、新たな事業が実現した。
　26年度在籍の青年委員の大半が大学４年生で
あったため、次年度以降の人材確保に努めてきた
が、新たに数名が加わることとなり、心機一転、各
種の事業に取り組むこととしている。
①Facebookページの開設
　青年部会で最初に検討したのは、情報の発信方
法であった。これまでの啓発活動について「例え
ば単発的な街頭での啓発活動のみでは、こちらか
らのメッセージのすべては伝わらない」ことを問題
点とし、これを踏まえて街頭啓発を「選挙につい
て興味を持ってもらうためのきっかけづくり」と新
たに位置づけた。街頭啓発で選挙について興味や
関心を持ってくれた人に検索してもらう仕組みづく
りと、検索したことによって知りたかった情報が得
られるようなコンテンツづくりが必要と考えた。そ
こで20歳代に向けての情報発信手段として
Facebookを開設した。
　Facebookページでは、これまでの活動内容のす
べてを掲載するとともに、各種の啓発事業とも連
携し、検索した人の興味の受け皿となること、また
情報が拡散することによる二次的な啓発効果を得
ることも目指して、運営を行っている。
②メッセージボード撮影企画
　Facebookのコンテンツとして、「こんなすてきな
長岡京市にしたい」をテーマに、用意しためいす
いくん型のボードに自由にメッセージを書いてもら
い、それを写真に撮影し、掲載した。これまでに
延べ43人の協力を得、1,900人以上の閲覧があった。
③恩師からのビデオメッセージ
　成人式会場で、パンフレットの配布やアンケート
などを行っていたが、なかなか耳を傾けてもらえな
いので、26年度は中学生時代の先生からのビデオ

①選挙出前授業
　小学６年生を対象に、選挙啓発出前授業をサポー
ター主導で実施している。本年も２月９日、10日、
18日及び20日と、区内の４つの小学校で実施した。
小学６年生を対象としているのは選挙について学
習している学年であることに加え、保護者の大半
が投票率の特に低い20歳代後半～ 30歳代である
点に着目したからである
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　授業内容はサ
ポーターが考
え、児童が選挙
に興味・関心が
持てるよう、ま
たわかりやすく
考えられるよう
「選挙劇」とし
ており、劇の途
中に投票手順な

どの解説を含めた模擬投票を行っている。選挙が
身近なものであることを意識させ、候補者をどう選
ぶべきかについても考えさせる内容としている。
　開票後にはサポーターも交えたグループワーク
を行い、児童からの質問に答えるなど交流を図っ
ている。最後に、選挙にとって大事な３つのこと、「選
挙に行く」「候補者のことをきちんと知って投票す
る」「人の意見に流されない、自分の意見を持つ」
を紹介するとともに、児童の親世代があまり選挙に
行かない世代であることをグラフで視覚的に伝え、
「今回学んだことを親に話してほしい」という内容
で締めくくっている。　
　児童から「難しいイメージが変わった」「選挙に

行こうと思った」などの感想を得ている。一方、教
師側からは、生徒が選挙への興味を持つきっかけ
となったが、専門的な知識や劇の内容をもっと現実
的なものにすべきとの意見もいただいている。これ
らの意見を参考に、改善に取り組むこととしている。 
②イベントでの模擬投票
　26年度は区民ふれあいフェスティバルにおいて、
「どのブースの料理が最もおいしいか」をテーマに
した「ご当地B級グルメ模擬投票」を実際の選挙
器具を用い行った。また、サポーターが考案した
右京区のご当地めいすいくんを選ぶ模擬投票も併
せて行い、多くの参加を得た。結果発表の司会や
模擬投票の意義の紹介はサポーターが行った。
③山間部小規模施設視察
　17年に右京区と合併した京北は、高齢者が多く、
投票所まで非常に遠い家屋もある地域でありなが
ら、投票率は他の地域よりも高いことに疑問を持ち、
同地域の投票所３カ所への視察を行った。同地域
の方々に話を伺い、投票日には近所の人同士が声
をかけ合って投票所へ行く、冬は雪が多く積もる
ため、交通手段である車の通行のために道中を雪
かきするなど、地域住民相互の努力が投票率に結
びついていることを学んだ。

告報 明るい選挙推進優良活動表彰

選挙出前授業

広島県明るい選挙推進協議会
　昭和35年に設立され、関係団体の代表者および
学識経験者などで構成されている。現在の会員数
は74人。
①実践委員制度
　昭和39年から県明推協に特定の地区（市町単位）
を担当する実践委員制度を設けている。現在31人
の実践委員が地区内の市区町明推協を訪問し、組
織体制の確立や効果的な事業運営に対する指導・助
言、各種団体との連携への支援を行うとともに、話
し合い活動などの講師、助言者も務めている。こう
した実践委員の活動を支援するため、毎年２～３回
実践委員相互の情報交換を図るとともに、選挙制度
などの改正状況などを周知する会を設けている。
②選挙出前講座の実施、校種に応じたテキストの
作成
　平成19年度に小学校１校、中学校２校で選挙出
前講座を実施し、以来、毎年度５～16件実施して
いる。22年度には、県明推協と県選管の協働により、

小学校版および中学校版の選挙出前講座テキスト
を作成し、市町明推協（選管）などに配布した。
これをうけ、23年度からは，市町明推協（選管）・
実践委員においても、選挙出前講座が実施される
ようになった。25年度までの累計で、県主体で39件、
市町明推協（選管）・実践委員主体で24件、合計
63件の選挙出前講座を実施している。
　25年６月の「憲法改正国民投票法」の改正をうけ、
高校用の出前講座テキストを、明推協会長や実践
委員（元校長、出前講座経験者）などを中心に作
成した。さらに、図表を中心とした概要版も作成し、
スライドを使った解説が可能となった。これにより、
小学校から高校までの校種に応じたテキストが完
成した。
③明るい選挙推進月間における重点的な啓発活動
　10月14日が「トーヒョー」と読めることから、
この日を含む10月を「明るい選挙推進月間」と定め、
毎年、重点的に啓発活動を行っている。
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●優良活動奨励賞

新発田市明るい選挙推進協議会（新潟県）
　昭和36年に発足。平成６年10月に、さらに活発
な活動の展開を図るため、総務・啓発・広報・研
修の４部会を設けた。現在、この運動に賛同して
いただいた方30人で構成されていて、あて職の推
進員はいない。
①明るい選挙推進「市民書初大会」
　成人、高校生、中学生、小学生高学年、小学生
低学年および園児などの６部門を設け、毎年度実
施しており、26年度で40回目を迎えた。書初めの
課題や募集要項の決定および入選作品の審査は、
啓発部会正副部会長や地元の書家、選管委員が
行っている。
　一時応募作品が減少したが、明推協会長などが
学校に直接出向いて依頼したことにより、近年は
1,000点以上の応募となっている。入選作品などの
展示会の準備などは啓発部会で実施し、例年約600
人が来場している。
②成人おめでとうカードの送付
　選挙人名簿に登録された新有権者全員に、「20歳
を迎えた方へ、あなたの１票を大切に」のメッセー
ジが書かれた「成人おめでとうカード」と「新発田
市の紹介や生まれた頃の出来事を掲載したチラシ」
を送付している。25年度は、1,014人に送付した。
③明るい選挙推進だよりの発行
　７年に創刊以降、毎年度発行し、市内全世帯に
配布するとともに、市のHPへも掲載している。紙
面には「年代別」「投票所別」の投票率や選挙制度

などの解説を掲載す
るとともに、明推協
の活動内容も紹介し
ている。レイアウト、
掲載記事および写真
選定の検討などは、
広報部会で行ってい
る。
④研修会
　研修部会が中心となり内容などを固めている。
これまでに時事講演会や先進地視察などを実施し
てきた。25年度からは、選挙に関する理解を深め
るため、選管委員長と事務局職員が講師となり、
「選挙制度」や「インターネット選挙運動」などに
ついて、26年度は「三ない運動」についての講演
を実施した。
⑤若者への啓発活動
　大学学園祭の会場において、明推協ののぼり旗
を設置し、研修部会と啓発部会の推進員がハッピ
を着て、若者向け啓発冊子や選挙制度（期日前投
票・不在者投票）などのチラシを配布し、選挙参
加の呼びかけを行っている。
⑥議会傍聴
　市政・県政への関心を深め、議員の活動を知る
ため、毎年実施。25年度は新発田市議会９月定例
会と新潟県議会12月定例会の本会議を傍聴した。
延べ38人が参加した。

　県内の大学生との
意見交換で、若年層
の選挙や投票への関
心が低い原因とし
て、「自分が１票を
投じても世の中は変
わらい」という意見
が多く出された。そ
のため啓発活動では

「参加型の啓発」をキーワードに、自らの行動で社
会の変化を実感でき、選挙の行動（投票）につな
がる活動を目指している。これを踏まえ、25年度

に行われた知事選時の啓発では、県内13市町に在
住の方々が参加した「ご当地ダンス」を展開した。
また「ご当地ダンス総選挙」としてイベント会場で
模擬投票も行い、来場者に知事選をPRした。26年
度は４月の統一選用のキャッチコピーを、当該推進
月間を募集期間として行った。最優秀賞作品は、
臨時啓発用のポスターやテレビCMなど様々な選
挙啓発事業に活用することとしている。
④その他
　選挙時は、県明推協委員、実践委員、選管事務
局職員が、投票参加を呼びかける街頭啓発を行っ
ている。

書初大会審査

ご当地ダンス
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告 明るい選挙推進優良活動表彰

　昭和32年に設立され、現在、協議会委員24人、
推進委員105人で活動している。区内10地区ごと
に1～ 2人の協議会委員、 6～ 14人の推進委員を
配置し、地区単位で活動している。協議会には啓発・
研修・広報の各専門委員会が設置され、それぞれ
の分野での推進委員の活動について企画立案を
担っている。
①「地域センターまつり」「ふれあいフェスタ」
　会場等での啓発活動
　各地区で行われる「地域センターまつり」会場
に「明るい選挙推進コーナー」を設け、選挙クイ
ズや親子スタンプラリー、選挙に関するアンケート
などを行っている。また、毎年10月に開催される
区最大のイベント「ふれあいフェスタ」では、「め
いすいくんジャンケン大会」や平成26年度からは
大学生グループとともに「新宿区ゆるキャラ総選
挙」「区立公園人気投票」などの模擬投票ブースも
出展している。
②小学6年生向け出前授業・模擬投票
　25年度から小学6年生向けに出前授業・模擬投
票を行っており、推進委員が模擬投票の投票管理
者・投票立会人として参加し、区内大学の学生が
講師や模擬投票の候補者役を担っている。
　小学校の評議員などを務める推進委員を通じた
周知が功を奏し、27年度は前年度の4校から10校
に拡大した。
③地区別懇談会の開催
　協議会委員・推進委員と選挙管理委員会が話し
合う場として、24年度から各地区において地区別

懇談会を毎
年開催して
いる。地域
で啓発をす
るに当たっ
て の 問 題
点、投票所運営のあり方、地域センターまつりの出
展内容について話し合っている。
④成人式会場での啓発
　「新成人立会人募集コーナー」を設け、選挙時の
投票立会人の募集を行っている。毎年20～ 40人
の応募があり、立会人を務めている。その他に、「お
楽しみくじ引き」「新成人モデル募集コーナー」の
ブースを設けている。
⑤区議会傍聴
　地域の政治を知ることを目的に、26年度から推
進委員研修の一環として、年4回の定例会の傍聴
を実施している。
⑥その他
　年2回発行の広報誌「選挙季報」の発行、他団
体（27年度は練馬区明推協）との情報交換・相互
交流などを行っている。
＜受賞の感想、今後の活動予定など＞
　「永年の地道な活動が評価され、大変うれしい。
今後も、推進委員全員で切磋琢磨し、困難に遭遇
したら知恵を出し、勇気をもって行動する。時代の
変化、地域の特性などに応じた活動を着実に進め、
現在推進中の事業の深化と充実を図る。」（会長：
神山 清英）

平成27年度

●優良活動賞

新宿区明るい選挙推進協議会（東京都）

　明るい選挙推進優良活動表彰は、明るい選挙の推進活動の中から他の模範とするにふさわしい活動を表
彰して、その活動が拡充することを目的としています。平成27年度は、明るい選挙推進協会内に設置した
選考委員会（学識経験者９人で構成）における選考の結果、７団体が優良活動賞に選ばれ、３月９日に開
催された明るい選挙推進協会の代表者会議において表彰式が行われました。以下、受賞団体の活動概要を
ご紹介します。

報

地域センターまつりでの啓発活動
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　昭和49年に設立され、現在50人の会員で活動し
ている。選管委員・補充員など11人で構成する協
議会が策定した事業計画に基づき、実質的な活動
を担っている。推進委員は3つの部会（啓発・広報・
研修）のいずれかに所属している。
①小学校での模擬投票授業
　小学生に選挙をわかりやすく理解してもらうため
の模擬投票授業を、事務局作成のオリジナルシナ
リオにより26年度に1校3クラスで実施した。模擬
投票は「いかにして給食の食べ残しを学校全体で
減らしていくか」をテーマに、候補者役は推進委
員が担い、必勝ハチマキ・候補者タスキ・ノボリ
を立て、主張を訴えた。児童からは「楽しかった」「時
間が短かった」などの感想があり、教職員からも
好評価を得た
　その後、小中学校校長会での説明の時間をいた
だき、推進委員会の会長・副会長が候補者役に扮
して授業実施拡大のPRを行った。その結果、27年
度は小学校5校から依頼があり、候補者役を推進
委員全体で割り振ることとなった。学校公開日での
実施を要望する学校もあり、親子一緒に模擬投票
を体験できる機会となった。
②中学校での啓発活動
　推進委員がポスターコンクールの案内を依頼す
る際に、生徒会選挙での選挙資器材の活用などを
勧めている。その成果もあって現在、中学校9校の
うち6校に貸し出している。また、生徒会選挙にあ

多摩市明るい選挙推進委員会（東京都）
わせて行ってい
る選管職員によ
る選挙講話が、
26 年 度 は 1校
だったが、27年
度は推進委員の
声かけもあり計4校となった。
③高校での出前授業
　翌年に選挙権を持つことになる2年生8クラス
320人を対象に、東京都選管の協力を得て、市内都
立高校で実施した。都内2校目の実施ということで
関心が高く、マスコミや多摩市議会議員・近隣市
の選管職員など多くの視察者が集まった。
④大学生との意見交換
　27年4月の統一選の際には、推進委員の提案に
より、投・開票事務に従事する大学生を募集した。
後日、選挙事務に従事した大学生と意見交換会を
行い、選挙事務は学生にとって選挙の厳正、厳格
さを学ぶ機会となったことを確認したことで、全投
票区に大学生を配置できるよう事務局に申し入れ
た。
＜受賞の感想、今後の活動予定など＞
　「活動が評価されたことは、推進委員の励みにな
る。出前授業などを多くの小学校に拡大し、中学
校の生徒会役員選挙に参加するなど、主権者教育
に取り組んでいく。そのための体制づくりと委員会
のまとまりを図っていく。」（前委員長：橋本 喜美江）

模擬投票での候補者役の推進委員

Vote at Chuo!!
　東京都八王子市に本部のある中央大学のキャン
パス内に投票所を設置することを目標に平成27年
に設立された。1年生から4年生22人の学生が活動
している。その後、選管から立地の問題により投
票所の設置は難しいとの回答があって以降、新た
に「中央大学の学生3万人が当たり前に考え、投票
に行く文化を創る」を目標に、種々の活動に取り組
んでいる。メンバーは、企画局、広報局、選挙運
営局のいずれかに所属している。
①街頭啓発
　第18回統一地方選時、八王子市明推協と一緒に
JR八王子駅などで啓発物資を配布しながら投票参

加を呼びかけた。ま
た中大生に対しても
独自の手法を用いな
がらSNSなどを通じ
て投票参加を呼びか
けた。
②1000人アンケート
　の実施
　中大生を対象に、統一選で投票に行かなかった
理由、不在者投票制度の認知度、一人暮らしの学
生の住民票の異動などについてアンケート調査を
行った。

1000人アンケートの実施

告報 明るい選挙推進優良活動表彰
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　その後、市内の中学校
1校から「ぜひ出前授業を
受けたい」と依頼があり、
2時限の時間が提供され
た。準備の段階から同校
の協力を得て、投票所入
場整理券や選挙公報の作成・配布を行った。また各
クラスにおいては、担当教諭から模擬選挙の意義
などを説明し、併せて選挙公報を配付して、政策を
読み込むように生徒たちに指導をしていただいた。
④模擬選挙当日
　事前に配布した選挙公報と、候補者が主張する
演説を聞いて、自分で判断し、自らの考えで投票
すること、また投票用紙には候補者1人の名前を書
くこと、投票用紙は持ち帰ってはいけないことなど
の諸注意を説明した。
　投票後の開被作業や計数作業も生徒が体験、そ
の後、選挙会で選挙長（選管委員長）が各候補者
の得票を発表、当選人の決定、といった一連の流
れを見てもらった。
　実施後に行った生徒へのアンケートの結果では、
「ためになった」（89％）、「政治や選挙に対する関心
が高まった」（73％）との回答を得た。この結果をう
けて、27年度は中学校5校で実施することができた。

鎌倉市明るい選挙推進協議会（神奈川県）
　昭和37年に設立され、62人の会員で活動してい
る。
＜中学校3年生向け出前授業「架空の村長選挙」＞
　平成27年2月、初めての試みである出前授業「模
擬選挙」を中学3年生に向けて行った。テーマは「架
空の村長選挙」。協議会の会員が候補者役を担い、
生徒の前で政策を掲げ演説を行った。また、投票
管理者や投票立会人も会員が担った。2時限の時間
内に投票、開票、選挙会、当選証書の付与までを
本番同様に実施した。
①実施経緯
　選挙権年齢を18歳に引き下げる動きが見受けら
れた頃から、若年世代に対する常時啓発を実施す
る考えが協議会内で盛り上がり、何度も話し合っ
た。要領がつかめない中、「より現実に近い形での
模擬選挙を行う」ことで決定した。対象は3年後に
有権者となる中学校3年生とした。
②校長会向け企画書の作成
　「考えを持って投票する」ことを目的とし、模擬
選挙のテーマを「架空の村長選挙」とした。村長
候補者2人が、スポーツ・文化で村おこしの政策を
掲げ、どちらの政策がよいか、考えて投票してもら
う、という内容で企画書を作成、校長会に提出した。
③実施に向けて

ものにするためのアイデアを募るワークショップも
実施した。
④その他
　メンバー自身の勉強のため、18歳選挙権が可決
された27年6月の参議院本会議を傍聴、また他団
体主催のイベントに参加したり、八王子市選管・
明推協との合同勉強会なども行ってきた。今後は
高校生・大学生を対象とした主権者教育授業を行
いたいと考えており、他の若者啓発グループが行
う主権者教育授業を見学し、自分たちの教育プロ
グラム作成の際の基盤づくりに役立てている。
＜受賞の感想、今後の活動予定など＞
　「団体設立から約1年、自分たちの取り組みが評
価され大変うれしい。学生から『選挙や政治に関わ
る活動=真面目で面白くない』とのイメージを持た
れないよう、常に楽しさ・面白さ・ワクワク感を感じ
られる団体でありたい。新メンバーとともに、新し
い取り組みに挑戦していきたい。」（代表：古野 香織）

出
前
授
業
で
の
選
挙
会
の
様
子

　ツイッターやフェイスブックを活用してアンケー
トへの参加を呼びかけたり、学食などの学生に直
接依頼し、1000人から回答を得た。アンケート結果
から、投票に行かなかった理由として「（投票に）
行く暇がなかったから」と「住民票を移していない」
が大部分を占めた。また、八王子市内で一人暮らし
をしている中大生のうち、78％が住所を移していな
いことが判明したので、新入生に向けた「住民票
移行に関するパンフレット」を作成・配布するなど、
住民票移行の推進活動をしていく予定である。
③学園祭での啓発
　学生に投票を身近に感じてもらうことを目的に、
「Mr&Miss中央コンテスト（ミスコン）」とコラボ
した「ミスコン模擬投票企画」を実施。候補者に
見立てたコンテスト参加者のポスターを作成し、選
管から投票器材を借り、本番同様の投票を体験し
てもらった。また教室の1室を使って、不在者投票
制度に関するクイズ、若者の政治参画をより身近な
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＜受賞の感想、今後の活動予定など＞
　「賞状、目録を受納し、琴線が変幻しないよう祈り
続けた心地であった。今後も、会員が一体となり地

域社会に貢献し、投票率向上のための啓発運動を行
っていく。新会員の勧誘にも力を入れ、市選管事務
局とは協働して活動を続けていく。」（会長：東 末則）

告報 明るい選挙推進優良活動表彰

金沢大学法学類投票行動論研究室

　第18回統一地方選挙において、大学所在地であ
る岐阜県瑞穂市の投票率を上げ、県下の若者の選
挙に対する意識を向上させることを目的として発足
した。会員は、朝日大学法学部の教員1人と学生
22人で活動している。
①朝日大学卒業記念パーティーで模擬投票
　卒業生を対象に、選挙権年齢を18歳に引き下げ
ることの是非を問う模擬投票を実施した。投票し
た卒業生からは、「今後も卒業記念パーティーで定
例行事として実施してほしい」との意見が多数出
されたため、28年3月も実施した。
②第18回統一地選での取り組み
 ・岐阜県選管の選挙啓発用テレビCMの作成に、
県内関市の大学生などのプロジェクトメンバーとと
もに参画した。学生同士でアイデアを出し合い、
CM内容を考え、作成した。
 ・HPを立ち上げ、候補者の動向を順次、アップし
ていった。
 ・候補者の事務所開きの際には、学生たちが分散
し、第一声やその様子を肌で感じ、その後、意見
交換会を行った。
 ・上記選挙啓発用テレビCMのほか、独自に啓発
動画2本を作成した。動画は若者が頻繁に視聴す
る動画サイトに掲載した。
 ・新学期のガイダンスで3年生・4年生を対象に、オ
リジナル・マンガ入りのチラシを作成し、投票の呼
びかけを行った。

 ・瑞穂市長選挙
の際には、候補
者に対し、学生
の視点から作成
した政策提案を
要望した。当選
した現市長が、
政策提案をどの
程度、実行して
いるかを、1年を目処に検証することとしている。
③投票率
　瑞穂市選挙区においては、前半戦の県議会議員
選挙、後半戦の瑞穂市長選挙のいずれも、前回を
上回る投票率となった。住民からは「大学生が積
極的に活動することにより、各世代において刺激
があったのでは」とのコメントがあった。
④その他
　中学校教諭が実施する主権者教育に対し、プロジ
ェクトメンバーの学生が授業展開に協力するなど、
主権者教育に力を入れた取り組みを行っている。
＜受賞の感想、今後の活動予定など＞
　「どうすれば同世代の心を動かすことができるか
を考えて活動してきた。それが評価され、うれしい。
今後も、若者の投票率の向上を目指し、市議選の候
補者との討論会、動画やSNSでの啓発活動など、若
者の目に止まる活動を続けていく。」（学生代表：幸
地 啓太）

卒業記念パーティで模擬投票

　金沢大学は、石川県金沢市にある。平成24年度
から、金沢市選管と連携して若年層の投票率向上
策についての研究や実践を行ってきたことをきっか
けに、研究室の所属学生が、学習した選挙の仕組
み、有権者の意識や投票行動についての知見を生
かして、おもに若年層を対象とする選挙啓発活動
を行っている。投票行動論ゼミ生全員（大学3～ 4
年生9人、大学院生1人）で活動している。
①金沢市選管との連携

 ・中学・高校生に
選挙に関心を持っ
てもらうための選
挙啓発リーフレッ
ト「くらしと選挙」
を学生が編集し、
金沢市選管から発行し、市内の中学校に配布した。
このリーフレットを用いて、市立中学校の3年生36
人、また金沢工業高等専門学校の3年生103人を対

朝日大学「こぞって投票にいこまいプロジェクト」

中学校での出前授業



26

NPO法人 NEXT CONEXION
　シティズンップ教育を通して人々の交流を促進
し、それを人々の社会参加や地域活性化につなげ、
より良い社会の形成に寄与することを目的に、平成
24年に愛媛県松山市に設立（26年NPO法人化）。
弁護士、愛媛大講師、学生など17人で活動してい
る。
①civic-10歳からのシティズンシップ教育
　子どもたちの自主性・協調性・想像力を育むこ
とを目的に、世の中の仕組みに関心を持たせ、世
の中への参画意識を育てる教育プログラム。具体
には「もしも自分の町で震災が起こったら何ができ
るか」をテーマに、震災マップを作成したり、街
づくりボードゲームを使用して「理想の街」を考え
るなどで、これまでの5年間で30回以上実施し、
のべ400人の児童生徒が参加した。
②高校での共同プログラム
　松山市の私立聖カタリナ女子高等学校と共同で、
高校3年生を対象にシティズンシップ教育を実施し
ている。週に2回の政治経済の時間を使い、ワーク
ショップ形式の授業と、教科書を使った授業を実
施している。ワークショップ形式のテーマは「18歳
選挙権を基に、子どもはいつから大人になるのか」
や「大きな政府、小さな政府」などで、市選管を
ゲストに模擬投票なども行っている。
③Voters Barの実施
　NPO法人YouthCreateの協力のもと、若者が政

治家と気軽
に語り合う
Voters Bar
を実施して
いる。ゲス
トとして、愛媛県議・松山市議などの地方議員が
参加した。参加者は中学生から社会人までと幅広
く、世代間交流の場ともなっている。
④松山市選管への協力
　松山市選管とは選挙啓発活動において協力関係
にあり、27年の愛媛県知事・松山市長同日選挙の
際に、子どもたちが中心となった選挙啓発活動を
実施した。また子どもたちと一緒に投票所へ行く
ツアーも実施した。
⑤E-NEXT-高校・大学生の学びあいの場
　高校・大学生を中心とした、シティズンシップ教
育に関する学びあいプログラムを実施している。自
分という「個人」から世の中を考える、をテーマ
に、実際に社会で活躍されている社会人の方を招
き、意見交換などを行っている。
＜受賞の感想、今後の活動予定など＞
　「とりわけ教育面が評価されたことがうれしい。
リーダーとして、自らの価値観、信念、関心を強く
持つと同時に、『下から目線』の姿勢を大切にして
いく。今後は、従来の活動により厚みを持たせた
い。」（代表：越智 大貴）

震災マップの紹介

象に、市選管と共催で選挙に関する出前授業と模
擬投票を行った（26年度、27年度実施）。大学生
中心の出前授業は県内では初めてであり、地元メ
ディアで大きく報道された。
 ・市長選挙、県議選および市議選に際して、投票
を呼びかける選挙啓発動画を、撮影・編集から配役
まですべて学生で行い、作成した。動画は、街頭
大型ビジョンおよび選管ホームページで放映した。
 ・市選管・明推協とともに街頭啓発に参加して投
票を呼びかけたり、投票日には数カ所の投票所で
学生が事務従事者を務めた。
②インターンシップの経験
　金沢大学出身の県議会議員の協力により、学生
が、議員の視察への同行などを内容とする5日間の
議員インターンシップを、また市選管で選挙事務や
選挙啓発関連業務に従事する選管インターンシップ

を経験した。いずれも「常時啓発事業のあり方等
研究会」の最終報告の提言を受けて試行した。
③アンケート調査の実施
　若年層の低投票率の原因を探り有効な投票率向
上策を模索するため、市内の有権者2,000人と石川
県内の大学生359人を対象に、アンケート調査を実
施した。その結果を分析し、可能な限り政治や選挙
の実際の中身について触れることと、政治や選挙
と自分の生活がつながっていることを意識させるこ
とに留意した啓発活動を展開している。
＜受賞の感想、今後の活動予定など＞
　「自分たちが好きで楽しくやっていた活動が、多
くの人の役に立ったと評価され、うれしい一方で
驚きもある。今後は、石川県初の「選挙サポーター」
発足に着手し、活動範囲を能登にも拡大し、参院
選への啓発活動に取り組んでいく。」（堀田 一成）

※各団体の参加人数は28年3月現在のものです。
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TCUE投票ファクトリー
　平成25年参院選に際し、若者の働きかけによる
地域の投票率向上を目的として、群馬県高崎市に
ある高崎経済大学の増田正教授のゼミナールの学
生が中心となり設立された。企画から運営までを
学生が担い、主に若者の投票率向上を目指す活動
を行っている。会員は同大学の学生35人。
①若者向け投票啓発チラシの作成と配布
　26年衆院選等の国政選挙や27年高崎市長選で、
若者に向けた投票啓発チラシを作成した。難しい
表現を避け、必要最低限の情報を盛り込み、投票方
法を描いた 4コマ漫画を加えて視覚に訴えるよう
にした。チラシは大学構内や高崎駅前で配布した。
②候補者へのインタビューと内容の公開
　27年市長選と28年参院選では、若者が政治を考
えるきっかけづくりのために、候補者へのインタ
ビューを行った。市長選ではすべての候補者に立
候補理由や政策についてインタビューを行い、撮
影した内容をYouTubeに投稿した。参院選では、
候補者に立候補理由や人柄を中心としたインタ
ビューを行い、その内容をまとめSNS上に公開した。
③小学校、大学での模擬投票
　27年から市青年会議所と協力して、児童に選挙
を考えてもらうため、市内小学校で模擬投票を
行っている。TCUEは当日の司会・講師と候補者

役を担当し、27年
は 3校、28年は 4
校で実施した。
　また、大学の学
園祭に合わせて、
架空の市長選の模
擬投票を実施（ゼミとして22年から、25年からは
TCUEが）。メンバーが選挙公報を作成し、模擬
投票では当選者の確定まで行った。 5回の模擬投
票で計1,629票が集まり、校外の人も多く投票し
た。選挙機材は、高崎市選管から提供を受けた。
④高校生と意見交換会
　28年に、群馬県高校生会議と共同で意見交換会
を実施した。班ごとに分かれ、理想の主権者教育
について話し合った。参加した10代から80代まで
の様々な世代の視点から鋭い意見が数多く出さ
れ、それをまとめ全体で発表会を行った。
＜受賞の感想、今後の活動予定等＞
　群馬県での活動が評価され、うれしく思う。大
学生であるため継続した活動が課題だが、代表を
世代交代させるなど若返りを図っている。また、
外部の大学や団体からもメンバーを募集し活動の
輪を広げていくなどして、今後も地元群馬の政治
意識と投票率の向上を目指していく。

早大模擬選挙班
　東京にある早稲田大学文学部教育学コースの平
成25年度ゼミ活動の中で、政治や選挙に関心のあ

る学生 7人が、模擬選挙を通じた政治教育・主権
者教育の可能性、若者の政治参加を目指すための

優良活動賞

候補者にインタビュー

告 明るい選挙推進優良活動表彰
平成28年度

　明るい選挙推進優良活動表彰は、明るい選挙の推進活動の中から他の模範とするにふさわしい活動を
行っている団体を表彰して、その活動が拡充することを目的としています。明るい選挙推進協会内に設置
した選考委員会（学識経験者 9人で構成）における選考の結果、平成28年度は 8団体が優良活動賞に、1
団体が奨励賞に選ばれ、2月27日に開催された当協会代表者会議において表彰が行われました。受賞団体
の活動概要をご紹介します。

報
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告告報 明るい選挙推進優良活動表彰

研究と実践の取り組みをスタートさせた。活動を
通じて新宿区選管との関係が深まり、選挙や政治
について若者である学生が考え続けることの大切
さを確信し発信したいと考え、26年度以降はゼミ
の枠を越え、教育学コース公認の「自主ゼミ」と
して活動を続けている。現在の会員は 5人。
①大学内での講演会・模擬選挙の企画・実施
　講演は18歳選挙権の議論に精通している学者に
お願いし、多くの視座から若者の政治参加を考え
る有意義なものであった。現在の企画や実践を進
める際にも、この視点を活かした活動を行っている。
　模擬選挙は26年衆院選時に実施し、各党のポス
ターやマニフェスト、web上のボートマッチサー
ビスが閲覧可能な環境を整備し、情報収集も行え
るようにした。当日は班員が投票所に常駐し、投
票に訪れた学生と交流を持つことを心がけた。選
挙機材は、新宿区選管から提供を受けた。
②小学校での出前授業の実施
　25年度以降、新宿区選管と連携して新宿区内の
小学 6年生を対象に出前授業を実施している。当
初は 1校の実施であったが、26年度は 4校、27年度
は 6校、28年度は 6校が実施予定でさらに増える
見込みである。出前授業では「子どもたちと一緒
に考える」姿勢を大切にし、一方的な講義ではな

く、児童中心の内
容としている。
　授業は、講義形
式と模擬投票・開
票の 2部構成。前
半は、政治のしく
み、投票率、投票
権の歴史、選挙 3
原則等について、
発問や具体例を交えて、児童が理解しやすい内容
で学生が講義を行っている。模擬投票のテーマは、
小学校最後の給食や卒業アルバムの題名のほか、
総合的な学習と連携して「地域の街づくり」を扱
うなど、学校側と相談して決めている。実際の投
票箱等を使い、投票管理者・投票立会人に明推協
委員の協力を得るなど、投票のリアリティを高め
ている。開票作業には児童も参加している。
　28年度は都立高校での選挙前オリエンテーショ
ンに参加した。
＜受賞の感想、今後の活動予定等＞
　大変光栄に思う。自らも周囲の方々と一緒に学
び成長するという団体なので、これからもその姿
勢を崩さず、自分たちの視点、自分たちにしかで
きないアプローチを見出していきたい。

岐阜県若者の選挙意識を高める会
　平成27年統一地方選時に、岐阜市にある岐阜大
学を拠点に投票率向上を目指し、社会科教員を目
指す学科メンバー23人で発足した。
①投票啓発活動
　28年参院選では、大学内で、自作のビラ、投票
情報を掲載した汗拭きシート等を配布した。この
啓発活動は、岐阜市選管と協働で、ビラのキャッ
チフレーズや写真も工夫して作り上げた。参院選
では大学校内に期日前投票所が設置されたため、
同じ大学生への投票の呼びかけを行った。
②政策分析
　参院選時には岐阜選挙区の 3人の候補者の政策
分析を行った。各候補者の選挙事務所を訪ねて、
事務所スタッフから話を聞き、資料を受領した。
これらの資料をもとに経済、社会保障、安全保障、

子育て等の項目ご
とに各候補者の公
約の違いなどを分
析した。分析を行
うことで、実現可
能性の低い公約が
多く存在すること
を発見できた。この作業では、政治的中立性の確
保のため、候補者すべてを平等に扱うことを特に
心がけた。
③教育の視点からのアプローチ
　岐阜市内の小学 6年生に配布される選挙リーフ
レットを、どのような内容にすれば子どもたちに
選挙を分かりやすく知ってもらえるのかを考え、
市選管とともに制作した。また、県内の中学生に

出前授業

大学内でのよびかけ
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配布される「CHANNEL」という冊子を、27年に
作成した。28年には中学 3年生を対象に、出前授
業を実施し、18歳から有権者となる生徒に「どう
したら投票しようと思うか」を考えてもらった。
＜受賞の感想、今後の活動予定等＞
　私たちの活動が少しでも社会、将来に貢献でき
たことをうれしく思う。私たちのジレンマは活動

の成果が明瞭に表れないことだが、全国フォーラ
ムで知り合った他の団体も共通の悩みを抱えてい
た。活動を止めては問題が深刻化するので、これ
からも絶えず続けていく。日本社会、子どもたち
の明るい将来を実現するために、主権者意識向上
の活動に尽力したい。

中京大学総合政策学部　市島宗典プロジェクト研究
　名古屋市にある同大のゼミ活動の研究テーマと
して「選挙における低投票率」に着目し、愛知県
選管と豊田市選管との大学連携事業を通じて、投
票率向上に取り組んでいる。会員は 6人。
①愛知県選管・県明推協との連携事業
　平成23年度から「大学生の感性を活かした提案
で若年層と政治・選挙を近づけること」を目的に、
県選管と連携を図っている（Voters 5 号参照）。
同年から26年度までには、期日前投票所の駅前設
置、「ソーシャル投票」啓発等、計14の提案を行い、
すでに実践されているものも多い。
　27年度は、県選管の行う出前授業が特に中高校
生のレベルに合っていないとの問題意識から、「政
治的有効性感覚」を高めるため、「政策比較」に
重きを置いた授業を企画し、 3つの高校で実施し
た（Voters29号参照）。28年度は高校外でも活動
を行い、活動の対象を広げている。
②豊田市選管との連携事業
　市選管からの「小学生への新たな出前授業の企
画を」との要請をうけて、アクティブラーニング
の手法を取り入れた「投票の罠」「投票時の情報
ツールを学ぶ」「投票までの順序を学ぶ」をテー
マに出前授業を企画し、27年度に市内12校で実施
した。「投票の罠」の授業では、有権者が情報を
確認せずに投票をすると予想もしなかった結果に
なるというメディアリテラシーの考えを学ばせ
た。28年度は15校で実施した。

③マニフェスト収
集と模擬投票
　26年衆院選、28
年参院選に際し、
各政党が掲げる政
策を比較するた
め、主要政党の選
挙事務所を回り、マニフェスト収集を行った。候
補者に直接質問をすることで、数多くの公約のう
ち、彼らが何を重視しているのかを知ることがで
きた。
　このマニフェストを活用し、担当の市島准教授
の講義内で、政党の合理的な選び方について学ぶ
模擬投票を実施した。講義は、各政党の公約から
自分が重要視する争点を選択し、その争点に対す
る各政党の公約を表にまとめ、比較し、自分の考
えに最も近い政党へ投票するもので、約350人の
学生が取り組んだ。受講者の28年参院選における
投票率は、78.85％という高い数値だった。
＜受賞の感想、今後の活動予定等＞
　日頃の地道な活動が実を結んだ結果だと思って
いる。特に大学連携事業は年々、他大学へ波及し
28年度は県内 6大学 7教員までに拡がっており、
大学連携が全国に広まることを願っている。多く
のメンバーが卒業を迎えるが、今後もこれまでの
活動が継続・発展していくよう後輩にしっかりと
引き継いでいく。

しまね県大政経塾
　平成25年、浜田市にある島根県立大学総合政策
学部 1年生 6人が、政治や経済の問題を学生が主
体となって研究するために、サークルとして発足
させた。その後、部に昇格し、現在は学部生26人

で構成。
①学生主体で
　部員の政治や経済に対する知見を高めるため、
時事問題や制度など、学生が自ら選んだ問題を

各班の話し合いをサポート
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テーマに討議を行っている。プレゼンテーション
能力を高めるため、疑似政策の提言を行う、「影
の内閣」の活動も行っている。部員は専門分野に
所属し、これらの活動により多角的な視野から問
題解決できる能力の習得を目指している。
②機関紙の発行
　若者の政治や経済への関心を高めるために、機
関紙（『月刊しまね県大政経塾報』A 3判 3頁）
を毎月発刊している。機関紙はキャンパス内に掲
示し、取材先や地元新聞社等にはメールで配信し
ている。部員が大学周辺の企業や団体に取材を行
い、それをまとめるもので、取材先との親交も深
まり、活動の幅が広がっている。
　この活動をきっかけに、地元新聞に「県西部地
区の歴史や文化」について部員が寄稿する機会を
得た。26年 6 月から約 2カ月に 1回、部員が執筆
を行い、13回掲載された。
③若い世代に向けた啓発活動
　浜田市の成人式で政経塾のチラシを新成人に配
布した。チラシには今後の選挙日程、若者の低投
票率の現状等を記載し、若者視点で訴えた。
　新入生を対象にしたプレゼンテーションでは、

市選管による移動
投票所や大学での
期日前投票所の設
置等に関する情報
も織り込み、18歳
選挙権について部
員がまとめたもの
を、スクリーンを使ってわかりやすく説明した。
④期日前投票所の設置
　28年参院選では、県内大学で初めて期日前投票
所が本学に設置され、部員も投票事務に従事した。
この制度の周知が足りなかったことへの反省か
ら、県選管等に設置の継続と設置日時の改善等を
働きかけ、本学部生の投票率の向上を目指してい
く。
＜受賞の感想、今後の活動予定等＞
　これまでの活動を認めていただいたと実感し
た。これからは全国の範となるよう、政治・経済
の諸問題に真摯に取り組み、政治がより身近にな
るよう学内外での活動を積極的に行っていく。し
ばらくは主権者教育を中心に活動を行い、明推協
の行事や企画にも積極的に参加していく。

選挙コンシェルジュ
　平成25年参院選等で松山市にある松山大学と愛
媛大学校内に期日前投票所が設置されたのを機
に、投票所づくり等を行うために、両大学生が中
心となり26年に発足。松山市選管と協力関係を保
ちながら、選挙啓発の企画立案や実施に取り組ん
できた（Voters35号参照）。その後、高校生等の
参加もあり最大時40人となったが、現在は24人。
①プロジェクト制の導入
　メンバーを 5つのチームに分けて、活動を行っ
ている。
○改善チーム：選挙CM等、今までの企画を改善
し、価値を高める。選挙CMは、別チームに所属
する高校生の原稿をもとにコンテ（映像の設計図）
を作成し、クルーが撮影と編集を行っている。
○広告チーム：パンフレットの作成やSNS上での
情報発信等、様々な媒体を用いた啓発活動を行う。
選挙のおもしろ画像やキャッチコピーを作成し、

選挙期間中に市選
管Facebook等で毎
日配信した。
○企画チーム①：大
学生を中心とした
若者をターゲット
に、大学内や商店
街での啓発物資配布等の企画を実施。
○企画チーム②：高校生をターゲットに、ⓐ校内
放送番組の作成、ⓑ日めくりカレンダーの作成等
の実施。
○主権者教育チーム：企画チーム②とも連動し、
選管と共に学校で出前講座を実施。
　チームにはリーダーが置かれ、自主的に活動が
行われている。選管による企画審査会では、あえ
て厳格で緊張感のあるものとし、メンバーの成長
を図っている。

選挙CM撮影

新入生に投票のよびかけ
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　松山市選管では、投票率向上活動に賛同する市
内団体を「選挙クルー」と認定し、それぞれが持
つノウハウやネットワークにより、選挙コンシェ
ルジュの活動を支援してもらっている。27年から
認定を始め、現在、12団体（所属人数は約300人）
が、イベントの実施、CM撮影協力等の活動を行っ
ている。
＜受賞の感想、今後の活動予定等＞
　「わかりやすく、おもしろい啓発を」と行って
きた活動が認められ、大変光栄に思う。28年参院
選では、コンシェルジュの活躍によるものか、20

代前半の投票率が 2選挙連続でアップし、全体の
投票率も前回より7.29ポイント上昇した。今後も、
高校生や大学生だけでなく、専門学生や子育て世
代などへの啓発を強化していきたい。
　選挙後のアンケート調査の分析から、投票率が
高くなる条件として、A．居住地＝住民票の住所
地であること、B．主権者教育を受けていること、
が挙げられ、この 2つが揃った大学生の投票率は
約80％と非常に高く、逆に 2つともない学生は
30％を下回った。棄権理由の 9割は「住民票の不
移動」であり、この改善が大きな課題である。

鹿児島県明るい選挙推進協議会
　昭和32年に設立、会員数は30人。
＜小中学生を対象に出前授業＞
　平成23年の「常時啓発事業のあり方等研究会」
最終報告を受けて、県明推協では「市町村明推協
と学校教育との連携支援モデル事業」として出前
授業に取り組んだ。
　24年度の実施校は、明推協会長が学校長と直接
交渉して、試行的に中学 2校で実施した。内容は、
①明推協からのあいさつ、②県選管による選挙講
話、③模擬投票、④選挙クイズで、模擬投票では
「学生投票率100％をめざす会」の協力を得た。
　出前授業の拡大には市町村明推協の主体性が重
要と考え、各市町村明推協の現状を把握するため、
25年度に活動実態調査を行った。この調査では、
各市町村明推協の活動の較差が浮き彫りになっ
た。このため市町村明推協に向けた研修会を実施
し、出前授業による学校教育との連携を提案した。
さらに、県明推協が主催する出前授業では、近隣

の市町村明推協に
も観覧募集を行
い、実際に現場を
見て知る機会を提
供した。また、26
年から選挙講話は
県明推協が行って
おり、県明推協の活性化につながっている。
　市町村明推協が実施する出前授業は年々増加
し、また「18歳選挙権」が成立したこともあり、
県内学校から出前授業の申込みが相次ぎ、27年の
実施件数は65校、約15,000人の生徒が受講した。
＜受賞の感想、今後の活動予定等＞
　愚直に出前授業の拡充を図ってきた組織にとっ
て大きな励みとなる。今後は、出前授業の実施主
体市町村を大幅に増やすとともに、社会教育で各
年齢層を対象とした常時啓発のあり方を模索し、
明るい選挙の推進に邁進したい。

南城市明るい選挙推進協議会
　沖縄県南城市は平成18年に 1町 3村の合併によ
り誕生し、同年に女性連合会、JA、社協等の各
種団体の長で構成する南城市明るい選挙推進協議
会が結成された。しかし、多忙なメンバーが多く、
6年間ほど休止状態であった。26年度の改選で、
PTA会長、市民大学卒業生、青年連合会等20～
40代の若いメンバーが構成員になったのをきっか
けに、自ら行動計画を立てて実践することにした。

　 2期目を迎えた
28年度は、ほとん
どの委員が留任
し、 8人の委員で
活動している。市
選管とは、積極的
な意見交換や提案
等、協働体勢が築かれている。

高校校門前での啓発

明推協による選挙講話
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①模擬投票を実施
　 1月には、小学校 1校で 5・ 6年生を対象に協
議会主催で模擬投票を実施した。多くの会員は有
給休暇を取っての参加であった。受付、演説会の
司会、投票管理者、投票立会人、開票等を児童が
行った（Voters31号参照）。今後は中学生を対象
とした模擬選挙を行い、有権者（地域、保護者）
も加えた主権者教育を目指している。
②県議選・参院選での活動
　 6月に行われた県議選では、18歳選挙権を見据
え、生徒を通して家庭でも早い段階から政治、経
済への意識を高めてもらうことを期待して、市内
5中学校1,371名に、独自に作成した「選挙啓発
チラシ」「啓発シール」と県明推協が作成した啓
発グッズを配布した。

　 7月の参院選は、新有権者を中心に啓発活動に
力をいれ、18・19歳の市内新有権者491人に選挙
啓発はがき「かもめ～る」の発送し、また県立高
校前で市のゆるキャラも参加して、チラシや啓発
物資の配布を行った。参院選での市の投票率は、
県下11市トップの58.66％となった。
＜受賞の感想、今後の活動予定等＞
　今後の活動に勢いをつける受賞となった。今後
も市選管と活動を共にしていくが、自らが活動の
内容を考え、意見を交換し合い、活発な活動がで
きる組織としていきたい。また、小学校での模擬
選挙実施、選挙運動等でまちの景観にそぐわない
「のぼり旗」「掲示物」の設置方法等を考え、クリー
ンな選挙が行われるよう啓発活動を行っていく。

奨励賞

香川県立高松東高等学校新聞研究部
　高松市にある同高新聞研究部は、学校新聞を年
4回の定期号と 4回の号外を発行し、生徒や保護
者に校内外行事や特集記事等を掲載し届けてい
る。平成27年に18歳選挙権が成立したことから、
生徒に政治や選挙に関心をもってもらうため、以
下の記事等を作成・掲載した学校新聞を発行した。
① 「高松東高校新聞」第279号（平成27年 9 月29
日発行）
　特集「考えよう18歳の選挙権」…全生徒や保護
者に選挙への意識調査を行ったところ「選挙に行
かない」と回答した者が 6割を占めた。そこで選挙
への関心を高めるため、香川県選管に選挙の意義や
18歳選挙権についてインタビューし、また役員選挙
を経験した生徒会役員の座談会記事を掲載した。
　「高校生議会」の開催予告…県議会が高校生の
政治や選挙への関心を高めるため「高校生議会」
を県下の高校で実施することとなったため、「高
校生議会」への積極的な参加を呼びかけた。
②同第280号（27年12月11日発行）
　「高校生議員」選出選挙…10月に「高校生議会」の
参加代表を決める校内選挙が行われ、同議会のテー
マ「地方創生」への3人の立候補者の選挙演説を取
り上げた。学年ごとに投票所を設け投票の実体験

をした様子を、生
徒の感想も交え、
紙面で伝えた。
③同第281号（28
年 3 月 3 日発行）
　「高校生議会」
の報告…28年 1 月に行われた「高校生議会」での
本校代表の提案や議会の様子を紹介し、本校議員
の活動を伝えた。
④同第284号（28年 9 月29日発行）
　特集「18歳選挙を終えて」… 7月の参院選終了
後、 3年生で選挙権があった生徒を対象にアン
ケートを実施し、男子が70％、女子が50％の投票
率であったことを掲載した。さらに、県選管で取
材を行い、今回の選挙を検証した。
＜受賞の感想、今後の活動予定等＞
　高校生にも政治に関心を持ってほしいとの取り
組みが受賞につながり、部員一同喜んでいる。今
回の参院選では、事前の意識調査より 3年生の投
票者が増えており、高校新聞がその一助となった
とすれば喜ばしい。今後も幅広い分野にアンテナ
を張り、興味を持って読んでもらえる紙面を作っ
ていきたい。

掲載内容の検討
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矢巾町明るい選挙推進協議会（岩手県）
　昭和42年に設立され、行政区長、自治公民館長、婦
人会、老人クラブ、学識経験者等26人が参加している。
　小中高校での選挙啓発授業を、選管と連携して
27年度から実施している。授業内容として選挙制
度の説明、模擬投票のほか、投票率向上をテーマ
としたグループワークを取り入れている。出前授
業をはじめて実施するにあたっては、県選管が実
施している授業内容を参考にし、明推協も町外で
実施された啓発授業を参観して授業の流れの把握

に努めた。明推協は、模擬投票の受付、投票用紙
交付、投票立会を担うほか、開票作業を行う児童
生徒のサポートを担当している。グループワーク
には各回約半数の会員が参加し、児童生徒と同じ
目線に立ち、一社会人として質問に答えたり、意
見を交わしたりしている。各学校での実施に当
たっては、明推協会長が学校での打ち合わせに参
加して学校側のニーズを理解したうえで、明推協
として授業内容に意見を出している。

浦安市明るい選挙推進協議会（千葉県）
　昭和27年に設立され、明るい選挙推進運動に関
心のある有志83人が参加し、運営委員会、事業委
員会、広報委員会を設けている。事業の改善策や
新規事業などをテーマとするグループ討論を、年
1回程度開催している。
　公職選挙法の寄附禁止規定周知のため、毎年11
月を強調月間とし、市内在住者の乗降が多い 2カ
所の駅頭で、会社員等の帰宅時間帯をねらって18
時以降によびかけを行っている。各種イベントで
活動しているが、29年には小中学生を対象とする
イベント「こどもがつくるまち＠うらやす」に参

加した。こどものまち市長選挙に、こどもたちと
協力して投票事務や開票事務を担った。
　大学の学園祭では会場内をまわり、学生に選挙
に関するアンケートを行っている。選挙出前授業
には投票管理者や投票立会人として参加している。
　29年衆院選では園児に配布した選挙キャラク
ターのぬりえを、各投票所に設置したぬりえ専用
の投票箱に投じてもらい、その展示会を開催した。
約200点の応募作品の掲示作業を会員が行うなど、
運営にあたっている。大学に設置された期日前投
票所では投票管理者を務めている。

練馬区明るい選挙推進協議会（東京都）
　昭和32年に設立され、さまざまな地域活動をし
ている138人（平均年齢約70歳）が参加している。
　区民まつりでブースを出展して選挙日の周知や
投票参加を呼びかけているが、29年度は練馬区選
管インターンシップ生（大学生）の提案により模擬

投票体験コーナーを加えた。来場者の呼び込みや
投票用紙は折って投函しても自然に広がるなどの
特性の説明など、運営全般を担っている（衆院選
期間中の開催のため、選管職員は設営のみの参加）。
　区選管が特別支援学校で実際の都議選の選挙公

　明るい選挙推進協会では、毎年、投票参加ときれいな選挙の推進並びに政治意識の向上に取り組む活動
を表彰しています。活動の独創性や先進性、継続性、拡がり、｢常時啓発事業のあり方等研究会｣の最終報
告（平成23年12月）を踏まえた活動であるかなどを観点に選考しています。表彰対象を明るい選挙推進協
議会のほか、自治会、婦人会、NPO法人などとし、各団体からの応募方式を採っています。29年度は 9団
体（明推協 3、若者団体 4、大学ゼミ 1、民間団体 1）を、3月13日に開催した当協会の代表者会議にお
いて表彰するとともに、活動を支援するため副賞として各20万円を提供しました。この事業は、一般財団
法人櫻田會の支援をいただき実施しております。30年度実施要項は協会HPに掲載する予定です。各団体の
活動のうち、特徴的なものをご紹介します（各団体の参加者数は29年度）。

平成29年度

明るい選挙推進優良活動表彰告報
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報を活用した模擬投票を実施した際、明推協が実
際の選挙時と同様に投票管理者および投票立会人
を担っている。29年の都議選前に大学で「もしも
教授が都議選に立候補したら」をテーマに実施し
た模擬投票でも投票管理者と投票立会人を務める

とともに、学生に投票方法を説明した。
　区民に選挙に関心を持っていただくことを目的
とする「白ばらだより」を年 2回発行して区立施
設等で配布しているが、明推協委員が編集委員を
務めている。

福大Voteプロジェクト（福島県）
　平成28年に設立され、福島大学の学生17人が参
加している。
　28年参院選において、福島大学内期日前投票所
の設置を福島市選管や大学に働きかけて実現し
た。学内での投票参加の呼びかけとして、各国か
らの留学生も参加して選挙制度の比較をした異文
化交流会、討論・マニフェスト作成・模擬投票を
参加者が行うイベントなどを実施した。学生や学
長、教授の協力を得て投票日までのカウントダウ
ン写真をTwitterやFacebookに投稿した。様々な
学内サークルが「選挙に行こう！」と呼びかける

学内向けCMを作成した。
　29年福島市長選でも大学内期日前投票所が設置
され、事務従事者や投票立会人を務めている。投
票所の空間デザインにも取り組み、「社会を感じ
ることができる投票所」をコンセプトに人や動物、
自然などのステッカーを壁に貼ったほか、投票手
順を示す足跡マークを順路に配置した。投票所の
外に段ボール製の木を置き、投票を終えた方に風
船を張り付けてもらった。学内でめいすいくんと
市のゆるキャラによる人気投票を行ったほか、独
自の周知ポスターを作成して学内各所に掲示した。

Niigata選挙カレッジ（新潟県）
　平成25年に設立され、大学生、社会人ら27人が、
実習生として 1年間、新潟県明推協や県選管の啓
発活動と選挙事務に参加している。前期から実習
生が主導する形に改革し、ビジョン「多くの若者
が当事者意識を持って、様々な課題に対して、自ら
考え、行動することが当たり前の社会をつくる」
と、組織文化「強い当事者意識を持つ、互いの可能
性に期待し合う、挑戦を楽しむ」を策定した。事
業部（啓発イベント企画、出前授業企画、学園祭企
画、実習生募集・サポートメンバー企画、情報発
信）を設けているが、「事業計画シート」を導入して

事業目標の数値化と、業績評価指数による成果と
課題の確認をしている。月 1回開催する定例会に
ゲストスピーカーを招き、インプットの場とした。
　大学での取り組みとして、昼休時に新聞を読み
ながらディスカッションする会を定期的に開催し
ているが、一般学生の参加も増えてきている。学
校等での出前授業に参加しているが、専門学校と
大学ではグループワークも採り入れた。情報発信
としてFacebookを利用するほか、政治参加や投
票行動を促すことをねらった動画を作成して
YouTubeにアップしている。

信州投票率上げようプロジェクト（長野県）
　平成28年に設立され、信州大学教育学部で社会
科教育を学ぶ学生 9人が参加している。選管と連
携して、期日前投票所の運営と啓発活動、学校で
の出前授業に取り組んでいる。
　28年度から取り組む小学校での出前授業では、
児童の興味関心を引き付けることを念頭に、長野
市選管、大学教授、教員との意見交換を重ね、学
生主体の授業モデル案を企画した。教員から「情

報を制限した事前の選挙と、より詳しい話が聴け
る候補者演説後の選挙と二度行うことで、見かけ
に騙されず自ら情報収集し自らの判断で投票する
ことの大切さを伝えたい」という提案を受け、「放
課後子ども総合プランの有料化」を題材に前後 2
回投票する模擬選挙を行い、児童の投票行動の変
容を引きだした。あわせて、授業で学習している
「第 1回衆議院議員総選挙」との比較で選挙制度
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を学ばせる構成とした。29年度は少子化対策を題
材に、事前学習と当日学習それぞれで児童同士の

対話や候補者との質疑応答を充実させている。

Our Vote，Our Voice!（高知県）
　平成27年に設立され、大学生11人が参加している。
　県選管・明推協が実施する、小中高・大学生等を
対象とした選挙出前授業に、講師やファシリテー
ター、模擬投票の候補者役として参加している。
　毎年11月に開催される高知大学の一日公開イベ
ントでは、来場した子ども・大人を対象に模擬投票や
政治・選挙に関するアンケート等を実施している。
　県明推協が主催する「若者と議員の座談会」に
参加者として出席する他、開催準備や受付等の運
営を担っている。
　主に高校生や大学生を対象に、選挙や政治、身

近な地域社会との関わりを考えるワークショップ
を企画運営するとともに、参加者としても加わっ
ている。27年度は参加者110人が10年後の高知県
を、28年度は参加者62人が50年後の高知県をテー
マに話し合った。
　28年参院選では、初めて投票する人に向けて投
票方法を説明する動画を作成し、YouTubeで公
開した。愛媛県の女子大学で行われたシンポジウ
ムに、松山市の若者啓発団体「選挙コンシェル
ジュ」とともにパネリストとして参加するなど、
他団体との連携も進めている。

名古屋市立大学人文社会学部 三浦哲司ゼミ
　ゼミは平成26年に開講され、29年度は 3～ 4年
生21人が参加している。
　28年参院選と29年名古屋市長選において学内に
期日前投票所が設置され、投票管理者、投票立会
人、事務従事者を務めた。選挙の周知のためにうち
わやチラシの作成と配布、啓発動画の制作に取り
組むとともに、期日前投票所の利用を授業前後の
空き時間などで呼びかけた。その経験を提案書「大
学における期日前合同投票所の可能性」にまとめ、
日本地方政治学会・日本地域政治学会の学生セッ

ションと瑞穂ふれあい区民講座で発表している。
　高校での選挙出前授業では、期日前投票所の事
務体験をもとに選挙の大切さを訴えている。一方
通行型ではなく生徒の関心を引くことを心がけ、
投票方法を説明する動画を流し、候補者役は演劇
部に所属するゼミ生が担当した。
　「政治って何だろう？」などをテーマに、世代
を超えた参加者が 3～ 4人のグループを作って意
見を交わすワークショップ「政治について語る会」
を瑞穂区で開催した。

狛江市手をつなぐ親の会（東京都）
　昭和40年に設立され、知的発達障害者等の家族
など、20代後半から70代まで、40人が参加している。
平成25年の成年被後見人の選挙権回復を契機に、
狛江市が障害者の投票支援の取り組みを始めたこ
とから、市障害福祉サービス等事業所連絡会や市
と連携して「わかりやすい選挙」に取り組んでいる。
　「わかりやすい演説会」は、候補者に知的・発
達障害の特性を知ってもらい、当事者にわかりや
すいように工夫して話してもらうもの。25年都知
事選での「わかりやすい演説会」に参加した後、
26年衆院選において事業所連絡会と連携して開催
した。

　知事選の演説会はわかりやすいものであった
が、候補者が多い市議選などでは判断が難しくな
るので、27年狛江市議選では「わかりやすい広報
誌」を作成した。写真やルビがあれば自分で読め
る、指さしで選ぶことができる方がいることなど
を立候補予定者に理解してもらい、24人から統一
フォーマットによる原稿を集めた。
　模擬投票も、保護者向け講演会とあわせて、投
票事務の「庶務係」を「案内係」に変更するなど
して実際さながらに実施している。取り組みの集
大成として、28年にDVD「投票に行こう！」を
作成している。
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文京区明るい選挙推進協議会（東京都）
（ 1）団体の概要
①設立：昭和32年 7 月
②会員：会長、明るい選挙推進委員の地区代表 9
人、選管委員 4人、区教育長の15人で構成。推進
委員は132人、任期 2年で文京区明推協と東京都
明推協から委嘱され、ボランティアで明るい選挙
推進運動に取り組んでいる。全て民間人で、入会
にあたっては基本的に会員の推薦を受けた者を協
議会が承認する。
（ 2）主な活動
① 明るい選挙推進協議会・明るい選挙推進委員打
合会
　原則 4月、9月、3月に協議会を開催し、重点的
に取り組む事項や年間事業計画を策定している。
その後、内容を会員に周知し、地区ごとの活動や
担当者を決めるための地区別打合せを行っている。
② 話しあい活動
　毎年10月と 3月を話しあい強調月間に設定し、
各地区において様々なテーマによる話しあいを
行っている。29年度は44回（ 9地区合計）行われ、
延べ547人が参加した。
③ 地区座談会
　毎年10月に、 2会場で地区座談会を実施してい
る。30年度は、選挙啓発を行っている学生団体から
活動内容のプレゼンを受け、統一地方選などに向け
て、特に若年層への取組みについて意見交換を行っ
た。話しあいや地区座談会で出された意見により、
若年層啓発グループの「文京VoteSupporters」
が設立されることとなった。
④明るい選挙推進委員講習会

　毎年 3月に、地域における話しあい活動の一助
となるよう、政治や選挙に関するテーマで講習会
を実施している。毎回、半数以上の推進委員が参
加し、見聞を広めている。また話しあい活動の際
の話題づくりとして、政治や選挙に関わりのある
様々な施設の見学を実施している。
⑤ 若年層啓発
　区選管が平成18年度に区内の東洋大学からのイ
ンターンシップ生を受け入れてから同大と交流が
はじまり、同大学園祭で模擬投票を実施している。
⑥ 選挙出前授業
　選挙権年齢引き下げを機に、区立の小・中学校
を中心に、選管と学校、学生団体との協働で選挙
出前授業を実施している。明推協は、新たな実施
校開拓のため、各校への働きかけや、模擬投票に
おける投票管理者や投票立会人を担っている。
⑦啓発機関紙「白ばら」の発行
　 9人の編集委員（各地区から 1人）により、年
2回、発行している。

平成30年度

明るい選挙推進優良活動表彰告告告告告告報

　明るい選挙推進協会では、毎年、投票参加とき
れいな選挙の推進並びに政治意識の向上に取り組
む活動を表彰しています。活動の独創性や先進性、
持続性、拡がり、「常時啓発事業のあり方等研究会」
の最終報告書（平成23年12月）を踏まえた活動で
あるかなどを観点に選考しています。対象を明る
い選挙推進協議会のほか、自治会、婦人会、

NPO団体などとし、各団体からの応募方式を採っ
ています。30年度は、 7団体（明推協 2、若者団体
5）を優良活動賞とし、2月27日に開催した当協会
の代表者会議において表彰しました。この事業は、
一般財団法人櫻田會の支援をいただき実施してい
ます。各団体の特徴的な活動を紹介します。
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長久手市明るい選挙推進協議会（愛知県）
（ 1）団体の概要
① 設立：昭和59年 6 月
② 会員：21人（委員のうち20人が女性、委員歴30
年近い方も数人在籍）

（ 2）主な活動
① まつり会場での啓発活動
　毎年春に開催される「長久手古戦場桜まつり」、
秋に開催される「ながくて市民まつり」に参加し、
啓発物品を配布しながら選挙の際の投票参加をよ
びかけている。
② 明るい選挙啓発ポスターコンクールへの応募の
よびかけ
　ポスターコンクールへの応募を、小学校、中学
校及び高校によびかけている。応募数の少ない高
校へは、選管委員長と明推協会長・委員の 3人で
直接訪問し、生徒が積極的に応募するよう働きか
けを依頼している。30年度は、全11校中10校から
68作品の応募があり、29年度の59作品を上回った。
③新有権者への選挙啓発資材の発送
　推進委員から「選挙啓発活動検討委員」を選び、
選挙人名簿の定時登録及び選挙時登録時に、新た
に18歳になった新有権者へ送るための選挙啓発資
材（今後の選挙予定一覧、新有権者カード、選挙
啓発冊子）の発送作業に従事している。任期中に
1度は務めるように年に5～ 6人が選ばれている。

④選挙管理委員会との合同会議の開催
　選管との合同会議を年 3回ほど開催し、活動の
取組について協議している。
⑤選挙出前トーク（選挙出前授業）の実施
　若い世代に選挙について知ってもらい、将来的
な投票率向上を目的に、希望のあった小中学校に
対して選挙出前トークを実施している。明推協は
模擬選挙の設営準備や、投票事務に携わる生徒の
サポート役として協力している。
⑥選挙時の活動
・ スーパーや大型ショッピングセンターで選挙啓
発物品を配布したり、市職員と一緒に広報車で
市内を巡回し、投票をよびかけている。

・ 期日前投票所の投票立会人を務めている。

E-Railさいたま（さいたま市）
（ 1）団体の概要
①設立：平成20年 1 月
②会員：埼玉大学の学生24人
　＊ 団体名の「E」は、「Election（選挙）」を、「Rail
（線路）」は、未来に続く・つながるという意
味のほか、「イレル」と呼べることから「選
挙で 1票を入れる」こと、「その 1票が、明る
い未来につながっていく」ことも表している。

（ 2）主な活動
①選挙出前授業
　市選管と共同で小学 6年生を対象に選挙出前授

業を実施し、講師を務めている。授業の構成は選
挙ミニ講座、模擬投票、選挙クイズを基本とするが、
学校との事前打合せを行い、要望に応じたオーダー
メイドの内容で実施している。模擬投票の候補者
役を務め、演説で訴える政策には、子育て支援、
非正規雇用、高齢者政策などの最新の社会問題を
取り入れている。 6年生にも理解できるよう身近
な話題を含め、話し方等にも留意している。
②啓発活動
・ 選挙時に商業施設で、市の選挙キャラクターと
めいすいくんによる模擬投票を実施している。
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学生が主体的に関わることで若年層世代の参加
促進を図る。
・ 成人式で、会場最寄駅の改札前通路で、本物の投
票箱や記載台を使用した模擬投票を実施している。
③各区選管・明推協との交流・連携
・ 緑区明推協推進大会において、選挙出前授業の
実演を交えた講演後、区選管委員、明推協委員
と交流した。
・ 前回参院選時に大学のある桜区選管・明推協と
連携して、大学構内において投票参加をよびか
けた。
・ 大型商業施設内に設置された期日前投票所の投

票立会人として従事した。

Shudo Youth Creators（広島市）
（ 1）団体の概要
①設立：平成28年10月
②会員：広島修道大学の学生 7人
（ 2）主な活動
①大学新入生に対する選挙啓発授業の実施
　大学教員と協議し、授業時間を提供され、法学
部国際政治学科に在籍する新入生に対して選挙啓
発授業を行った。
②学外での共同啓発活動
　広島市選管と協働する若者選挙啓発グループの
ユースボランティア『ひろしま☆選挙係』ととも
に、安佐動物公園や戸坂小学校での園児・小学生
を対象とした出前授業、広島駅前での啓発物資の
配布、広島市成人祭での選挙啓発活動、若者選挙
ネットワークや地域フォーラム等に参加した。
③学内への期日前投票所開設の誘致活動
　学生にとって物理的、精神的にも投票へ行きや
すい環境づくりを目指し、期日前投票所開設の誘
致活動を行った。学生主体での誘致を成功させて
いた若者選挙啓発グループなどの協力を得なが
ら、大学、広島県、広島市・安佐南区選管等と意見
交換を重ねた。結果的には財政問題、選挙人名簿
の管理上の問題等を受けて断念したが、この活動
をとおして選管や他の若者選挙ネットワーク所属
団体等との交流を持つ機会を得たり、選挙の執行
にかかる経費や名簿管理システムといった、ふだ

ん知ることのできない選挙の実情について学んだ。
④ 衆議院議員総選挙にむけた各政党のマニフェス
ト読み比べ

　どの政党がどのような政策を掲げどのような政
権公約を述べているのか知り、考えるためのイベ
ント「知っ得‼マニュフェスト」を開催した。政
党のマニフェストを集め、憲法改正・安全保障関
連法・原発・消費税率引き上げ等における政党の
立場を分類し、共通点や相違点を見出した。
⑤その他
・ 複数社の新聞を読み比べする「Let's Read!」を
開催した。

・ 自分が興味を持った問題を他の人に広め、それ
に対するより深い知識を参加者で共有するため
のプレゼンテーション会を開催した。
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告告報 明るい選挙推進優良活動表彰

選挙啓発活動団体「投票促進委員会KU」（福岡県久留米市）
（ 1）団体の概要
①設立：平成27年
②会員：久留米大学の学生25人
（ 2）主な活動
①選挙啓発サポーターに認定
　各種選挙時に久留米市選管から「選挙啓発サポー
ター」の認定を受けて活動している。市長選挙の際
には期日周知ポスターのモデルを学生が務めた。
・ 国政、地方選挙で、学内の学生へのよびかけや、
西鉄久留米駅で久留米市選管や明推協委員と合
同での街頭啓発を実施している。
・ 第24回参院選以降、学内に設置された期日前投
票所の投票立会人や案内係などに従事してい
る。従事する学生は、各自が事前にシュミレー
ションなどを行い、当日の運営や投票所までの
案内がスムーズにできるよう話し合いや準備を
行っている。学内の学生に対して、期日前投票
所での投票をよびかけている。
②高校と連携して公開討論会を開催
　28年の衆議院補欠選挙時に、久留米市立南筑高
等学校生徒会へ協力を依頼し、同校生徒会とKU

主催による公開討論会を開催した。公開討論会で
の質問は、KUと生徒会メンバーで議論を重ね、
TPP、地方創生などのリアルタイムな問題のほか、
若者ならではの疑問や質問も加えた。立候補予定
者へ公開討論会への出席の依頼、マスコミへの取
材依頼をはじめ、会場準備、受付、来客対応、チラシ
作成・配布などの広報活動、当日の質問や討論会
の進行なども学生が担った。高校と協働で開催し
た公開討論会は国内で初めてであったことなどか
ら、新聞の全国版をはじめマスコミに、実施に至る
までの活動や経緯などが50回以上取り上げられた。

選挙啓発部「ライツ」（宮崎県宮崎市）
（ 1）団体の概要
①設立：平成28年 4 月
②会員：宮崎公立大学の学生22人
　＊ サークルとして活動を始めたが、大学から評
価され、平成29年 7 月より部に昇格した。

（ 2）主な活動
①定例会の実施
　週に一回90分の定例会を開き、啓発活動の計画、
準備などを行っている。
②出前講座
　宮崎市選管と連携し、出前講座を実施している。
小学 6年生を対象とした授業では部員が選挙クイ
ズを作成したほか、宮崎市長模擬選挙の立候補者
役となり、マニフェストを作成して演説をした。高
校では、「宮崎の活性化」をテーマに、高校生にとっ

て関心がありそうな「雇用」、「交通」などを取り上
げたマニフェストを作成して、模擬投票を行った。
③研修会・イベントへの参加
・ 新有権者を対象とする研修会で、部員 3人が候
補者となり、「宮崎の活性化」をテーマに「子
育て支援政策」、「観光開発」、「企業誘致」に関
する政策を掲げて、模擬投票を実施したほか、
参加者との意見交換を行った。

・ 特別支援学校での主権者教育職員研修で、ライ
ツが行っている出前講座の様子を写真や動画で
紹介しながら、選挙の重要性を訴えた。

・ まちづくり団体が主催した「地方創生トーク
セッション」に参加し、「宮崎の街づくり」に
ついて意見を交わした。

・ 宮崎産業経営大学が主催した参院選に関するイ
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ベントにゲストとして参加し、自分たちができ
ることについてなどの話をした。
・ 大学学園祭で、選挙やライツの活動に興味を
持ってもらえるよう、政党の政策についてのま
とめや、啓発グッズ等を展示している。
④選挙時の啓発
・ 宮崎公立大学内で、宮崎市選管と共同で作成し
た立体ポップや独自に作成した啓発ポスターを
食堂などに掲出した。1、2年生を対象とした講
義の時間を使って、投票参加をよびかけている。
・ 大学内に期日前投票所が設置された際には、投
票立会人等に従事した。
・ 主要駅や商業施設でも投票参加をよびかけてい
る。

・ 宮崎市長・市議補欠選挙の際に開催された公開
討論会の運営等に携わった。

一般社団法人 日本学生会議所（東京都）
（ 1）団体の概要
　選挙啓発活動、国会議員・大使館インターン
シップ派遣事業、講演会事業、国際交流などの活
動を学生が運営している。
① 設立：平成22年 4 月（28年に関西支部が発足）
② 会員：首都圏等に在住の大学生及び大学院生
170人

（ 2）選挙啓発の主な活動
　新宿区選管・明推協と連携して事業を実施して
いる。
①高校への出前授業
・ 初めて参加した高校（定時制）では、模擬投票
後に、これまでの経験を基に選挙が身近なもの
であることや初めて投票に行った時の感想など
を生徒に話した。
・ 別の高校で 2年生300人に対して行った出前授
業では、選挙に関する説明と生徒との意見交換
を行った。その中で、政党や候補者の情報を集め
る際に、高校生にとって身近なSNSやネット
ニュースからの情報を挙げる生徒がいなかった
ことから、SNSの利点と欠点の両面について説
明した。

②区内のイベントでの模擬投票
　会場内に設けたブースで、実際の投票箱や記載
台を使用した模擬投票を実施し、候補者役を務め
た。模擬投票のテーマは「こんな新宿にしたい」で、
家族連れの来場者が多いことから小中学生などに
も参加してもらうため、誰もが考えやすい課題を
争点に設定し、マニフェストを作成した。
③明るい選挙推進委員特別研修での講演
　高校での出前授業の経験を基に、若者が政治に
対してどのように感じているかなどについて話し
た。推進委員とも意見交換を行い、交流を深めた。
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柏市明るい選挙推進協議会（千葉県）
　設立は昭和43年 4 月。現在45人いる推進委員は、
柏市内の20コミュニティエリアごとにあるふるさと
協議会（構成員は町会・自治会長のほか、子ども会、
老人会、民生委員や児童委員、健康づくり推進員な
ど）から候補者として推薦され、市選挙管理委員長
から委嘱される。4 月に定期総会を行い、企画部会、
啓発部会、広報部会を設けている。
（主な活動）
⃝投票立会人－期日前投票所（ 6 か所）の投票立会人
を推進委員が担っている。令和元年 7 月の参議院選
挙では延べ172人、同年 8 月の市議会議員選挙では
延べ66人が従事した。
⃝視察研修・内部研修－企画部会が中心となり、視
察地の選定、研修内容やテーマについて話し合い、
決定している。近年は「これからの常時啓発・選挙
時啓発」「これからの明推協に求められるもの」など
をテーマとした研修が行われた。
⃝選挙出前授業－啓発部会が小・中学校に直接連
絡を取り、事業をPRしている。出前授業を希望する
学校には推進委員と選管職員が訪問し、協議会の活
動内容の説明と、出前授業の具体的な打ち合せを

行っている。授業当日は推進委員が候補者役や投票
管理者を務める。令和元年度は新たに中学校でも実
施した。
⃝広報誌－主に選挙時に広報誌「白ばらかしわ」を発
行している。広報部会が中心となり、掲載案を持ち
寄り、原稿を作成している。発行後は一般紙に折り
込むほか、市役所関係機関に配架を依頼している。
⃝街頭啓発－選挙時には柏駅（JR、私鉄）周辺にてポ
ケットティッシュや絆創膏など啓発資材を配布し、
常時啓発活動では地域で開かれるまつりで啓発物資
を配布し、投票参加を呼びかけている。

西東京市明るい選挙推進委員会（東京都）
　設立は平成13年 1 月（旧保谷市と旧田無市の合
併にともない、旧 2 市の明推協が新組織となる）。
現在34人いる推進委員（女性が 9 割）は、退会する
推進委員から推薦される。総会と全体会（年 5 回

程度）を開催し、全体会では総会で決定した事業
計画の詳細の決定、連絡事項の伝達などを行う。
広報部会、啓発部会、研修部会、講演部会を設け
ている。

　明るい選挙推進協会では、毎年、投票参加ときれいな選挙の推進並びに政治意識の向上に取り組む活動
を応募方式により表彰しています。対象は明るい選挙推進協議会、自治会、婦人会、NPO団体などとし、
選考は活動の独創性や先進性、持続性、拡がり、｢常時啓発事業のあり方等研究会｣の最終報告書（平成23
年12月 https://www.soumu.go.jp/main_content/000141752.pdf）を踏まえた活動であるかなどを観点とし
ています。この事業は、一般財団法人櫻田會の支援を得て実施しています。
＜令和元年度の表彰団体（ 9団体）＞
柏市明るい選挙推進協議会、西東京市明るい選挙推進委員会、芦屋市明るい選挙推進協議会、
埼玉県選挙カレッジ、かながわ選挙カレッジ、静岡県若者選挙パートナー、
特定非営利活動法人古川学人、一般社団法人あきた地球環境会議、YOUNGCONEXION
　今号では明推協 3団体の概要を紹介します。

令和元年度

明るい選挙推進優良活動表彰
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（主な活動）
⃝話しあい活動－政治や選挙に対する関心を深め
るために、推進委員各人が地域住民との話し合い
を、年間を通して日常的に行っている。
⃝管外研修会－推進委員間の交流と政治や選挙な
どについての知見を広めるため、政治や選挙に関
わりのある施設の見学を年 1 回実施している。
⃝講演会－市民を対象に、政治や選挙だけでなく
生活に関する身近な問題をテーマにした講演会を
年 1 回開催している。講演内容は、講演部会での
協議、全体会での協議を経て決めている。
⃝啓発ポスターコンクール－子どもたちの政治意
識の向上をテーマにポスターを募集している。
PRのために推進委員が小中高校（全33校）を手分
けして訪問している。
⃝市民まつりでの模擬投票－毎年開催される市民
まつりにおいて、啓発ポスタ－の中から好きな作
品を選んで投票するという模擬投票を行っている。
⃝成人式での啓発－会場付近で選挙啓発紙やポ

ケットティッシュを配布し、お祝いの言葉や投票
参加を呼びかけている。
⃝広報紙－A 3 判両面の選挙啓発紙「にしとう
きょう白ばら」を、啓発部会が中心となり年 1 回
発行している。原稿作成、印刷作業、地域での配
布（各推進委員100部）を推進委員が行っている。
⃝選挙時啓発－市内 5 駅の駅頭で啓発資材を配布
し、投票参加を呼びかけている。

芦屋市明るい選挙推進協議会（兵庫県）
　設立は昭和27年 9 月。現在20人いる委員は、婦
人会員、市立小学校PTA会員、選挙啓発に関心
のある市民等で、市選挙管理委員会から委嘱（任期
2 年）される。講演会実施委員会、広報委員会、選挙
時啓発委員会を設け、委員はいずれかに所属する。
（主な活動）
⃝講演会－市民の政治意識の向上のために、講演
会（明るい選挙推進大会）を年 1 回実施している。
講演会実施委員会を年に数回開催し、各委員が講
師候補を提案したうえで、市民のニーズに合って
いるかなど、議論を重ね決めている。講師候補との
交渉・調整は選管事務局と共同で当たっている。
PRは委員が作成したポスター・チラシを使い、
市広報掲示板や市ホームページなどで行っている。
⃝コラム「白バラだより」－市ホームページ（平成
30年度までは市広報誌）に、年 3 ～ 4 回程度掲載
している。掲載文は、広報委員会が、事前に決定
したテーマに沿って文案を持ち寄り、内容を固め
ている。数時間にわたって議論を交わすこともあ
り、質の高いコラム作りを心掛けている。最近号
のタイトルは「選挙ミニ知識 会派ってなあに？」

「政治に関心を 香港デモと台湾総統選挙」。
⃝バースデーカード－18歳の誕生日に、バース
デーカードと啓発冊子を、オリジナル封筒に封入
して発送している。
⃝啓発ポスターコンクール－小学校から高校まで
を対象に啓発ポスターを募集している。令和元年
度は365点、平成30年度は394点の応募があり、優
秀作品を市民センターに掲示している。
⃝成人式－選挙時啓発委員会が検討した啓発文言
入りのカイロ等を配布している。

[参考資料３] 白バラだより 広報あしやからの切り抜き 
 
平成 30 年度広報あしや掲載記事 

6 月 15 日号  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 月 15 日号 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「広報あしや」平成30年 6月15日号　掲載記事
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活動に至る経緯

　あきた地球環境会議は、秋田市を拠点に、気
候変動対策、環境教育、国際協力の分野で活動
する非営利団体である。気候変動および環境教
育に関わる活動には平成22年の団体設立当初か
ら取り組んでいるが、当時の活動を振り返ると、
個人や家庭で実践できる対策行動に関する知識
の普及や、意識・行動変容を促すものが中心で
あり、この傾向は全国的な傾向でもあった。
　気候変動対策の認識を一変させたのが、地球
温暖化についての科学的な研究の収集・整理を
行う国際的な専門機関「気候変動に関する政府
間パネル（以下IPCC）」が、2013年から2014年に
かけて発行した第 5 次評価報告書の「要約」の表
紙 に 記 載 さ れ た「SUMMARY FOR POLICY
MAKERS（政策決定者向け要約）」の表記であっ
た。これにより、IPCCが求めているのは、も
はや個人や家庭、事業所レベルの対策ではなく、
政策レベルでの対応だという認識を持つに至っ
た 1 ）。
　そこで、選挙等における争点に気候変動対策
を位置付けることができる市民を増やす必要が
あると考え、気候変動に関わる環境教育の内容
を大きく変容させることにした。
　他方、秋田県内での主権者教育の取り組みと
しては、秋田県明るい選挙推進協議会（以下、
県明推協）が、市町村の選挙管理委員会や秋田
県教育委員会と連携して、模擬投票を主とした
選挙啓発出前講座を実施しており、令和元年度
は高等学校23校、特別支援学校 8 校、中学校 1
校で行っている。この実施件数は、県明推協の
長年にわたる働きによる成果であり一定の評価

ができる一方で、実施される講座の内容は投票
の形式を模したものが主であり、県明推協の中
でも選挙の争点を掘り下げるような内容には
至っていないとの指摘があった。
　この状況を踏まえ、本事業では、気候変動対
策をテーマとして、これに関する意見形成や議
論、模擬投票、ロードマップづくり等の過程を
通じて、選挙等において気候変動対策を争点化
することができる市民の育成、すなわち、主権
者意識がより高い市民の育成に寄与できると考
えた。

プログラムの構築と実践

（ 1）プログラムの構築方法
　本事業は平成30年度および31年度秋田市協働
サポート交付金事業として実施し、当法人事務
局が主権者教育プログラムの原案を作成し、環
境教育の実務者や学校教育関係者から成る検討
委員会によって、さらなる評価・検討を行うこ
とで構築された。
（ 2）主権者教育プログラムの構成と実践
　検討委員会を経て構築したプログラムにおけ
る学習のねらいを以下に示す。

　本プログラムは、平成30年度から令和元年度
にかけて、秋田市立秋田商業高等学校および秋
田クラーク高等学院2）において、授業時間に実
施し、5～6時間の授業時数を使用した（表1）。

　気候変動に関するマニフェスト作成や模擬
選挙の体験を通じて、社会参画に必要な主体
性や判断力を養い、選挙や政治に関心を持た
せ、社会の一員として自ら考え投票すること
の意義を理解する。

明るい選挙推進優良活動表彰・令和元年度

『気候変動×主権者教育』プロジェクト
 みんなで描く、にじいろ未来

一般社団法人 あきた地球環境会議 理事・事業統括　東海林�拓郎

1）�SUMMARY�FOR�POLICYMAKERSの評価報告書への表記は、第1次から見られているが、応募団体がこの表記を強く意識したのは
第5次評価報告書からという意である。

2）秋田クラーク高等学院:通信制高校で秋田県教育委員会指定技能教育施設。
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＜地球温暖化・気候変動を学ぶ（講義）＞
　講座講師は、IPCCリポートコミュニケー
ター3）が利用可能な資料（動画やスライド）を織
り交ぜながら、「地球温暖化による気候変動の
現状」のタイトルで筆者が務めた。講義で伝え
た内容を記述する。

・気候変動の科学的要因
・気候変動による影響と予測されている未来
・�パリ協定（気候危機および気候正義）気候正義
と金融機関における常識の変化

・�「高校生が身につける常識�＝�未来の常識」
＜マニフェストづくり（グループワーク）＞
　1グループ6人程度となり、プログラム実施校
が独自で行うことができる気候変動対策につい
て意見をまとめてもらった。ワークショップの
形式で実施し、ファシリテーターは、筆者の他
に検討委員会の委員や事務局員が務めた。
・�グループごとに模擬政党の党名・党首を決め
させた。

・�学校が独自に実施できる気候変動対策をブレ
インストーミングさせた（ファシリテーター
によっては付箋紙等を活用）。

・�各グループで考えた気候変動対策を、模擬政
党のマニフェストとしてまとめ、クラス内で
発表し、質疑応答を行った。

　本プログラムで作成されたマニフェストのう
ち、模擬投票で選ばれたグループの政策を表 2
に示す4）。
＜模擬投票＞
　秋田市選挙管理委員会による選挙に関わる説
明の後、模擬政党の党首による演説が行われ、
模擬投票を実施した。学校によって、模擬投票
に参加する生徒や学年は異なっていた。
＜実行計画の作成（グループワーク）＞
　模擬投票によって選ばれた模擬政党のマニ
フェストについて、「誰が」「いつ（いつまでに）」
「どこで」「どのように」行うのかをワークシート
を用いて具体化する取り組みを行った。この際、
マニフェストに記載された 4項目程度の取り組
みを各グループに振り分け、実行計画を考えさ
せた。
（ 3）主権者教育プログラムに関わるアンケート
　全プログラム実施後にアンケートを行い、参

表 1　本事業による主権者教育の実施概要

実施年度 場所 実施日 対象 内容

9月13日 エコロジカルビジネス班 18名 講義「地球温暖化・気候変動を学ぶ」

9月20日

9月27日
（2コマ）

10月3日 1年生 240名 模擬投票

10月4日
エコロジカルビジネス班 18名
（2・3年生、3グループ）

グループワーク「実行計画の立案」

9月5日 全日型全生徒 70名 講義「地球温暖化・気候変動を学ぶ」

9月19日
（2コマ）

2年生 20名（4グループ） グループワーク「マニフェストづくり」

9月26日 全日型全生徒 70名 模擬投票

10月10日 2年生 20名（4グループ） グループワーク「実行計画の立案」

9月5日 エコロジカルビジネス班 22名 講義「地球温暖化・気候変動を学ぶ」

9月19日

9月26日

10月2日 1年生 228名 模擬投票

10月3日
（2コマ）

エコロジカルビジネス班 22名
（2・3年生、3グループ）

グループワーク「実行計画の立案」

9月13日 1年生 29名 講義「地球温暖化・気候変動を学ぶ」

10月11日 1年生 29名（4グループ）

10月18日 1年生 29名（4グループ）

10月30日 全日型全生徒 51名 模擬投票

11月1日 1年生 29名（4グループ） グループワーク「実行計画の立案」

平成
30年度

令和
元年度

秋田市立
秋田商業高校

エコロジカルビジネス班 22名
（2・3年生、3グループ） グループワーク「マニフェストづくり」

秋田クラーク
高等学院

グループワーク「マニフェストづくり」

エコロジカルビジネス班 18名

（2・3年生、3グループ）
グループワーク「マニフェストづくり」

秋田市立
秋田商業高校

秋田クラーク
高等学院

表 2　 模擬投票で選ばれたグループが作成した、学校独自で行え
る気候変動対策マニフェスト

実施年度

寮を作り通勤距離・時間を減らす。また、季節によって引っ越してきた生徒も利用する。

平成
30年度

令和
元年度

雪かきボランティアで電動除雪機を使わない。

学校を家にする（通学手段が限られている、遠方であるなどの生徒向け）。

マニフェストの内容

登校したら、夏は体育ジャージ、冬はコートの着用を可とする。

全国のクラーク校の生徒が季節によって住む場所を変える（夏は北方の、冬は南方の校舎で学ぶ）。

校内の電灯の LED化を進める。

全国のクラーク校で、ボランティアにおる植樹やゴミ拾い等を行事とする。

全国のクラーク校のエネルギー消費量を Web 上で公開する。

秋田市立秋田商業高校

女子は冬用に長ズボンの制服を、男子は夏用に七分丈ズボンの制服をつくる。

秋田クラーク高等学院

秋田市立秋田商業高校

秋田クラーク高等学院

配布物の電子化（重要なもの以外プリント配布しない）

ポイ捨て防止にゴミ箱を設置する。

秋田駅と高校の間を往復する大型の電気バスを利用する（寄付により購入）。

体育の授業時に発電自転車をこぐ。

電気の無駄使いをしない（使わないときはコンセントを抜くなど）。

登校時はエコバッグを持参し、レジ袋はもらわない。

学校バスを作り秋田駅へ生徒を迎えに行く。

夏 :職員室の冷房 OFF、冬 :ストーブを使わずに体を動かすことを許可する。

 

3）�IPCCリポートコミュニケーターは、環境省が主体となってすすめる事業の一環で要請された。IPCC�第 5次評価報
告書の内容を中心に、地球温暖化に関する情報を一般国民に発信し、これの理解促進を図る役割を期待されている。

4）�紙面の都合上、当選したグループ（模擬政党）が考案した対策案のみを記載したが、各年度・各校とも4 ~ 5グル
ープができ、それぞれ5 ~ 6 種類の対策案をまとめていた。
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加生徒のプログラムへの理解度や主権者意識や
気候変動に関わる意識を調べた。なお、記述式
のアンケートについては、計量テキスト分析ソフ
トKH�Coder（Version�3.Alpha.17b）の「共起ネッ
トワーク」を用いて、関連語解析を行った。なお、
2カ年を通じたアンケート回収率は85％であった。
（ 4）実施にあたって留意した点
　本プログラムを実施するにあたって、特にマ
ニフェスト作成の際、気候変動対策について「反
対」や「不要」と考えたり、「地球は温暖化してい
ない」や「地球温暖化の原因は人間活動ではな
い」と考える参加生徒がいるケースが想定された。
　前者については、ファシリテーターはその参

加生徒の意見は尊重し、あくまでグループ内で
意見をぶつけ合うことを優先することとした。
後者については、そう考える理由等を聞きとり、
IPCCの第 5次評価報告書の記載内容などを紹
介しながら納得してもらえるように努めること
とした。

プログラムの実施効果

（ 1）主権者意識の変容
　 2カ年のアンケート結果では、全体の理解度
に関する設問には97�%（n�=�76）が「理解できた」

図 1　参加生徒の次の選挙への参加意向

選挙に行こうと思った
72%

今のところまだ
わからない  22%

特に行こうと思わない  5.3%

n=76

図 2　 次の選挙への参加意向に関わる自由記述の解析結果

授業からの影響
参加意思

関心・ 意識

責任感（ 未来）

責任感（ 社会）

図中のSubgraph（サブグラフ）、Coefficient（共起の程度）、Frequency（語の出現数）
は、それぞれ、語のグループ分け、共通に出現している程度、その語の出現数を表す。

模擬政党ごとにマニフェストを発表（秋田商業
高校）

模擬政党党首の演説（秋田クラーク高等学院） 模擬投票（秋田商業高校）

講義（秋田商業高校） ワークショップ（秋田クラーク高等学院） 各模擬政党がマニフェストをまとめる（秋田クラ
ーク高等学院）
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と回答しており、理解度の高いプログラムで
あったといえる。また、「実際、選挙権を持っ
た際は投票に行こうと思いましたか？」の設問
に対して、72%が「選挙に行こうと思った」と回
答した（図 1）。また、図 1の回答理由として記
載された内容の解析結果からは、「授業からの
影響」「関心・意識」「参加意思」「責任感（未来・
社会）」に関わる記述内容が見られた（図 2）。一
方、「特に行こうと思わない」「今のところまだ
わからない」の理由として、「正直めんどくさい」
「やっぱりよくわからない」「行かないと思う」と
の記載が見られた。
　主権者教育プログラムの実施直後であるた
め、参加生徒の意識変容や行動変容を十分に説
明するには至らないが、一定の実施効果は得ら
れたと考える。
（ 2）実施校における参加生徒への対応
　模擬投票で選ばれた模擬政党の気候変動対策
について、その意向を反映させようとする動き
が見られた。例えば、平成30年度の秋田クラー
ク高等学院では、最も得票数が多かった政党が
掲げていた気候変動対策のうち「冬用に女子制
服ズボンを作る」という内容に対して、校則上
ズボン作製は不可であることから、スカートの
下へのジャージ着用が校長判断により許可され
た。
　また、令和元年度の秋田商業高校では、実行
計画を作成する授業内で「実現可能な実行計画
であれば学校として導入する」という校長から
のメッセージが紹介された。これらの学校の姿
勢は、参加生徒の自己有用感を高め、主権者と
しての自覚を促すものであるだろう。
（ 3）プログラム構築に関わる連携・協働
　本事業では、検討委員会を組織して、教育関
係者との連携により主権者教育プログラムの構
築を進めた。このことは、構築プログラムの生
徒や教員への影響、学習指導要領との関連付け、
カリキュラム上の位置付けなどを明らかにしな

がらプログラムを作ることを可能とした。今後
も連携を継続することで、他校へのスムーズな
波及が期待される。
　また、県明推協では、中学生だけでなく発達
段階にあわせた内容を構築する必要性も指摘さ
れており、本事業が組織した検討委員会や県明
推協との連携・協働により、多様な参加者に対
応した主権者教育プログラムが構築されること
が期待できる。
（ 4）全国への波及可能性
　本事業による気候変動対策をテーマとした主
権者教育プログラムは、気候変動対策分野の環
境教育・普及啓発分野ではユニークで先進的な
事例として注目されている。地球温暖化対策の
推進に関する法律（平成10年法律第117号）で定
められた地域地球温暖化防止活動推進センター
（全国に59センター）や、これらを指定している
自治体を対象に事例紹介を行い、事業コンセプ
トやノウハウの全国的な波及が期待される。
（ 5）国際協力事業への発展
　あきた地球環境会議では、本プログラムの流
れを参考に、平成30年度からマレーシア サバ
州の学校において、「気候変動に関わるスクー
ルアクションプランづくり」と題した120～180
分の環境教育プログラムを実践した（ファシリ
テーターは秋田県の高校生が務めた）。今後は、
マレーシアの主権者教育（シチズンシップ教育）
の状況を鑑みながら、プログラムの実施手法を
マニュアル化し、サバ州内の高校教員を対象に
導入研修を実施する予定である。

＜参考資料＞

・�一般社団法人あきた地球環境会議（2019）『気候変動

対策×主権者教育』プロジェクト～みんなで描く、

にじいろ未来～報告書

・�一般社団法人あきた地球環境会議（2020）『気候変動

対策×主権者教育』プロジェクト～みんなで描く、

にじいろ未来～報告書
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　NPO法人古川学人（以下、当法人）は、宮城
県北部の大崎市で吉野作造記念館の指定管理運
営を行っている。吉野作造（1878～1933）は当地
出身の政治学者で、大正デモクラシー運動にお
ける世論の指導者として知られる。「民本主義」
を唱えた代表論文「憲政の本義を説いて其有終
の美を済すの途を論ず」（1916）では、立憲主義
の「本義」として、政治が国民の利福を目的に、
国民の意向によって行われるべきことを論じ、
近代民主主義の理念を日本社会に広めることに
多大な功績を残した。
　その吉野の名を冠した施設の運営団体が主権
者教育に取り組むのは自然なことのようだが、
それは当法人が主権者教育に取り組む理由の半
分でしかない。そして、もう半分の理由は、日
本の民主主義社会のかなり根本的な部分に関わ
る問題だと考えている。少し話が遠回りになる
が、以下ではまずそのことについて述べ、その
後に当法人の活動を紹介したい。
　関連する事業に取り組まれる諸団体に、多少
なりとも参考になれば幸いである。

吉野作造記念館と指定管理者制度

　吉野作造記念館は、1995年に旧古川市（現大
崎市）が設置した博物館施設（博物館法に基づか
ない博物館類似施設）である。主な所蔵資料は
吉野家ご遺族から寄贈された遺品類、また開館
以前から収集を続けている吉野や関係人物の原
稿・書簡等である。2002年には運営が当法人に
委託され、2006年からは改正地方自治法に基づ
き指定管理者制度が導入された。
　指定管理者制度とは、従来は主に行政が担っ

てきた公共領域に民間の柔軟な知恵や活力を取
り入れるべく、公立施設の民間委託を可能にし
た制度である。この指定管理者制度が、その理
念はともかく、実態としては多くの文教施設の
経営をかえって困難にしていることはよく指摘
される。博物館、図書館等の文教施設において、
指定管理運営館と行政直営館との間に雇用格差
が存在することは事実であり、2011年には当時
の片山善博総務大臣が、指定管理者制度が「官
製ワーキングプア」の温床になっていることを
認める発言をしている［金山2016・同2017など］。
　こうした指定管理者制度の弊害が吉野作造記
念館にも当てはまるのかは、設置者である大崎
市および指定管理者である当法人の今後の経営
努力によって、その評価が変わるだろう。そし
て、当法人が行う主権者教育の活動は、言うな
ればその経営努力の一環である。
　では、なぜ主権者教育に取り組むことが、博
物館の経営努力になるのだろうか。

転換期の博物館経営と民主主義

　現在、日本には約6,000弱の博物館施設があ
り、うち約 4 分の 3 が博物館法に準拠しない博
物館類似施設である（「平成30年度社会教育調
査」）。日本の博物館施設数は、1960年代以降お
よび昭和50年代後半～平成ゼロ年代後半の 2 つ
の期間に激増した。すなわち、高度経済成長、
バブル経済、さらにその後の経済対策によるハ
コモノ行政の結果である。建設後の運営コスト
の展望を欠いた施設が乱立する中で、実際には
1995年をピークに、全国の博物館利用者数はす
でに減少に転じていた［上山ほか2003］。

明るい選挙推進優良活動表彰・令和元年度

地域の博物館を民主主義の拠点に
 NPO法人古川学人が主権者教育に取り組む理由

吉野作造記念館（特定非営利活動法人古川学人指定管理）主任研究員　小嶋�翔
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　背景には様々な社会の変化があろうが、いず
れにせよ自治体の歳出削減により、正職員の学
芸員がいない、あるいは資料の購入予算がない
等、最低限の博物館機能すら維持できない施設
が今日では少なくない［栗田2019・辻2012］。
　こうした事情もあり、近年の博物館経営論に
ほぼ共通するテーマは公立博物館の市民的経
営・市民的自立である［大堀ほか2012・金山
2003・佐々木ほか2008・同2013］。1997年には

「博物館経営論」が学芸員資格取得のための必修
単位になったが、ここでいう「博物館経営」とは
単なる組織マネージメントではなく、財源作り
や市民的ガバナンスの形成、地域連携といった
広義の経営戦略を意味するものであった。まさ
に「親方日の丸的な考え方で通用してきた公共
的施設の運営が、なかなかそうはいかない時代
になった」1 ）のである。諸外国では公立文教施
設でも財源は市民的であるべしとする発想は珍
しくないのであり、ここには「公＝行政」だと思
い込む日本の市民社会の未熟さが垣間見える

［上野2002］。
　当法人が主権者教育に取り組むもう半分の理
由もここにある。つまり当法人において民主主
義とは、活動の目的であると同時に財政運営の
手段でなければならない。

将来世代を受益者に民主主義の学びの場
を提供する―NPO法人古川学人の活動

⑴ 高等学校向け出張講座
　2015年の公職選挙法改正による18歳選挙権実
現は、当法人が主権者教育に取り組むきっかけ
になった。最初に取り組んだのは高等学校を対
象にした出張講座で、主な内容は郷土の先人と
しての吉野作造を中心とした日本の民主主義の
歴史である。郷土史と民主主義を結びつけると
ころに地域の博物館としての個性を出したいと
考えている。また学校によっては生徒たちが来
館し、展示見学と講座を組み合わせて利用いた
だくこともあるが、これは施設の活用方法とし

て最も理想的である。この活動はこれまでに宮
城県内でのべ18校の利用があり、なかには毎年
継続してご利用いただいている学校もある 2 ）。
　この活動で特に重要な成果になったのは、
2018年に宮城県立角田支援学校と共同で取り組
んだ特別支援学校における主権者教育の方法論
に関する研究、およびその実践である。同校で
はそれ以前から、主に知的障害のある生徒を対
象にした主権者教育に取り組んでいて、当法人
もご依頼を受けてこれに参加した。課題になっ
たのは、障害のある生徒の投票行動には、本人
だけではなく保護者の前向きな姿勢、理解が必
要だということである。そのため出張講座は「親
子合同研修会」の形式で行い、障害のある人の
投票環境の保障は人権問題であること、そのた
め投票に行くこと自体が現在・将来の障害のあ
る人の人権や生活を守ることに繋がることなど
を、保護者・生徒と一緒に考える機会を作った。
その上で、分かりやすい映像資料を参考に代理
投票の体験を行った（写真 1 ）。
　以上の成果は、共同研究「特別支援学校にお
ける主権者教育」として『吉野作造研究』第15号

（2019年）に掲載している。
⑵ 総合的な青少年社会教育の取り組み
　また、高校生が学校を離れた場所で自主的に
地域の課題や政治について学ぶ機会として「選
挙について考えてみよう～日本学術会議サイエ
ンスカフェ」（日本学術会議共催、2018年、写真
2 ）、あるいは「高校生デモクラシー塾」（2018年

写真1：宮城県立角田支援学校・親子合同研修会。保護者と一緒に代理
投票の流れを確認
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～）といった事業を実施したが、これらの事業
の起点には吉野作造記念館2017年度企画展「90
年前の清き一票―普通選挙のはじまり」（後援：
公益財団法人明るい選挙推進協会）がある。こ
の企画展および企画展記念講演会から生じたご
縁をきっかけに、当法人は主権者教育事業のた
めの人的ネットワークを大きく広げることがで
きた。吉野作造記念館の学芸スタッフは主権者
教育の専門家ではないが、博物館施設としての
事業を総合的に活用することで、支援をいただ
ける外部ネットワークを効果的に作ることがで
きる。これは博物館施設の運営者が主権者教育
に取り組む際の大きな利点である。
　その他、社会貢献や地域課題の解決に取り組
む若者を表彰する「吉野作造記念おおさき社会
貢献大賞」、またそうした活動を志す若者を支
援する「吉野作造フェローシップ」などの助成事
業を開始し、社会的意欲を持つ青少年を吉野作
造の名を用いて支援する仕組みを作っている。
　以上はいずれも地域の博物館を民主主義の拠
点として総合的に活用する試みであるが、個々
の事業内容はまだ試行錯誤なところもあり、内
容や教育効果については今後も検証・見直しが
必要である。様々な団体・支援者の協力を得な
がらよりよい活動を目指したい。
⑶ 児童向けの選挙教育
　地域の文化施設の利点を活かした事業として

は、児童（幼児～小学校低学年）と保護者を対象
にした年 2 回のお楽しみイベントがある。コン
サートや簡易な工作等で楽しく遊んでいただく
というものだが、近年はこの中で「親子で楽し
む子ども投票体験」を実施している。これはま
ず人形劇で子どもたちの関心を引き、その後人
形劇のキャラクターが言い争いを始めたところ
に職員扮する吉野作造が登場し「みんなの意見
で決めよう」と提案、子どもたちは各キャラク
ターの意見を聞き、保護者と一緒に考えて投票
用紙に記入、投票するというものである（写真
3 ）。
　保護者と一緒に考えるという形式を取るの
は、親の投票について行った経験がある子ども
は成人してからの投票率が高いという統計調査

（総務省「18歳選挙権に関する意識調査」2016年）
をアイデアの根拠にしたためで、子ども対象の
投票体験と保護者対象の啓発活動をセットにし
た企画である。
　このイベントには毎回500名程の児童・保護
者の参加があるが、最初から「投票体験」「主権
者教育」を看板にしてはうまくいかないだろう。
吉野作造記念館でこれが可能なのは、地域の文
教施設として様々な文化イベントを開催してい
るイメージがある程度定着しているからであ
る。主権者教育あるいは社会教育とは、本来的
には特定の社会課題や投票行動の問題に止まら
ず、教養教育や情操教育を含む総合的な内容が
求められるはずである。そう考えると、主権者
教育を行う団体が博物館を拠点とすることは、
やはり大きな利点になるだろう。

おわりに

　当法人にとって重要であるのは、これらの事
業を税金による公共事業でも無償のボランティ
アでもなく、NPOによる民間事業として可能
な限り経済的に自立させていくことである。
ソーシャルビジネスに取り組む非営利団体

写真2：「選挙について考えてみよう～日本学術会議サイエンスカフェ」
地元の高校生19名が参加し、「未来の大崎市長選挙」をテーマに、地域課題
を解決する政策をグループで議論
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（NPO）の性格に、「受益者負担ではない」とい
うものがある。つまり、当法人の活動成果を享
受する人と、当法人にお金を払う人は別でよい。
当法人は将来世代である青少年・児童を受益者
として民主主義の学びの場を提供し、そのため
の負担を現在の市民にお願いしたい。
　2011年の東日本大震災を経て、日本社会には
寄付文化が広まりつつある。欧米諸国や隣国・
韓国と比べてまだ低水準であるとされるが、そ
れだけ文化や教育を市民的公共によって支える
可能性がまだ残っているとも言える（『寄付白書
2017』）。また、各地で主権者教育に取り組まれ
ている団体は、その地域の博物館施設を活用し
てみてはどうか。たとえば民俗資料館であれば、
その地域の「市民の歴史」を物語る様々な資料が
所蔵されているはずである。
　主権者教育の発展と地域文化の継承は、市民
的公共を育むための両輪として相互に補完する
ものである。少なくとも、当法人の目指す活路
はここ以外にないと考えている。

（注）

1 ）� 『図書館・博物館等への指定管理者制度導入に関

する調査研究報告書』（2010、文部科学省生涯学習

政策局社会教育課・株式会社三菱総合研究所地域

経営研究本部）1頁。

2）� 学校外の施設・団体の活用は総務省・文部科学省

『私たちが拓く日本の未来』（2015）でも推奨されて

いる。
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特定非営利活動法人古川学人　2002年設立。
吉野作造記念館（大崎市）指定管理者。法人名の「古
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」に由る。
吉野作造のデモクラシーの理念を活かした社会教育、
市民社会育成の事業を行っている。現在、吉野作造
記念館開館25周年事業として、「親子で選挙に親し
む絵本」制作のクラウドファンディングを準備中。
宮城県大崎市古川福沼 1- 2 - 3
最寄駅は東北新幹線 JR陸羽東線 古川駅
HP：https://www.yoshinosakuzou.info/

写真 3：「親子で楽しむ子ども投票体験」。吉野作造に扮した職員に投票の
仕方を教わる子どもたち

吉野作造記念館外観

吉
野
作
造
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　YOUNG CONEXION（以下「YC」）は、愛媛県
を拠点に中高生の主体的な活動を行っている団
体だ。現在、団体には約30名の中高生が所属し
ていて、主に毎週土曜日に集まり、ミーティン
グやスクール活動、イベントの企画・運営など
を行っている。このような取り組みを通して、
中高生に、自分たちが社会に生きる市民として
の当事者意識や、自覚を持てるようになること
を目的としている。

私たちの主な活動について

　私たちの団体は、中高生の意志を尊重し自由
な活動を行っているが、参加しなくてはならな
い活動に、「よのなかすくーる」と「こどもタウ
ン」がある。以下ではこの 2 つについて説明する。
⑴ よのなかすくーるについて
　毎週のミーティングの際、YCが所属する
NPO法人であるNEXT CONEXION（以下「NC」）
が主催している「よのなかすくーる」という講座
を受講している。ここでは、実際のよのなかの
課題などをテーマにして、自分たちの住んでい
る社会について考えている。例えば、松山市の
実際の税金の使い道について考えるもの、実際
の選挙の時に使われたマニフェストを見てどの
政党が自分に合っているかを考えるものなどの
政治に関することや、権利や義務に関すること
など様々なテーマがある。学校の授業のように
先生が生徒に「教える」という一方通行の学びで
はなく、グループを作り、話し合いながら考え
ることで生徒同士で「学びあう」ことを大切にし
ている。これにより、自分とは違う他の人の考
えや価値観を知り、視野が広がったり、もとも

と持っていた自分の意見を深めたりすることが
できる。YCの活動に参加している中高生も、
普段は話し合いの活動や、実際のニュースなど
をテーマに考える機会はあまりないため、意欲
的に参加している。
⑵ こどもタウンについて
　次に、「こどもタウン」について紹介する。「こ
どもタウン」は、中高生と小学生が作る「仮想の
街」で、YCの中高生が実際の社会を再現し、小
学生と社会のしくみを楽しく学び合えるように
なっている。市役所や、銀行、税務署、警察な
どの公共ブースや、お菓子や雑貨を売る商店、
最近ではYouTuberやタピオカ屋などのブース
もあるが、その回ごとに出店するブースも様々
である。体験する小学生はこどもタウンの仮想
通貨である「イット」を利用して給料を得たり、
買い物をしたりできる。
　「こどもタウン」は単なる職業体験のイベント
ではなく、社会のしくみを小学生に知ってもら
うことが目的であるため、お店を出すときを例
に、どのような取り組みをしているかを説明する。
① 小学生がどんな店にするかを考えて、何を売

明るい選挙推進優良活動表彰・令和元年度

中高生に市民としての当事者意識や自覚を
YOUNG CONEXIONの活動

YOUNG CONEXION OG　板倉�菜々帆

こどもタウン
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るのかを考える。
② 仕入れのために、自分たちで資金を出す、銀

行から融資をもらう、証券会社で集まった資
本金を使う、などの方法を考える。その資金
を使い、問屋ブースで商品を仕入れる。

③ どうしたら利益が出せるかを考えながら商品
に値段をつけて、販売する。販売するときも
チラシを出したり、街を歩いて声をかけたり
して商品が売れるように工夫する。

④ 商品を売ったら、融資を受けた場合には融資
＋利息分を銀行に返し、残った金額から納税
分を引き、給料の決算を出す。

　このように、働く際はもちろん、中高生の候
補者から選ぶ市長選挙などもあり、様々な面で
社会のしくみが学べるようになっている。しか
し、小学生がこの街を体験できるようにするた
めには、主催するYCの中高生がこれらの社会
のしくみについて知っておかなくてはならない
ため、毎週のミーティングで約半年かけて、こ
どもタウンの準備を行う。
　こどもタウンは大人の手をほとんど借りずに
中高生だけで主催するイベントであるため、担
当の仕事について調べたり、台本を作ったりす
るだけでなく、企画書作成、広報用のチラシ作
成、会場申請などのイベントの裏側の事務手続
きなども中高生自身で行っている。しかし、実
際のイベント運営費などは大本のNCの協力も
得て補助金などを活用しているのが現状だ。こ
うした活動を通して、中高生が主体的に活動で

きる場作りをしている。

その他のイベントについて

　中高生の主体性を育む事業として、他にも中
高生が自分たちで自由に主催できる企画がいく
つかある。中高生が自身の関心のあることを題
材に企画を行うことで、より積極的に参加でき、
実際にイベントを主催するという、普通ではあ
まりできない経験ができる。以下では、現在実
施している事業についていくつか紹介していく。
⑴ カフェコネ
　これは、シリーズ企画として実施されている
イベントだ。開催され始めた当初は、通常関わ
りの少ない政治家の方をゲストとしてお招き
し、食事や簡単なゲームなどを通して交流を行
い、政治をより身近なものとして考える活動を
行っていた。政治について「難しそう」だと感じ
る中高生は多いが、実際にイベントに参加した
生徒は、「政治家の人は意外と普通だった」と言
うように、このイベントに一般参加してYCの
活動に興味を持ち、今の活動に参加している人
も多い。
　最近では、大学の入試改革が行われたことも
あり、政治家の方だけでなく、大学の先生や主
権者教育に携わっている方などをゲストとして
お呼びし、今後の教育の変化や大学入試に関す
る疑問などを聞いたり、考えたりしている。ゲ
ストの方の専門の研究内容でワークショップを
していただけることもあり、教育やSDGsなど

カフェコネ こどもとかける
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をより詳しく考えることができる。入試改革で
も言われているように、学生の主体性が求めら
れるようになり、YCの中高生の活動は、大学
の先生などから評価していただけることも多
く、今後のモチベーションにつなげることもで
きている。
⑵ こどもとかける
　この企画では、小学生を私たちが普段利用し
ている事務所に招き、一緒に遊んだり、勉強し
たりするものだ。「子ども食堂」に関心を持った
中高生が発案し、毎回10名程度の小学生を招い
てイベントをしている。普段はあまりできない、
小学生と中高生との世代間の交流ができ、小学
生からも人気である。
⑶ SDGsハウスプロジェクト
　これは、現在進行中の企画で、こどもとかけ
るの会場である事務所を改修するための取り組
みを行っている。私たちが考える現代の課題の
中に「中高生の居場所が少ない」ということがあ
る。その点で自分たちの事務所を中高生の居場
所にできないかと考え、この企画が始まった。
もっと中高生が利用しやすい場所作りとして、
今後大切になってくるSDGsの考えを参考に、
環境や教育について考えながら事務所の改修を
しようとしているため、この企画名になっている。
　 6 月から 8 月初めまでの期間でクラウドファ
ンディングを実施し、はがき配付や、YouTube
での宣伝動画の配信など、改修のための資金集
めに取り組んだ。目標額を達成することはでき
なかったが、53名の方からご支援をいただき、
宣伝を通して、それまで以上のより多くの方に
私たちの活動を知っていただけた。 2 か月間毎
日かかさず活動報告を更新するなど、改めて中
高生の力を感じることができた。

＊
　今回は 3 つの企画について紹介したが、この
ように中高生が自身の関心の持ったことに実際
に取り組めることもYCの特徴であり、先ほど

の「カフェコネ」でも中高生が自分の関心のある
テーマを題材として企画することも多い。上記
以外にも中高生が自主的に関心のあることに取
り組める団体を目指し、様々な企画を中高生自
身で主催している。

所属しているメンバーについて

　YCは、2016年からもともとNCの活動に参加
していた高校生の、「自分たちでボランティア
を主催したい」という思いから始まった。現在
は、設立から 4 年が経過し、 3 回の世代交代を
行い、 4 期生のメンバーが中心になり活動を
行っている。松山市内の様々な中学・高校から
集まり、普通は関わりの少ない他校生との交流
もできている。メンバーも中学 1 年生から高校
3 年生まで幅広いが、学年関係なく自分の意見
を言い合える雰囲気があり、そこを気に入って
いる人も多い。
　YC卒業生の人は、活動を振り返って、「他学
年の人と関わる機会が多かったし、新しいメン
バーがくると人との交流が増えるため、大学で
の友だち作りでも役に立った」とコメントをく
れているし、他の人からも「学年関係なく意見
を言い合える環境があるし、年下の子でも意見
を言われて納得したり気づかされたりすること
も多い」という意見もある。
　さらに、他学年との関わりはもちろん、同学
年のメンバーとも一緒にイベントの準備をした
り、話し合ったりすることで絆が深くなり、卒
業しても親しく関わっている人も多い。メン
バー全体として思いやりがあり、初めての人で
も関わりやすい雰囲気がある。

活動に参加したことによる変化

　これまでの説明からもわかるように、YCは、
教育的な目的を持って活動しているが、実のと
ころ、入会当初からこのような志を持って活動
しているメンバーは少ないのが現状だ。多くの
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メンバーは、「イベントに参加したのが楽しかっ
た」「先輩・友だちに誘われた」という理由から
団体に入っているが、入会理由に深いものはな
くても、活動を行っていくうちに考え方が変わ
ることや、入会前より成長したと感じる人は多い。
　私自身、高校 1 年生のときからYCの活動に
参加し、大学に入学してからも、OGとして中
高生のサポートなどを行っている。子どもと関
わるのが好きだという単純な理由で「こどもタ
ウン」に参加したことがきっかけだが、自分が
担当するお仕事ブースを準備する中で、納税に
ついて調べたり、どうやったら小学生にも仕事
内容がわかりやすく伝わるかを考えたりした。
当日はイベントで小学生と活動できて楽しかっ
たこと以上に、自分のブースを仕上げたことの
達成感を感じ、今後もYCの活動に関わりたい
という思いが強くなった。
　「よのなかすくーる」では、「宗教」をテーマに
扱った際に、最初は詐欺のようなあやしい印象
があったが、他の人との話し合いなどをした結
果、本来宗教とは同じ目的や思いを持った人た
ちが意見を共有するような集団であり、その宗
教があることで救われた人もいるし、意見を受
け入れてもらえることで安心できるという宗教
の良さを考えることにつながった。
　このように、「よのなか」にある様々なことを
テーマに考えることができたため、知識はもち
ろん、そのテーマに対する自分の意見を考える
ことができ、「よのなか」への関心や興味が深
まったし、社会の中で自分に何ができるのか、
自分はどう活動していくか、ということを考え
ることができた。
　上記はあくまで私の意見であるが、他のメン
バーでもYCに参加したことで、社会に対する
関心が持てるようになったと言う人は多いし、
身の周りの社会への関心が政治への関心をもつ
ことにもつながり、アンケート調査の「18歳に
なったら選挙に行くか」という項目で、「はい」

と答える人も多い。決して、メンバーにもとも
と政治的関心を持つ人が多い訳ではないが、
YCで活動していくうちに自然とそういった意
識が生まれるということが魅力であると言える。

今後の抱負

　今後は、社会の変化に対応するためには、私
たちの団体も変化させていく必要がある。そこ
で、今まで以上にSDGsやオンライン化について
考えていきたい。「SDGsハウスプロジェクト」の
紹介をしたが、今全世界で注目されていること
に「SDGs」があり、今後、取り上げられることが
増えてくるだろう。そのため、私たちも「こども
タウン」にSDGsを取り入れるなどを考えている。
　また、今回のコロナウイルス蔓延により、様々
な面でオンライン化が進んだように、YCでも
ミーティングをオンラインにするなどの変化を
せざるを得なかった。実際にオンラインミー
ティングを実施してみて、仕事の効率性などの
便利さを感じた反面、対面で交流することの大
切さなどがわかり、オフラインであることの良
さを改めて感じることができた。
　社会では、今後もオンライン化が進むことが
予想されるため、これらの変化に対応していく
ことは必要だが、変化を単純に受け入れるだけ
でなく、「どうして変化が必要なのか」「変化す
るとどうなるのか」「変化により生じる課題はな
いか」などを考えることが、私たちだからでき
ることである。それを考えた上で、うまく利用
していくことが今後求められることなのだろう。

中高生メンバー
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【優良活動賞】
帯広市明るい選挙推進協議会（北海道）　会員91
名。平成22年より市選管と共催で選挙出前講座を行
う。小中学校の校長会等で実施を呼びかけてきたと
ころ、令和 2 年度から小中の総合学習の選択教科に
選挙出前講座が取り入れられた。また会員数の減少
により存続が危ぶまれたことから、会員のやりがい
を創出するなど組織の活性化にも取り組んでいる。
新宿区明るい選挙推進協議会（東京都）　推進委員
等126名、3 つの専門委員会を設置、10地区で活動。
小 6 対象の選挙出前授業では、児童に身近な地域
課題を考える「政策選挙」を実施している。さらに児
童が考えた選挙公報を地域イベントで掲示してい
る。コロナ禍における選挙時啓発について検討し、
委員のネットワークを利用して、学校や幼稚園、保
育園などを通じてチラシなどの啓発物を配っている。
品川区明るい選挙推進協議会（東京都）　推進委員
187名、 4 つの専門部会を設置。高校で出前授業
ができるよう平成24年度より各校に働きかけると
ともに、公立小中学校全校で行うことを目標に掲
げた。児童生徒にわかりやすい授業にすることを
最重点課題に置くとともに、推進委員の誰もが参
加できるプログラムの作成に取り組んだ。プログ
ラムに学校の役割を設けて協働とし、大学ゼミと
連携するなど出前授業の拡がりを図っている。
府中市明るい選挙推進委員会（東京都）　会員数87
名、 5 つの運営部会と11地区にブロック推進委員
会を設置。地域まつりでの啓発、話しあい活動な
どを、地域住民に近い距離で行う。ブロックの活動
内容は機関紙に掲載して情報共有を図るほか、市
ホームページに掲載して活動の周知も図っている。
茅ケ崎市明るい選挙推進協議会（神奈川県）　会員
数29名、年会費500円を事業費等に充当。中 3 か
ら募集する「選挙啓発標語コンクール」、市民まつ
りや大学文化祭での啓発を実施している。養護学
校高等部や中高での出前授業では、会員が会場設
営の協力や立会人、候補者等を担う。選挙啓発研

修会では民間企業等の見学や他市区明推協との意
見交換会を行っている。
金沢市選挙サポーターＥ 7（石川県）　会員数28名、
金沢大学法学類投票行動論ゼミ生が中心。中学での
出前授業ではメンバーが講師となり、選挙に行く意
義に関する講義や模擬投票を行う。金沢大学附属特
別支援学校ではメンバーが作成したまちづくりゲー
ムを用いたワークショップを行う。大学祭で選挙啓
発ブースを出展、選挙時啓発ではメンバーがデザイ
ンしたマスクやウェットティッシュ等を配布した。
知的・発達障がい者のための主権者教育の手引き
製作委員会（東京都狛江市）　特別支援学校教員、
保護者、障害福祉施設長、社会福祉協議会職員、
市職員等12名。成年被後見人を含め知的・発達障
がいのある人の中には、選挙の存在や意義、選挙
公報等の用語や漢字が理解できない方、投票用紙
に候補者名を記入できない方も多く存在する。主
権者意識を持ち、他者と連携・協働して社会参画
する力を育むための、発達段階や障がいの特性に
応じた社会的意思決定を学ぶ教材を製作した。
【優良活動奨励賞】
Niigata選挙カレッジ（新潟県）　大学生27名、 4
つの事業部を設置。学園祭でのＶＲマップ動画の
作成、大学生協とコラボした商品オンライン人気
投票、子ども対象の模擬投票でのオンライン投票
受付等を行う。令和 2 年度は感染症の影響のため、
従来のような活動ができない中、オンラインで活
動を継続させた。
政治と高校生の架け橋を創る会（岐阜県）　岐阜高
校有志生徒11名。政治家にあだ名をつけて身近に
感じてもらう「政治家あだなプロジェクト」、高校
生国際シンポジウムでの研究発表、新型コロナを
中心に内外の政治に関する情報をInstagramで発
信する等、若者がどうすれば政治を身近なものに
感じ興味を持つようになるのかを考え、活動した。
岐阜大の若者啓発グループと連携し、同大で行わ
れたイベントで中学生や政治家と議論を行った。

　明るい選挙推進協会は一般財団法人櫻田會の支援
を得て、明るい選挙推進協議会、自治会、婦人会、
NPOなどを募集対象に、投票参加ときれいな選挙の
推進、政治意識の向上に取り組む活動を表彰してい
ます。令和 2 年度は 9 団体を表彰しました。活動の
概要を紹介します。

明るい選挙推進
優良活動表彰
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　　　　　　Activate仙台（宮城県仙台市）優良活動賞
　設立は平成29年 5月、会員数10名で、市内の大
学生と社会人で構成する。
・出前授業として模擬選挙を、高校や特別支援学校、
大学、短大などで行っている。メンバーが模擬市長
選挙の候補者役となり、選挙公約を自由分野と課題
分野（3年度は医療・福祉）から2つずつ考え、1分
間にまとめて生徒学生の前で演説している。
・成人式において、会場内のブースで、カイロや絆
創膏等、季節感を考慮した啓発物資を配布したり、
てとりん、めいすいくんなどのマスコットキャラク
ターと記念写真を撮る場を設けている。自身が選挙
権を持っていると意識してもらうこと、選挙や投票
行為をより身近に感じてもらうことで、選挙に参加
する苦手意識を下げることを目的としている。

・高校 3年生向けチラシを毎年作成している。対象
者は選挙や政治に関して当事者意識が低く、どのよ
うなチラシにすれば少しでも気に留めて内容を見て
もらえるか、選挙を身近に感じてもらうことができ
るかを、年齢が近いからこそできる発想を大切にし
て作成している。
・テレビ等での出演を通じた啓発活動を市長選等で
行っている。自分たちの活動を知ってもらうことと
投票の重要さを訴える目的で、令和3年度は民放番
組にメンバー2名が出演し、仙台市長選の詳細につ
いての説明を行った。
・仙台市選管が主催する選挙時啓発の企画コンペや
明るい選挙啓発ポスターコンクールの審査会などに
メンバーが参加している。

北区明るい選挙推進協議会（東京都）
　設立は昭和36年 5 月、会員数202名で、町会自
治会、青少年地区委員会からの推薦者等で構成す
る。事業部会と広報部会を設置している。
・明推協全体の活動として、成人式で啓発グッズ
を配布するとともに、新成人に選挙への思いを
ボードに書いてもらい、イメージキャラクターの
「めいすいくん」と一緒に記念撮影を行っている。
・各地域での活動として、区内にある東京家政大
学キャンパスで当該大学の学生と共に啓発用グッ
ズを配布したり、「かっぱまつり」「区民まつり」
「夏の子ども会」など子どもたちが集まるイベント

で、啓発グッズを配布したり、ブースを設けて模
擬投票を行っている。また話し合い活動を、各地
域で定期的にテーマを決めて行うとともに、人が
集まる機会に明るい選挙の推進について話し合い
を行っている。
・事業部会の活動として、明るい選挙ポスターコ
ンクールの募集案内を、区内全ての小中高校及び
児童館に送付するとともに、区広報誌やホーム
ページに掲載している。優秀賞と入賞を選出して
賞状と記念品を授与し、作品を展覧会で掲示して
いる。また、明るい選挙啓発標語（キャッチコピー）

　明るい選挙推進協会は、毎年、明るい選挙推進優良活動を表彰しています。表彰の目的は「国民の投票
参加ときれいな選挙の推進並びに政治意識の向上に取り組む活動で、他の模範となるにふさわしい活動を
表彰して、その功績を讃えることにより、活動の前進、拡大を図ること」です。令和 3年度は優良活動賞に
5団体、優良活動奨励賞に 3団体が選ばれました。奨励金として優良活動賞に20万円程度、優良活動奨励
賞に10万円程度を提供しています。この事業は一般財団法人櫻田會から支援していただき、昭和55年度か
ら実施しています。活動の概要を紹介します。

令和3年度
報告「明るい選挙推進優良活動表彰 受賞団体の活動概要」
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を区に在住・在学・在勤する者から募集してい
る。周知は、区の広報誌やホームページへの掲載、
掲示板での募集ポスターの掲示、区内施設に募集
チラシの設置等により行っている。

・広報部会の活動として、活動報告や選挙の豆知
識などを掲載した「選挙だより」を発行している。
・会員対象の講演会を、毎年 2月に開催している。

（公社）東京青年会議所千代田区委員会（東京都千代田区）
　設立は昭和24年 9 月、会員数28名で、25歳から
40歳までの企業経営者などで構成する。
　自らの意思を発現する権利である選挙権を目前
とした中学生・高校生とその保護者を重点対象と
して、メディア情報リテラシーを学ぶ模擬選挙プ
ログラムを作成し、その実践として2021年 6 月に
イベントを開催した。
　まず、「メディア情報の捉え方」として、候補者
本人は登場せずにテレビ政見放送、街の声や
SNS、雑誌、新聞を介した情報から、誰が新区長
にふさわしいかの投票を行った。情報には、事例
を活用した情報操作・フェイクニュースを含め
た。次に、「一次情報とセカンドオピニオン」とし
て、 3人の候補者による公開討論会を行った後、
Zoomのチャットを介して他者の意見を聴く時間

を設けた。
　メディアを介した情報による投票行動と、実際
の候補者の話を聞いたり質疑応答を見ることによ
る投票行動に違いが出るかを体験させた。メディ
アの情報を確認することの大切さと、見出しのみ
強調した報道について、候補者が直接本来の意図
を説明するなど対話の重要性を訴えた。
　その後、大学教授が模擬投票の事例等を例に、
メディアリテラシーの視点からどのように情報を
見ていくべきかなどを解説し、続いて講師や放送
関係者等を交えたディスカッションを行い、メ
ディア情報リテラシーの見地から見方・考え方の
違いをどのような時に意識したかなど、更に話題
を提供して参加者の理解を深めた。

福山白ばら会（広島県福山市）
　設立は昭和50年10月、会員数22名で、市内の20
～70歳代男女（会社員・公務員・自営業等）で構成
する。
・びんご井戸端会議を平成元年から14年まで開催
し、勤労青少年、主婦、会社員等延べ約8,000人
が参加した。「タダの講座でも講演会ではなく、
共に聴き、語り、考える 3点セットの学習集団」
をキャッチフレーズに、テーマは政局や経済、食
の問題からスポーツまで多様に設定し、講師は若
者層が決めた。参加者はグループに分かれて討論
するなど、世代を超えて交流した。
・学校での模擬投票体験事業を、平成19年度から
広島県選管、広島県明推協と連携して実施してい
る。また毎年 5月に開催されて85万人が訪れる「福
山ばら祭」では、模擬投票体験を市選管、市明推

協と協働で実施している。
・オンラインイベント「しゃべくりオンライン」
を、若者の社会参加を促すことを目的に令和 3年
9月に実施した。講師の基調スピーチを視聴後に
グループディカッションを行う構成で、平日20時
から21時半まで、 3週にわたり 3回開催したとこ
ろ、若年層を中心に各回50名弱が参加した。
・街頭啓発ではフラッシュモブを平成27・30年県
知事選挙で実施した。政治学習には少し抵抗があ
るけれど、仲間と共に楽しめ、ちょっぴり社会貢
献ができる活動なら参加したいとの若者の声を受
け、若者層への見える化を意識した。飛び入りを
含む約100人のダンサーとその家族等が参加し、
通行人からは「空気が変わった」「若者のエネル
ギーが噴火した」との感想があった。
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かたって、つないで（福岡県太宰府市）
　設立は平成30年、会員数 8名で、市内30～40歳
代の未就学児の母親で構成する。
・小冊子「小学生からのまちづくり・政治」を作成
した。まちづくり・政治は、政治家や行政だけで
なく市民も参加していくことが大事だが、誰が関
わり、何をしているのかが分かりにくいと感じ、
小学校高学年と親世代も学べる内容とした。市長
をはじめ関係各所を取材するとともに、市議全員
にアンケートを実施した。議会について議会事務
局に、女性議員が少ないことについては県男女共
同参画センター長に監修を依頼した。
・小冊子と連動した「まちづくり・政治ツアー」を
実施した。プログラム前半に小冊子で学ぶ講座、
後半を小冊子に出てきた人に会いに行く構成とし
た。市長との面談では子どもが質問する機会をつ

くり、議会見学では議場で模擬議会を行うなど体
験を重視した。市内全小学校から数名ずつの応募
があり、 2日間の実施で30名が参加した。
・市の財政、都市計画、市役所の仕事、議会の仕
組み、防災などを学ぶ勉強会を、市の出前講座を
利用して実施している。子どもと同伴できる環境
を作り、参加者61名のほとんどが子育て世代と
なった。
・県議、市長、市議との交流会を行っている。仕
事内容、関心があることなどに話題を広げて質問
し、政治ワードは出ないがふだん話せない人と
じっくり話し、どのようなことを考えているのか
を聞くことでき、参加者から政治が生活に身近で
あることを感じたなどの感想が聞かれた。
※68号で活動を詳しく紹介します。

　　　　　　　　学校総選挙プロジェクト（東京都）優良活動奨励賞
　設立は令和 2年10月、会員数 3名で、若年層の
投票率や政治への関心に課題を感じた企業の有志
（20代 2 名、40代 1 名）で構成する。
　令和元年参院選での10－20代の低投票率に違和
感を覚えた社内有志が、原因をネットアンケート
や自ら街頭インタビューで調査したところ、「ど
うせ投票しても何も変わらない」など政治に諦め
ている実態が明らかになった。企業として貢献で
きることがないかと企画・提案し、政治を自分事
化するきっかけ、選挙のリハーサルができる仕組
み、自分達の意見が社会に届く体験を創出するこ
とで若年層の投票率向上に寄与すべく、「学校総
選挙プロジェクト」を発足させた。
　中学生から20歳代を対象とするオンライン模擬
投票システムを構築し、若年層と関係が深い政

治・社会課題をテーマに、身近な課題が政治と繋
がっていることを実感してもらえるよう、個別政
策や法案も紹介している。令和 3年 9 －10月に実
施した「期待する政党」の模擬投票では26,288票が
集まるなど、発足後 1年間で10万人以上が参加し
た。「SNS誹謗中傷の厳罰化」「選択的夫婦別姓制
度」など生活と関わりが深いテーマも設定し、生
活と政治がつながっていることを実感させる工夫
をした。授業の副教材として利用する学校が2021
年 9 －10月には111校となった。当該校の投票結果
レポートを無償提供して振り返りの授業にも活用
された。
　模擬投票のほかに、日常生活で関わるものごと
など、政治・政策とも関わり深い社会課題を議論
のテーマにしたオンライン会議を行っている。
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かかみがはら若者選挙サポーター「めぐる」（岐阜県各務原市）
　設立は平成27年 7 月、会員数 8名で、市内の大
学生とOGで構成する。
　総会を年度末に、定例会を 2か月に 1回程度開
催し、「無理せず、楽しく」をモットーに、活動計
画に基づく話し合いや準備、勉強会を行っている。
会員募集は、大学の入学ガイダンスに合わせて行
われるサークル紹介のイベントに参加し、新入学
生への勧誘活動を行っている。
・大学学園祭での啓発活動を、メンバーが在籍す
る大学等で実施している。令和元年11月に行われ
た中部学院大学学園祭では模擬投票のブースを設
け、明るい選挙のイメージキャラクター「めいす
いくん」の友達という設定で創作したキャラク
ターの人気投票を行った。
・選挙啓発動画を作成している。コロナ禍でイベ

ント等が中止となり、メンバーがSNSのLINEで
話し合い、動画を作成して配信してはどうかとい
う案が出た。協働する各務原市選管に相談したと
ころ、選挙も近いので投票所で実施するコロナ対
策を紹介してはどうかとの提案を受けた。スマー
トフォンを使って撮影することとし、台本はしっ
かりと製作せず、シーン毎にその場でホワイト
ボードに書き出し、演じながら皆で台本を手直し
しつつ演技指導を行った。テロップを差し替える
ことにより撮り直さずに各種選挙で使用できるよ
う工夫した。
・令和 3年衆院選では、市役所入口付近で来庁者
や歩行者を対象に啓発グッズを配布する街頭啓発
を実施したところ、その模様が新聞に取り上げら
れた。

NPO法人ドットジェイピー熊本エリア（熊本県）
　設立は平成10年 2 月、会員数23名で、熊本県内
の大学 1～ 4年生で構成する。
　議員事務所でのインターンシップの運営を主と
するが、令和 3年 8月に次期衆院選熊本 2区の立
候補予定者による公開討論会を開催した。公開討
論会の多くは青年会議所などが主催し、観覧者は
年配の有権者が目立つ。当該公開討論会は学生自
身が企画し、若者に関係の深いテーマでの討論を
通して、若者が立候補予定者を知り、政治を身近
に感じ、関心を持ってもらうことで投票率を向上
させることをねらいとした。討論テーマは、従来
挙げられることが多い具体的な施策の話は若者に
とって敷居が高いので、立候補予定者の人柄や若
者に対する姿勢などとし、「政治家になって成し

遂げたいことは何か。そのきっかけは何か」「若者
は何に困っていて、どのような政策で解決しよう
と考えているか」を軸に話を聞いた。
　観覧者を熊本に住む若者に限定したことで参加
しやすくし、大学生、高校生91名、インスタライ
ブの閲覧者数は41人であった。高校28校に参加者
募集のビラを配布した。
　事後アンケートで、「投票の判断基準の参考に
なった」「政治や選挙について考えるきっかけに
なった」などと評価された。時間の関係から疑問
や考えを聞くことができなかったとする学生も多
く、ふだん政治家と関わる機会のない学生にとっ
て貴重な機会であったことがうかがえた。

令和 3年度明るい選挙推進優良
活動表彰の表彰式を、 3月 9日
午前に開催した当協会の代表者
会議に先立って行いました。同
日午後に開催した全国フォーラ
ムにおいて、 2団体が活動報告
を行いました。
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八王子市明るい選挙推進協議会
（冬頭松実会長）

　八王子市は東京都の西部、多摩地域にあり、人
口約56.1万人、面積186.38㎢です。鉄道ではJR中
央線・横浜線・八高線、京王電鉄が通り、高速道
路の中央道と圏央道が交差します。歴史的には甲
州街道の宿場町、絹織物の産地として発展し、観
光地では高尾山が有名です。大学が21あるのも特
徴の一つです。
組織の概要
　協議会は1957年に創設されました。推進委員は
町会自治会や前任者の推薦により 2 年の任期で委
嘱され、現在178名が活動しています。市域が広
いため26の地区に分け、各地区の代表者である企
画委員が地区ごとの活動の呼びかけや取りまとめ
を行っています。地区ごとに特徴が大きく異なる
ため、企画委員により地区にあった啓発事業が行
われます。さらに会長、副会長および運営委員か
らなる役員が、企画委員と共に協議会全体の取り
まとめと、意思決定を行います。
　活動の流れは、年度はじめに会員全員が出席す
る総会・全体会を開催し、事業計画を決定します。
事業計画に基づき役員と企画委員が出席する企画
委員会において、情報共有やより詳細な事業の実
施計画を立てます。ここ数年は新型コロナウィル
ス感染症の影響により、書面による会議の実施や
推進委員へのアンケートをもとに若年層に向けた
啓発物資の作成を進めたほか、電子メールなどを
利用して業務のデジタル化、効率化を進めています。
地区の活動
　ある地区では、令和 4 年の参院選において街頭
啓発を実施しました。企画委員が啓発実施を計画
し、推進委員へ声をかけて打ち合わせを行いまし

た。過去に実施した活動や地区の投票率を確認し、
今回はスーパーマーケットと市民センターで啓発
物資を配布することにしました。感染症対策を十
分に行うこと、場所を提供してくれる施設の管理
者への活動趣旨などの丁寧な説明を心がける事を
皆で共有しました。スーパーマーケット等に活動
場所の提供を快く許可してもらい、郵便局や信用
金庫には啓発ポスターの掲示を依頼し、目立つ場
所に掲示してもらいました。
　別の地区では、地域の市民センターまつりに合
わせて啓発を実施しました。企画委員が推進委員
に声をかけて打ち合わせを行い、啓発物資の配布
のほか、協議会の機関誌白バラに掲載している「選
挙川柳」を地域の皆さんから募集することにしま
した。ブースを設け、目を引くように様々な啓発
物資を並べました。風船や折り紙は子ども達の目
に止まり自然に足を止めてくれることもあり、そ
れに合わせて保護者の方も立ち寄ってくれること
につながりました。また、選挙川柳は来場者との
会話のきっかけとなりました。別の機会には、交
通手段に乏しい地域における選挙難民についての
話し合いも実施しました。
活発な活動の源
　地域での活動は、企画委員会などで実施を決定
したものではなく、各地区の企画委員が自主的に
計画し、推進委員に呼びかけ、関係施設との調整
の上で行います。こうした自主的な活動が活発に
行われる背景として、二つの取り組みが鍵になっ
ています。
　一つは情報共有を行い、啓発に取り組むハード
ルを下げることです。地域で啓発活動を行った時
は報告書を提出し、すべて役員会で共有するとと
もに、適宜企画委員会で要旨を報告しています。
活動の実施方法を共有することにより新任の企画

明るい選挙推進協会は 2 月27日に東京において、
明るい選挙推進運動の関係者が集う全国フォー
ラムを開催し、令和 4 年度の優良活動表彰を受
けた 9 団体の内 2 団体に活動概要を発表してい
ただきました。編集部の要約で紹介します。

明るい選挙推進優良
活動表彰（令和4年度）
受賞団体の活動概要
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委員など、どのように啓発活動を行ってよいかわ
からない方に、参考にしてもらっています。また、
他の地区が活動しているということ自体が刺激と
なり、活動への意欲を生み出すことにもつながり、
協議会の活力を高める良いサイクルになっている
と考えています。
　もう一つには、推進委員同士の交流を大切にし
ているところです。総会、全体会および企画委員
会の場はもちろんですが、それ以外にも推進交流
会を実施するなど、お互いに顔を合わせる機会を
多く設けるよう意識しています。活動を共にする
推進委員同士のつながりを深めることにより、活
発な意見交換が生まれ、活動実施の意欲をさらに
高めているものと考えています。
新規事業
　2022年に、はたちを祝う会での啓発と、高校生
による啓発放送を実施しました。祝う会には推進

委員約40人が参加し、作成した短い動画を会場内
で放映し、選挙のめいすいくんと写真を撮るフォ
トスポットと模擬投票のブースを設置しました。
啓発放送は、投票日当日に防災無線を使用して投
票参加を呼びかけるもので、高校放送部の生徒が
録音テープに吹き込みました。

＊
　啓発活動は往々にして成果が数値として見えに
くく、時にモチベーションを維持することが難し
いものです。いかに選挙に、特に若い人に関心を
持ってもらうか、IT化が進みリモートなど便利
な手段が当たり前になった昨今ですが、逆に人と
の触れ合いの中での活動の重要性は不変なもので
はないかと改めて実感しています。少しでも今時
の方法を取り入れながら、大切なのは日々の地道
な活動を継続していくことではないでしょうか。

イシカワ事変
（内島駿介代表）

団体概要と活動のきっかけ
　イシカワ事変は 4 つのグループから成ります。
金沢市出身の代表が進学を機に上京して石川と東
京をつなぐ組織として立ち上げた石川県出身の学
生で構成する「東京石川県学生会」、つながりの創
成を目指す金沢大学の学生団体「FiveColors」、政
治啓発を行う金沢大学と金沢工業大学の学生団体

「Rosta」、理念に共感して協力する社会人です。
　2022年、石川県は選挙の年でした。現職が引退
して28年ぶりに知事がかわる知事選、保守分裂も
話題になりました。知事選に金沢市長が出るので
市長選も同日に行われました。参議院補欠選挙と
参議院通常選挙もありました。知事選も金沢市長
選も過去最低の投票率を更新し続け、若者の投票
率も非常に低いものでした。
　若者の興味がない選挙だけれども、今回は注目
度が高いので若者の気をひきつけて若者の声を反

映した選挙にすることができるのではないか、こ
の機に面白いことをしたいと、金沢で活動してい
る学生団体に声をかけて始まったのが「イシカワ
事変」です。知事選は大学の春休みに行われ、学
生が行動しやすい時期でした。
活動内容
①動画・配信活動「学生が候補予定者に聞く」
　学生が選挙に行かない理由でよく言われるのが

「私の一票でいったい何が変わるかわからない」
で、私も共感していました。地元メディアの政治
記者から「学生時代には選挙に関心がなかったが、
仕事を始めると政治って意外とこういうところで
自分たちの生活を支えてるんだなって見えてき
た」と聞き、自分の生活に選挙が関わっているん
だという実感を学生に持たせるためにはどうすれ
ばいいのかを考えました。
　「あなたに投票して学生にどんなメリットがある
んですか」「あなたにとって学生は本当に大事なん
ですか。その理由は」と、SNSで若者から集めた質問
を立候補予定者にぶつけました。政治家はメディ
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アを通して県や市全体の人々に投げかけますが、学
生に向けた声を引き出せば、いろいろ聞いたけれ
ど、この人が一番学生のために仕事をしてくれそう
だなと思ってもらえ、当事者意識を持って選挙に行
くのではないか。知事選、金沢市長選、参院選に出
馬した16名全員に交渉して、13名が参加しました。
　ほかに、市長選の立候補者に密着して、その模
様を動画で配信しました。メディアを通してだけ
では見えてこない、選挙の裏側を伝えることがで
きたと思います。政治をテーマにしたトークセッ
ション番組も放送しました。
②SNSでの発信活動
　ツイッターとインスタグラムで、立候補予定者に
聞く質問を募集し、選挙の豆知識や選挙当日までの
カウントダウンなどを発信しました。また、イシカワ
事変の認知度を上げようと、地元企業 9 社の協賛を
得て、プレゼント企画を実施しました。同じ志を持
つ社会人がいることは心強い支えで、頑張らないと
いけないというモチベーションにつながりました。
③地元メディア連携・立候補者比較表の作成
　ありきたりな政策比較表ではなく、学生に親近感
を持ってもらえるような立候補者比較表を作り、地
元紙に掲載されました。立候補者に、学生時代に一
生懸命頑張ったことは何ですかと「ガクチカ」など、
候補者の人間性がわかるような質問をしました。
活動のふりかえり
　動画を発信したYouTubeの年齢別視聴回数
データでは、18-24歳が一番多く、若者層へのア
プローチはうまくいきました。けれども、動画を
どれだけの時間見たかという年齢別平均再生率
は、18-24歳が一番低い。知り合いが面白いこと
をやっているからと動画を見て、こういうことを
やっているんだで終わり、しっかりコンテンツを
見て、候補者のことを知ってもらうまでは至って
いない。倍速視聴、切り抜き文化も流行っていま
す。もっと分かりやすく手軽に見られるコンテン
ツが必要で、視聴回数じゃなくてどれだけ中身を
見てもらえるかが大事だと思います。

一番感じている課題
　大体の地元メディアに記事を投稿し、特集を組
まれ、面白そうだから投票に行こうという反応がい
とこや友達からはたくさん返ってきました。直接的
な人間関係は大事だけれど、それだけでは若者全
体の政治的関心を向上させることは到底できません。
　生徒会選挙は、時代をこえて何度も場所にかか
わらず行われ、投票率約100％を維持してきた選
挙です。選挙管理委員は投票した人から教室の外
に出ていいよと言い、しなければ帰れないという
強制性が働いている。なんらかの強制性を発揮す
れば、投票率だけ見ればかなり高く維持すること
ができるのではないか。
　SNSで政治啓発し、動画で政治家の声を伝えた
が、無関心層にアプローチすることは難しかった。
自分たちにできるのは、自分たちのような一定程
度政治に関心がある者が、無関心層を巻き込んで
いくことではないか。無理やりではなく家族の手
を引いて投票所へ連れていく、友達と遊びに行く
前に投票所に寄ってから行こうと声をかける、こ
ういう小さな小さな強制力を使うことが大事なん
じゃないかなと思います。
　行政は、人が集っている場所に投票所を設置す
ることが大事です。みんなが行っているから行こ
うとか、ちょっと寄り道すれば行ける所だから行
こうとか、そういった小さく柔らかなふんわりと
した強制力を働かせることが必要だと思います。
　イシカワ事変は、誰もが自ら考え自ら決定する
選挙の実現を事変としています。半分強制されて
投じられた票、あんまり考えていないけれどとり
あえず入れた票の質はどうなのかという議論はあ
りますが、まず投票経験をさせ、投票するなら
ちょっと考えようとか、投票したからちょっと
追ってみようとか、考える機会をむりやりでも作
り出していくことが先決じゃないか。ある程度の
強制性によって生じたものだとしても、長期的に
見れば、誰もが自ら考えそして決定する選挙を実
現できるのではないかと思います。
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NERIMA VOTERS
「 インスタを用いた高校生による選挙

キャンペーン」 東京都練馬区

　NERIMA�VOTERSはインスタグラムを用い
た高校生による選挙キャンペーンである。東京
学芸大学附属国際中等教育学校（以下、国際中等
と略す）の高校生と先生を中心に活動している。
　202１年の衆院選で活動を開始した。人気クリエ
イターkeｍｉｏさんの「投票所にインスタ映えする
写真を撮る場所があれば、若者はもっと投票に行
くのではないか?」との提言がきっかけとなった。
　練馬区選挙管理委員会の方々とZｏｏｍで相談
を重ね、実現した仕掛けの一つが選挙ラテアー
トである。「#カフェ巡りのハッシュタグのつ
いた投稿はインスタ上で１000万件ある。ウチら
高校生がインスタで検索するのは、“選挙”では
なく“カフェ”。投票を表現したラテアートがあ
れば、インスタで投稿したくなる」。
　このアイデアを実現すべく、練馬の地名にち
なんだウマの絵と「センキョ」「VOTED（投票
済）」の文字が浮かぶデザインを描いた。そして
選挙ラテを販売してくれるカフェを探した。練
馬区役所近くのcａfé�eｉgｈｔさんを訪れ、販売を
お願いした。インスタで宣伝拡散した投稿が左
下の写真である。
　他にも、パステルカラーでかわいい「投票済
ステッカー」を作成したり、「バンクシーのよう

なストリート絵画」を
描いて練馬区の期日前
投票所に展示するなど
した。
　また、私たちのキャ
ンペーンを多くの人に

知ってもらうため、インスタグラマーに宣伝を
依頼するダイレクトメッセージを送った。例え
ば、菅田将暉さんや橋本環奈さんなどの著名人
が参加した「投票はあなたの声」のインスタでも
NERIMA�VOTERSは紹介された。
選挙ステッカーで「ちょっと政治を変えてみ
よ。」
　参院選では、インスタでの選挙キャンペーン
により多くの高校生が参加することを目指し

「選挙ステッカー」を公募した。フォトジェニッ
クでインスタとの親和性が高い点、またスマー
トフォンのケースにステッカーを挟む若者が多
くいる点にも着目した。「ちょっと政治を変え
てみよ。」と題して次のように呼びかけた。
　「2022年 7 月の参院選において配布する選挙
ステッカーデザインを募集しています。応募方
法は、Inｓｔａgｒａｍで「NERIMA�VOTERS」をフォ
ローしてください。ご自身のインスタに作品を
#選挙ステッカー、#NERIMAVOTERSの 2 つの
ハッシュタグを付けて投稿してください。　作
品への「いいね！」の多さなどを参考に選考しま
す。　選挙ステッカーは参院選において、練馬
区内の期日前投票所などで配布予定です。」
　練馬区選管を通して区内１4の高等学校に封書
を送付し、高校生に対する呼びかけをお願いし
た。国際中等と都立井草高校では授業で生徒に
積極的に呼びかけた。その結果、両校の生徒を
中心に約１20作品の投稿があった。学校の友達
だけでなく音楽、アニメ、ゲームなどの話題を
通じて多様なネットワークを築いている。イン
スタで「選挙ステッカー」が発信されることで選
挙への関心を広げることができる。「推しの芸
能人の話はできても選挙の話はできない友達」
との間でも選挙を語るキッカケを作るのが、こ

明るい選挙推進協会は、政治意識の向上や投
票参加の促進などに取り組む活動を表彰して
います（一般財団法人櫻田會の支援）。4 年度
受賞団体（ 9 団体）から2 団体を紹介します。

明るい選挙推進優良
活動表彰
受賞団体の活動概要
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の企画の狙いである。
　最終的には、ドラク
ロワの七月革命の絵画
をモチーフにした「民

衆を自由に導く女子高生」と題した作品をはじ
め 3 作品がステッカーに選ばれた。これらの選
挙ステッカーは練馬区内の期日前投票所で 2 万
4 千枚配布された。
選挙に関心があることはカッコイイんです。
　2023年 4 月の練馬区議会議員選挙では「選挙
啓発バッグを持ち歩いて、ちょっと政治を変え
てみよ。」とのキャンペーンを行なった。練馬区
選管と話し合い、高校生のデザインで選挙を
PRできるバッグを制作した。バッグを持ち選
挙に関心があることをオシャレに発信していく
ことで、そういう姿勢をカッコイイものと捉え
る人が増えることを願っている。

　InｓｔａgｒａｍやTwｉｔｔeｒ
で#neｒｉｍａｖｏｔeｒｓで検
索してみると、私たち
のキャンペーンに関す
る様々な投稿をみるこ
とができる。例えば「な
んか期日前投票して、
シェアしたくなる仕組みあるといいね。このス
テッカーいいじゃん、ちょっとそう思った」と
の、つぶやきがあった。私たちのキャンペーン
が身近な誰かと選挙の話をするきっかけになっ
たのなら、とても嬉しい。

文責・楊田龍明　東京学芸大学附属国際中
等教育学校公民科教諭。第59回読売教育賞
最優秀賞受賞。「変化を起こすために目標を
設定し、責任を持って行動する力」を育成す
るエージェンシー教育を実践研究している。

矢掛高校選挙動画チーム
「 選挙権のない高校生たちの投票率 

向上への活動」 岡山県矢掛町

　矢掛高校選挙動画チームは、まだ選挙権のな
い高校生の目線で、同じ世代の選挙、政治への
関心を自分ごとと捉え選挙啓発に取り組んでい
ます。その取り組みは、自分たちの将来のため
に、同世代や若年層に向けて投票意識を向上さ
せるべく企画されたものです。多感な世代であ
る高校生たちにとって同級生や同じ学校の生徒
の行動の影響は大きく、選挙権を持つ前であっ
ても選挙権について主体的に考える契機になっ
たと思います。また後述する矢掛高校生徒会選
挙期日前投票の取り組みに波及するきっかけで
もあります。
　構成メンバーは、矢掛高校の有志生徒 6 人に
よって結成されたチームであり、若年層の政治
参加意識の低下、投票率の低調が続く中で、地
域の問題として選挙啓発に自主的に取り組める

ことがないかと模索しました。矢掛町は、令和
元年度より同校について矢掛高校魅力化推進事
業を実施し、高校と地域との関わりを模索して
います。そのような中で、高校生が矢掛町選挙
管理委員会へ動画作成の企画を提案したことが
この行動のおこりです。
　作成した動画については、◯×クイズ形式で
編集を行いました。問題の中には「投票所にペッ
トを連れてきてよいか？」など、高校生らしさ
を生かし、ユニークな発想を選挙という堅苦し
い制度の中に入れ込めたと思っています。メン
バーは、投票への参加の経験がない中、矢掛町
選管へ足を運び取材をしながら企画を進めてき
ました。教科書や授業でしか知らない選挙制度
を理解することは、苦労がありましたが、矢掛
町選管の大人の力を借りながら知識を身につけ
ることができました。この身についた知識を同
世代にわかりやすく伝えるためにはどうしたら
いいかを考えた結果が、◯×クイズ形式で短い
動画を数本作ることでした。

選挙啓発バッグを持つNERIMA 
VOTERSのメンバー
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　この動画については矢掛町ホームページ、矢
掛町Yｏuｔubeチャンネルで公開されています。
この取り組みについては、圏域内で主要な新聞
である山陽新聞（本社岡山市）と中国新聞（本社
広島市）で特集され、反響をいただきました。
動画の公開時期が令和 4 年 4 月24日執行の町
長・町議選挙前であったことからこの企画によ
り投票率の向上を期待しましたが、町長選挙が
対立候補なしの無投票になったためか全体の投
票率の低下及び１8・１9歳投票率の低下（平成30
年37.72％、令和 4 年29.87％）という結果でした。
　しかしながら、この結果を受けて更に発展し
た活動を展開しました。自分たちが、選挙・投
票への知識を得て興味を持ったように、高校生
の身近に選挙・投票があれば、選挙権を実際に
持つようになった時に投票に行きやすくなるの
ではないかと考え、令和 4 年度には矢掛高校生
徒会選挙の選挙管理委員に就き、 9 月に行われ
た生徒会選挙において期日前投票の試みを実施
しました。この取り組みについても山陽新聞、
中国新聞にユニークな取り組みとして掲載され
ました。
　前年度までの同選挙は、立候補後に担当教諭
がホームルームで投票用紙を配布してその場で
記入・回収という流れであり、生徒の主体性が
少々弱い状況でありました。この取り組みによ
り選挙期日の投票箱の設置・期日前投票所の設
置運営と、実際の公職選挙と同様の投票の仕組
みを実施することになりました。
　この取り組みは全国の明るい選挙推進協議会

や選挙管理委員会が推進している模擬投票の実
施が高校生たちの手で主体的に実施できたもの
であり、全校生徒に実際の選挙器材を使用した
投票を経験させることができました。また、生
徒自らが選挙期日の投票、期日前投票での投票
を考え、選挙権を行使することができました。
　また、より多くの同世代に伝えるために、「岡
山高校生ボランティア・アワード」「高校生探究
フォーラム」「マイプロジェクトアワード地域
ｓuｍｍｉｔオンライン」に参加し、全国の高校生た
ちにも自分たちの活動を伝え、選挙や投票につ
いて意見交換しました。矢掛高校で開催されて
いる探究活動の発表の場である「YAKOアワー
ド」では、大賞を受賞しました。
　さまざまな場面で同世代と意見を交わす中
で、投票への興味関心を高めて来ました。校内
に実際の期日前投票所を設置する方法を町選管
へ相談に行ったり、定例町議会を傍聴しました。
生徒会選挙の取り組みを一過性のものにしない
ために、担当教諭へ年度がわりに相談に行き、
生徒会選挙期日には矢掛町の出前授業で町議会
の方に講演していただくようにお願いしたり
と、より高校生にとって選挙が身近になる活動
を続けています。

矢掛高校生徒会選挙 矢掛高校発表

伴走者・奥村美恵　岡山県立矢掛高校地域
協働活動コーディネーター　一般社団法人
やかげ小中高こども連合所属。令和 3 年 5
月から岡山県立矢掛高校地域協働活動コー
ディネーターとして勤務。「地域学校協働活
動」を進めるための調整役。
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福井市明るい選挙推進協議会

　福井市明るい選挙推進協議会は、平成11年に、
『明るい選挙推進「福井市民の会」』として市民の
有志により発足しました。その後、各種団体か
ら推薦された委員も加え、平成15年に現在の「福
井市明るい選挙推進協議会」という名称に改称
しました。現在15名で活動しています。
　 2 か月に 1 回、例会を開催し、今後の方針を
話し合ったり、勉強会を行ったりするほか、常
時啓発活動として、明るい選挙啓発ポスターや
キャッチフレーズ・標語の審査、受賞した作品
の展示会開催、公民館開催のはたちを迎える若
者が集う「はたちのつどい」での投票参加の呼び
かけ、大学（福井大学年 2 回・福井工業大学年 3
回）での選挙啓発講演をするなど、様々な機会を
捉えて啓発活動を実施しています。委員は不在
者投票の外部立会人候補者にもなっており、選
挙時には、医療施設や福祉施設での外部立会人
も務めています。
「選挙コンシェルジュ活動」
　さて、今回こうして当会の活動を紹介すること
になった一因である、優良活動表彰を受けた「選
挙コンシェルジュ活動」についてご紹介します。
　「選挙コンシェルジュ」とは、簡単に説明する
と「学生たちの選挙に関する質問に答える相談
員」です。選挙の時期に一定期間、当会の委員
が「選挙コンシェルジュ」として、学内の一角に
専用コーナーを設けて待機し、訪れる学生の相
談や質問に、対面で対応していく活動です。

　この活動を始めるきっ
かけは、平成2７年に公職
選挙法の一部が改正さ
れ、平成2８年 ７ 月執行の
参議院議員通常選挙か
ら、選挙権年齢が満20歳

以上から満1８歳以上に引き下げられたことです。
　当会は設立当時から、福井市の投票率の低迷、
特に若年層の投票率の低さを問題視し、若い人
向け事業に活動の重点を置いてきました。その
一環として、大学生に対する選挙啓発講演に取
り組んでいましたが、選挙権年齢の引き下げに
伴い、もう一歩踏み込んだ啓発活動が出来ない
か模索していたなかで、「選挙コンシェルジュ
活動」を始めることとなりました。
　大学生を相手に活動するにあたり重要なの
が、学生の住所、つまり選挙権がどこにあるか
です。大学生というと、住民票を実家から移さ
ずに遠方の進学先に居住している学生が一定数
いるものです。福井市に住んでいても、福井市
には選挙権がない。そのような学生にも、不在
者投票制度の説明を行い、さらに実際の書類も
用意して、書き方の指導や郵送等までサポート
します。このように相談相手の実情に合わせ、
福井市民かどうかを問わず学生の相談に乗れる
よう、活動に取り組んでいます。
　講演で講師をするときは 1 対多数ですが、「選
挙コンシェルジュ」は 1 対 1 。この活動では、
学生一人一人に真摯に向き合い、その人にあっ
た対応ができるのが良いところです。
　『投票所に入るのは緊張する…』『市外に住ん
でいるけど、参院選って福井市以外でもやって
るの？』『投票に行っても政治は何も変わらな
い！』、これは今まで「選挙コンシェルジュ活動」
で受けた相談の一部です。大学生といっても、
選挙に対する知識や考えは、人によって全く異
なっています。そんな学生一人一人に合わせた
対応が出来るのも対面形式で相談に乗る「選挙
コンシェルジュ」だからこそ。「選挙コンシェル
ジュ活動」は、一度に啓発できる人数では街頭
啓発や講演には及びませんが、きめ細やかな対
応が出来るという点では代え難い活動であると
自負しています。今後も、初めて投票を迎える
若者の不安を受け止め、選挙への疑問を解消し、
若き有権者が安心して投票できるよう助力して
いきたいと思います。

明るい選挙推進優良活動
明るい選挙推進協会は、政治意識の向上や投票参加の促進など
に取り組む活動を表彰しています（一般財団法人櫻田會の支援）。
令和 4 年度受賞団体（ ９ 団体）から 2 団体を紹介します。
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今後の活動
　福井市では、令和 5 年12月に「福井市長選挙」
を執行する予定です。市長選挙ですと、対象者
は市内に住民票がある者だけに限定はされます
が、選挙権の有無にかかわらず、広く選挙の相
談に乗る機会として、「選挙コンシェルジュ活
動」をしたいと考えています。
　また、選挙時の啓発活動として、選挙啓発グッ
ズを配布しながら投票参加を呼びかける街頭活
動を行っていましたが、昨今のコロナ禍でずっ
と休止している状態でした。令和 5 年 5 月に新
型コロナウイルス感染症が 5 類に移行したこと
を受け、再活動を検討しています。
　近年は、選挙啓発活動として、ネットやSNS
等の非接触式の啓発を進められているようです

が、当会では人と人との繋がりを大切にし、実
際に人に向き合う・触れ合う活動も、大切に続
けていきたいと思います。

明るい選挙推進青年活動隊 CEPT

　私たち「明るい選挙推進青年活動隊 CEPT」
は、若者に対して選挙啓発活動を行うことを目
的に、2005年に福井県で発足した団体です。

「CEPT」とは「Clｅaｒ（Clｅan） Elｅcｔiｏn Pｒｏmｏｔiｏn 
Tｅam」の各英単語の頭文字を順に組み合わせ
たもので「セプト」と読みます。「inｔｅｒcｅpｔ」と
いう単語がありますが、この「cｅpｔ」は、「―
cｅpｔｏｒ」という“ｔakｅｒ（捕獲人等の意）”、“ｒｅcｅivｅｒ

（受取人等の意）”の意を表すラテン語からの造
語要素から由来するものと言われており、若者
の政治や選挙についての様々な思い・考えを

「受け止め」「捕獲して」、積極的な啓発活動を展
開していく意欲と決意が込められています。
　活動内容は月に 1 回行われる企画会議で、メ
ンバー同士の話し合いで決定します。これまで、
大学祭での選挙啓発ブースの出展や国政選挙等
の臨時啓発として、大学構内でのチラシの配布
や一日選管委員として候補者事務所を訪問する
など様々な活動を行ってきました。今回は福井県
立大学の大学祭における啓発活動を紹介します。
福井県立大学祭でのブース出展
　CEPTはメンバーの多くが福井県立大学の学

生であるため、毎年同大学の大学祭でブースを
出展しています。この大学祭への出展は、毎年、
選挙に関する啓発が行える利点がある一方、企
画内容が類似してしまうといった課題もありま
した。そこで、2021年の会議でブース出展の目
的や企画内容を改めて議論しました。その結果、
より多くの若者に選挙は難しいものではなく、
また身近なものであると感じてもらえるような
企画にしたいという結論に至りました。この議
論の中で生まれた、2021年の「ＶS開票」、2022年
の「有効票争奪戦」「めいすいサウルスキャラ付け
投票」という 3 つの企画を紹介します。
それぞれの企画にかけた思い
　「ＶS開票」と「有効票争奪戦」は、各年のメイ
ン企画として考えました。どちらも有効票・無
効票についてゲーム形式で楽しく学べるように
工夫しました。これによって若者の選挙への関
心を高めると同時に、彼らが実際に投票へ行く
ハードルを下げることで、投票率を向上させる
ことがねらいです。また、選挙では毎回白票を
除く無効票が少なからず出ていることを知り、
多くの人に正しい投票用紙の記入方法を知って
もらう必要があると考え、企画しました。
　一方、「めいすいサウルスキャラ付け投票」は

伊藤昌継　1９６2年生れ。平成2６年に出身団体である
福井市子ども会育成連合会からの推薦で、市明推協
委員に就任、平成2９年から会長を務める。市子ども
会育成連合会を退任した後も、個人参加で明推協に
残り、活動を継続している。特に選挙がない時の常
時啓発、持続的活動を重視。報道対応もこなす。
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幅広い年代の方に、実際に投票をする体験をし
てほしいと思い、企画しました。まだ選挙権がな
いこどもには投票を体験してもらい、選挙に興味
を持ってもらうことを目的に、選挙権を持ってい
ても実際に投票に行くことがない若者には、投票
は簡単で、自分の 1 票が結果を大きく変えること
を伝えることを目的に内容を検討しました。
VS開票
　ＶS開票は、投票用紙に書かれた候補者の名
前を見て、適切な箱に正しく仕分ける時間を競
うゲームです。
　ゲームが始まると、投票箱から一斉に十数枚
の投票用紙が広げられます。投票用紙にはそれ
ぞれ候補者の名前が書かれており、プレイヤー
は候補者の名前が書かれた箱に仕分けます。た
だし、投票用紙の候補者の名前は様々な形式で
書かれており、中には無効票となるものも含ま
れます。無効票を候補者の名前が書かれた箱に
入れた場合は、結果に数秒加算されます。その
ため、プレイヤーは素早く正確に無効票・有効
票を見極める必要があります。
有効票争奪戦
　有効票争奪戦は、いわゆるかるたゲームです。
まず、候補者の名前が書かれた投票用紙を模し
た札を十数枚机の上に並べます。次に、司会が
ある候補者の名前を読み上げ、プレイヤーはそ
の名前が書かれた札を取ります。それを繰り返
して、最終的に獲得した札の枚数を競います。
ただし、1 人の候補者につき札は複数枚用意さ
れ、そのうち有効票となる札は 1 枚だけです。
無効票となる札を取ると、1 回休みになります。
　ルールの検討の際、こどもから大人まで楽しく
挑戦していただけるように、ゲームの難易度を選
べるようにするなどの工夫をしました。また、複
数人で挑戦できるゲームであったため、多くの方

に気軽に挑戦していただくことができました。
めいすいサウルスキャラ付け投票
　CEPTではSNSを運営しています。この内
Insｔagｒamでは、福井県の明るい選挙イメージ
キャラクター「めいすいサウルス」を活用し、活動
などを発信しています。この「めいすいサウルス」
に個性的なキャラクターを与えたら面白い情報発
信ができるのではないかと考えました。そこでこ
の模擬投票では、めいすいサウルスのキャラを 3
パターンの中から投票してもらうこととしました。
その結果はInsｔagｒamで発表し、以後の投稿には
最多数を獲得したキャラクターのめいすいサウル
スが登場しました。
企画の反響
　これらの企画のブースを出展した結果、2021
年、2022年共に多くの方に来場していただくこ
とができました。ＶS開票と有効票争奪戦では、

「どんな書き方が有効・無効になるのか全く知
らなかったから、楽しく学べて良かった」など
の声をいただきました。
　めいすいサウルスキャラ付け投票では、まだ
選挙権を持たない来場者からは「投票の仕方が
わかったから、選挙権を持ったら実際の投票に
も行ってみたい」、投票権を持つ来場者からは

「次の選挙では投票に行きたい」という声を多く
いただき、好評でした。
　今後もCEPTでは、若者の視点から若年層に
選挙への関心を高めてもらうために何ができる
かを考え、様々なコンテンツを使って幅広く啓
発活動をしていきたいと考えています。

堀内麗愛　2023年に福井県立大学を卒業。大学 1 年
生から明るい選挙推進青年活動隊 CEPTに参加。
大学 3 年生から代表を務めた。保育園での出前授業
や選挙時の啓発活動など様々な活動を行った。現在
は福井県明るい選挙推進協議会委員で、小委員会の
委員も務める。

有
効
票
争
奪
戦

Ｖ
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開
票
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選挙啓発部ライツ
　現在部員は40人（宮崎公立大生）おり、宮崎市
選挙管理委員会と宮崎県選挙管理委員会と連携
し活動を行っています。「ライツ」は「権利」を表
すRightと、「明るくする」を意味するLightを掛
け合わせたもので、“投票という権利を通じて、
日本の未来を明るくする”という意味が込めら
れています。ライツの部員を増やしていくため
に、宣伝チラシを学内に掲示し、SNSや学内の
講義においてライツの活動を周知しています。
活動の概要
　活動としては、主に選挙時の活動と選挙時以
外の活動の 2つに分けられます。選挙時の活動
としてはイオンモール宮崎や宮交シティなどの
商業施設で街頭啓発を行い、新聞・ラジオ・テ
レビなどのメディアへの出演やSNSを通して投
票へ出向くように呼びかけ、投票率の向上に貢
献できるよう活動を行っています。また、立候
補者への白バラ贈呈も行っています。
　選挙時以外の活動としては、中学校や高校へ
の出前講座や、市選挙管理委員会が募集する標
語や作文の審査への参加、先進地視察等を行っ
ています。
主な活動

（1）定例会
　宮崎市選挙管理委員会の方や宮崎公立大学元
学長でアドバイザーとしてライツの活動に対し
て意見をくださる有馬晋作先生に参加いただ
き、月 1回定例会を行っています。定例会では
堅苦しい話し合いにならないようにお菓子を用
意し、気軽な意見交換ができるよう心がけてい
ます。内容としては活動報告や意見交換、街頭
啓発で配る物資や活動のあり方、出前講座の計
画、SNSの方針についての協議を行っています。

（２）SNS
　SNSを利用した活動としては、主にインスタ
グラム（＠rights.mmu）を中心に発信していま
す。投稿の内容として、投票日までのカウント
ダウンの投稿、投票のやり方を分かりやすいよ
うに動画にまとめた投稿、選挙についての情報
や日々の活動についての投稿を行い、若者を中
心とした幅広い世代に向けて発信しています。
近年、若者の投票率の低さが懸念されています
が、若者はSNSを見る機会が多いため、SNSで
の選挙情報発信は若者の投票率向上に効果的だ
と思っています。私たちの活動で少しでも多く
の方が選挙に関心を持ち、投票に行く原動力に
なれば良いなと思います。

（3）出前講座
　平成28年から選挙権の年齢が、20歳以上から
18歳以上に引き下げられたことによって以前よ
りも若者の投票行動に注目が集まっています。
そこで、私たちは若者が選挙に関する知識や意
識を高めてもらうために出前講座を行っていま
す。中学生や高校生などを対象とし、模擬選挙
の体験などを通じて選挙をより身近なものに感
じてもらうことを目的とし、宮崎市選挙管理委
員会と協力しながら活動しています。
　直近の活動では、令和 5年 7月12日に宮崎南
高校にて出前講座を行いました。この講座では、
宮崎の地域課題について受講生にグループディ
スカッションを行ってもらいました。グループ
ディスカッションに際して、ライツ部員が宮崎
市長選の候補者として模擬選挙演説を行い、「今
の宮崎をどう変えていきたいか。」というテーマ

明るい選挙推進優良活動
明るい選挙推進協会は、政治意識の向上や投票参加の促進など
に取り組む活動を表彰しています（一般財団法人櫻田會の支援）。
令和 4年度受賞団体（ 9団体）から 2団体を紹介します。

宮
交
シ
テ
ィ
で
の
啓
発
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で宮崎の地域課題とその解決策を説明しまし
た。受講生には、模擬選挙演説を元に、教育の
質を上げ、企業誘致に取り組むという公約を掲
げたＡさんと、テーマパークの改修をし、交通機
関を整備し観光客を呼び込むという公約を掲げ
たＢさんのどちらの候補者に投票したいかとい
う議題で地域課題について考えてもらいました。
　生徒たち一人一人がしっかり自分の考えを発
言しており、私たち自身では気づかないような
ことが発見でき、高校生から学ぶこともたくさ
んありました。地域課題について考えることは、
政治参加のきっかけになる、と感じました。準
備は大変でしたが、とてもやりがいのある活動
でした。

（4）街頭啓発
　選挙に際して私たちは街頭啓発を行っていま
す。アミュプラザみやざきや、宮交シティ、イ
オンモール宮崎、イオンモール都城、イオンモー
ル延岡などで活動を行いました。活動内容とし
ては、街頭啓発のチラシやティッシュなどの物
資を配りました。新型コロナウイルス感染症が
流行していた時期は、定例会で話し合って、
ティッシュだけでなくウェットティッシュを

配ったり、寒い時期にはカイロを配るなどして、
受け取ってもらいやすいような工夫を行いまし
た。街行く人にチラシや物資を受け取ってもら
うのは難しいことだと感じていましたが、受け
取ってもらうときに「頑張ってね。」「投票に行き
ます。」などの言葉をかけられるととてもやりが
いを感じます。また、大学生が活動を行うこと
によって少しでも注目してもらえればいいな、
という気持ちで取り組んでいます。

選挙コンシェルジュ鹿児島
「若者の投票参加に向けて」
　選挙コンシェルジュ鹿児島は、若い世代の選
挙への関心や投票率の向上につなげることを目
的として、様々な啓発活動を行っている。
　本稿ではその活動の中から幾つかに絞って紹
介しようと思う。
SNSを活用した情報発信
　メンバーで、選挙に関する情報を若者へ効果
的に届けられる方法を考えた際、真っ先にSNS
を活用するという方法があがった。そこで、公
式X（旧Twitter）を用いて選挙の投票日に合わ
せた投稿を行なうことにした。選挙＝堅苦しい、
自分には関係ない、難しいといったイメージが
若者の中に固定化されている現状を考慮し、効

果的な投稿を行なうために以下の三点を意識し
て作成している。
　第 1に「親しみやすい文面で投稿する」であ
る。選挙に関心を持ってもらうためには選挙の
ことを身近に考えてもらう必要があると私達
は考え、文面はなるべく平易なもの・私達が普
段使う言葉からかけ離れないように留意して
いる。
　 2番目に「目につきやすい投稿」である。膨大
な情報を目にすることができるSNS上では、利
用者の目にどれだけ留まるかが重要視される。
他の情報に埋もれないよう、また、利用者の興
味を惹くために、イラストを描いた画用紙や「め
いすいくん」を手に持った写真の使用、絵文字
を散りばめるなど若者向けに作成している。
　 3つめに「選挙の情報を投稿する以上、見た

柏田彩花（右）　ライツ部長。出身地：宮崎県宮崎市。
宮崎南高校出身、宮崎公立大学人文学部国際文化学
科 2年。
髙城結衣（左）　出身地：宮崎県宮崎市。宮崎北高校
出身、宮崎公立大学人文学部国際文化学科 2年。
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人が選挙についての理解を深められるような内
容」である。投票日以前も期日前投票制度を利
用ができることや、短時間で投票が終わること
を内容に含め、投票行為自体のハードルを下げ
られるよう意識して投稿している。
出前授業での狙い
　出前授業では実際の選挙で用いられている記
載台や投票用紙計数器等の道具を使い、児童達
に模擬選挙・投票を体験してもらう。
　昨年の活動の中心として、 8年ぶりに模擬選
挙用の候補者ビデオを新しく作成した。私も候
補者の一人「さつま元気党　山崎あやか」として
ビデオに登場し、児童や生徒に訴えかける政策
を語った。そのビデオが今や各学校における出
前授業で教材として使用され、児童達は一票を
投じるわけである。
　出前授業で印象的なのは、投票する際にどち
らの口に入れていいか・投票用紙の折り方はど
うすればいいのか等と投票箱の前で少し慌てる
児童達の姿だ。「どっちに入れても大丈夫だよ」
「縦半分に折ると入れ易いよ」と声を掛けてあげ

るとホッとした表情を見せてくれる。開票作業
も児童達の手によってなされ、結果が選挙管理
委員会の職員によって発表されると歓喜の声を
上げる児童、残念そうに膨れる児童など様々だ。
時には自分はこういった理由で〇〇さんに投票
した、なのに当選しないなんて！と友達に力説
している児童もいて感心してしまう。果たして
私も含めて有権者の多くがこれ程までの熱意を
持って選挙に参加しているだろうかと気付かさ
れる。
　出前授業の最後に一人の大学生として児童達
の前で、選挙に対する思いを話すようにしてい
る。話し出す前からざわつく児童達を目の前に
自己紹介を行うと、さっきの政治家の人だ！と
一番の盛り上がりを見せる。「選挙って意外と
簡単じゃないですか？」と問いかけると元気に
頷いてくれる。私は基本的に①選挙は時間が掛
からず簡単であること②政治家の政策にまずは
耳を傾けること③18歳になったときは今日の授
業を思い出して選挙に行ってほしいこと、の三
点を話すようにしている。候補者として出演し
ている私が出前授業に参加することで政治家の
存在を身近に感じてもらい、実際の選挙で候補
者を決めて投票することもこの模擬選挙と変わ
らないことを体感してもらうことが狙いだ。
終わりに
　活動の最終目的は、「投票所に足を運んでも
らうこと」である。自分たちの投じる一票は決
して無駄なものではなく、「自分たちの思って
いることや望んでいることを政治に伝える」と
いう意思表示であることを、私達の活動を通じ
て伝わっていけば大変嬉しく思う。これからも
日々意見を出しつつ、より良い啓発活動を行っ
ていけるように尽力していきたい。

山崎あやか　鹿児島大学 4年。選挙に対して堅苦し
いイメージを抱いていたが、意外にも投票が簡単か
つ早く終わったことに非常に驚いた。若者の投票率
が低いことを知り、私が選挙の情報を発信していく
ことで何か変化を起こせないかと考え、選挙コン
シェルジュ鹿児島へ参加。
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岩手県立大学総合政策学部
市島宗典研究室
令和3年度の活動
　岩手県立大学市島宗典研究室は、地方自治体
と連携し、行政が抱える問題を学生の視点から
解決を目指すための政策提案を行うことを活動
の中心に据えている。 ３ 年度においては、岩手
県選挙管理委員会および滝沢市選管と連携し、

「コロナ禍における臨時啓発事業」をテーマに調
査・研究および政策提案を行った。
　研究を進めるにあたり、まず、選管による臨
時啓発事業について調査を行った。調査対象を
４７都道府県選管および東北 ６ 県２２７市町村選管
による第２５回参議院議員通常選挙における臨時
啓発事業とし、メール調査を実施した。また、
岩手県立大学の学生を対象とするアンケート調
査もあわせて行い、その結果からゼミ生 ４ 人が
それぞれの視点から研究を進め、岩手県選管お
よび滝沢市選管に対し、政策提案を行った。
　選挙に関する情報に着目した研究では、「選
挙公報」の有用性を明らかにし、選挙公報が見
られていないこと、臨時啓発としては周知が十
分ではないことを指摘し、選挙公報の余白に掲
載する内容および行動経済学の考え方を活用し
た周知の方法を提案した。期日前投票所に着目
した研究では、期日前投票所の増設を妨げるコ
ストを解消するために、学生アルバイトの導入
および移動型期日前投票所の導入を提案した。
住民票に着目した研究では、住民票の異動状況

によって投票率に大きな差があることを明らか
にし、若者目線から住民票の異動を促すデザイ
ンのチラシを作成し、効果的な周知の方法につ
いて提案した。不在者投票に着目した研究では、
常時啓発としての出前授業において、若者目線
から不在者投票制度の周知を行うことを提案し
た。
臨時啓発の取り組み
　研究を進めていく中で、選挙啓発として自分
たちにも何かできることがあるのではないかと
いう思いに加え、滝沢市選管からもお声がけい
ただき、研究室として活動を進めることとなっ
た。
・不在者投票支援ブース
　明るい選挙推進協会の意識調査や岩手県立大
学の学生に行った調査において、住民票を異動
していない学生の存在が明らかになった。また、
不在者投票制度について ９ 割の学生は知らない
という調査結果から、「不在者投票支援ブース」
を設置した。ブースでは不在者投票請求書およ
び送付用封筒を準備し、その場で請求に必要な
書類等を作成できるようにした。４0名がブース
を利用し、「不在者投票は面倒と思っており利
用していなかったが、このブースがあったので
利用しようと思った」などの意見が寄せられた。
・選挙事務所ツアー
　協会の意識調査では、棄権理由のうち、「政

明るい選挙推進優良活動
明るい選挙推進協会は、政治意識の向上や投票
参加の促進などに取り組む活動を表彰していま
す（一般社団法人櫻田會の支援）。令和 ４ 年度受
賞団体（ ９ 団体）から奨励賞を受賞した団体の活
動を紹介します。

政策提案発表会
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党の政策や候補者の人物像など、違いがよくわ
からなかった」との回答が年々増加傾向にある
ことが明らかとなり、身近な学生からも、「ど
のようにして政党や候補者を選べばいいかわか
らない」という声が多かった。そこで、盛岡市
内の候補者事務所および比例代表に名簿を届け
出ている政党の事務所を訪問する「選挙事務所
ツアー」を企画・実施した。各政党の公約集な
どを収集し、各政党・候補者の政策を比較し、
投票先の決定に役立てることを目的とした。ツ
アー当日はゼミ生 ４ 名に加え、総合政策学部の
学生にも呼びかけ、さらに ４ 名が集い、彼らか
らも政党や候補者に対して多くの質問が投げか
けられた。
・SNS（Twitter）による情報提供
　協会の意識調査をもとに若者の選挙情報の獲
得手段と有益度を探ると、見聞きしている情報
はあまり役に立っておらず、反対に役に立って
いる情報はあまり見聞きされていないことが明
らかとなった。そのため、有権者が比較的アク
セスしやすいSNSを用い情報発信を行った。投
票方法や候補者の選び方など、実際に投票する
際に役立つであろうものを中心に発信した。
令和4年度以降の活動
　 ４ 年 ４ 月には、上述の活動を学部全体さらに
は大学全体に広げていくために、大学の公認団
体として「岩手県立大学明るい選挙推進サポー
ター県大Voters」を設立した。設立後はサーク
ルとして選挙啓発活動を行っている。

　また、 ３ 年度同様、 ４ 年度も岩手県選管と連
携し、調査・研究を行った。 ３ 年生は「選挙啓
発学生団体」、 ４ 年生は「当日投票所の削減要
因」、「知的障がい者の投票支援」、「女性議員の
存在意義」、「選挙啓発を行う学生団体への参加
要因」をテーマとした。その調査・研究の成果
は、調査への協力自治体にフィードバックした。
第２６回参院選では、 ３ 年度の政策提案が採用さ
れており、社会からも評価されたものと考えて
いる。それを受け、岩手県立大学学長奨励賞を
受賞した。
　 ５ 年度も引き続き、「投票立会人」に着目した
調査・研究を進めており、社会の役に立つ政策
提案を行い、問題に向き合っていきたい。

令和5年度優良活動表彰の受賞団体
　 ５ 年度は ７ 団体が選ばれました。優良活動賞
に、「八潮市明るい選挙推進協議会（埼玉県）」「多
摩市明るい選挙推進委員会（東京都）」「宇部市明
るい選挙推進協議会（山口県）」、子育てと主権
者教育をテーマに活動する「特定非営利活動法
人ＤAＫＫO(東京都)」、若者啓発グループの「福

大Voteプロジェクト（福島大学）」「下関市選挙
啓発サポーター（山口県）」が、奨励賞には北九
州市のまちの政治を見つめよう学級の「ひまわ
り会学級」が選ばれました。

佐藤柊人　２001年生れ。岩手県立大学総合政策学部
４ 年、３ 年生から市島宗典研究室に所属。現在は「投
票立会人の確保」に着目し、調査研究を行っている。
県大Voters代表も務めている。

不在者投票支援ブース


